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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　理ことわりの魔ま術じゆつ師し









　夜の海上に赤い光が禍まが々まがしく揺ゆれている。

　大型の帆はん船せんが炎えん上じようしていた。

　大きな帆ほを支えるマストが根元から焼け崩くずれ、断末魔の叫さけびのごとき轟ごう音おんをたてて甲かん板ぱんに倒たおれた。衝しよう撃げきで激しく船体が揺れた。……しかし沈しずまない。もはや死に体としか見えないのに、腐敗鬼ゾンビのごとく船はぐらぐらと揺れながら持ちこたえている。

　揺れる船上に、炎ほのおに赤く照らされて対たい峙じする二つの影かげがある。

　その周囲の足場だけが炎を寄せ付けずに燃えていない。まるで炎に囲われた円形の闘とう技ぎ場のようだった。

　一人は黒くろ革かわのロングコートに身を包んだ黒くろ髪かみの青年──いや、背せ丈たけは高いがまだ少年だろう。右手に真っ赤な短たん剣けんを握にぎり、油断なく構えている。

　その正面に対峙する影は──巨きよ大だいな異形だった。マストが崩れてすっかり平べったくなった船上で、それはもっとも巨大な存在だった。

　身の丈たけは少年の三倍ほどはあろう。人と同じく頭があり、手があり、足がある──しかし鏡のごとく磨みがかれた金属質で身が覆おおわれており、さながら鋼はがねの巨人であった。

　いや、巨神か。

　少年は知っている。目の前の存在は【神】だと。

　神の足元から周囲に網あみのような光が広がっている。それが崩れゆく船が沈ちん没ぼつせぬよう支え、炎が迫せまるのも遠ざけている様子だった。

　神は少年との決着を望んでいる。沈没や炎などに邪じや魔まされることなき決着を。

　しかし神の左ひだり腕うではすでに半ばで寸断され、断面から血ではなく奇妙な火花を散らしていた。輝かがやく単眼モノアイが少年を射い貫ぬいた。

「──大したものだ」鋼の巨神が声を発した。どこから声を発しているのかわからぬ。空間全体がびりびりと震ふるえるような音声であった。

「神の片腕を落とすとは見事。【黒魔術】……人の身で神の域に近づこうという傲ごう慢まんなる力。しかしここまで実際に神に迫った魔術師はおまえが初めてだろう。──名乗れ。私が永遠に覚えておいてやる」

「神に迫る力だと？　……違ちがうな。俺の魔術は、神を殺す力だ」

　少年は不敵に笑った。沈ちん黙もくが漂ただよう。神は笑いも怒いかりもせず、微かすかに頷うなずいた。

「その意気や良し。私は『愚ぐ神しん』とも渾あだ名なされる下級神だ。自らの身の程ほどを弁わきまえぬその思い上がりも、他ほかの神々と違って嫌きらいではなくむしろ心地ここち好よい」

「下級神だと？　……これで下級かよ」

　少年は笑えみを吹ふき消して周りを見回した。

　真っ黒に崩れた仲間たちの死し骸がいが、今まさに炎に吞のみ込まれていく……。

「連れてきた他の魔術師たちは鍛たん錬れんが足りていなかったな」

「あいつらは魔術なんて初歩しか齧かじってねえただのチンピラだ。こんな仕事でこんなバカげた戦いに巻き込まれて死ぬ予定じゃなかっただろうけどな……チッ」

　仲間たちを守れなかった悔かい悟ごや苛いら立だちが、舌打ちとなって漏もれ出た。

「……おまえから名乗れよ。俺は忘れるかもしれないけどな」

「オリンポス神族が一ひと柱はしら、エピメテウス。『後こう悔かいする者』という意味だ。あまり自じ慢まんにならぬ名だが。……さあ、魔術師の暗殺者よ。その誇ほこりに賭かけて名乗りを返せ」

「俺の名前はライル。ライル・ライプニッツ。暗殺者に誇りなどないがな」

　船はこの有様だ。本来の標的はとうに死んでいるはず。

　あとは目の前のこいつをどうにかして生せい還かんするだけだ。

「ふむ……、ライル……、宿っているようだな。確かに、普ふ通つうの人間とは違う」

「宿っているだと……？　何が……？」

「【英えい雄ゆう魂だましい】。誰だれが宿っているかまでは、我が単眼では見通せぬ」

　……あのババアの予言はデタラメじゃなかったのか。ライルは思わず息が詰つまった。

　だとしたら……俺は本当に『神殺しの宿命』の持ち主ということになる。

「何だよ、その英雄魂ってのは」

「死にゆくものには関係のないことだ。神を殺すと豪ごう語ごした力……真実としてみせよ」

　エピメテウスが光を放つ──【奇跡魔術ゲネシス】。

　人間が操あやつる黒魔術とは桁けた違ちがいの規模の現象エフエクトを引き起こす、神だけの魔術。

　──恐おそるべきはいかなる代だい償しようも払はらわず虚きよ無むより現象を引き起こすことだ。

「……いいぜ。後悔もさせずに殺してやるよ、エピ野や郎ろう！」

　ライルは腰こしに着けた黒い革のポーチを左手でまさぐる。

　そこには【錬れん金きん術じゆつ】に使うための【媒介アイテム】が詰め込まれている。

　物質に宿る霊気エーテルを利用した錬金術。それこそがライルが武器とする魔術。

「この世すべての災いの苦痛を……疫病火パンドーラ！」

　先に神が短く呪じゆ文もんを唱えた。見えない箱がひっくり返って中身が溢あふれ出るかのように、虚こ空くうから真っ黒い炎の塊かたまりが生じてライルへと襲おそいかかった。

　仲間たちを瞬またたく間に殺した黒い炎だった。それに触ふれると、仲間たちの肉体はたちまち真っ黒に焦こげ、食い散らされるように肉がちぎれ飛び、全神経に毒が駆かけ巡めぐるような苦痛を強しいられ、一いつ瞬しゆんで髪の毛を白しら髪がにして悶もん絶ぜつ絶ぜつ叫きようしながら息絶えた。それほど凄せい惨さんな死に様は見たことがなかった。

　しかし瞬時に分ぶん析せきもしていた──苦痛が宿った炎。しかし炎だ。

「空の欠片かけらよ、風の精せい霊れいの息い吹ぶきを呼び起こせ……」

　ライルも呪文を唱えながら、腰のポーチから乾かん燥そうさせた蝶ちようの翅はねをつまみ取る。

　自らの霊気エーテルを手の平に込めながら、蝶の翅を握り潰つぶす。パンと弾はじけるように翅の形質エイドスが崩ほう壊かいし、蝶の翅に秘ひめられた本質アニマの力が溢れ出た。蝶のうちに秘められた──風属性の力。

「ウインドブラスト！」

　ライルの手の平から圧縮空気の波動ウインドが溢れ出た。

　それはライルの霊気操作によって自在に操られ、周囲に渦うずを巻く。

　風を操り、空気を操り──真空状態を生み出す。

　黒い炎が真空の壁かべに襲いかかる──と、黒い炎は苦しみ悶もだえるように搔かき消えた。

　炎は空気がないところでは生じない。わかりきったことだ。

　自然の力を正しく理解することで、人は神にも並び立つことができる。

　錬金術師ライルはそう信じている。『理解』こそが、力の源泉なのだ。

「……ふふふ！　人間が賢さかしい知ち恵えを身につけて、我が炎の勢いを断とうとは！」

　ライルは操っている風を背中に集めて地を蹴けった。風に乗って跳ちよう躍やくし、一瞬で神との間合いを詰める。手には深紅の刃やいばが握られている。

「血が滴したたるように紅あかい短剣……それこそが貴様に宿る英雄の力の具現！　面おも白しろい！　英雄の力を借りることで貴様の牙きばがこの下級神に届くかどうか、試ためしてみろ！」

「声が震えてるぜ、エピメテウス！」

「ふふふ……、長年ついぞ感じたことのなかった情動に、魂が震えている……！　これが、他者に生存を脅おびやかされるという恐きよう怖ふか……！　だが貴様は何なに故ゆえ、我われを恐れぬ!?」

「俺は理解わかるものは、恐れねえ！」

　戦いを通じて理解していた──こいつらは全知全能の存在などではないと。

　エピメテウスは再び奇跡魔術の光を放ち、

　ライルは恐れることなく紅い短剣をかざして飛び込んでいく──。








一章　黒衣の少年教師










「お兄ちゃん……私、妹だけどお兄ちゃんのことが好きプリっ！」

　妹のピチ子こが、愛らしいぴちぴちブルマ姿でそう言った。

「私も好き！　私だって小さい頃ころからあなたのことが好きだったんだモンっ!!」

　幼おさな馴な染じみのスク美みが、はちきれそうなむちむちスク水姿でそう言った。

　二人は声を合わせた。「「私たちのどっちを選ぶの[image: ]」」






　──選べない。選べるわけがない。

　薄うす暗ぐらい部屋で【古文書ラノベ】を手に、ライルは震えた。

「選べねえ！　俺には選べねえええええええええええ！　ぶひいいいいいいいいっ!!　ブルマとスク水萌もええええええええっ!!　果てるぅううううううううううっ!!」

「どんだけ感情移入しとるんじゃ！　このタワケ!!」

　小さな拳こぶしがライルの頭をスコーンと叩たたいた。カラッポな音だった。

　背後を振ふり仰あおぐと、白銀の少女がふんぞり返っている。

　幼く白い肌はだ、銀色の瞳ひとみ、腰まで届く長い銀ぎん髪ぱつ、霊気エーテルを帯びて銀色に発光する薄衣レオタード──薄うす闇やみの中でうっすらと輝く、星の化身のような美び貌ぼう。

　外見は十二、十三ぐらいに見える。しかし島の者が言うには十年どころか数十年も前から今と変わらぬ姿でいたという……ロリババア。この島の【長老】である。

　孤こ児じとなったライルをこの島に連れてきてくれた、義理の母親でもある。

　……ただし、ここは普通の島ではない。

　対するライルは齢よわい十六歳。黒いローブを身にまとい、長身を折りたたんで気け怠だるげに床ゆかに座り込んでいる。ローブから覗のぞく四し肢しは鍛きたえられて引き締しまっており、腰には使い込まれた革のポーチを提さげている。若くしてすでに熟達の錬金術師といった風ふう貌ぼう。

　白銀と漆しつ黒こく──対照的な二人だった。義理の母子おやこ、そして師し弟ていでもある。

「汝なんじにちょうどよい仕事の依い頼らいが二件きておるぞい」

　長老は薄衣の胸むな元もとに挟はさみ込んだいくつもの書状から、二通を引き出した。

「一人はカスティリアのエステル姫ひめ。金髪をツインテールに結ゆわえた妹的な姫らしい。もう一人はペルーガのアグネス姫。勝ち気でつんつんとした性格らしい」

　ライルは二人の姫の人相を頭の中で想像する。想像上の二人は、何故かぴちぴちブルマとむちむちスク水を身につけていた。萌もえ。

「どっちを選ぶころす？」

「……もう殺しの仕事は嫌いやだぁあああああああああああああああああああっ!!」

　背徳者互助組合ギルド、【ブラッディリーグ】。その事務所兼けん自宅であった。

　──どこの国の領土でもない北の孤こ島とうに無法のならず者が集まり、殺人、破は壊かい工作、窃せつ盗とう……あらゆる背徳行為はんざいの代行を引き受ける闇やみの組織が結成された。

　その組織の創設者が、この年ねん齢れい不ふ詳しようの大魔術師なのだ。

「嫌じゃと言われても、誰かがやらねば儂わしらは立ち行かんのじゃ」

　そのときガラリと戸が開いて、島の男が顔を出した。「長老ちゃん、仕事ねえ？」

「汝に頃ころ合あいの簡単な依頼はきておらぬ」

「ちぇ。腹減ったし昼ひる寝ねでもするか～」戸が閉まり、男の足音が遠ざかっていく。

「俺にばかりヘビーな仕事を振りすぎだろ、ババア！　あいつも働かせろ！」

「仕方あるまい、殺しの依頼ばっかり来るんじゃから。殺しの技術にかけて汝の右に出るものはおらん。『神殺しのライル』よ」

「……俺、殺人術なんかより治ち療りよう術の方が得意なんだけど」

「治療の依頼なんぞ来たことない。世の中、誰かを救いたいという声よりも誰かを殺したいという声の方が多いんじゃ。圧あつ倒とう的にな」

　ライルは古文書を手にしたまま、床をゴロゴロと転がった。

「こんな掃はき溜だめみたいな世の中いーやーだー。美少女を救いたい。そしてそこからラブコメが始まって欲しい。もう働きたくないでござる。古文書の世界が愛いとおしい。ピチ子とスク美だけが俺の荒すさんだ心を癒いやしてくれる……」

「むぅ～。生ぬるい空想に浸ひたりおって。空想上の娘むすめにうつつをぬかさずとも、汝の傍そばにはこんなにかわいい儂がおるじゃろ。何が不満なのじゃ。うふーん」

　ロリババアはぺったんこの胸を張り、細い腰をくねらせ、ケツをプリっとさせた。

「黙らっしゃいババア。おかん代わりのババアが萌えキャラに対たい抗こう心を燃やすな。シコリティを身につけて出直してこい」

「むきーっ！　萌えだのシコリティだの、わけのわからぬ古代語を当たり前に使いこなすな！　言い返したいけど意味がわからぬ!!」

　ライルが手にしている古文書ラノベは、彼がとある古代遺い跡せきに忍しのび込んで持ち帰ってきたものである。……そこは奇き妙みような遺跡であった。

　地下の奥深くで奇き跡せき的な保存状態のまま眠ねむっていた一室。そこには女の子のイラストつき古文書が満まん載さいされた本ほん棚だながあり、女の子の精密なフルカラー彫ちよう刻こくが飾かざられており、女の子の絵画が貼はられ、女の子が描えがかれた等身大のクッションが転がっていたのである。
















　なんだ、ここは。……わけがわからないが、ライルは何かもえに開眼した。

　ライルは古文書を研究し、解読した。これらは『ラノベ』と呼ばれるものであるらしい。『日常系学園ラブコメの決定版！』と、あらすじに書かれている。

　日常系──つまりこれは、現実世界を舞ぶ台たいにした架か空くう性の低いフィクションだ。

「……こんな幸福な世界がかつて存在していたんだ」

　学園ラブコメ──なんて素す晴ばらしい世界だろう。貧困も空腹もなく、死や略りやく奪だつの気配などどこにもない。恋れん愛あいを中心に世界が回る。誰もが誰からも支配をされずに自由。

　今のこの世界は違う。あまりにも……、違いがありすぎる。

「あはーん。……ライルよ、儂が汝に下した予言のことは覚えていよう……」

　くねくねとセクシーポーズを続けていた長老は、不意に声を重々しくした。

「顕けん現げんせよ……驚きよう嘆たんすべき言の葉【ミラベリス】！」

　長老の右手に銀色の光が集つどい、分厚い『予言書』が具現化した。

「儂には偉い大だいなる予言者ノストラダムスの魂が宿っておる。あらゆる星の運行を写し取りたるこの予言書ミラベリスに、万にひとつの間違いもないぞ。よし、ライルよ。今再びこの予言書を繙ひもとき、汝の宿命を語り聞かせてやろう。耳の穴をかっぽじるがよい！」




　天地に身寄りなく、罪を犯おかすより他ほかに生きる術すべを知らぬ貧しき子、ライルよ。

　汝には偉大なる魂が宿っておる。その魂の名は、背徳者パラケルスス。

　汝に宿る偉大な魂は、すなわち汝の未来であり宿命であると知れ。

　汝は若き日のパラケルススと同じくあふるる好こう奇き心しんに突つき動かされ、噓うそと偽いつわりを憎にくみ、この世の真実を追い求め──信しん仰こうを踏ふみにじる。

　すなわち汝は神を殺すだろう。

　そして汝より錬れん金きん術じゆつの歴史が動き出す。背徳の技と知識を深め、教え子に広めよ。

　さすれば教え子たちも汝とともに、神に支配されし世に人世復活ルネサンスの風を吹ふかせよう。英雄は、神々の時代の終わりを欲ほつしておる。




　──ライルはぽりぽりとケツを搔いた。

「……そもそも誰だれだよ、パラケルススとかノストラダムスとかって。萌えキャラか？」

「ええと、萌えキャラではないと思う。忘ぼう却きやくされし遥はるか過去か、あるいは異次元、あるいは宇宙の果ての異星……いずれにせよ儂らとはまったく異なる世の中を生きた英雄たちじゃ。儂らにはその偉大なる魂──【英えい雄ゆう魂だましい】が宿っておる！」

　……それがまったくのデタラメではないことは、あのときの戦いで証明されている。

「顕現せよ……解放者の大いなる鍵かぎ剣けん【アゾット】」

　ライルは自らの胸に呼びかけるように呪じゆ文もんを唱えた。

　すると右手のうちに深しん紅くの光が集い、短たん剣けんが生み出された。

【英えい雄ゆう魂こん装そう】──ライルに宿る偉大な魂が武器という形で顕現したものだという。

「儂のミラベリスは天てん地ち開かい闢びやく以来のあらゆる情報を記録する【知識宇宙】へ接続し、情報を読み取ることができる。知識宇宙には儂らの【能力評価ステータス】も克こく明めいに記録されておる。これも汝と儂が特別な力を持っておる確かな証しよう拠こじゃ。見るがいい」

　長老の手にする予言書がひとりでにめくられ、空白の頁ページが開かれる。

　そこに黒々とした文字がひとりでに浮うかび上がった。





ライル（英雄魂……パラケルスス）　覚かく醒せい値……97




力……55　速さ……77　体力……64　霊気値……１０７　背徳値……ＥＸ




スキル……【錬金術Ａ】【霊気操作Ｂ】【殺医術Ａ】【ラブコメ脳（童どう貞てい）Ｓ】

　　　　　【全血の知識（『分解』を通じて対象の本質を『理解』する）Ａ】




英雄魂装……【鍵剣アゾット】







長老（英雄魂……ノストラダムス）　覚醒値……１２１




力……７　速さ……67　体力……32　霊気値……１２５　背徳値……ＥＸ




スキル……【錬金術Ｃ】【占せん星せい術じゆつＳ】【見届け人（予言が成じよう就じゆするまで不老）Ｓ】

　　　　　【星心統一（地上の現象と天上の現象を照応・転化させる）Ａ】




英雄魂装……【予言書ミラベリス】






　ライルはキレた。

「ねえ、この童貞って項こう目もくいる？　ケンカ売ってる？　出会いがねえんだよ!!」

「目の前におあつらえ向きに熟成した清い身体からだのママ幼女がおるが？　うふーん」

「そんな複雑怪かい奇きなバケモノに汚けがされたくねーんだよ!!　俺が求めてるのはもっと嬉うれし恥はずかしシコリティな王道ラブコメとの出会いだっ!!　古文書にあるような!!」

「そういうこだわりがラブコメ脳なんじゃろ……。ともあれ見ての通り儂らは常人ではない。一いつ般ぱん人の能力評価ステータスだと、５とか10とかそんなもんじゃ」

　肉体的にそう差があるわけではない。

　しかし身にまとう【霊気】が、あらゆる能力を向上させている。

「そして英雄魂を宿した儂らだけが【服従の烙らく印いん】を無視して自由な精神を保つことができる！　ゆえに、もしも古文書に書かれているような豊かな世界がかつて存在していたとするなら……それを取り戻もどすことが出来るのは儂らだけじゃっ！」

　……古文書に描かれている幸福な世界は、どうして失われたのか。

　すべての人類に烙印を刻み、世界を『管理』している神々がその元げん凶きように違ちがいない。

「神々を打だ倒とうするってのはつまり、世界にラブコメを取り戻すということでもある……」

「うむ……そうとも言えるじゃろう。世界が人の自由になればそうなろう」

「俺が神々を殺して殺して殺しまくれば……俺は暗殺者なんて薄うす汚ぎたない仕事を捨てて、萌もえ萌え学園ラブコメの主人公になれるということだな!?」

　ライルは両目をクワッと見開いた。

「うむ……そうかもしれん……わからんけど……そうかなあ？」

「美少女たちとの出会い！　出会い頭がしらにぶつかって不ふ可か抗こう力りよくにおっぱい触さわっちゃったりスカートの中に顔を突っ込んでおパンティーにこんにちわしたり!!　そんなキッカケから次し第だいにお互たがいを意識しあうようになってソワソワしちゃったり、もうどうしよう!!」

「……果たして本当にそれがこの世界の本当の姿なんじゃろうか……」

　リアルな日常を描いているはずの古文書に、長老は懐かい疑ぎの視線を向けた。

「日常モノ……とはいうが、どこかちょっと頭がおかしな日常なのではないか？」

「そこんところノストラダムスさんに予言させてみて。役目でしょ」

　長老が手にするミラベリスがパララッとめくられて、とあるページで止まった。

　そこには見開きいっぱいの大きな文字でたった一言『知らんがな』と書かれていた。

「くだらんことを占うらなうと必ずこの４６０─４６１ページが出るんじゃよなあー」

「外れページで対応すんのかよ。ノストラダムスのやつ仕事ナメてんな」

「ともかく誰か知らんけど偉大な英えい雄ゆうの力を受け継ついだ儂らは、神を打倒し、人の世を取り戻さねばならぬ！　それは儂らの義務……いや宿命なのじゃ──っ！」

　ライルはアゾットを消し去り、「ふう」とため息をついて床ゆかにごろんと転がった。

「何じゃ、ノリが悪い。もっとこう、イエーイって感じで盛り上がってゆこうぞ？」

「……英雄魂を宿した儂らって言ったって、俺と長老の二人っきりじゃねーか」

　かつて長老はブラッディリーグを結成し、世のはぐれ者たちを集めた。

　はぐれ者を集めれば、そこに英雄魂の宿主が見つかると思ったのである。

　しかし当てが外れて集まったのはケチな小悪党ばかりだった。

　貧しさゆえに背徳行為に走りながらも、烙印のせいで大それたことはできず、表面上は威い勢せいがいいが内心では神しん罰ばつに怯おびえてビクビクしている連中。

　こいつらを組織として束ねたところで、神々に逆らうことなどできない。

「うーむ、どこにおるのかのう、仲間たちは。猛もう虎こ伏ふく草そう、草の根分けて探さねばならぬ。それはそれとして、生きていくために仕事もせねばならぬ」

「俺にばかり重い仕事を回すから、俺がみんなを養ってるようなもんじゃねーか」

　暗殺──標的はたいてい【姫ひめ】だ。厳重な警備をくぐり抜ぬけ、美少女をざっくり殺す。

　重い……。心の底から嫌いやな仕事だが、確かにこれが一番金になる。

「……そのくせ俺が神を殺したって言っても、誰も信じやしねえし」

　あの依頼で神と遭そう遇ぐうしたのは偶ぐう然ぜんだった。

　何故なぜあの船に神がいたのか、不可解ですらある。

　妙みように卑ひ屈くつで、人間を下等種と見下しながらも、ライルに倒たおされることを喜んでいたかのような奇妙な神──エピメテウス。

「儂わしは信じておるぞい。儂のかわいいライルがついに予言の第一歩を踏み出したと」

「ババアは信じて当然だから嬉うれしくねーんだよ」

「ウフフ、そうじゃよねー、儂とライルの仲じゃもんねー、ウフフ」

「もうやだ……。何が悲しくてババアと二人きりで戦わなきゃならんのだ……。せめてもっと……もっと美少女の仲間たちとキャッキャウフフしながら戦えるなら……」

「うーむ、汝なんじへのメンタルケアが不十分じゃったな。……儂のおっぱい揉もむ？」

「揉まんわ！　自うぬ惚ぼれんな！　揉めるほど膨ふくらんでねーわ！」

「学園か……そういえばこんな依頼もきておったな。気分転てん換かんには良いいかもしれぬ。あまりに怪あやしくてずうずうしい内容だから渡わたすか迷ってたんじゃが」

「怪しくてずうずうしい依頼だって？」

　長老は胸むな元もとからさらに一通の書状を取り出し、ライルに手渡した。





神殺しの魔ま術じゆつ師し殿どのへ

直接ご依頼したいことがあるのでエリーン国立騎き士し学園まで来られたし。






「……俺が神を殺したことがあるのを知っているだと？」

　神殺し──身内からすらろくに信じてもらえぬこの話を、外部の人間がどこで耳に挟はさんだのか。しかもその事実を信じて依頼したいことがあろうとは。

「おまけに……俺にラブコメの本場、『学園』に来いだと!?」




　　　　◇




　エリーン──人類が神より居住を許された【諸島国家群】の中でも北西の外れに位置する。信心深いことで知られるが、気候が寒冷で資源に乏とぼしい……貧びん乏ぼう国である。

　ライルたちは商船に紛まぎれ込んで夜明けの港に降り立った。

　エリーンの王都ロンデリウムは『霧きりの街』の異名をもつ。この日も霧がたちこめて薄うす暗ぐらく、黒衣をたなびかせるライルの姿はまるで影かげ絵えのようだ。

　その後を、対照的に白いマントを羽織った長老がちょこちょこついてくる。

「ババアまでこなくてもいいのに。俺への依頼だろ。罠わなの可能性だってある」

「何を言っておるタワケめ。儂は汝の師じゃぞ。心配など無用じゃ」

「ババア……」

「ババアって呼ぶのやめてくれん？」

　世界に点在する古代遺い跡せきを中心に人々が集まり、都市や国家は発展してきた。

　ロンデリウムの場合、【ビッグ・ベン】と呼ばれる時計塔とうの遺跡が都市のシンボルである。その両りよう脇わきに教会と宮きゆう殿でんが並び、その周りを貴族の邸てい宅たくが囲む。

　街の中心部は城じよう壁へきに囲まれているが、城壁の外では貧しい人々が【魔ま獣じゆう】の襲しゆう撃げきや背徳者の略りやく奪だつに怯えながらの生活を余よ儀ぎなくされている。

　国家直属の騎士団が見張り塔に立ち、見回りにも出ているが、広大な放牧地や農園までは到とう底てい守り切れていない。はっきり言って役立たずである。

　……ライルは街の大通りを真っ直すぐ歩いて行った。

　ひと気がなく静まりかえっていた。日ひ雇やとい労ろう働どう者しやが職を求めて声をあげたり、店を持てない職人が露ろ店てんを出したり……そういう当たり前の活気が見当たらない。

　代わりに、やせ細った男が行き倒だおれているのが目に入った。

「エロヒム……我われらが主、世界に救いを……」虚うつろな目つきで、ぶつぶつ呟つぶやいている。

「そういえばこれは俺が生まれて初めて学校に行く……いわば『初登校』だな」

　ライルは辛しん気き臭くさい空気を振ふり払はらうように明るい声で言った。

「古文書によれば、初登校というのは学園ラブコメ的に極きわめて重要なイベントであるらしい。そこではいくつかの決められた形式に則のつとる必要がある」

「形式じゃと？　魔術的な儀ぎ式しきということか？」

「まずはパンが必要だ。パンなんて贅ぜい沢たく品ひんだが仕方あるまい」

　ライルはパン屋を探して中に入り、もっとも安価なライ麦のパンを買って出ていった。

　思いついてライルは通りを戻り、先ほどの行き倒れの男にパンを半分に割って差し出した。男は朦もう朧ろうとした目をパンに向け、ごくりと唾つばを飲み、しかし首を横に振った。

「……施ほどこしを受ければ……楽園へ招かれなくなる……。自ら力の限り大地を耕し……神に捧ささげ……立ち上がる力を失ったとしても……この魂たましいは、祈いのりそのものに…………」

　胸元で、烙印が小さく光っている。信しん仰こうに適かなう行こう為いをしたという証あかし。

　ほとんど死にかけている男が、誇ほこらしげに笑った。

「うるせー死ね!!」

「もがっ!?」

　ライルは男のヒビ割れた唇くちびるにパンの片割れを無理やりねじ込んだ。

　それから踵きびすを返し、パン屋の軒のき先さきで待っている長老のところに戻る。

「で、パンを使ってどうするんじゃ？」

「パンを口にくわえて『遅ち刻こく遅刻～』と呪じゆ文もんを唱えながら全力疾しつ走そうすると、曲がり角で女の子とぶつかる。それが運命の出会いになるんだ」

「な、なんじゃと!?」

「ついでに不可抗力で手がおっぱいに当たったり顔がスカートに潜もぐり込んでおパンティーしたりする。なんてロマンチックなんだ……」

「絶対あり得ぬ！　……いや、あくまでこれは儀式で、この手順に魔術的な意味合いがあるなら、あるいは……？」

「実際にやってみるしかねえ！　俺は実じつ践せん派の魔術師だ！」

　ライルはパンをくわえたまま、曲がり角に向かって猛もう然ぜんと駆かけた。

「遅刻遅刻ゥ！」と呪文を唱え、鋭するどくターンを決める。

「……きゃっ！」と、悲鳴がした。「マジか!?」と、ライルは思わず叫さけんだ。

　女の子が本当にいた。淡あわい金きん髪ぱつ、白い肌はだ、薄うす桃もも色いろの唇──それらの中で炎ほのおが燃えるように輝かがやく真っ赤な瞳ひとみ！　その目を驚おどろきで見開いて、少女はドン！と吹ふっ飛ばされていく。

「危ねえ！」と、ライルは叫んだが、弾はじき飛ばしたのは自分てめえである。

　吹っ飛んでいく少女は、このままではお尻しりから地面に叩たたきつけられるだろう。ライルは自らの体を下した敷じきにするつもりで、地面に猛然とスライディングした。

　間に合った！　滑すべり込んだライルの目前で、女の子のスカートがばさっと花はな咲さくようにめくれあがる。少女はライルの顔の上に、ぽてっと尻しり餅もちをついた。

「むぐ！」温かな衝しよう撃げき。顔で受け止めるつもりなどなかったが、これは……、

　これは古文書に『顔面騎き乗じよう位』と記されていた伝説のシチュエーションではないか！

　今、俺は……夢にまで見ていたラブコメ的トラブルに遭遇している！

　柔やわらかい綿の下着が顔いっぱいに押しつけられ、ライルの鼻先が下着越ごしの秘ひめやかな凹へこみに埋うもれた。思わず深呼吸すると、陶とう然ぜんとする香かおりがフローラルした。

「ふ、ふまんっ！」一応謝りつつ、ライルは反射的に身を起こそうとする。

　だがその動作はいっそう下着に顔を押しつけるだけだった。

「き、きゃああああああああっ!?」

　事態を遅おくれて把は握あくした騎乗娘ジヨツキーは、身を起こそうとするライルの顔を、反射的に太ふと股ももで強く挟んで押さえ込んだ。

　だがその動作はライルにとって太股が柔らかくて気持ちいいだけだった。

　下着と両股が黄金のトライアングルを形成している。天国かよ。

　やがて女の子は冷静な判断力を取り戻もどし、ぴょんとウサギが跳はねるように顔の上から飛び退のいた。ライルも遅れて身を起こし、「すまんっ」と声をかける。

　少女がこちらを振り向いた──ミディアムショートの金髪がさらりと揺ゆれ、整った顔立ちが現れる。学園ラブコメのヒロインそのもののような可か憐れんな制服姿。

　腰こしに巨大な鞘さやを提さげているのは、騎士学園の生徒だからだろう。

　頰ほおを真っ赤にし、瞳を涙なみだで潤うるませてしまっている。

「その、すまん」とライルは胸がつぶれそうな思いで、もう一度謝った。
















　少女は無言のまま唇を嚙かみ、腰に提げた鞘に右手を伸のばした。鞘がガチャンと変形し、口を開くようにして少女の右手を吞のみ込む。そして真っ青な光を発しながら鞘が真っ二つに分割セパレートし、巨大な刃やいばが引き抜かれていく。

　手甲ガントレツトと一体型の巨きよ大だい剣けん──少女が祈りの言葉を小さく呟くと、その刀身が青い光を発しながら高速振しん動どうした。

　ただの剣ではない──汎はん用よう戦せん闘とう神機ギア【ヴィブロブレード】。

　神機──神から授けられる、超ちよう技術の機具だ。原理は想像もつかないが、神への祈りをエネルギー源に火花を散らし、様々な現象エフエクトを引き起こす。

　その中でもとびきり危険な戦闘用のもの……殺す気満々のブツ。

「ちょっと待て待て！　どうして今そんなもんを抜く必要がある!?」

　両りよう脚あしに履はいているブーツも、不思議な金属素材を青い光とともに展開させて膝ひざまでを覆おおう強化外骨格──【アクティブローダー】に変形した。バチンと火花が散る。

「あ、あああああ……」少女はようやく震ふるえた声を口から漏もらし、そして叫んだ。

「…………あなたを殺して私も死にますーっ!!」

　青い光の影を残して少女の姿が消えた──ライルの真っ正面に横よこ薙なぎの斬ざん風ぷうが吹く！

　ライルは正確に一歩退き、紙かみ一ひと重えでかわした。

「うおっと、信仰者にしてはなかなかの踏ふみ込みじゃねーか」

「ふにゃあああああああああああああああああああっ!!」

　少女は奇き声せいをあげながら、さらに霊気エーテルを練り上げていく。

「……!?　おまえ、なんだその霊気量!?」

　ライルは思わず目を見張った。尋じん常じようではない。人並み外れている。

　少女はその莫ばく大だいな霊気を、そのまま神機に注ぎ込んだ。神機は人の精神エネルギーを神への祈りに変換し、驚くべき性能を発揮する。

「ふっ、ふにゃあああああ!?　制せい御ぎよがっ！」

　少女の手足の神機が猛もう烈れつな勢いで火花を散らせ、蒸気を噴ふき出した。

　少女は体勢をつんのめらせ、勝手に動く手足の神機にされるがままに突とつ進しんしてくる。

「コントロールできねーのかよ!?」

　ひらりとかわしても、イノシシ娘むすめはブレードをブンブンしながら追いかけてくる。

　……ちっ、しょうがねえな。

「あ、こら、街中で魔術を使うでないぞ！」

　ライルの意図を察して長老が声をあげる。じゃあ殺せってのかよ。

「それが一番楽だけどよ……っと！」

　ライルは無視してコートの内側に提げたポーチに片手を突つっ込んだ。淀よどみない動作で取り出したのは『絞しめ殺しの木』という異名を持つ【ガジュマリ】の樹皮。

「光奪うばう寄生樹よ、無む垢くなる魂を闇やみに閉とざせ！」

　呪文を唱えながら、自らの霊気を樹皮に流し込んでいく。

「グリーンインプリズン！」

　ライルの手の内で樹皮がパチンと弾けて光を発し──光の中から、ぐねぐねとのたうつ植物があふれ出た。

　細い幹が幾いく重えにも枝分かれしながら少女に絡からみつき、ぎゅっと締しめ上げる。

「むぎゅう」と、少女の口から声が漏れて、神機から青い発光が消えていった。

　それを確かく認にんしてライルも魔術を停止させた。少女を優やさしく地面に転がし落とし、寄生樹がすーっと薄うすれて消えていく。

「むっ!?　……クマさんこんにちわ」

　尻餅をついた少女のスカートがめくれあがり、パンツが丸見えとなっていた。

　かわいらしいクマのアップリケがついていて、思わず目を惹ひかれる。

　少女は再び顔を真っ赤にしてスカートを押さえた。

「な、なんなのですあなたはっ！　常じよう軌きを逸いつしたスピードで人のお尻の下に滑り込んできたり、しょ、触しよく手しゆのようなもので体中を締め上げながらパンツを見たり……どうしてあらゆる手段を用いて見ず知らずの私のパンツにそんなにも執しゆう念ねんを燃やすのですっ！」

「そ、そんなつもりじゃない！　パンツを中心に物事を考えるな！　俺は一いつ貫かんしておまえを万が一にも傷つけないようにと紳しん士し的だったはずだ！　それが偶ぐう然ぜんエッチなことに結びついたが……つまり変態紳士だ！」

「私のパンツがクマさんだからといって誰だれに迷めい惑わくをかけたというのですっ!!」

　少女はついにポロポロと涙をこぼした。

「あーあ、泣ーかした、泣ーかしたー」長老が遠くから囃はやし立ててくる。

「な、泣くなよ……突とつ然ぜんぶつかった俺が悪かったよ、すまなかったよ……。俺はただ運命の出会いがしたかっただけなんだ……」

　たかがパンツぐらいで泣いたり斬きりかかったり大おお袈げ裟さな……などと言うことは出来ない。貴族の娘たちには『我が身は神々に捧げるもの』という歪ゆがんだ貞てい操そう観念がある。

　パンツ・即そく・斬という過か敏びんな反応を見るに、彼女は相当育ちの良いい令れい嬢じように違ちがいない。

「……ぐすんぐすん。……でもさっきの現象は……もしかして黒魔術!?」

　少女は涙を袖そでで拭ぬぐって、顔を持ち上げた。「まさか……あなたが……!!」

　そのとき通りの向こうから「あっちだ！　あっちに魔ま術じゆつ師しがいる！」と声があがった。「こんな街中で禍まが々まがしい儀式をやろうとは！」「騎き士し学生と戦っているみたいだぞ！」「騎士団を呼べ！」「噂うわさに聞く背徳者だ！」「冒ぼう瀆とくだ！」

　ライルは舌打ちした。長老が「言わんこっちゃない」とつぶやく。

「誰か見てたのか。霧きりが出てるから大だい丈じよう夫ぶじゃないかと期待したんだけどな」

「プロの犯罪者ともあろうものが楽観的な期待で動くでないわ」

「こちらです、背徳者様!!」

　少女が立ち上がり、いきなりライルの手を摑つかんだ。

　面めん食くらったが、表情に敵意はない。ライルは手を引かれるままついて行った。

　大通りから抜ぬけ出し……地元民にしかわからないような裏道へ。

「ここまで来れば大丈夫です！」

　すぐに寂さびれた街外れにたどり着き、少女はライルの手を摑んだまま微笑ほほえんだ。

「先ほどは失礼しました！　……あなたがブラッディリーグの『神殺し』様ですね」

　ライルは驚きで息を吞のんだ。運命の出会いとまで言わずとも、何という偶然だろう。

「……じゃあ、おまえが俺の依い頼らい者か」

「はい！　クレール・フラムクラージュと申します！」

　ようやく手を放し、スカートをちょんとつまむ優ゆう雅がな仕草でお辞じ儀ぎする。

「いきなり斬りかかるご無礼、申し訳ありません。……先ほどのことはお忘れください」

「先ほどのこと……ああ、クマさんパンツのことか。かわいかったな、クマ」

「さ、先ほどのことはお忘れくださいっ!!」

　長老がずいっと顔を割り込ませた。「ふん、クマさんパンツなんて子供じゃのう。儂わしの秘蔵のパンツなんて黒とか赤とかでスッケスケじゃぞ、スッケスケ」

「違う、パンツってのはそういうもんじゃないんだババア。色気がなくて素そ朴ぼくで、清せい楚そで……エロいわけじゃないけどこういうパンツを穿はいてる娘こと恋こいをしたい、そう思わせるパンツが一番いいんだ。俺はクマさんを高く評価するぞ」

「パ、パンツの話題を掘ほり下げないでください！」

「ライル～、こいつのあだ名クマパンにしようぜ～」

「いじめっ子か」ライルが長老の頭をスコーンと叩く。カラッポな音がした。

「うううっ、なんて意地悪な人たち……。しかしこれが背徳者の流りゆう儀ぎだというなら……すぐに慣れてみせます！」

　クレールは真っ赤な顔で縮こまったが、すぐに顔を持ち上げた。

「詳くわしい依頼については学園でお話しさせてください。案内いたします！」

　クレールは再びライルの手を摑み、「ゴーッ！」と明るい声をあげた。




　クレールはライルと手を繫つないだまま、鼻歌交じりに道を案内していった。

　たまに意味もなく手をにぎにぎし、「ふふふっ」と笑みを漏らす。

　……ずいぶん人ひと懐なつっこいやつだ。

「魔術を使って見せただけでブラッディリーグの名前を出すのは迂う闊かつだぞ」

　貴族の娘が迂闊にブラッディリーグの名前など口にしたら、身を破は滅めつさせかねない。

　しかしクレールは「ふっふっふ」と不敵に笑った。

「あなたが神殺し様だということはひと目で見抜けました！　常人ならぬ魔王というべき禍々しいオーラ……。この方こそが私たちの救い主様に違いないと！」

「……魔王だの禍々しいだの言われるほど俺の人相は悪かないだろ」

「私には『運命の人』を見抜く特別な力があるのです！」

「……特別な力だって？」

　逆側を歩く長老がライルの脇わきをつっつき、「どう思う？」と小声でたずねてきた。

「……クマパンを見ておると、妙みような胸むな騒さわぎがせんか？」

「本当にそれをあだ名にするつもりなのかよ。やめてさしあげろ」

　……確かに妙に胸を揺さぶられる感じのする少女である。

「する。変なやつだけど美少女だし、一ひと目め惚ぼれというやつだろうか」

　長老は「むー！」とむくれ声を発してライルのほっぺたを引っ張った。「いてえ！」

「ふん、あんなことがあったからって顔をだらしなく緩ゆるませよって。そこまでパンツに憧あこがれておるなら儂のパンツを好きにすれば良かろう」

「おかん代わりのババアのパンツと美少女のパンツを一いつ緒しよにするな」

「儂じゃって美少女じゃもん……言うほど負けてないもん……」長老はすねた。

「それはそうだが……変に対たい抗こう心を抱いだくなババア。反応に困る」

「何ですか？　何をヒソヒソとお話されているんですか？」

　クレールが二人のコソコソ話に首を突っ込もうとした。

　しかし長老はそれを無視し、小声で話を続けた。

「それはともかく、儂も先ほどから胸騒ぎを覚えておる」

「同性趣味だったかババア……」

「違うわ！」

「小声で楽しそうにしてないで私も交ぜてくださいっ」

　人懐っこく迫せまるクレールをなおも無視して、長老はライルに小声で囁ささやいた。

「……あの娘にも英えい雄ゆう魂だましいが宿っておる。この胸騒ぎは幼き頃ころに汝なんじを見み出いだしたときに感じたものと同種のものじゃ」

「なにっ!?」ライルは会話に交ざりたそうな無む邪じや気きなクレールの顔に向き直る。

　クレールは顔をきょとんと傾かしげてみせる。かわいい。

　このアホそうな美少女が、俺や長老と同類の、初めての仲間……？




　　　　◇




　──ゴーン、ゴーン……とビッグ・ベンから鐘かねの音が七つ、聞こえてきた。

「朝の散歩をしていたらお二人とお会いして……そろそろ登校時間です」

　なるほど、往来に生徒の姿をちらほらと見かけはじめた。

　誰もが制服を身につけ、腰こしには物ぶつ騒そうな戦せん闘とう用神機を提さげている。

　男子生徒の姿はまばらだった。……この世界のあらゆる国家は、女王が頂点に君臨する女性上位社会である。生徒の大半は貴族の娘だった。

　人の流れに加わっていき、重々しくそびえる校門にたどり着く。

　エリーン国立騎士学園──貴族の子女たちを騎士へと育て上げるエリート学校である。

　校門を抜けると、中庭に巨きよ大だいな石像が並んでいるのが目に入った。

　ゼウスたちオリンポス十二神──エリーンを含ふくむこの周辺のいくつかの島々を【オリンポス神域】と呼ぶ。この地域を支配しているのが地域神ゼウスである。その配下には姫ひめ神がみヘラ、戦争の神アテナ、太陽神アポロン……などの十二神が揃そろう。

　神たちは奇き妙みような姿をしている。……肉や体毛といったものが見られず、不思議な光こう沢たくをもった金属で全身が覆おおわれている。

【神鉄】と呼ばれるその体組織は永遠に朽くちることを知らぬという。

　生徒たちはそれらの石像の前で立ち止まり、祈いのりを捧ささげている。

　……しかしクレールは石像を平然と素す通どおりし、「こちらです」とライルを導いた。




　ライルたちは三階建ての建物に案内された。

　中には職員室や研究室といった部屋が並び、年配の教師たちが忙いそがしそうに出入りしているが、クレールは我が物顔ですたすたと横切り、最上階へと階段を上っていく。

『校長室』とプレートが貼はられた扉とびらを、小さくノックした。

「神殺し様がいらっしゃいました」と言い、返事も待たずに扉を開く。

　中にはいかめしい雰ふん囲い気きの老紳士がデスクに座っていた。黒い詰つめ襟えりに黄金の襟えり章しようを輝かがやかせて地位の高さを誇こ示じしている。この学園の最高権力者というわけか。

「ようこそいらっしゃいました。校長のサヴィル・ロウです」

　老紳士が立ち上がり、ライルに頭を下げる。

　ついでクレールが部屋の真ん中でくるりとターンし、えっへんと胸をはる。

「そして私が生徒会長兼けん理事長のクレール・フラムクラージュです！」

　さらりとものすごい肩かた書がきを口にした。あのおっさんはオマケに過ぎなかったのだ。

　校長は学校の長おさ。理事長は学校の運営母体の長。つまり理事長の方が校長よりも断然エライ。おまけにここは国立学校なのだから、その母体とはつまり……。

　このアホそうな娘むすめ、ロイヤル美少女か……。

　しかし王家の姓せいを名乗っていないのはどういうことだろう。

「依頼をいただき参上した、神殺しのライル・ライプニッツだ」

「儂はブラッディリーグの長、アガスティア・フォンブリュヌ・ガランシエールじゃ」

　何だって、とライルは横の長老を振ふり向いた。

「ババアそんなカッコイイ名前だったのか!?　アガ……なんだって？」

「儂の本名知らんかったんかい！　……ふん、儂は付き添そいで来た。内容も明かさず一方的にこちらを呼びつけるなど許せぬからな。……くっくっく、事と次し第だいによっては儂の背徳の魔術でこの学校をたちまち廃はい墟きよにしてくれよう……くっくっく……」

「盛るなババア。そこまで強くないだろババア」

「ううー！　ハッタリで相手より優位に立とうとしておるのに！」

　長老はライルを睨にらんでから、しかしすぐに気を取り直してクレールに向き直った。

「くっくっく……さっきからライルのことを神殺しだなんだと持ち上げておるが、こいつはしょせん若造。儂こそが闇やみの組織のボスじゃ！　この儂にひれ伏ふすがいい！」

「えーっ」クレールがニコニコと笑った。「ライル様の方が禍まが々まがしいですよ」

「儂の方が禍々しいもん！　儂の方が圧あつ倒とう的に邪じや悪あくオーラ出てるもん!!」

「こんなにかわいいのに邪悪なはずないですっ」

　クレールに頭を撫なで撫でされ、長老は「愛めでるなーっ！」と両手足をジタバタさせた。

「おのれ、クマパンめ！　調子に乗るでないぞ！」

「パ……パンツの話は蒸むし返さないでください!!」

「クマ……？　パンツ……？」サヴィルが瞳ひとみを輝かせた。おっさん反応すんな。

「……依頼について聞こうか」

　ライルは仕事人の渋しぶい声色で呼びかけた。

「……一方的に呼びつける非礼、申し訳ありません。しかしこの国は信しん仰こう国家。あなた方の島に使者を送るのは難しかったのです」

　クレールが表情を凜り々りしく引き締しめた。一応、こういう表情も出来るらしい。

「信仰国家なのはおたくだけに限ったことじゃないさ。程度の差はあるんだろうがな」

「このままだとエリーンは来年の【黙示刻アポカリプス】に選ばれます……」

「ま、そうなるだろうな」

　黙示刻──神は十三年に一度、人類の国家をひとつ消しよう滅めつさせる。

　人類の国家は、神の国【サクラカエルム】に供く物もつと姫を捧げねばならない。その量と質とで国はランクづけされ、最下位の国は【黙示刻】に選ばれてしまう。

　国のすべてが消える……後に残るのは、あらゆる生命の途と絶だえた荒こう野やのみ。

　逆にランクキング上位の国家には、神は多種多様な【神機】を授けてくれる。

　人々は創意工夫をしなくなり、神に供物を捧げることだけに励はげむようになった。

「原因は隣りん国ごくガリアの傭やとった背徳者たちに姫の候補を暗殺され、国土を荒あらしまわされ、まともに姫や供物を捧げることができなくなったせいです」

「悪いとは思っていないぜ」「悪いとは思っておらんぞ」

　背徳者互助組合ギルドを代表する二人は声を合わせた。

　ガリアの傭う背徳者というのは、言うまでもなくブラッディリーグのメンバーだ。

　ライルたちにとってガリアはお得意様であり、エリーンは標的だった。

　つまり……裏社会を通じて国家同士の足の引っ張り合いが生じているのだ。

　黙示刻というデスゲームに生き残るために、ガリアのようにしたたかな国はならず者を傭ってライバル国で暴れさせる。自らの手はいっさい汚よごさない。

　ならず者たちはやがて結けつ託たくし、国家を相手に対等な報ほう酬しゆうを要求するようになった。

　──それが背徳者互助組合ギルドブラッディリーグ。まさしく組くみ合あいというわけだ。

　手段を選ばぬ背徳者たちに、戒かい律りつで縛しばられた騎き士したちは太刀打ちできていない。

「黙示刻は信仰心を選別する試練なんかじゃない。他国に押しつけるものってことだ」

「ガリアの宰さい相しようフーシエと会ったことがあるが、あの女はそこを良くわかっておったぞ。神は供物さえ捧げていれば文句は言わん。じゃから国民は信仰漬づけにしつつ、したたかに儂わしらを利用していた。上手うまくやれてる国には一人はそういう図太いやつがおる」

　信仰漬け──ライルの両親も、やせ衰おとろえるまですべてを神に捧げて死んでいった。

「他国に押しつけ合うもの……そうですね。エリーンはそれに気づくのが遅おそすぎました。世界で最貧国の立場に落ち込み、このままでは黙示刻から逃のがれようがありません」

「信仰バカな貧びん乏ぼう国が、今さら俺とおまけに長老を傭っても焼け石に水だぜ」

「儂、おまけじゃないもん！　ボスじゃもん！」

「わかっています。ガリアの方がお金がある。同じやり方で張り合えば倍返しされるだけです。ですから……」

　校長のサヴィルは黙だまっていた。

「ブラッディリーグはもともとは貧しかった人たちの集まりなのでしょう？　私たちは貧しい人たちに、汚きたないことを押しつけるような卑ひ劣れつな真似まねはしません！　私たちも今もっとも貧しい国なのですから。エリーンは自らの手を汚します！」

「何？　じゃあ俺を学園に呼んだのは、まさか背徳を代行させるためではなく……」

「私やこの学園の生徒に、背徳者の戦術や黒くろ魔ま術じゆつを伝授する教師になって欲しいのです！　……あなたの神殺しの力を、私たちに授さずけて欲しいのです！」

　ライルは舌を巻いた。……とんでもないことを考えるお姫様がいたものだ！

　まさに窮きゆう鼠そのヤケクソ。自国内に背徳の騎き士し団を密ひそかに養成しようというのか！

「……この学園にはライル様や長老ちゃんと同様に、私が特別な運命を感じた人間を集めています！　きっと教え甲が斐いがある逸いつ材ざいがゴロゴロいるはずですっ！」

「俺たちと同じような人間を、生徒として集めているだと……？」

　……だとしたら教え甲斐があるなどというレベルの話ではない。

　もしかするとこの学園は……英雄魂の宿主が集められた学園！

　しかしクレールの思おも惑わく通りエリーンがガリアにやり返し、最貧国から脱だつしてめでたしめでたしとはならないだろう。そんなことをすれば遠からず必ず教会に露ろ見けんする。

　そうなれば、神の国サクラカエルムとの戦いになる……。

　だが……それでこそ『世界を取り戻もどす戦い』だ！

　長老がライルを振り仰あおぎ、頷うなずいた。お互たがいの表情を見れば、問答は不要だった。

　長老は光り輝く分厚い書を手に生み出した。

「顕けん現げんせよ、ミラベリス！　……今、儂らと汝なんじの縁えんの糸は運命の色を帯びて輝き、天の星座と重なった！　儂は星詠よみ。星の運行より汝の未来を読み解こうぞ！」

「ふえっ!?　な、何ですか、いきなり！」

「汝のうちに眠ねむる魂たましいは未いまだ眠っておるゆえ、その未来はおぼろげな靄もやの中にある。……だが汝のうちに眠る者の名と汝の能力評価が今、天に浮うかび上がった。汝に宿る偉い大だいなる魂は──【ジャンヌ・ダルク】！　瞳に炎ほのおを宿す娘よ、汝の炎は人々の心に勇気を伝でん播ぱさせよう。汝は情熱の向かう先を導く『旗印』の宿命をもっておる!!」

　長老の手にする予言書のページに、黒々とした文字が浮かび上がっていく。





クレール（英えい雄ゆう魂だましい……ジャンヌ・ダルク）　覚かく醒せい値……15




力……12　速さ……35　体力……21　霊気値……65　背徳値……87




スキル……【無む垢くなる天てん賦ぷＢ】【審眼（自らの天てん運うんの宿る人物を見み抜ぬく）Ｃ】

　　　　　【猪ちよ突とつ盲もう信しん（？？？）Ａ】【依い存ぞんブースト（？？？）Ｓ】






　クレールは顔をぽかーんとさせた。「……じゃんぬって、誰だれです？」

「正直わからぬ。じゃが儂とライルにも魂が宿っている。汝にも思い当たるところがあろう。自分自身の魂の声なのか、自分に宿っている何者かの声なのか……それすら判別がつかぬような『衝しよう動どう』が、胸の奥からこみ上げてくることがあるはずじゃ！」

「衝動…………あります！　私にも、そういう衝動が!!」

「クマパンヌよ、汝は仲間じゃ」

「……パンツは、その……引っ張りすぎではないでしょうか……」

「その依い頼らいを引き受けよう。報酬はいらない」

「本当ですかっ！　でも、報酬なしというのは……」

　錬れん金きん術じゆつ師しはクールに答えた。

「俺の目的は……この世界にラブコメを蘇よみがえらせること。それが俺のルネサンス。仲間の美少女に、見返りなど求めない」

「ラブコメ……？」クレールは目をぱちくりさせた。








二章　はじまりの鐘かねの音









「今日からみんなをビシバシ教育することになった臨時講師のライル・ライプニッツだ。受け持つ授業は黒魔術と殺人術。よろしくな！」

　突とつ然ぜんの極ごく悪あく人にんの登場に、教室内は凍こおり付いた。

　長老は学園に興味がないというので、別行動をとっている。

「どうして背徳者なんかがっ!?　何よ、黒魔術に殺人術って！」

　生徒の一人が机を叩たたくようにしながら立ち上がり、声をあげた。

　それに応こたえるようにクレールがすっと席から立ち上がった。

「ここ数年、国内で暴れ回る背徳者からの被ひ害がいが無視できない勢いで増大しており、何らかの対策が必要となっています。敵を撃げき退たいするには、まずは敵を知ること。よって背徳者を臨時講師に招き、その手口を学ぼうということになりました！」

　生徒会長であり理事長でもあるクレールが、朗々と口上を述べる。

「背徳者なんて信用できるわけがない！　学ぶどころか騙だまされちゃうわよ!!」

「ライル様は大だい丈じよう夫ぶですっ！　信用できる人です！」

「信用できるって……この背徳者とそんなに深い知り合いなの？」

「初対面ですっ！」クレールは眩まぶしい笑え顔がおで言った。かわいい。

「初対面の背徳者なんて教師にされたらたまったもんじゃないわよ！」

　相手の方が完かん璧ぺきに正論であった。

「またポンコツ生徒会長が突とつ拍ぴよう子しもないことをやりだした……」

「クレールってたまに思い込みの激しさやばいよね……」

「でもクレールの言うことって根こん拠きよがまったくないのに変に当たる……」

「黒魔術なんて怖こわいよ……。勉強するだけで【背徳値】が上がっちゃいそう……」

「静かにしろーっ！」と、ライルが手を叩くと、教室はしんと静まりかえった。

　さっそく教師っぽいムーブをしてしまったぜ。

「偏へん見けんは物事の本質を覆おおい隠かくしてしまう。別に学ぶだけで背徳値が上がるなんてこともない、学んで損することなどこの世には何もないぞ」

「……合理的な割り切り方ですわね。確かに偏見なんて無む駄だですわ」

　ライルの言葉に、そう理知的な反応を示した者がいた。

　声の主に視線を向ける──おでこをきらりと光らせる、小こ柄がらな少女だった。

「ふふっ……面おも白しろそう」

　さらにもう一人、背徳者に恐きよう怖ふなど欠片かけらも抱いだかぬというようにそう呟つぶやく者がいた。

　ドングリ眼まなこの大人しそうなおかっぱの少女が、ニコニコと笑っている。

　どんよりと曇くもった空気の教室の中で、このおでことおかっぱの二人だけが澄すんだ光を放っているかのようだった。信しん仰こうに濁にごっていない反応、知的好こう奇き心しんの輝かがやき。

　この教室に英雄魂の宿主が交じっているとしたら……それを見つけ出すのは難しいことではないのかもしれない。

「よし、それじゃあさっそく、教科書を使って授業をするぞ！」

　背徳者の教科書！　その圧あつ倒とう的に不ふ吉きつな響ひびきに、生徒たちはぞわっと震ふるえを走らせた。

「準備時間がなかったから、俺が常に肌はだ身み離はなさず持ち歩いている一冊しかない。だから今日のところはみんなに順番に一行ずつ朗読していってもらう」

　ライルは最前列の生徒に教科書を手て渡わたした。

　手渡された生徒は、渡された書物の表紙を一いち瞥べつし、悲鳴をあげた。

「ひょ、表紙に絵が！　神ならぬものを偶ぐう像ぞうにするなんて!!」

　周りの生徒たちが覗のぞき込み、悲鳴が伝でん播ぱしていく。

「なんてハレンチな絵画！」「乳ち房ぶさを強調するような格好の女性!!」「官能性を引き出すためだけの不自然なポーズと構図！」「目が異様に大きくて鼻の穴がないっ!?」

　ライルが渡したのは──お気に入りの古文書ラノベの写本であった。

　しかもライルが自分自身で翻ほん訳やくしたものである。

【全血の知識】という生まれつきのスキルがライルにはある。

　植物でも動物でも……人間の死体でも……『分解』するとその仕組みが理解わかる。

　ライルが錬金術や殺人術を得意としているのは、このスキルあってのことだ。

　そして深しん紅くの短たん剣けん【アゾット】を使うと、そのスキルの対象は概念的なレベルにまで拡大される──古文書のページをアゾットでバラバラに分解すると、ライルはその内容がうっすらと『理解』できたのである。

　イラストも拙つたないながらもライルが頑がん張ばって模写して再現している。

　いつか誰かに『布教』をしたいと思っていた。今、まさにそのときが来た！

「さあ、立て！　今からおまえらにこれを順番に音読してもらうぞ!!」

　敬けい虔けんな生徒たちが集つどう教室に、地じ獄ごくのごとき悲鳴が響きわたった。





　メチャシコ！　コスコス学園




「お兄ちゃん、早く起きないと遅ち刻こくしちゃうプリ！」

　転校初日に相応ふさわしい爽さわやかな朝日をカーテン越ごしに瞼まぶたに感じながら、ぼくは義ぎ妹まいブルマメイドのピチ子の「ちゅっ☆」というおはようのキスで目を覚ました。

　ぼくの名前は盛もり山やまトシフミ。どこにでもいる普ふ通つうの高校生だ。

　ピチ子は「あわあわ！」とかわいらしく慌あわてながら、ぼくの剝むき出しの下腹部にフンドシをぎゅっと締しめ付け、妹ジャムがたっぷり染しみたパンツを口にくわえさせてくれる。

「遅ち刻こく遅刻！」と声高らかに叫さけびながら、ぼくとピチ子は家を飛び出した。上半身に風を感じながら通学路をジャガーのごとく疾しつ駆く。すると、どん！

「きゃっ」「うわっ」「ふにゃっ」

　ぼくは幼おさな馴な染じみのスク美にピチ子も巻き込みながらぶつかってしまったのだ。

　ぷにっ☆　……すると何と言うことだろう、わざとではないのだがぼくの顔はピチ子のふかふかなブルマに押しつけられ、ぼくの右手はスク美のスク水の水みず抜ぬきの中に甘美なぬくもりとともに差し込まれたではないか。

　あくまでＴｏＬｏｖｅるだったが、一いつ瞬しゆんの羞しゆう恥ちの沈ちん黙もくののち二人の悲鳴が響き渡った。「いやーん！」「お兄ちゃんのスケベ！」

　ダブルアッパーカットがぼくを青空の星にした。

　きらり☆






　常にフンドシ姿の快男子トシフミが、様々なコスチュームに身を包む個性豊かな女の子合計十二人と修しゆ羅ら場ばありイチャラブありのハーレム恋れん愛あい劇を繰くり広げる物語である。

　登場人物の服装については必然性がまったく存在しないがかわいいのでどうでもいい。

　教室は阿あ鼻び叫きよう喚かんとなった。

「先生、わけがわかりません！」

「先生の推しキャラはピチ子だぞ。頭痛がしてくるほどかわいい」

「質問への答えになってません！」

「ピ、ピチ子、もう我が慢まんできないプリ……そう言ってピチ子はぼくにだ、抱だきつき……ほ、ほっぺにキス……なんてハレンチな！　神ならぬ者に口づけなんて！」

　生徒たちは羞恥で顔を真っ赤にしながら朗読し、力を使い果たしたかのように席にくずおれていく。次の生徒が顔面蒼そう白はくで立ち上がり、続きを読んでいく。

「ふふふっ、背徳者さんって、こういうのが好きなんだ」

　おかっぱ頭の少女がおかしそうに笑った。

　ライルに奇き妙みような衝しよう撃げきが走った。自分の萌もえを女の子に理解されてしまう。

　理解され、笑われてしまう。それは……ここまで気き恥はずかしいことなのだ。

　だがそれでいて受け入れられてもいるという安あん堵ど感かんもある……。

「でも……確かに先が気になるな」

　そう呟く生徒がいた。

「この国の行く末も、私たちの魂の行く末も……全部わかりきっていてくだらないと思ってた。でも、久しぶりに先が読めないものに出会った気がする……」

　声の主に目を向ける──窓辺の席の少女だった。

　気け怠だるい雰ふん囲い気きで頰ほお杖づえをついている、思わずハッとするほどの美び貌ぼうの持ち主。

　シャープな美貌は、かわいらしいというよりもハンサムといった感じ。

　イケメン少女……しかし笑ったらきっとかわいいだろうとも思える。

　──おでこ、おかっぱ、イケメン。こいつらには注目しておかねばなるまい。

「ライル様、こんなの何の意味があるのですか！　というか何ですかこれっ!?」

　クレールが立ち上がって叫んだ。

「こんなの私たちが背徳者の強さについて学ぶのに、何の関係もないじゃないですか！」

「それはそうね」「クレールの言う通りだわ」「別に背徳を学びたいわけじゃないけど」

「関係はあるぞ」

　ライルは真しん剣けんな表情で生徒たちのざわつきを断ち切る。

　教室内が静まりかえり、息を吞のむような気配がする。

「何故なぜなら背徳者の強さの秘密は……エンジョイ＆エキサイティングの精神にあるからだっ！」

　生徒たちはぽかーんとした。

　クレールも、表情に戸と惑まどいをありありと表した。

「……い、意味がわかりません！　戒かい律りつを無視してあらゆる手段や卑ひ劣れつな戦術、冒ぼう瀆とく的な黒くろ魔ま術じゆつを駆く使しすること、それが背徳者の強さなのではないですかっ！」

「その通り。そうした自由なやり方の根底にあるのが、エンジョイ＆エキサイティングの精神だ。自由の根底には楽しさがないといけない。そうでなければ可能性は広がらない」

　ライルの言葉に、おでこが声をあげた。

「自由な戦術、その可能性を広げるのは楽しさ……！　わかる気がしますわ！」

「……あなたってほとんど背徳者みたいなもんだもんね。そのうち処しよ刑けいされるわよ」

　おでこの隣りん席せきの女子が、おでこに呆あきれたような白い目を向けている。

「……いいか、この教科書は古代の遺い跡せきから盗ぬすみ出した古文書を翻訳したものだ。ここには神がいない世界が描えがかれている。そして自由な世界で青春を謳おう歌かする少年少女たちの姿が描かれている。そんな物語の楽しさを、最初の授業でおまえらに体験してもらいたかった。そして『本来のありのままの世界』を感じ取って欲しかったんだ」

「……ありのままの世界？」

「そうだ！　教会から重税を課されて、ボロクズのように疲つかれるまで働かされることなどなく、貧困や空腹と無む縁えんで！　死や略りやく奪だつの気配などどこにもない！　子供たちは優やさしい大人たちに庇ひ護ごされ、何かあったら人間同士で話し合って問題解決し！　自らの創意工夫で社会を発展させていく！　そして恋愛なんて取るに足らないものに右往左往する！　これが本来の人間の姿なんだ!!　おまえらはまず何より最初にそれを知るべきだっ!!」

　熱弁するライルに、おかっぱちゃんが無言ですっと手を挙げた。

「語ご尾びにプリってつけたり、変な服を着たりしてるけど、人間本来の姿なの？」

　ライルは凍こおり付いた。そして、しどろもどろになった。

「…………おまえメチャクチャ鋭するどいところ突つくな。俺もそこがすごく疑問だが、でも、かわいいからいいんじゃないだろうか。かわいい。だってかわいいよ、うん」

「…………私にはわかりません」

　クレールがなおも納なつ得とくできぬというふうに抗こう弁べんした。

「私たちが必要としているのは、強い力です！　いかなる代価を払はらってでも、悪魔に魂たましいを売ってでも手に入れる背徳の力……。強くなるための具体的なメソッドや、黒魔術の技法をもっとちゃんと教えてもらえないと困ります!!」

　クレールの赤い瞳ひとみがぎらりと輝いた。

　無む邪じや気きに輝くのとは違ちがう、何か執しゆう念ねんじみたものを感じさせるぎらつき。

　そのときライルは、彼女の全身をうっすら覆う彼女の霊気エーテルの流れ──【霊れい脈みやく】に異変を感じた。普通の人間の脈ではない……何か奇妙な『ノイズ』が走っている。

　霊気の乱れは精神の乱れだ。

「……おいおい、何をムキになってるんだ？　おまえ、建前を見失ってるぞ。そんなはっきり言っちまっていいのかよ」

　ライルが突っ込むと、クレールはハッと我われに返って周りを見回した。

「……背徳者の対策のために背徳者について学ぶんでしょ？」

「黒魔術を教わるなんて冗じよう談だんじゃないわよ！　汚けがらわしい!!」

　……この教室の誰だれもがみんな英えい雄ゆう魂だましいの宿主というわけではない。

　多くの生徒たちは【服従の烙らく印いん】によって精神を縛しばられている。

　いきなり『みんなで背徳の力を学ぼう！』などと言っても受け入れてもらえるはずがない。段階を追って『このままじゃいけない』と、理解させねばならなかったのだが……。

「だいたい神の授さずかり物である神機ギアを持った騎き士し団が、背徳者より弱いわけないわ」

「そうよ、背徳者からの被ひ害がいが増えているのはもっと別の理由よ」

　生徒たちが口々に不平不満を並べていく。

　ライルは問いを挟はさんだ。「ほほう、別の理由ね。どんな仮説が考えられる？」

「……私たちの信心が足りないからよ」

　百点満点の解答ありがとう、とライルは内心で皮肉った。

「クレールは落ちこぼれだから焦あせってるんだろうけど、周りにまで押しつけるなよ！」

「王族だからって好き勝手して！　堕だ落らくするなら一人で堕落しなさいよ！」

　嫌けん悪おと拒きよ絶ぜつの荒あら波なみが教室全体に伝でん播ぱしていく。

　非難の矛ほこ先さきはライルではなくクレールへと向かっていった。

「……なあ。ていうかどうしておまえらって焦ってねえの？　このままじゃおまえらの国ってマジメな国だったのに理り不ふ尽じんに滅ほろんで、おまえらも一人残らず死ぬじゃん」

　ライルは口を挟む。視界の端はしで、イケメン少女がクールに肩かたを竦すくめていた。

　生徒が、無表情で答えた。胸むな元もとの烙印が、制服越しにうっすらと光っている。

「正しく生きていれば神々は見ていてくださっているのに、何を焦る必要があるっていうの？　私たちは楽園に招かれるだけです。背徳者のあなたは地獄に堕おちるだろうけど」

「ふーん。でもおまえらってさあ……」

　──騙だまされて、利用されてるだけかもとは、少しは考えたことないのかよ。

　そう口にしようとしたところで、キーンコーンカーンコーンと鐘かねが鳴った。

　やはり普通のやつらには、何を言ってもそう簡単には響ひびかないか。

　ライルは大事な写本を回収し、ため息をついた。……名作なのに。

　生徒たちから非難を浴びたクレールは、しょんぼりと俯うつむいていた。




　　　　◇




「他ほかの授業を見学してみたい、ですか？」

　授業が終わって教きよう壇だんから退くと、ライルはクレールにそう持ちかけた。

「俺は生徒の立場で授業というものを受けたことがないからな」

「……なるほど！　だから先ほどの授業は、実じつ践せん的かつ具体的な内容に踏ふみ込めず、本を読ませるだけで終わってしまったのですね！」

　クレールは勝手な解かい釈しやくをして表情をパーッと明るくした。

　こいつの考えにもちょっとズレを感じる。

「それではちょうど私の隣となりの席が空いていますから、どうぞ！」

　ライルが招かれるまま席に座ると、クレールがずりずりと机を寄せてくる。

「教科書は私がお見せしますので、窮きゆう屈くつかもしれませんが我慢してくださいね」

　すっかり明るさを取り戻もどしたクレールがそう言って肩をトンとぶつけてくる。

　一度そうすると、「……ふふふっ」と笑いながら何度も肩をトントンしてきた。

　ちょっとやってみたら楽しかったらしい。無邪気かよ。

　そうしていると、濃のう紺こんの衣ころもとヴェールを身につけた女性が教室にやってきた。

「教会から派は遣けんされたシスター兼けん先生のアリシアさん。神学の授業の担当です」

　クレールが顔を寄せて囁ささやく──近い。

　髪かみがさらりと鼻先で揺ゆれて、甘い匂においがした。

「ふふふっ。先生のはずのライル様とこうして肩を並べるの、何だか楽しいですっ」

　クレールはそんな些さ細さいなことに目をキラキラ輝かがやかせた。頰ほおにも朱しゆがさしている。

　……こいつって人ひと懐なつっこいというより、単純に距きよ離り感かんがおかしくないか？

　そのとき再びクレールの霊脈にノイズが走った。

　さっきから、このノイズはなんだ……？

「議論形式の授業だから、積極的な発言が推すい奨しようされています。ライル様も思いつくことがあったら気軽に発言してみてくださいね。アリシアさんは優しい先生ですから」

　その優しいアリシアさんとやらは柔にゆう和わな笑え顔がおで教室を見回すと、ライルのところで視線を止めて「ちっ」と舌打ちした。

「……ドブのような背徳者の臭においが教室に混じっていますね……」

　しかしすぐに仮面を被かぶり直すかのように、聖母のごとき微笑ほほえみを浮うかべた。

「それでは前回の授業の続きから……今日は黙示刻アポカリプスについてお話ししましょう。良いいですか、黙示刻とはけっして恐おそれるものではありません」

　シスターの安心感に満みち溢あふれた、穏おだやかな声。

　クレールは議論形式と言ったが……生徒たちは子守歌に耳みみを傾かたむけるように、うっとりとした顔つきで聴きき入っていた。

「万ばん物ぶつ流る転てんの統制者であられる神は、滅びをすべてエネルギーとして貯蔵しています。そしていずれ訪おとずれる終しゆう焉えんのときに、それまで貯ためていたエネルギーを使って新たな世界を生み出してくださるのです。サイクルが一いち巡じゆんすれば、新たな世界はより豊かなものとなります。今の世界が旧文明よりも豊かであるように」

　……旧文明とは古文書の世界のことだ。ライルには、到とう底てい聞き捨てならない。

「私たちは神が正しく世界を輪りん廻ねさせるお手伝いをしているのです。そのため競きそい合って畑を耕し、家か畜ちくを育て、星のエネルギーを最大限に集めて神に捧ささげて……土に還かえる。この務めを正しく果たしたなら、死も黙示刻も恐れる必要は在りません。魂は教会に保存されて決して滅びることはなく、次の新世界に築かれる新たな神の楽園……【真なるサクラカエルム】に招かれることとなるのです」

「……死んだ人間の魂の保存と復活なんて、どうやったら出来るの？」

　ぽつりと呟つぶやく者があった。……あの気け怠だるげなイケメン少女だった。

「……シャンドール、あなたもそうしている通り、みなさんは日曜日に教会に通い、神の祭さい壇だん【アニマスクリプト】に礼拝を捧げているはずです。アニマスクリプトは私たちの魂を読み取り、私たちの能力評価ステータスを書き示して人生に迷わぬよう導いてくださります。同時に読み取った魂の情報すべてを知識宇宙【ソフィ・アストラム】に保存してもいるのです」

「情報から私が再生されたとしても、それは私なの？　意識の連続性や自己の同一性が保てているとは言えない気がする……」

「神の言葉は証明が必要なものではありませんよ。神とは絶対の標しるべなのですから」

　こんな返答が議論と言えるのか？

　シャンドールは諦あきらめたように頰ほお杖づえをつきなおして窓の外に視線を向けた。

　──一いつ瞬しゆん、その涼すずやかな横顔が、痛みを感じたように引きつった。

「……またシャンドールが授業の邪じや魔まをしてる」

「落ちこぼれのはみ出し者のくせにいっぱしに自己主張して、うっとうしい……」

　ありがたい授業が汚けがされたとでもいうふうに、生徒たちが刺とげ々とげしい視線を向ける。

　あのイケメン少女の名前は、シャンドールというらしい。

「黙示刻を過度に恐れる必要はありませんが、それを遠ざけようという意気込みは大切です。それではこの国エリーンが次の黙示刻を避さけるには、どうするべきでしょうか」

「貿易ですわ！」

　あのおでこ少女が勢い良く立ち上がった。

「エリーンでは職にありつけない人間が多いにもかかわらず、資源の欠けつ乏ぼうが産業の停てい滞たいを招いています！　原因は言うまでもなく寒冷な気候、そしてどこからか現れるならず者たちの略りやく奪だつ、土地荒あらしです」

　どこからか──もちろん隣りん国ごくガリアが傭やとっている背徳者たちだ。

「鉱物資源だけは例外的に潤じゆん沢たくですが、そんなものは食うにも困る国の手にあっても宝の持ち腐ぐされというもの……だから鉱物を求めている国と、貿易をするべきです！」

「メヌエットさん、戒かい律りつによって遠海貿易は禁じられていますよ」

「はい、だからエリーンが貿易が可能な相手は、ガリアとベネルクスの二カ国だけです！　ガリアは鉱物資源を我が国に依い存ぞんしているにもかかわらず、我が国に敵対的な行こう為いを働いています！　なのでその制裁としてガリアとの貿易に高額の関税をかけるべきです。そのぶんベネルクスには特とつ恵けい貿易を展開し、物不足による産業の停滞を食い止めます！」

　あのおでこの名前はメヌエットというらしい。

　彼女は、すらすらと持論を展開させていく。しかし──。

「また始まった……いつも見当違いなことばっかり言って、出しゃばって」

「どんなコネがあったのか知らないけど、下級貴族の出のくせにここに転入してきて」

「口を開けば下品な主張ばっかり。場違いなやつ……」

　冷やかすようなヒソヒソ声が漏もれ聞こえる。メヌエットにも聞こえているはずだ。

「関税に格差をつけることは神の教えに適かなっていません。それに制裁といいますが、ガリアが我が国に敵対しているといえる根こん拠きよなど存在しませんよ。隣人とは常に助け合わなければなりません」

「根拠がない？　助け合う？　ハッ、正気かよ」

　ライルは思わず口に出して失しつ笑しようした。アリシアがギロリと睨にらんでくる。

「ベネルクスとの貿易の活発化にしても、船を増産する元手が民間にも国庫にもありません。私たちは神への愛を胸に、地道な労働に勤いそしむべきなのです」

「いいえ、単独で船を造れる資産家がいなくとも、少額出資者を多数募つのればいいのです！　利益が出始めたら出資者たちに分配していくという形なら、貧しい小国でも大きな事業を興おこせます！　株を分け合う……このやり方を株式事業と名付けましょう!!」

　メヌエットはものすごく斬ざん新しんな提案をした。

「そのような資産のやりとりも、戒律で禁じられています。そのようなことを許せば労働をすることなく利益を得ようという民たみが現れるためです」

「……戒律に多少触ふれるとしても、黙示刻が迫せまっているなら試ためしてみても……っ！」

　言葉の途と中ちゆうでメヌエットは顔をしかめた。胸の烙印に痛みが走った様子だ。

「黙示刻は恐れるものではないと言っているでしょう！」

　アリシアがついに声を荒あらげた。

「あなたは戒律を遊びのルールのように考えています。そういう思想は危険だし、そのような意見がこの騎き士し学園の授業でまかり通るわけにはいきません。控ひかえなさい！」

「すべては戒律通りに、か。じゃあ何のための議論だよ、アホらしい」

　ライルは思わず嘲あざけるように言う。

「本当にそうだ。いつ何を聞いても、神の御み心こころのままにとしか答えてくれない」

　あのシャンドールも、ライルに賛同するように続けて吐はき捨てた。

「……この学園の授業は活発な討論が推奨されています。しかし神学として根本的にズレた質問が繰くり返されては進行に支障をきたします。困りましたね」

「根本的な問いを無視しないと成り立たない学問なんて、学問と呼べるのかよ？」

　メヌエットがハッとした表情でライルを振ふり仰あおいだ。

「本当にその通りですわっ！　いつだって不条理で、こんなの……何か間ま違ちがってる！」

　アリシアの眉み間けんに地割れのごとき青筋が浮かび上がった。

「だいいちどうして臨時講師のあなたが生徒のように授業を受けているのです？」

「……私が許可をしました。授業のやり方を学んでもらうためです」

　クレールが表情を引き締しめて発言した。

「私は背徳者を臨時講師に招くなど賛同できません。黙示刻を遠ざける努力は必要ですが、背徳者の力を借りようなどとんでもないことです。汚らわしい」

「……学園の方針は教会に指図されることではありません」

　意外なほどはっきりとクレールは抗こう弁べんした。

　アリシアは話を打ち切るように、ため息をついた。

「クレール、背徳者ライル、それからシャンドールにメヌエット。あなたたちからは黙示刻について私から学ぼうという意い欲よくを感じません。それでしたら──」

　ライルはハッとした。これは……まさか『アレ』が来るのか。

　学園ラブコメの定番のアレが……来る!?

「──廊ろう下かに立っていなさい！」

「キタァアアアアアアアアアアアア！　イヤッホォオオオオオオオオオオオ!!」

　ライルは思わずガッツポーズしながら跳はね飛ぶような勢いで席を立った。

「な、なんで喜ぶんですか!?」クレールが目を白黒とさせる。

　そのとき女子生徒の一人が挙手をした。あのおかっぱ頭の少女だった。

「先生、私も一いつ緒しよに廊下に立ってきていいですか？」

「どうしてです？　アップル」

　アップルと呼ばれたおかっぱちゃんは、にっこりと笑って答えた。

「私、神様なんかより、あの背徳者さんに興味があります」




「あーあ……今いま更さらこんな学校で成績が下がっても怖こわいものがあるでもないし」

　シャンドールが廊下に出るなり、清々とした口ぶりで伸のびをした。

「屋上行こうよ」などと言って、彼女はすたすたと廊下を歩いて行く。

「まったく、自由ですわね」メヌエットもそれについていく。

「ほら、背徳者さんも」アップルがニコニコ笑いながら、背中を押してきた。

　ライルはクレールに視線を向けた。「いいのか？」

　クレールはぺろりと舌を出した。「……実は、この三人をライル様に紹しよう介かいする良い機会だと思って、一緒になってアリシアさんを怒おこらせてしまいました」




　霧きりが晴れた青空の下もとの屋上は、まさに青春ラブコメの舞ぶ台たいであった。

「ええと、確かきみの名前は──」

　シャンドールが顎あごに指を当てて考え込む。アップルが「はい」と挙手して言った。

「ライル・ランランルンルンだったよね」

「人の名前を勝手にゴキゲンにするな！　それが背徳者の名前かよ」

「私わたくし、自信ありますわ！」

　チビでおでこなメヌエットが挙手した。

「ライル・プリプリヒップでしたわよね！」

「俺の尻しりはプリケツじゃねえ！　鍛きたえ抜ぬいた鋼はがねの尻だ!!」

「二人とも何言ってるんだか……」

　顎に手を当てて思い出そうとしていたシャンドールが、クールに言い放った。

「きみの名前は……ライル・ライトニングブリッツ！」

「超ちようかっこいい！　もうそれでいいや!!」

　とは言いつつ、死んだ親から残してもらったただ一つの名前である。

「……ライル・ライプニッツだ。先生なんだから覚えておけこのヤロウ」

「私の解答が一番近かったですわよね」メヌエットがニヤッと笑う。

「おまえの解答が一番ムカついたよ」

「この三人は、私が特に『運命』を感じている三人なんです」

　クレールがライルにそう言った。彼女には運命の人を見極める力がある。

「クレール！　そう、私たちはディスティニー!!」メヌエットがいきなり叫さけんだ。

「メーちゃん！　私もメーちゃんのこと大好きだよ!!」

　クレールがそれに呼応して、二人はがばっと抱だき合う。

「えへへ、メーちゃん～♪」クレールは無む垢くな笑え顔がおを浮うかべる。

「クレール……はぁはぁ……♡　……くんかくんか、いい匂におい……♡　はぁはぁ……♡」

　メヌエットはクレールの首筋に鼻先をこすりつけるようにして息を荒くしていた。

「……こいつなんかやばい顔してるけど、いつもこうなの？」

　ライルが若じやつ干かん引き気味になって、他ほかの二人にたずねる。

「気持ち悪いけどいつものことだよ」とシャンドールが肩かたをすくめる。

「メーちゃんはクレールが大好きだからね」とアップルは微笑ほほえむ。

「メーちゃん、長くくっつきすぎ！　ドーン!!」

　抱きついたまま離はなれようとしないメヌエットを、クレールがいきなり突つき放した。

「ああっ♡　クレールのいけずっ♡」

　メヌエットはくるくる回転しながら離れていく。

「それにしても臨時講師ね……。今更そんなのを呼んで意味あるのかな？」

　シャンドールは屋上の風に目を細めて空くう虚きよに笑った。

　よくメヌエットがくるくる回ってる横でそんなシリアスな顔が出来るな。

「今まで生きてきて先生にしたいって思える大人なんて、一人もいなかったよ」

「なんだおまえ、生意気なやつだな。……それもそうだろう。周りに信仰者しかいないんじゃ仕方ない。でも俺はそいつらとは人種が違うぞ」

　イケメン少女は、真しん剣けんな顔つきになってライルと向き合う。

　彼女の両目が、左右で色が異なるのにそのとき気が付いた──右目が赤、左目が緑。

「ふっ。冷め切ったおまえのハートを、俺が熱くしてやるぜ」

　ライルはキメ顔で言った。

「…………キモ」

　冷たく突き放すようなツッコミが新しん鮮せんだった。

「ふん、シャルは賢さかしげな顔をして諦あきらめるのが早すぎますわ！」

　くるくる回っていたメヌエットがピタリと止まり、大空の下でふんぞり返った。

「この国は私が救いますわよ！　将来有望で疾しつ風ぷう怒ど濤とうで万ばん夫ぷ不ふ当とうなこの私が!!」

「さっきの授業でおまえ、なかなか面おも白しろいことを言ってたな」

「ふん、あなたのような背徳者に面白がられても何の意味もありませんわ！」

「おまえの発想も手段を選ばない背徳者みたいなもんだっただろ」

「一緒にしないでくださいな。私は最低限の戒かい律りつは守ります。薄うす汚ぎたない犯罪者になんてなりたくありませんから。その上で……戒律の隙すき間まを徹てつ底てい的について効率化する……」

　アリシアが評していたとおり、この少女は戒律を遊びのルール程度としか思っていない。

　最低限それを守るのは、単にこの社会の一員として人々から賞賛されたいためだろう。

「だけどおまえの考えは受け入れてもらえそうにないな」

　ライルが容よう赦しやなく告げると、メヌエットは虚きよ勢せいを失ったように俯うつむいた。

「……このままでは黙示刻に間に合わない。時間が足りませんわ！　問答無用に国士無む双そうに縦じゆう横おう無む尽じんなこの私が世に出るまでの時間があまりに足りない……!!」

「小ちっちゃいくせに大した自信家だな」

「小っちゃくありませんわ！　私はこの国で一番ビッグな女です!!」

「でも受け入れてもらえないのは、先生の授業も一緒だよね」

　横からアップルが言った。柔やわらかい微笑みが地顔になっているような少女。

「おまえはいかにも妹キャラって感じでかわいいな。俺のことはお兄ちゃん先生と呼べ」

「お兄ちゃん先生」

　アップルは少しも臆おくすることなく言った。

　素す直なおなようでもあり、どうでも良さそうでもあった。

「イイッ！」

　ライルはぐっときて、空想の妹にそうするように彼女の頭を撫なで撫でした。

「丸っこくてさらさらして、実に撫で心地ごこちのいい頭じゃあないか……ふっふっふ」

「ふふふ、お兄ちゃん先生、すごく気持ち悪い」

　笑顔に甘えてやりたい放題にしていたら、意外と辛しん辣らつだった。

「というかおまえらもちゃんと名を名乗れ」

　三人は顔を見合わせてから、順番に名乗った。

「シャンドール・バシレイウス。まぁ、一応、よろしく」

「メヌエット・ヴァンデミエール。このビッグな名前、しかと覚えておきなさいな」

「アップル・ルフェーブル。よろしくね、お兄ちゃん先生」

　こうして会話をしていてよくわかった。……こいつらは面白いやつらだ。

「確かに俺の授業も簡単には受け入れてもらえそうにないな。だが……とりあえずはおまえらだけでいい。クレール、俺から見ても間違いない。こいつらは英えい雄ゆう魂だましいの宿主だ」

「えいゆう……？」シャンドールが怪け訝げんな顔をする。

「おまえらには正体不明の偉い大だいなおっさんだか美少女だかが宿っている。偉大な魂を宿している人間は、烙らく印いんに思想を束そく縛ばくされることがない」

　三人は息を吞のむような顔をして、お互たがいを見合った。

　この世界に生きるすべての人類は、生まれ落ちたそのときに教会の手で【服従の烙印】が押される。これによって幼少の頃ころから信しん仰こうが刷り込まれてしまう。

　神や教会に都合の良いいことしか考えることが出来なくなってしまう。

「おまえらはずっとこの世界に疑問や違い和わ感かんを抱いだいていたはずだ。しかしこんなのはおかしいと声に出したり、行動に出たりするたびに『烙印に痛みが走った』はずだ。それでもおまえらは屈くつせず、痛みと居心地の悪さに苦しんできた……そうだろう？」
















　自分の方が正しいのに、誰だれからも理解されない。自由な魂が理り不ふ尽じんな環かん境きように押し込まれ、歪ゆがんでしまう──それが彼女たちの感じていた苦痛の正体だ。

　アリシアの授業中、ライルには彼女たちに宿る魂の悲鳴が聞こえた気がした。

「俺ならおまえらの魂を理不尽から解放させてやれる。おまえらには本当は、神だって殺せるほどの力が秘ひめられているんだ。それがこの国を救う唯ゆい一いつの方法になる……」

「…………私たちに背徳者になれって言うんですの？」

　メヌエットが目つきを鋭するどくしてライルに向き合う。

「薄汚い背徳者になんてって思うか？　ビッグな女のくせに安っぽいプライドだな」

「……急に俺を信じろ、なんて言われてもね」

　シャンドールは目を逸そらして、空を見上げた。繊せん細さいな横顔だとライルは思った。

「怖いのか？　諦めずに可能性を追いかけるのが」

　シャンドールはむっとした顔でライルを睨にらみ返す。

「お兄ちゃん先生、けっこう馴なれ馴れしいね」

　アップルは微笑みながらもどこか挑ちよう発はつ的に言う。

「俺はおまえらを他人だと思っていないからな。俺はずっと、仲間を探していたんだ」

「神を殺せるほどの力！　それこそ私が求めるものです!!」

　横からクレールがぎゅっとライルの手を摑つかんできた。そのままぐっと顔を近づけて、赤い瞳ひとみをキラキラ輝かがやかせる。……その霊気の流れには、やはりノイズが走っている。

「そのためなら……私はライル様になんでもしますっ!!」

　ライルはクレールの鼻先にデコピンした。

「ふにゃっ！　な、何をするんですか!?」

「……おまえはがっつきすぎだ。見ててちょっと不安になってくるわ」

　人ひと懐なつっこさと力への執しゆう着ちやく心。どちらにも……どこか不安定なものを感じる。

　……この少女が求めているのは、本当にこの国を救うことだろうか？

「えいっ！」考え込むライルに、クレールが遠えん慮りよがちな威い力りよくのデコピンを返してきた。

「てめえなにしやがる！」「お返しですよっ！」

　ライルとクレールはお互いの顔をペチペチと弾はじきあった。

「……ともかく学園全体を変える前に、だ。まずはおまえたちを変えてやる」

　ライルは宣言した。屋上の青空に吸い込まれるようなチャイムが鳴った。








三章　四人の資質









「昼食は食堂でとります」

「食券が争そう奪だつ戦になる数量限定人気メニューとか、特定の曜日だけ登場する隠かくしメニューとか、おばちゃんに気に入られると大盛りになったりとか、そういうのはあるのか!?」

「え？　メニューは日ひ替がわりで一種類のみですよ？」

　クレールは不思議そうにつっこんだ。

　ライルの頭の中に思い浮かんだのは学園ラブコメにおける定番だったが……貧びん乏ぼう国の学校にメニューを選べる自由などあるはずもない。

　食堂は広大だったが、それを埋うめ尽つくす大勢の生徒でごった返していた。

　調理室を覗のぞくと、【調理用神機クツキングギア】に食料処理所から送られてきた食材をまとめてぶちこみ、料理人たちが効率良くまとめて煮に込こんでいる。

　腕うでも技術も関係なしに、一丁上がりだ。

　この日はオーツ麦と豆とイモと巨きよ大だいな牛肉の塊かたまりのクリームごった煮。

　エリーンという国の食文化を凝ぎよう縮しゆくしたかのようなワンプレートだった。寒冷で作物が貧しい……が、元気のない柔らかな草が多いため、家か畜ちくは放ほうって置いても良く育つ。

「まずぅううううううういっ!!　肉が硬かたぁあああああああいっ!!」

　一口食べるなり、ライルは叫さけんだ。

「普ふ通つうの味ですわよ」と、メヌエットが怪訝な顔をする。

「普通じゃねーよ、こんなのは料理じゃねー」

　そう言う横で、シャンドールが「おかわり」と、クールに席を立った。

「おまえこれをおかわりとかしちゃうの!?　イケメンのくせにどんな悪あく食じきだよ!?」

「……何、イケメンって。私、女だけど。お腹なかに入れば何でも良いよ」

「味覚の野や蛮ばん人どもめ！　そんな綺き麗れいな顔をしておまえらの口の中には絶望の荒こう野やが広がってるのかよ……！」

「ライル様が何にこだわってるのかさっぱりわからないです……」

　昼食を共にしている少女たちは、不思議そうに顔を見合わせた。




　昼休みが終わると、生徒たちは着替えて校庭に出て行った。

　クレールたちの次の授業は【礼れい剣けん術じゆつ】だという。

　ライルは四人の資質を見み極きわめるべく、これも見学させてもらうことにした。

　礼剣術──信仰に則のつとった、騎き士したちの戦せん闘とう作法。

『いかなる敵に対しても敬意を払はらうべし』という理念から、まず最初は相手の左ひだり腕うでを斬きり落とす。次に左足、右足、そして右腕、最後に首を刎はねるというものだ。

　いきなり敵の利きき腕を潰つぶして戦闘力を奪うばったり、ましてや首を刎ねたりして即そく死しさせるなどという戦い方は、不作法であり卑ひ怯きよう千万ということである。

　このような作法のもとに行われる騎士たちの決けつ闘とうは──あらかじめお互いの狙ねらいがわかっているのだから最初の左手斬りが成功するまでひたすらダラダラ長く、全身をバラバラにするまで終わらないためとてつもなく残ざん酷こくでグロテスクなものとなる。

　生徒たちは二人一組となり、早さつ速そく『左手斬り』の稽けい古こを始めた。怪け我がをさせないように、先に左手に攻こう撃げきを命中させた方が勝ちというお遊びだ。

　ライルは校庭の隅すみっこに座り、例の四人組の姿を捜さがす。

　四人は……クレールとメヌエット、シャンドールとアップルで組になっていた。

「ふっ！　はあっ！」「くっ、なかなかやりますわね!!」

　クレールが鋭い太刀たち筋すじで果か敢かんに攻せめ、メヌエットはフェイントを交えて隙すきを誘さそいながら必死に防戦している。

　二人とも実戦を想定し、全身を物々しく神機で武装した姿である。

　クレールが今朝ライルに使って見せたのと同じ【ヴィブロブレード】に【アクティブローダー】。どちらも携けい行こう性を度外視した、より大型で高出力のものとなっている。

　加えて左腕には巨大な鋼鉄の義手【マルチプルマニピュレータ】。鋭い爪つめを備え、掌てのひらの中央にバリアフィールドの発生器を備えている攻こう守しゆにそつがない神機である。

　体操服を脱ぬぎ捨て、胴どう体たいを覆おおうのは【コンダクションスーツ】。脊せき髄ずいに特とく殊しゆな火花を送り込み、脳から手足への『意思の伝達速度』を飛ひ躍やく的に向上させる。

「クレールっていつも途と中ちゆうまでは強いよね」

「基本スペックはすごいんだよ。でも……」

　何人かの生徒たちが稽古の手を止めて、クレールたちを遠巻きに眺ながめていた。

　……そんな矢先に、デジャヴを感じるような声が響ひびき渡わたった。

「ふにゃあああああああっ！　神機の制せい御ぎよがっ!!」

　──逃にげるメヌエットに勝負を決めるべく、クレールが四し肢しの神機に勢い良く霊気エーテルを注いだ瞬しゆん間かんのことだった。校庭にどっと笑い声が起こった。

「ポンコツ生徒会長が勝負所でまたやらかした！」

　それまで洗練された動きを見せていたクレールが、たちまち四肢に装着した神機に振ふり回され、転びそうで転ばない不格好な姿勢でメヌエットに突とつ進しんしていく。

「ちゃ、ちゃんと左手からお狙いなさい！　ルールですわよ！　きゃんっ!!」

　悲鳴をあげながらメヌエットが頭からずっこけた。校庭にさらなる笑いが響く。

「クレール！　おまえはまだ神機の制御ができないのか！　神機を停止させろ！」

　戦術教師が叱しつ咤たの声を張り上げた。

「はっ、はいいっ!!」

　クレールは無理に神機を制御しようとせず、霊気の供給を断った。

　バチン、と火花が散って神機の機能が停止する。

「ご、ごめんね、メーちゃん」

「……隙あり！　秘剣・飛蝗ばつた斬り！」

　倒たおれていたメヌエットが、起き上がるという動作を挟はさまず、身を横たえた姿勢のままいきなりバッタのごとくビヨーンと跳はね飛んだ。

「……え？　きゃっ！」

　身を竦すくめたクレールの左腕を、メヌエットのブレードが打ち据すえた。

「やった！　クレールに勝ちましたわ!!」

　メヌエットがぴょんぴょんと飛び跳ねて喜ぶ。

　……すげえ技わざだ、とライルは感心した。寝ね転ころんだ体勢から、手足と腰こしを地面に打ち付けるだけで勢い良く跳ちよう躍やくして不ふ意い討うち──まさに人体と力学の神秘である。

　……礼剣術というルールの中で合理的に攻撃を命中させるべく、血が滲にじむような鍛たん錬れんをして編み出した技に違ちがいない。

「メヌエット！　わざと転んだふりをして隙を誘うような真似まねはやめろと言っているだろう！　何だ、その情けない動きは！　それが騎士の戦い方か!!」

　しかし戦術教師からは叱咤が飛び、生徒たちはゲラゲラと笑っていた。

　しかも本人は烙らく印いんに痛みが走ったらしく「うぐっ！」と顔を歪めている。

「あー……神機が重たい。面めん倒どうくさい」

「重いね。シャルはおっぱいも重たそう。……重さって何だろうね」

　一方、シャンドールとアップルはあからさまにやる気なく駄だ弁べっていた。

「重さか……万ばん物ぶつは地に引き寄せられる。万物は死して大地に還かえり、次の新世界へ循じゆん環かんすることを本能的に望んでいるのである……ってのが神の教えだね」

「ふふふ、するとおっぱいが人一倍大きいシャルは、その分だけ大地に還りたいっていう回帰願望を強く持ってるってことになるね」

「それだよ。背が高くておっぱいがでかいだけで、なんで自殺願望が強いってことになるのか昔から理り不ふ尽じんだと思ってたんだ。絶対おっぱいなんて関係ないよ。許せない」

「おっぱいが地面に引き寄せられるのは回帰願望では説明できない。だからもっと違った力が存在する。……名付けて乳にゆう力りよく」

「……うん。何だか妙みように語感がしっくりくる良いいネーミングだ」

「ところで規則正しく動くお空の星も『大地に回帰したい』という意思では説明できない。もしかして宇宙のすべてはおっぱいなのでは？　むしろ大地もおっぱい？」

「確かに……大地を中心に考えるよりもおっぱいを中心に考えた方が説明がつくね」

「大きいおっぱいほど大きな力が発生するという『乳力』は、宇宙も含ふくむすべての物体に適用できる普ふ遍へんの法則として存在する。……万有乳力」

「あれ？　それもうおっぱい関係なくない？　大事なのは大きさ……大きいものが小さいものを引きつけることで宇宙全体が規則正しく運動してるってことじゃ……？」

　あいつらの駄弁り、レベル高たけえな……。

「シャンドール！　アップル！　無駄話をせずマジメにやれ!!」

　戦術教師から叱咤の声が飛んできて、シャンドールは「ちぇっ」と舌打ちした。

「しょうがないな。……いくよ、アップル！」

　シャンドールはいかにも体が重たそうにヴィブロブレードを振り上げた。アップルも鈍どん重じゆうな動きでそれを回かい避ひする。ドスン！と重たい音を立ててブレードが地面にめり込んだ。

　その様子を見て、戦術教師が怒いかりの声をあげた。

「おまえらどうしてそんなにすっとろいんだ!!　そんなことで実戦で左手斬りが成功すると思っているのか!?」

　しかしライルは気づいていた──シャンドールとアップルの装備している神機から発せられる青い光が、周囲の生徒たちよりも明らかに弱々しい。

　神機は祈いのりによって動作し、使い手の霊気を【祈き力りよく】という別のエネルギーに変へん換かんしてさまざまな現象エフエクトを引き起こすというものだ。

　どうやらあの二人は、神へと祈る気持ちが欠片かけらもない。『嫌けん悪お』さえしている。

　だから神機が機能をろくに発揮せず重たく感じるのだろう。のろくて当然だ。

　むしろ注目するべきは……シャンドールが振り下ろしたブレードが地面にめり込んだこと。あれはシャンドールの純じゆん粋すいな『バカ力』だ。

　一方アップルはひらり、ひらりとシャンドールの攻撃を最小限の動きでかわしている。やたら遅おそいのに無駄がないので、舞まいのような華か麗れいさがある。

　──アップルの回避の運動は、シャンドールが動くよりも先に始まっている。

　肉体の動きではなく、霊気の動きを先読みして回避しているのだ。

　霊気は意思をダイレクトに反映し、肉体よりも速く動く。

「クレール、メヌエット、シャンドール、アップル！　おまえら四人こっちに来い!!」

　戦術教師が四人を大声で呼び寄せ、さらし者のように並ばせた。

「いつになったら問題を改善させるつもりだ!?　私に恥はじをかかせるつもりか！　王族のクレールはともかく、おまえら三人はもう後がないぞ!?　無能な落ちこぼれめ!!」

　ライルは見ていて苛いら々いらした。本当にここの連中は……。

　こんな連中に、やっと見つけ出した仲間（美少女）たちを任せてはおけない。

「……その四人が無能で落ちこぼれなんて、おまえの目が節穴なんじゃねーか？　ダメなところをあげつらうばかりで原因を見み抜ぬけない。隠かくれている長所も見抜けない。おまえの方こそ無能もいいところじゃねーか」

「おまえは臨時講師の背徳者……!!」

　教師が大おお股またでライルの方に歩み寄ってくる。

「私の領分に勝手に口出しをするな！　私が騎士としてどれだけの名めい誉よを得て、騎士学園の戦術教師という地位に登り詰つめたと思っている！」

「その名誉、教師としての能力と関係ねーだろ」

「貴様のような……『バカな王族の娘むすめ』を騙だまくらかしてやってきた薄うす汚ぎたないホラ吹ふきが、この私に意見するなと言っているのだ!!」

「つまり実力を示して欲しいのか？　……じゃあ試ためしに一度、殺してやろうか」

　座っていたライルは霊気を膝しつ関かん節せつと足裏に集中させ、その場から姿を消した。

　──見ている人間には、消えたとしか思えなかっただろう。

　次の瞬間には、ライルは教師の背後にまわって首筋に刃やいばを這はわせていた。

「……神機なんぞに頼たよらなくても、これぐらいの瞬発力は出せる……」

　素す手でで授業を見学していたはずなのに……その手のうちに真っ赤な短たん剣けんが生み出されている。ライルがわずかに力を込めると、霊気がゴムのように刃を押し返した。

　生徒たちがどよめき、教師が身を強こわばらせた。首筋にたらりと冷や汗あせが垂れる。

「べ、別に斬れやしないだろう……」

「俺が刃を意識させたからな。意識させる間もなく振り抜いてたら、斬れていた」

　刃の危険を自覚したことで、霊気が首元に集まってきている。

　それは教師が意識してそうしているというより、無意識の防衛本能によるものだ。

「今から攻撃をするなら、逆に霊気が薄うすくなった下半身……脛すねを蹴けり折る。霊気ってのは流れだ。どこかに集まれば別のどこかが薄くなる。……おわかりか？　先生？」

「や、やめろっ！　何をわけのわからないことをっ!!」

　怯おびえた声で教師がライルを肘ひじで突つき飛ばした。ライルはふらふら身を離はなす。

「俺のやり方なら、その四人を一週間で学園最強にできるぜ」

「なんだと!?」

「……それはちょうど良い。ぜひ、見せてもらいたいですな」

　背後から口を挟む声がした。振り返ると、校長──サヴィル・ロウが校庭を横切って、こちらに歩み寄ってきていた。

「どうしてあんたがここに？」

「実は、昼休みにあなたの授業に対する苦情を口にする生徒が校長室に殺さつ到とうしたのです」

「ふうん。古文書ラノベをテキストに使った授業、そんなに不評だったのか」

「私もクレール様のお望み通りにしたいのですが、流石さすがに学園の実務者として無視できません。それで様子を見に来たのですが……ちょうど良かった」

「何がちょうど良いというのです？」クレールも歩み寄ってきた。

　実務者という立場を持ち出され、表情を険しくしている。

「いったん彼に講師の任を与あたえるのは棚たな上あげにしましょう。まずはクレール様たち四人だけの専任講師という立場になってもらうのです。そこで成果を示していただけたら、改めて学園全体で教きよう鞭べんを執とってもらうことにしましょう」

「そんな！　こちらが依い頼らいをしている立場なのに、条件を出すだなんて非礼な！」

「……構わないぜ。俺自身、少数精せい鋭えいから始めた方がいいと思ってたところだ」

　他ほかのクラスでも仲間が見つかるかもしれないという楽しみはあったが……。

「それではこういう条件といたしましょう。期限は一週間。それまでにこの四人の生徒を育て上げ、この学園で最強の小隊【ノーブルナイツ】に勝利してもらいます」

「ノーブルなんちゃらってのが誰だれか知らんが、構わないぜ」

「さっきの不意討ちのように卑ひ怯きような真似をするに決まってる！」

　戦術教師が口を挟んだ。「確かに」とサヴィルは頷うなずいた。

「……ただ勝つだけでなく、礼剣術のルールで勝利してもらわないと誰もが納なつ得とくする勝利とは言えないでしょうな」

「それで構わないぜ。……むしろそれだけでちゃんと納得してくれるのか？」

「それではさらに条件をもう一点……実力といっても実際の任務で役立たねば意味がありません。そこで『達成難度Ａランク』の『クエスト』もクリアしていただきたい」

　Ａランクと言われてもライルにはさっぱりわからないが、クレールが声をあげた。

「騎き士し団でも上級部隊が受け持つような難易度じゃないですか！」

「わかりやすい解説をありがとう」

「解説ではありません！　いくらなんでも無む茶ちやですよ！」

「上級騎士が出来るぐらいの仕事をこなせばいいんだろ？　よゆー、よゆー」

「どうしてわざわざ挑ちよう発はつするようなことを言うのです!?」

「あくまで四人の生徒たちの手で達成するのですぞ。クレール様が証人となりましょう。噓うそをおつきになっても教会へ連れて行けばわかりますからな」

　……ずいぶんすらすらと条件が口から出てくるもんだな、とライルは怪あやしんだ。

「そしてもしも失敗したら……ライル様への依頼は取りやめ、クレール様を除いた三人は退学ということにさせていただきましょう」




　　　　◇




「……私は別に退学だって構わないのに」

　授業が終わって、シャンドールが嘆たん息そくした。

「そういうなよ。おまえらの真の価値を連中に見せつけてやれる絶好のお膳ぜん立だてが出来上がったんだ。おまえだってちょっとはワクワクするだろ？」

「…………別に、何も期待なんてしてないし」

「ま、やってみて無駄そうならやめればいいだけですわ」

「ふふふ、私は楽しみかな」アップルはニコニコと笑った。

「──お兄ちゃん先生が口だけ先生じゃないところを見せてくれるのが楽しみ」

「言ってくれるじゃないか。……おまえらにはさっきの授業では触ふれなかった黒くろ魔ま術じゆつに早さつ速そく触れさせてやる。クレール、場所はどうする？」

「では私たちが住んでいる館やかたに参りましょう！　……そうだ、ライル様の滞たい在ざい先についてお話しするのを忘れていました。ライル様もそこに住んでもらおうと思っています」

　──何だと、とライルは息をつめた。




　放課後、仲間との集団下校──学園ラブコメ的に悪くないシチュエーションである。

「……しかしババアが一人交じってくるだけで、なんか一気に萎なえるな」

「どうしてそんなこと言うんじゃ!?」

　長老はガーン！とわざとらしくのけぞった。

「若い娘と仲良くなったらもう儂わしは用無しじゃとでも!?　儂とのことは体だけが目的じゃったんじゃな!?　経験さえ積めればいいと思って儂を踏ふみ台に……鬼き畜ちく！」

「体なんて求めたことねーだろ！　誤解されるようなこと言うなババア！　だってラブコメイベントに母ちゃんが交じってくるようなもんだぞ！」

「……その女の子、誰？　先生のなに？」

　シャンドールが胡う乱ろんげな目つきで問いを挟はさんだ。

　──一同が校舎から出たところで、何食わぬ顔で白銀の幼女が姿を現したのである。

「ライルの恋こい人びとです。永遠の十三歳。幼女に甘えたいというライルの哲てつ学がく的な性せい癖へきを体現するお得なハッピーセット！　ああん、よさぬかライル♡　こんなに人の見てる前でがっつくでない♡　おっぱいなど出ぬぞ♡」

　年ねん齢れい詐さ称しようをしながら長老は身をくねらせ、意味のわからぬ自己紹しよう介かいをした。

　俺こんな母ちゃん嫌いやだ……と、ライルは天を仰あおいだ。

「言ってることの意味が三分の一もわからない……」

「こいつの言うことは適当に聞き流してくれていいぞ。マジメに聞いてると頭がおかしくなるからな」

「で、けっきょくその子は何ですの？」

　要領を得ない会話の流れに、メヌエットが苛いら立だつふうな様子を見せた。

「こいつは背徳者互助組合ギルドのトップに立つ長老だ。年ねん齢れいは俺たちの軽く数倍は生きてる。世界中の悪人の総そう元もと締じめで、こいつをここで処しよ刑けいすれば世界はだいぶ平和になる」

「えへへ、照れるにゃあ」などとほざいて、長老が頰ほおをかく。

「マジメに話を進めないと怒おこりますわよ」

「いや、今のは本当だ。ひとかけらも誇こ張ちようしてない。こいつに拾われて俺は背徳者になり、殺しの技わざや魔術を教わった」

　アップルがきらーんと目を輝かがやかせた。「つまりお兄ちゃん先生のママ師し匠しよう？」

「ああ、お兄ちゃん先生のママ師匠だ。すげえ概がい念ねんが生まれてるな。何だそれ」

「こういう人に育てられてお兄ちゃん先生はこうなったんだね。ふふふ」

「その言い方はやめてくれ！　不本意すぎる!!」




「ここが私たちが暮らすおうちになりますっ！」

　到とう着ちやくしたのはこぢんまりとはしているものの瀟しよう洒しやな館だった。

　騎士学園の周囲には小さな館がいくつも散在し、生徒たちは何人かずつ自主共同の生活を送っているという。つまり小規模な学生寮りようだ。

「ようこそ」と、シャンドールが素っ気ない口ぶりで短く言った。

「かんげい」アップルがそう続けて、メヌエットに視線で振ふった。

「しますわっ」メヌエットも流れに巻き込まれるように言った。

　アドリブでの見事なコンビネーションで、少女たちはライルを受け入れてくれた。

　……異性を住まいに連れ込むことにまったく抵てい抗こうを見せないのは、自由恋れん愛あいという概念も、異性に対する危機意識も、まったく持ち合わせていないためだろう。

　黒い錬鉄ロートアイアンの門もん扉ぴには『蔦の館アイビーハウス』と刻まれたプレートがかけられている。その名の通り、煉れん瓦が造りの壁かべに蔦つたが這っていた。

　小さな庭もあり、見事に手入れされている。

　玄げん関かんを抜けると、決して贅ぜい沢たくではないが素そ朴ぼくな応接ホールに続いている。

　清せい楚そなまでに白い漆しつ喰くいの壁に、飾かざり気のない木製の調度品。

　そして照明をはじめとした生活用の神機も──ちらほらと見える。

「それではライル様……早速授業をお願いします!!」

　ライルを招き入れたクレールが、気合たっぷりに振り向いた。




「さて……俺は【錬れん金きん術じゆつ】、そこにいる長老は【占せん星せい術じゆつ】を得意としている。俺たちの知る限り、黒魔術は大きくこの二種類に分類される」

　応接ホールに椅い子すを並べて、ライルは授業を始めた。

「俺が使う錬金術の方が汎はん用よう性が高い基本的な魔術だ。だからとりあえず占星術とあのババアのことは意識から外しておいて構わない」

「ひどいっ！」

「錬金術は自然が秘ひめている力──【本質アニマの力】を引き出して様々な現象を操あやつる技術だ。たとえば……この【圧硝石エアロストーン】」

　ライルは腰こしに提さげたポーチに手を突っ込み、小さな丸薬を取り出して見せた。

「停てい滞たいの岩石に宿りし衝しよう動どうよ、器うつわを破り空に響ひびけ……エアロクラック！」

　呪じゆ文もんを唱えると同時に、うっすら輝く文様が空中に浮うかび上がる。

　──パン！と小さな火花とともに破は裂れつ音が響き渡わたった。

　突とつ然ぜんの光と音に四人は「きゃあっ！」「わっ！」と悲鳴をあげて身を竦すくませた。

「……それだけですか？」

　我われに返ってから、拍ひよう子し抜ぬけといったふうにクレールが言う。

「圧硝石には『爆ばく圧あつ』という本質の力が秘められている。俺は圧硝石の本質に自分の霊気を注ぎ込んだ。本質の力と俺の霊気が混じり合い、俺が自由自在にコントロールできるエネルギーに変わる。そうして『爆圧』という現象を実際に引き出したわけだ」

　ライルは手の平を開いて、先ほど魔術に使った圧硝石をかざして見せた。

「さっきよりもちょっと小さくなってるだろ？　思いっきり霊気を注いで大規模な現象を引き起こすと、それだけ消費して小さくなる。今のは手加減したんだ」

「今ぐらいの威い力りよくでも……戦せん闘とうの真っ最中にやられたらたまったもんじゃないですわね」

「その通り。森しん羅ら万ばん象しよう、あらゆるものから力を引き出し、シチュエーションに応じて使い分けるわけだ。シブいだろ」

「でも……何だか地味なような」

　神をも殺す力を求めるクレールが、物足りなそうな顔をする。

「じゃ、今度はこれ……【焰硝石マグマストーン】。この媒介アイテムには『爆熱』という本質の力が宿っている。さっきの圧硝石とこの焰硝石を組み合わせるとどうなると思う？」

　四人はしばらく沈ちん黙もくし……アップルが最初に口を開いた。

「…………衝しよう撃げき波はに熱が乗ってものすごい勢いで広がっていく？」

「そのとおり。しかも熱と圧には相乗効果がある。高熱はガスの勢いを強め、高圧は熱を瞬しゆん間かん伝導させる。爆熱の爆圧的な瞬間発生──すなわち『爆ばく轟ごう』だ」

「……へえ、想像つかないけど何だかすごそう」

　シャンドールが少しだけ気乗りしたような顔になる。

「俺が全力でこの二つに霊気を注げば、この館は吹ふっ飛んでロンデリウムに大火事が起こるぞ。どうだ、だいぶ地味じゃなくなっただろう」

「……でも味方も大ダメージですわよね、その魔術」

「そこで『集約』の力を持った媒介アイテムをさらに組み合わせたりする。……ただし一度に使う種類が増えると制せい御ぎよが難しくなるな」

「組み合わせ次し第だい、応用次第ってことか……」シャンドールが言う。

「そう、こんなのはほんの一例だ。世界には無限の『媒介』が存在し、力を引き出すことが出来る。神機の強さは神機の性能に制限されるが、黒魔術はいろんなものに興味をもって世界を楽しめば楽しむほど無限に可能性が広がるんだ」

「楽しむ……」クレールがぽつりとつぶやく。「……思ってたのと違ちがいます」

「ん？　どういうのだと思ってたんだ？」

「背徳っていうから……『悪魔』に身や魂たましいを捧ささげたらドッカーンって強くなるのかと」

　悪魔──彼女は出会ったときにもライルに向かって魔王などと口にしていた。

「バーカ、おまえ悪魔や魔王なんてこの世にいると思ってるのかよ」

「えっ!?　いないんですか!?　だって魔ま獣じゆうがいるんですし!!」

「あんなのは神がいかに自分が偉い大だいかをアピールするために作り出した『都合のいい対立概念』でしかない。ガキをそれでびびらせて自分を信しん仰こうさせるんだ」

「都合のいい対立概念……」

「神が絶対的な善じゃないなら、絶対的な悪なんてもんもあり得ない。もしも悪魔っぽいものが存在するなら、神や教会が言うほど極ごく悪あく非道なやつじゃないだろうな。きっとそいつにもそいつなりの言い分があると思うぜ。……そういう意味じゃ俺は限りなく悪魔や魔王に近いかもしれないけどな」

　ライルは自分の手が汚よごれていることを不意に意識した。

　目の前に並ぶ四人の少女たちの顔に、これまで殺してきた無数の姫ひめたちの顔が重なる。……誰だれに恨うらみがあるわけでもなかった。

　依い頼らいした奴やつが悪い、代行したに過ぎない……。そう思いはすれども、自分が仕事をし、評判になるほどに依頼は増えていく。悪は拡散し、伝でん播ぱしていく……。

「……ライル様はやはり悪魔、魔王……」

　我に返ると、クレールはキラキラと瞳ひとみを輝かせてライルを見つめている。

「悪魔じゃねーよ！　俺の話をちゃんと聞いていたのかスカポンタン！」

　ライルは目の前のクレールの形の良いい鼻先をぺちっと弾はじいた。「ふにゃっ!?」

「で、おまえらにこの大自然の力を操る技術を授さずけようというわけだが……」

「どうすればいいんですのっ!?」メヌエットが身を乗り出した。

「ババア」と声をかけながら、ライルは立ち上がった。そして、

「そいや」「そいや」と、ライルと長老は部屋中の神機を片っ端ぱしからぶっ壊こわした。

「「「あーっ！」」」とアップル以外の少女たちが大声で悲鳴をあげた。

　神機は戦闘用のものだけではない。水道塔とうや焼しよう却きやく炉ろなど街を支える大規模なものもあれば、貴族の住まいならば照明や調理器具といった細こま々ごまとした生活用神機もある。

「日常的に神機を使っていると霊気の感覚──【霊れい覚かく】が鈍にぶくなる。自然物に宿る本質の力っていうのも霊気の一種だから、霊覚が鈍いと話にならん。俺の教え子になったからには、これからは神機を使わない生活をしてもらう」

「後出しで知らされる衝しよう撃げきの事実っ！　私わたくしの夜の読書タイムをどうしてくれるのですっ」

　ライルは「ほれ」とメヌエットにオイルランプを手て渡わたした。

「オイルは俺が錬金術で生成してやる」

「水み浴あみしたあと髪かみを乾かわかすときはっ！」

「俺を呼べば温風を生み出してやる」

「お兄ちゃん先生、お腹なか空すいたからゆで卵ゆでて」

「任せろ。お湯を魔術で沸ふつ騰とうさせて七分半で完かん璧ぺきな半熟だ」

「便利すぎる……」シャンドールが目を丸く見開く。

「神機は使えば使うほど意識に信仰の刷り込みがされ、烙らく印いんを強力に上書きしていく。おまえらは烙印の痛みに苦しんでるんだろ？　神を胡う散さん臭くさいと思ってるくせに便利だからってこんなもんに頼たよってるから、自分で自分の首を絞しめることになるんだよ」

　ブラッディリーグのメンバーが背徳的な活動を行えているのは、毎週日曜日の教会への礼拝にも行かず、神機も一いつ切さい使わない生活を長く続けているためだ。

「そしてお次は……おまえら全員服を脱ぬげ」

　四人の少女は顔をぽかんとさせた。「服を脱ぐんだ」と、ライルは繰くり返した。

「ラ、ライル様、いきなり何を……」

　クレールが赤面し、戸と惑まどいの声をあげる。ライルはハッとした。

「……ち、違うぞ!?　変な意味で言ってるんじゃない！　必要なことなんだ!!」

「ところで皆みなの衆、儂わしのこの格好どう思う？」

　白銀の薄衣レオタードを身にまとった長老が、不意にそう言ってくるくると回転した。

「ハレンチです」「下品ですわ」「控ひかえめに言ってエロ衣い装しよう」「ちょっとオシャレかも」

　クレール、メヌエット、シャンドール、アップルが順じゆん繰ぐりに言う。

「むきーっ！　これこそが魔術師の正装、【霊覚術衣】じゃぞ！　高度な素材【生命銀クイツクシルバー】で出来ておる。これを身につけるだけで自分の霊気が強化され、外界の霊気を鋭えい敏びんに感じ取ることが出来るようになるのじゃ!!」

「人間の皮ひ膚ふには霊気を感じ取るための【霊覚細さい胞ぼう】というものが埋うまっている。常に霊覚を鋭敏に研とぎ澄すませるために、魔術師は肌はだを露ろ出しゆつさせないといけないんだ」

「私たちもその格好になれってこと!?　でも、先生は全身黒装束じゃないか！」

　シャンドールがライルの格好を鋭するどく指し摘てきする。

「俺は手の平に霊覚細胞が集中している特異体質なんだ」

「何それずるっ!?」

「霊覚細胞が体のどこにあるかは人それぞれ違う。人間の霊気の流れ──霊脈にも人それぞれ固有のパターンがあるんだが、霊覚細胞は霊脈の太い部分を避さけるように散らばっているんだ。自分自身の霊気で霊覚が混乱しないためにそうなってるんだろうな」

「……つまり、私たちも長老ちゃんと同じ露出になるとは限らないってことですよね？」

「露出する部位どころか、色や形もまったく違うものになるぞい。生命銀が人それぞれに異なる霊気の個性にダイナミックに反応するのじゃ」

「というか何なの、その生命銀っていうの。布のような、金属のような……」

　シャンドールが長老の霊衣をぺたぺたさわった。

「ふひひっ♡　やめんか♡　んほっ♡」

「うわっ、なんか気持ち悪い反応……」

「霊覚術衣を身につければ烙印への耐たい性せいも強まる。魔術を実じつ践せんするたびにいちいち苦痛で悶もだえてたら話にならないからな」

「どこぞ儀ぎ式しきをするにちょうど良き部屋はないか。まずは裸はだかになって身を清めてもらうぞ。儂がやるから、ライルは待っておれ」

「それではこちらの部屋に」

　ライルは応接ホールに取り残され、みんなが戻もどってくるのを待った。




　──生命銀は霊気の強いところに磁石のごとく流れ、霊気の作用を促そく進しんする奇き妙みような液体金属である。

　様々な貴石を溶とかした生命銀を身体からだの上に塗ぬり、霊気を巡めぐらせると、生命銀の溶よう液えきは自おのずと霊脈にそって流動し、膨ふくらみ、その人固有の形に硬こう質しつ化する。

　そのデザインはその人の精神性、潜せん在ざい的なイメージに強く反応したものであり、決して偶ぐう然ぜんによるものではない。まさしく魂と神秘の協奏と言うべきものである──。




　やがてみんなの足音が聞こえてきて、扉とびらが開かれた。

「……おお」と、ライルは順番に四人の少女に視線を巡らせた。

　クレールの霊覚術衣は、優美な曲線を描えがいた甲かつ冑ちゆうのごとき形をとっていた。穏おだやかな真しん珠じゆのごとく深い白、ところどころに烈れつ火かのごとき深しん紅くが覗のぞいている。

　甲冑と炎ほのお──彼女にもそのような勇ましい闘とう争そう心が秘ひめられているのだろうか。

「ラ、ライル様！　……腰こしから下は見ないでくださいっ!!」

「は？　なんで……というか胸ならいくらでも見て良いのか？」

「わ、私は下半身がコンプレックスなんです！　体重は人並みなのに……」

「それを素す直なおに口に出したら余計に目が行くと思うが」

「ふにゃあああああああっ!?」

　つーっとライルの視線がクレールの赤い顔から胸むな元もと、お腹、そして太ふと股ももへと下っていく。意外なほどに肉感的でいわば『むちむち』としたお尻しりや太股のラインが目に飛び込む。

　──まるで男に対して凶きよう器きを振ふるうような下半身だった。心臓がどくっと弾はずむ。

「べ、別に俺はいいと思うぞ。魅み力りよく的な体だと思う」

「!?　ライル様はこういう体が……お好きですか……？」

　霊脈にノイズが走り──真っ赤な顔のクレールが、声をうっとりとさせた。

「で、でしたら……いっそ好きなだけ見てくださいっ！」

「い、いや……女の子の体というのは、そんなにじっくりと見るモノでもないっ！」

　ライルはうろたえた。ラブコメには憧あこがれているが、『直エロ』には弱い。

「クレール、はしたないですわよ！　どうしましたのよ？」

　横から叱しつ咤たしたのは、メヌエットだ。異性を異性とも思わぬ貴族の娘むすめたちにも羞しゆう恥ち心しんと慎つつしみはある。……友人から見ても、クレールの様子はやはりおかしいのか？

　メヌエットの術衣はゴージャスだった。目にも鮮あざやかなロイヤルブルー、そこに黄金の装そう飾しよくが施ほどこされている。知性と高貴さを兼かね備えた作戦司令官といった趣おもむきだ。

「……メーちゃんもなかなか似合ってるじゃないか」

「気安くメーちゃんなんて呼ばないでくださいまし！　……私なんかはそう大した血筋の出身ではありませんから、外見が美しいなどというものではないのです。どうしてこんなに派手派手しいデザインになったのやら……」

　おやっとライルは思った。ビッグな私に相応ふさわしい……とか言うと思ったのに。

　メヌエットは肌こそ白く美しいが、髪はやや暗めの栗くり色いろをしている。

　神々は透とう明めい感かんのある美び貌ぼうを愛すると言われており、貴族たちの間では透明感のある肌や髪色がステータスとなっている。

　その観点から言うと、メヌエットは落第だろう。

「おまえみたいなビッグな女が小ちっちゃい価値観に囚とらわれるなよ。神様好みの外見になんてなんの意味もない。俺はメーちゃんもクレールたちに負けてないと思うぜ」

「なっ……！　あ、あなたに褒ほめられたって嬉うれしくもなんともありませんわっ!!」

「まぁ顔はかわいくても、性格と背の低さで損してるけどな」

「なんという言いぐさ！　私はこれから成長期が来るんですのよ！　四倍ぐらいに!!」

　シャンドールの術衣は情熱を露あらわにしたオレンジ色。壮そう烈れつたる勇士や闘とう士しという印象を与あたえた。そしてたぷんと大きな胸が束そく縛ばくされていない感じでぷるんぷるんしていた。

　シャンドールはライルの視線をたどって、「……キモ」と目つきを冷たくした。

「し、しししし仕方ないだろ!?　男は視線が勝手に胸にいっちゃうもんなの！」

「……そういうものなの？　男の子のことなんて何もわからないし……」

　シャンドールは思いの外ほかに素直な反応を返した。

　……この少女が口にする『キモ』からは、あまり拒きよ絶ぜつのニュアンスが感じられない。

　対話を打ち切る意図などはなく、こちらの出方を窺うかがっているだけという感じだ。

　会話は心の分解だ──ライルは少しずつ彼女たちのことを理解し始めていた。

「おまえもなかなかカッコカワイイぞ」

「カッコイイなんて女に言うことじゃないでしょ」

「カッコイイとカワイイが合わさると相乗効果が生まれるんだよ！」

「変なの」と、シャンドールは頰ほおをかいた。

　今度はアップルに目を向ける──半はん透とう明めいのミントグリーンと林りん檎ごのような赤色の二色使いが愛らしいドレスのような術衣姿が目に入った。

「装飾の部分は霊気を吸って膨らんでる感じなのかな。霊気を閉とざすと萎しぼんだりする」

　パタパタと術衣を膨らませたり、縮めたり……色々と試ためしている様子だった。

　この娘は羞恥心よりも好こう奇き心しんが先立つらしい。

「普ふ段だんは縮めて上から制服を着たり、インナー感覚で着用しておくといい」

「ふふふっ、面おも白しろい！」

　アップルがくるくると回った。術衣がふんわりと舞まい上がり、まるで妖よう精せいのようだ。

「……ふむ。汝なんじらのことがわかり始めてきたぞ」

　長老は「ミラベリス！」と、自らの英えい雄ゆう魂こん装そうを生み出した。

「縁えんの深まりとともに天の星座はおぼろげながら汝らに宿る魂の正体を示し始めた。それはすなわち宿命と心得るがよい。……まずは汝」

「魂？　宿命？　いったいなんなんですの？」

　得体の知れない予感に駆かられるメヌエットに、長老は予言書を開いて託たく宣せんした。




　メヌエット・ヴァンデミエール……汝に宿る魂は──ナポレオン・ボナパルト。

　烈火のごとく苛か烈れつにして、電光石火のごとく慧けい敏びん、そして不ふ屈くつの誇ほこりをもった獅し子し。

　汝もまた耐たえがたき辛しん苦くを幾いく度どとなく天より課されよう。しかし決して己おのれを疑ってはならぬ。試練を乗り越こえるほどに汝の矮わい軀くは無む尽じんの威い風ふうを備えてゆくのだから。




　シャンドール・バシレイウス……眠ねむれる瞳ひとみを開くときがついにきた。

　汝に宿りし魂は──アレキサンダー大王。賢けん者じやの教えを待つ破格の大器。

　汝の覇は気きはひとたび目覚めれば大海を渡わたり地の果てまで届こう。だが、今はまだ師を止まり木として羽を休むるが良い。飛ひ躍やくのときは必ず訪おとずれる。




　アップル・ルフェーブル……汝は時代を加速させる追つい随ずい者。

　汝に宿る魂は──アイザック・ニュートン。本質の先を見通す紅玉の瞳の持ち主。

　常にライル……パラケルススとともにあるがよい。汝の観察眼は同じ道を追いかけながら、さらなる未来を見通そう。汝は魔ま術じゆつを完成させ、別のものにする。




　……立ちすくむ少女たちの間に沈ちん黙もくが流れた。

　理解できぬという困こん惑わく、それでいて自らの深いところを鋭く貫つらぬかれたような確信。

　理性と直感の相反する感覚に、なにも反応できずに凍こおり付く。

　一方でライルは、改めてこいつらは『仲間』なのだと実感していた。

「さらに我が星詠よみの力は汝らの能力評価ステータスをここに写し取ろうぞ」

　長老が予言書をめくると、空白のページに文字がのたうつように浮うかび上がった。





メヌエット（英雄魂……ナポレオン）　覚かく醒せい値……25




力……15　速さ……28　体力……37　霊気値……35　背徳値……76




スキル……【不屈Ｂ】【狡こう猾かつＡ】【機動戦術Ｃ】【不ふ眠みんの鍛たん錬れんＡ】【匂においフェチＳ】







シャンドール（英雄魂……アレキサンダー）　覚醒値……３




力……41　速さ……11　体力……36　霊気値……23　背徳値……42




スキル……【大器Ｂ】【諦あきらめ癖ぐせＣ】【豆とう腐ふメンタルＡ】【教え子精神（？？？）Ｃ】







アップル（英雄魂……ニュートン）　覚醒値……17




力……１　速さ……23　体力……29　霊気値……70　背徳値……27




スキル……【観察眼Ａ】【破天考（？？？）Ａ】【博覧狂きよう気き（？？？）Ｄ】






「ほげええええええええええええええええええええええええええええええっ!!」

　メヌエットが喉のども張り裂さけよとばかりに絶ぜつ叫きようした。

「に、匂いフェチって何のことですのよ!?　わ、私わたくしにそんな趣しゆ味みありませんわっ！」

「え……何を今いま更さら……？　メーちゃんが匂いフェチなんて今更じゃん」

　シャンドールが呆あきれ顔で見つめた。アップルも「ふふふ」と笑う。

「メーちゃん、クレールに抱だきつきながらいつも鼻を全力でひくひくさせてるよね」

「え!?　メーちゃん私の匂いを嗅かいでたの……？」

　クレールだけが驚おどろいていた。そこに嫌けん悪おの色がなかったのが救いだろう。

　メヌエットは「ふぎゃああああああああああっ！」とのたうち回った。

「この能力評価っていうの……もしかして教会のアニマスクリプトで読み込まれてるのと同じやつ？　……というか、なんか私、普ふ通つうに悪口が書いてある気がするんだけど」

　シャンドールが顔をしかめる。諦め癖、豆腐メンタル……。

「シャルがいつもサボってるのは事実でしょう」

　転げ回っていたメヌエットが立ち上がり、逆ぎやく襲しゆうとばかりに意地悪く言う。

「ところで背徳値って、高いと処しよ刑けいされるアレでは？　私、高くありません？」

「１００を超こえると処刑だぞ」「死ぞ？」

　ライルと長老が言うとメヌエットは「きょひ─────っ！！！」と奇き声せいをあげて再び転げ回った。……こいつ面白いなあとライルは思った。

「メーちゃん……普段の行い悪すぎでしょ。しかも何、狡猾って」

　シャンドールがやり返すように含ふくみ笑いした。

「な、納なつ得とくいきませんわ！　だいたい私でこうならあなたたちはどうですの!?」

　長老は予言書のページをめくり、そこに自分の能力評価を浮かび上がらせた。

　そこには『背徳値……ＥＸ』という表記がある。

「人の行動が背徳的かどうかを計測しておるのも烙らく印いんじゃ。儂わしやライルは英雄魂を完全に覚醒させておるから烙印なんぞに縛しばられんし、背徳値など計測されん」

「この覚醒値ってのが上がれば能力値とスキルも成長して強くなるし、烙印の影えい響きようも受けなくなる。どんな言動をしても処刑されないし、苦痛からも解放されるわけだ」

　そうしてこそ──こいつらは真の仲間だ。

「覚醒値を上げるにはどうすればっ!?」

「神機や信しん仰こうから離はなれつつ俺から魔術を学んでいけば高まっていくはずだ。たぶん」
















「……なんか肝かん心じんのところでいい加減ですわね……」

「実のところ俺もババアも物心がついた頃ころにはほぼ覚醒してたからな。俺たちは信仰社会のまっただ中で育ったわけじゃないし、環かん境きようの違ちがいだろう」

　クレールは無言で俯うつむいていた。

　ずっと気にかかっていたことがある。今朝、三人よりも先にクレールの能力評価を見ていたが──クレールの背徳値はメヌエットよりもさらに高かったのだ。

　ライルを呼んだ……というだけではここまでにはなるまい。よほど背徳的な感情を心に抱えているのだろうか。

　……それにしても、とライルは思う。

　知識宇宙というものが自分の認識できないどこかの次元にあるらしい。そこにはすべての情報が焼き付いている。教会のアニマスクリプトとかいう神機や長老の力はそこに接続し、限定的ではあるが情報を引き出せる。

　そこまではいい。

　だがステータスとはただの情報ではない。評価だ。情報と評価は決定的に違う。

　いったい誰が評価しているというのだ？




　　　　◇




　ライルは自室となる部屋に案内してもらった。

　学生用の机、そして簡素なベッド。

　ぼんやりとしたオイルランプの灯あかりを挟はさんで、ライルは長老と向かい合った。

「あいつら、やけにネガティブなスキルが多かった。あれはどういうことだと思う？」

　長老は予言書に片手をかざし、しばらく考え込んでから答えた。

「あれらネガティブスキルは、歪ゆがみによって表面化された、英えい雄ゆうたちの負の一面じゃろう。ライルよ、彼女たちの様子に何かおかしなところはなかったか？」

　歪み──ライルが真っ先に思い浮かべたのは、クレールの霊脈の乱れだった。

「クレールのやつ、初対面なのに妙みようにスキンシップ過多だった。最初は単に誰にでも人ひと懐なつっこいやつなのかと思ったんだが……」

「ふむ。それは抑よく圧あつを感じている英雄魂が、汝を『抑圧からの解放者』と感じ取り、宿主の言動に影響を与えたのかもしれんな」

　それで懐かれた？　いや、懐かれたというよりも……。

「抑圧を放っておけば、宿主の精神までも歪んでいってしまう。さらには英雄たちが本来の宿命を果たすことのできぬ【異物】になってしまうかもしれぬ」

「異物……？」

「世界を正す使命を帯びた英雄がその役割を『反転』させてしまい、世界にあってはならぬ異物となる──恐おそらくそういうことも起こり得るのじゃ」

「言ってみればヤンデレ化……いや、『闇やみ落ち』ってことか」

「そんな古代語は儂にはよくわからんが、ともかく覚醒を急がねばならぬ。……汝は彼女らが覚醒できておらぬことを『境きよう遇ぐうの差』と説明しておったが、儂はそれだけではないと思う。恐らく役割の違いが大きい……儂らは予言者と教育者。もともと先に目覚める宿命があったのじゃ」

　思い返せば──自分が教え子を導く立場になるということは、クレールに依い頼らいされる前からすでに長老に予言されていたのだ。これはまさに宿命だった。

「彼女らの覚醒は……教育者たる汝にかかっている」

　長老はまさしく今も予言者としての務めを果たしている。ライルはから唾つばを飲んだ。

「……しかし実際、どうすればいい？」

「汝は『鍵かぎの持ち主』じゃ……。汝の鍵かぎ剣けんアゾットの力は『霊気の開閉』」

「……まさか！」

「これまで汝はその能力を、『霊気の一時的な遮しや断だん』、つまり閉じる用よう途とでしか使っていなかった。殺し屋の武器、切り札としてならそれで十分じゃった」

　一時的に相手の霊気を封ふうじ込めて能力を低下させたり、神機の機能を停止させたり……ライルはこれまでそういった目的でアゾットを振ふるってきたのである。

　幅はば広ひろい錬れん金きん術じゆつに、敵の霊気を遮断するアゾット──この二つがそろえば、いかなる敵も封殺できる。そう、相手が神であっても。

「しかしその鍵剣には、鍵というからには開く能力もあるはずなのじゃ」

「使い手の俺も知らない能力があるってのか!?」

「その能力はいつでもどこでも使えるわけじゃないということじゃ。恐らく汝なんじの目の前で彼女らの魂たましいが活性化した瞬しゆん間かん、『今、こう使うのだ』とわかるのじゃろう」

「じゃああいつらに宿っている魂を刺し激げきすればいいのか？」

「魂と宿主の人格は、おおよそリンクしておる。儂が興奮すれば儂のうちなるノストラダムスも興奮する。感性に似通ったところがあるのじゃ」

　マジかよノストラダムス最低だな、とライルはババアを見て思った。

「じゃからたぶん難しく考える必要はない。彼女たちの心を開けばいい」

「……仲良くなれってことか？　だがすでにわりと仲良しじゃないか？」

「その程度では足りぬ。もっと心に踏ふみ込み、お互たがいに心の深き琴きん線せんを奏かなであう……そういう関係。それは古文書に書かれておるような男女の関係に他ほかならぬ！」

「…………え？」

「こうなると一いつ般ぱん的に霊気は女の方が強いとされているにもかかわらず、汝が男であることにも運命を感じる。あるいは汝のヘンテコな趣味にすらも意味がある……」

「お、俺の趣味……！　まさか……！」

「あの娘むすめらと男女の絆きずなを結べ！　あの娘らの心を分解する……いや、汝の好きなラブコメ風に言うなれば、『攻こう略りやく』するのじゃ!!　デレさせるのじゃっ!!」

「攻略っ！　デレさせる!!」

「そうしてこそようやくあの子らは汝の真の仲間となる！　そしてそれが神々を倒たおし、この世界を変えることに通じるのじゃっ！」

「え、いや……ちょっと待って、いきなりそんなこと言われても……。マジで!?」

　ずっと憧あこがれはすれども、どこか遠くのものと思っていた──。




「俺は……世界を変えるために恋愛ラブコメをしなきゃいけないのか!?」








四章　彷徨さまよう心









　──意識しはじめると、どうにも落ち着かない。

　ライルは台所に向かった。そこでは術衣の上からエプロンを身につけたクレールが食材を刻んで夕食の準備をしている。術衣エプロン──ぐっとくる格好だった。

「夕食、俺が作ろうか？」と、おずおずと申し出た。

「とんでもないですライル様！　ライル様はドーンと構えてお待ちください！」

　クレールはぺちぺちぺちぺちっと張り手の連打でライルを台所から追い出そうとした。

　ライルは小さな手に胸をぺちぺちされながら、懊おう悩のうした。

　……これはどうした方が正解なんだ？　どう答えれば好感度が上がる？

『うるせー！　信仰者が作るメシなんて不味まずいんだから俺にやらせろーっ!!』と叫さけびながらクレールのエプロンをひん剝むいてやりたい、というのが本音だ。

　だが少なくとも初日ぐらいはライルを来客としてあつかい、礼を失したくないというクレールの貴族らしい気配りも理解できるのである。

「ふふふっ、さあさあライル様、出てってくださいっ」

　ぺちぺちするのが何か楽しくなってきたらしく、クレールは笑えみをこぼす。

「……わかった。火を使うときだけ呼んでくれ。調理用の神機ギアは使うなよ」




　夕食が不味かったのでライルは叫んだ。噓うそをつけない男である。

「まずぅうううううううううういっ!!　肉が硬かたぁあああああああいっ!!」

　献こん立だては肉を色んな食材と煮に込こんだもの──ほとんど昼食と同じである。

「そ、そんな……!?」

　クレールはガーン！とショックを受けて、ライルにすがりついた。

「ううう、ライル様ぁ……見捨てないでください……」

「こんなことで見捨てるも何もねーよ。……美味うまい食い物の作り方とかも教えてやらないとな。背徳者たるもの、飯のひとつでも楽しまないとダメだ」

「楽しむ……」クレールは言葉を咀そ嚼しやくするようにして、微かすかに表情を翳かげらせた。




　ライルは部屋のベッドに身を横たえた。

　いつもなら夜よる遅おそくまで錬金術の研究や実験を繰くり返すのが日課だが、この日はそんな気持ちにならない。そうしてぼんやりしていると、ドアがコンコンと鳴った。

「ライル様、よろしいですか」

　クレールの声。不意を突つかれたような思いで、「あ、ああ」とライルは返事をした。

　部屋に入ってきたクレールは装そう飾しよくを萎しぼませた術衣姿だった。ほとんど下着に近い。

　サイドテーブルに置かれたオイルランプが、低い位置からクレールの太ふと股ももやへそのあたりを照らしている。息を吞のむほど美しい、真しん珠じゆのような白い肌はだ……。

　ベッドに寝ね転ころんだローアングルだと、とりわけ直視できぬほど危険だった。

「……な、何の用だ？」と、ライルは身を起こす。

「ライル様……私のこと……もっとじっと見てください！」

「なにっ!?」

　突とつ然ぜんの申し出にライルは思わず彼女の下着同然の肌に視線を滑すべらせる。術衣に収まりきっていない大きく柔やわらかそうな胸。清せい楚そでありながら艶なまめかしくも感じさせるへそ。

　彼女が恥はずかしいと主張した、むっちりとした太股……。モジモジと揺ゆれているのが、いっそう艶めかしさを強調している。

　ライルはさっと目を逸そらしてしまった。見ていいと言われたとしても、やはり本人の目の前で直視できない。見ているこちらの恥ずかしさが何故なぜか限界に達してしまう。

「……どうして目を逸らしちゃうんですか」

　顔を背そむけていると、どんっと肩かたを押されて──ライルはベッドに押し倒された。

　天てん井じようを背景に、真っ正面にクレールの顔が迫せまった。

　恥じらいに上気させ、瞳ひとみはどこか夢見るように潤うるみ、そして燃えるように赤い。

「私の身体からだ……触さわってください」

　ライルの腰こしあたりに馬乗りになったクレールが、そっとライルの両手を取って──自分の左右の胸にぐいと押し当てる。……初めての感かん触しよくだった。

　緊きん張ちようで強こわばるライルの硬い指が、対照的にとろけるような柔らかさに沈しずみ込む。女の子のおっぱいというものを、ライルは初めて触ったのだった。

　呆ぼう然ぜんとしながらも、そのまま両手で揉もみ揉みしてしまった。

「んっ……」クレールの唇くちびるから鼻にかかったような甘い声が漏もれた。何かに耐たえるように、悩なやましげに、クレールは下半身をくねらせる。

　というか、何だこの状じよう況きようは……。誘ゆう惑わくをされている!?

「ラ……ライル様……っ！」

　クレールはぎゅっと両目を閉じて、顔を近づけさせてきた。

　こいつ……キスまでしようってのか!?

「……やめろっ！」行こう為いの重々しさにライルは急激に我われに返った。

　こんなことはいけない。魅み惑わくの感触から両手を離はなし、クレールの両りよう肩かたを押し摑つかむ。

　振り払はらわれたクレールは両目をハッと見開いた。

　そして「う、うううっ……」とじんわり涙なみだぐんだ。今度は泣き出した!?

「ラ、ライル様……私はライル様にとって価値のない女なのですか？」

「何だよいきなり!?　わけがわからないから理り屈くつで説明しろ！」

「ライル様にとって私は……捧げる価値もないのですか……」

「……捧げるだって？　何だよ、捧げるってのは……」

「力を得るんだったら……代だい償しようを捧げないと……」

　クレールの霊気エーテルが、今までで一番というほどに乱れているのに今いま更さら気がついた。

　今のこいつは普ふ通つうじゃない──歪ゆがんでいる。

「だから俺は何も報ほう酬しゆうなんて求めてないし、俺が教える力は『悪あく魔まに身や魂を捧げたらドッカーンと強くなる』……なんて力じゃないって説明しただろ？　必要なのはそんなことじゃない！　話を聞いてなかったのかよ!?」

「でもライル様は……自分が悪魔だって言ったじゃないですか」

　ほんの一言、比ひ喩ゆのつもりで自分は悪魔に近い存在かもしれないと言っただけだ。

　しかもその直後にはっきりと否定している。なのに……。

　ライルはクレールのスキルに【猪ちよ突とつ盲もう信しん】というものがあったことを思い出した。

　英えい雄ゆうの負の一面を表すような……精神をねじ曲げるネガティブスキル……。

　都合の悪い理屈に耳を塞ふさぎ、自分の願望に固こ執しつし、現実への認にん識しきを歪めてしまう。『悪魔に身や魂を捧げて強くなりたい』という願望……。どれだけ理屈を口にしても、これでは信仰者どもに授業をしているのと同じだ。

「じゅ、授業で読んだ古文書ラノベにこういう状況が描えがかれてたから……ライル様に喜んでもらえると思ったのに……」クレールはぐすんと鼻を鳴らした。

「……あの授業から感じて欲しかったのはそういうことじゃねえよ。こんなのはラブコメじゃない。力を得るために身を捧げてエロいことをするなんて、そういうのはジャンルが違ちげーんだ」

「なんなんですか……ジャンルって……」

　クレールは身を起こし、力なく俯うつむいた。「私……ライル様の言うことが全然わからないです……。楽しむだとか、本質だとか、ラブコメだとか……」

「俺から見ると、おまえはいつも楽しそうに見えるのにな」

　ライルも身を起こし、お互いベッドに座り込む体勢で向かい合う。

「ライル様の授業がよくわからないです……。このままじゃ私は強くなれない……」

　強くなれない──その不安が原因で、ネガティブスキルが暴走したのか。

　よっぽどこいつは、何が何でも強くなりたいらしい。

　確かにクレールは授業の内容にピンと来ていない様子だった。

「……理屈でピンと来なくても、大だい丈じよう夫ぶだよ。実際にやってみりゃあどういうことか多分わかってくるはずだ。何も心配いらない。とりあえず実じつ践せんだ」

「……本当はこんなこと恥ずかしかったし、拒きよ絶ぜつされたらどうしようって怖こわかったです」

「恥ずかしいとかじゃなくて嫌けん悪お感かんはないのかよ」

「それは別に……相手はライル様ですし……」

　なんでねえんだよ。内心で全力でつっこむ。

「むしろ……今朝ライル様と出会ってから、私、変なんです……」

「変？」

「私……あるときからずっと烙らく印いんに常に苦痛を感じて生きてきました。胸がモヤモヤして、そのことを考えるだけでずっと烙印が痛くて、苦しくて……。だけどライル様と出会ってからモヤモヤが急に別の気持ちに変わったんです」

　胸のモヤモヤというのは、この歪んだ世界に対する違い和わ感かんに違ちがいない。そのことを意識すると烙印に苦痛が生じてしまうのだ。

　こいつは生徒たちの中でもっとも背徳値が高かった。もっとも魂たましいが歪んでいた。

　しかしその違和感が変化したとは……？

「胸のモヤモヤがドキドキに変わって、身体が熱くなって……ライル様にもっとくっつきたいってなっちゃうんですっ！」

　──抑よく圧あつに苦しむ英えい雄ゆう魂だましいは、解放者たるライルに頼たよるのだろうと長老は言っていた。

　抑圧ストレスの発散にもいろいろな形がある。暴力を振ふるったり、酒を飲んだり……肉体の触れ合いスキンシツプに向かうこともおかしなことではない。

　英雄魂の歪みが進行すると……解放者に対してエッチになってしまうというのか！

　クレールは突とつ進しんするようにライルに抱だきつき、そのまま再びベッドに倒たおれ込んだ。

　成熟しはじめた少女の体が、子供が甘えるように無む垢くにすりついてくる。

「ライル様……本当は私が嫌きらいで拒絶してたりしませんか……？」

「き、嫌いなわけがない……」

　安心させてやれば落ち着くはずだ。ライルはぎゅっと抱き返し、頭を撫なでてやった。

「怖いんです……ライル様が何も受け取ってくれないから……！　ライル様……、私がバカだからって見放して、急にいなくなったりしませんか……？」

　代価を支し払はらってライルを束そく縛ばくできれば、彼女にとってはそれが一番安心できるやり方なのだろう。だけど、それはライルの望むやり方ではない。

「しないさ。俺はおまえらのことをやっと出会えた仲間だと思ってるんだから」

「怖い……強くならなきゃいけないのに……。それが果たせないのが……」

　こいつの『強くなりたい』という執しゆう念ねんもどこか異常だ。

　……そもそもというなら、それがもっとも根本的な歪みではないか？

　歪みや間違いがあったら正さねばならない。そこに理由はいらない。

　それが自分とパラケルススが併あわせ持つ、自分の本能であり本質だ。

「どんなに不安でも、心細くても、何かを捧げて上手うまくやろうなんて考えはやめろ。そんなことをしなくても、俺がおまえのことを必ず導いてやる。わからないことは何でも俺が絶対に教えてやる。俺はおまえの先生だ」

　強い決意を込めてライルが言うと、クレールは「ライル様……」と顔を持ち上げた。

　窓からの月光を弾はじいて瞳がキラキラと輝かがやく。あらためて美少女だと思わされる。

「今夜ひと晩、こうして一いつ緒しよに寝ねていてくれませんか……？」

「こ、このままひと晩!?」

　こんな状況、いかにライルといえど男として冷静でいられるはずがない。

　しかしこいつは……本当は恋れん愛あいという概がい念ねんも異性に対する危機感も一いつ切さい持ち合わせていない無垢な少女なのだ。

　ただただ不安から逃のがれるために頼り、抑圧の解放に振り回され、抱きついてきている。

　教師として、それを冷たく振り払うわけにもいかない……。

「……ったく、しょうがねえな」

「……えへへ、ライル様……」

　クレールは表情をほころばせ…………瞬またたく間に「すぅ」と寝ね息いきをついた。

「寝付くの早っ!?　なんてマイペースなやつだ……。こっちはそう簡単に眠ねむれそうにねえぞ……。しかし、耐えなければ……」

　こいつの『発情エツチ発ほつ作さ』に流されてしまったら、こいつとの関係はラブコメとは違うものになってしまう。

　深い絆きずなで結ばれた、いわば純愛ラブコメによって英雄魂は覚かく醒せいするのだと長老は言っていた。そのためにエッチな感情はむしろ邪じや魔まだ。

　発作的な欲よく情じように惑まどわされず、こいつの本質に向き合わなければ……。

　会話は心の『分解』だ。

　今のやりとりでも、こいつの本質的な部分に一歩近づけたような気がする。

　──そのとき寝ているクレールの霊脈に、大きく脈打つようにノイズが走った。

　これは……寝ているにもかかわらず……英雄魂が活性化している!?

　次の瞬しゆん間かん、ドン！と頭を強く叩たたかれるような衝しよう撃げきがした。

　そしてライルの脳のう裏りに『奇き妙みような風景』が送り込まれ、映しだされた──。




　──緑の豊かな小さな村を背景に、青年と少女が向かい合っている。

「婚こん約やく者である私を置いて、どうしてもこのドンレミを離れようというのか」

「行かねばならないのです。戦せん況きようを伝え聞けば聞くほどに、私に出来ることがあると思えてならないのです」

「出来ることなどあるものか。単なる田舎いなか娘むすめのきみに、王太子を救える道理などない！」

　青年は激したが、少女は清らかな佇たたずまいを些いささかも崩くずさぬまま首を振った。

「道理で説明できないのであれば……私に神の御ご意志が宿ったということでしょう」

「馬ば鹿かげた思い込みを！　きみは父の顔に泥どろを塗ぬることになるんだぞ！」

　青年の端たん整せいな顔立ちは深い悲しみと失望に満ちていた。

　青年は恋こいをしていたのかもしれない。しかし少女は、そうではなかった。

「お父様が決めた婚約者である貴方あなたのことを深く知らぬまま旅立てることを、幸いに思います。もし恋や愛を知ったなら、未練に心を揺ゆらしていたことでしょう」

「何ということだ、ジャネット……」

「私は人としてのあらゆる楽しみを捨てます。女性であることも、愛も恋も捨て、男装をし……戦場の処女ラ・ピユセルとなって戦いましょう。私はこの国を守るためならば、我が身の何を捧げても惜おしくはありません──」




　──垣かい間ま見みえた幻まぼろしはいったい何だったのだろう。

　ライルが我に返ると、目の前には変わらぬクレールの穏おだやかな寝顔があった。

　今のはもしや、ジャンヌ・ダルクという英雄の過去ではないか？

　幻げん視しした風景に、ライルは戸と惑まどった。……おいおい、どうしろってんだ。

　こいつが授業を理解できないのも、ある意味、当然なのかもしれない。

　男女のラブコメをして魂を解放させろだなんて長老は言っていたけれど……。




　こいつに宿ってる美少女英雄……愛も恋も捨てたなんて宣言していたぞ？
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　騎き士し学園にはクエストルームという部屋がある。

　翌日の早朝、ライルはみんなにそこへと案内してもらった。

　騎士団だけでは手が回らない仕事がこのクエストルームに持ち込まれ、生徒たちはそれを自主的に引き受けることが出来る。これをクエストと呼ぶのだという。

　クエストに挑いどむ場合、その日の授業は免めん除じよされる。

　まだ朝の号令前だったが、時間と関係なしにクエストルームは生徒たちで盛せい況きようだった。

　──そこにライルが四人の生徒を引き連れてやってくると、途と端たんにざわついた。

「……なんで例の背徳講師がここに」

「あの落ちこぼれ四人をクエストクリアさせないと首になるんだってさ」

「それにノーブルナイツに決けつ闘とうで勝たないといけないとか」

「何それ。どっちも無理に決まってるじゃん」

「ダメだったら落ちこぼれたちも退学になるってさ。学園のゴミが減るな」

　どうやら昨日の今日であっという間に噂うわさが広まっているらしい。

　ライルは視線を無視して、受付カウンターへとのしのし歩いて行った。

「ここで依い頼らいを受けるんだよな？　おばちゃん、どんな依頼が来てんの？」

　おばちゃんが依頼の概がい要ようが書かれた紙の束を放ほうるように渡わたしてくれる。

　騎士学園に回されてくる依頼といえば、主に魔ま獣じゆうの駆く除じよである。

　エリーンにはまだ開かい墾こんできる野山が多く残っているが、住み着いた魔獣を駆除しないことには住むにも耕すにもどうにもならない。この国が貧しい根底的な原因のひとつだが、緊きん急きゆう性が低いため放置されがちなのだろう。

「ええと、Ａランク、Ａランクはっと。お、一個だけあった。北のコルネ山に生息する魔獣の生態レポートと、突とつ然ぜん変へん異い体が疑われている未み確かく認にん個体『ヌシ』の駆除。ふむ」

　これはちょうどいいな、山というのが良いい……ライルはそう思った。

「報ほう酬しゆうは……駆除した頭数ごとに騎士団評定アップ……なんだ金がもらえるわけじゃないのか。みんな命がけでようやるな」

「今から評定をアップさせておけば、騎士団での将来の出世に繫つながりますもの」

　メヌエットが横から言った。強く美しい女騎士の活かつ躍やくの評判がサクラカエルムにまで届けば、血筋と関係なく神は【騎き士し姫ひめ】として寵ちよう姫きに迎むかえてくれる。

　この世界で出世といえば、何をおいても姫になることだ。

「サクラカエルムなんて行ったってどうせろくなことねーぞ。頑がん張ばって奴ど隷れいを目指すみたいなもんだ。こいつらみんなバカじゃねーの」

　ルームの雰ふん囲い気きが殺気だったが、しかしライルは気にも留めずに四人を振り返る。

「よし、このクエスト受けるぞ。今すぐ出発だ。みんな、書類にサインしろ」

　四人はその場で硬こう直ちよくして石化した。

　室内で聞き耳を立てていた人間全員も、石化した。

　不可解な空気が広がった。

「い、今すぐですか!?」

　クレールがリーダー的な立場の責任感から真っ先に我われに返り泡あわを食った。

「問題ない。最低限の仕込みは昨日すませた」

「一週間の猶ゆう予よがあるんですよ!?　わざわざ今行く必要なんて……」

　クレールは不安を抱かかえている。ライルはそれを気き遣づかって頭を撫でてやった。

「根本的に勘かん違ちがいしているな。こんなクエストは目標じゃない。特訓の一いつ環かんとして行くんだよ。つまり……今日から楽しい『山籠ごもり』だ！」

「あ！　山ってことは……錬れん金きん術じゆつに使えるものがいっぱいあるってことか」

　シャンドールがライルの意図に気づく。

「そういうことだ。部屋の中でじっとしてても練習にならん。実じつ践せんだ、実践」

　とくにクレールはその方が良さそうだと昨晩に感じたのだ。

　四人がカウンターに並び、順番に名前を書き込んでいく。

　ルームから退出しようとすると、ちょうど新たな来訪者たちと鉢はち合あわせになった。

「ノーブルナイツ！」クレールが声をあげる。

　へえ、とライルは相手を見回した。こいつらがそうか。

「メヌエット！　ここはあんたみたいな雑魚ざこチビおでこがくるとこじゃないわよ!!」

　向こうの集団から少女が一人、こちらのメヌエットに嚙かみついてきた。

　キリっとした目つきの硬こう質しつな雰囲気の美少女。

　髪かみ留どめで固定した髪型が、いかにもクソマジメでバカ正直な優等生を連想させる。

　メヌエットはにたりと笑い、限界まで背中をのけぞらせて相手を見下した。

「あ～ら、私わたくしがクエストルームに来ちゃいけないなんてこと戒かい律りつに書いてあったかしらぁ？　でもあなたが言うなら書いてあるのかもしれませんわね。あなたのように戒律通りのことしかできない凡ぼん夫ぷ……げふんごふん、失礼、優等生がおっしゃるなら！」

「そ、そんなこといちいち戒律に書いてあるわけないでしょ!!　あんたみたいな落ちこぼれがクエストなんて受けても無む駄だ死じにするだけなのに何しに来てんのって言ってんのよ！　目め障ざわりね！　目障りな目つきと目障りなポーズね!!」

　周囲の誰だれもがなんとなく『また始まった』と言いたげな顔をした。

　相手はいきり立ってメヌエットに顔を寄せて睨にらむ。メヌエットは目を三日月にしてぷふっと噴ふき出して迎え撃うつ。確かに目障りなツラである。

「私みたいな雑魚がクエストを受けるのが危ないのでしたら私に、惨ざん！　敗ぱい！　を喫きつした、ユーグリッドさんではもっと危ないのでは？　あなたの方こそ何しにいらしたの？」

「な、何をナメたことを！　一度卑ひ怯きような手で私を陥おとしいれたってだけで鬼おにの首でも取ったみたいに調子にのるんじゃないわよ！　バッタのモノマネみたいな情けない動きで不ふ意い討うちして……あんなの勝負のうちに入らないわよ!!」

「戒律にバッタのモノマネをしちゃいけないなんて書いてあったかしら？　私そういうの本当に疎うとくて……神ってバッタに厳しいですわね」

「戒律に書いてなくても、誇ほこりある騎士ならそんな下品な戦い方で神がお喜びにならないことぐらいわかるわよ!!　下品なバッタ女！　バッタ女バッタ女バッタ女!!」

「まぁ、あだ名で呼んでくれるなんて嬉うれしいですわ。私たち、戦いを通じてついに友達になれたんですのね。では私も、私に惨敗したバッタ以下のあなたに何かふさわしいあだ名をつけてさしあげないといけませんわね。ゴキブリとかいかが？」

「わっ、私がっ……総合成績学年２位のこの私がっ、ゴキブリですってえ!?」

「あ、でもゴキブリって予想外の動きをして人間を驚おどろかせる知性をもってますわよね、いつもワンパターンな戦い方しかできない誰かには相応ふさわしくないかしら。どうしましょう、親友のためにゴキブリよりもバカな虫を思いつかない自分が情けない……」

「うううう～!!　対たい抗こうして悪口を言いたいけど思いつかないくやしい～!!」

　ライルはクレールにぼそっとつぶやいた。「なにあれ？」

「ユーちゃん。……ユーグリッド・ブラッドベリー。ノーブルナイツの一員なんですが……前回の礼れい剣けん術じゆつの試験でメーちゃんに負けちゃったんです」

「かっこよかったよね、あのときのメーちゃん」

　シャンドールが述じゆつ懐かいした。「圧あつ倒とう的な実力差で倒たおされたと思ったところから、電光石火の秘剣・飛蝗ばつた斬ぎり……。混乱に陥おちいったユーグリッドは、周囲をびょんびょこ飛びまわるメーちゃんに為なす術すべもなかった……」

「ふっ、飛蝗斬りは私の四十八の秘剣の一つに過ぎませんわ」

　メヌエットがくるりと振ふり向いてライルに自じ慢まんげな顔をする。

「あんな大道芸みたいな技わざが四十八もあるのかよ……なんて面おも白しろいやつだ……」

「大道芸じゃありませんわよ！」

　まあ、確かにあの技は礼剣術というルールにおいては実用性がある。

　アップルがくすくすと笑う。「それ以来この二人、変に仲良くなっちゃって」

「仲いいのかよ、これ」

「仲良くなんてないっ!!」ユーグリッドがいきり立った。

「背徳者に師事するなんて、卑怯者にはお似合いだわ！　せいぜい堕だ落らくしなさい！」

「……まぁぼくたちと戦うまでもなく、おまえたちがクエストになんて出たらあっという間にのたれ死ぬに決まってるけどね。なあ、ノロマのシャンドール」

　別の声が口を挟はさんだ。声変わりを感じさせない少年の高い声。

　メヌエットよりもわずかに背が高いぐらいの男子生徒が、シャンドールに嘲ちよう笑しようを向けている。女の子と見間違えるような容姿端たん麗れいさは、シャンドールとは真逆の印象だ。

「いつも二言目にはやる気無い、くだらないって言ってたきみが仲間とこんなところに来るなんてね。いよいよ眠ねむれる獅し子しの本気を見せてくれるのかな？」

「……別にやる気を出したわけじゃないから安心しなよ、アル」

「背徳者の口車に乗って生まれ変われるなんて思うなよ！　ノロマは死ぬまでノロマなんだよ！　でくの坊ぼう!!」

　ライルはクレールの脇わき腹ばらをつっついた。

「あひゃんっ！　わ、脇腹やめてください！」

「おい、あっちの感じ悪いチビガキはなんだ？」

「聞こえてるぞ、背徳者」と、ジロリとこちらを睨んでくる。

「アルくん。……アリオス・ウォルコット。『スピードスター』の異名をもつ、まだ一年生だけど学園最速を誇る頑張り屋さんです」

　アップルがくすくすと笑った。「やたらとシャルに突っかかってくるんだよね。シャルが好きなんじゃないかな？」

「……単にバシレイウス家とウォルコット家の仲が悪いだけだよ。面めん倒どうくさい」

　シャンドールが言い、アリオスの方もふんと鼻で笑った。

「名門バシレイウス家もおまえみたいなのが跡あと継つぎじゃ終わりだな。おまえの『努力なんて無む駄だ』みたいな澄すました顔が、ぼくは反吐へどが出るほど嫌きらいなんだ」

　ライルは思わず口を挟んだ。

「ふーん。でも実際、無駄だと思うぞ。神機ギアで最速なんて目指しちゃうおまえの努力」

「バカな背徳者め！　礼剣術はスピードがすべてなんだ!!」

「ユーちゃんもアルくんも、実際に優ゆう秀しゆうなんですよ！」

　クレールは間を取り持つようにライルに言った。

「ふうん」と、ライルは気のない返事をする。

　サヴィルもこの学園で最強と言っていたが……『こいつらが？』という気持ちが拭ぬぐえない。しかしルームに集まった生徒たちは一様に尊敬の視線を彼女たちに向けていた。

「クレール……背徳者に師事しようなど、貴女あなたはいったい何を考えているのです」

　さらに声がした。

　真打ちが登場するように、ユーグリッドとアリオスの間を割って女子生徒が現れた。

　クレールが囁ささやいてくれる。

「三年生のエミリア先せん輩ぱい……ノーブルナイツの完全無欠なリーダーです」

　すらりとした長身に、一筋の乱れもないさらさらのストレートヘアー。

　見るからに上位貴族の血筋を感じさせる気品の持ち主だった。

「完全無欠などという言葉は私に相応しいものではないわ。その言葉は……神が求めるすべての能力と美び貌ぼうを兼かね備え『救国姫』と呼ばれたあの子──エーディン・エリーンにのみ相応しいものだった」

「おい、誰だそりゃ」ライルが解説を求めてクレールの脇腹をつっつく。

「ひにゃあんっ！　…………私の双ふた子ごの姉です。もう亡なくなった人です」

　クレールの表情が歪ゆがむ。ライルは微かすかな違い和わ感かんを抱いだいた。その表情は、近しい人が亡くなったのを悼いたむ表情というより……何かに耐たえる表情に見えたのだ。

　……それは恐おそらく、噓うそを吐つくという罪悪感に耐える表情。

「エミリア先輩、死んだ姉の亡ぼう霊れいを追いかけるのはやめてください」

「そういう貴女こそ……エーディンが死んだ途と端たんにこの学園に転入してきて、エーディンの亡霊みたいに同じ顔をして、エーディンとは似ても似つかぬ無能さを晒さらして……」

　エミリアの眉み間けんに怒いかりと悲しみがない交ぜになったようなしわが寄った。

「そのうえエーディンに成り代わって生徒会長兼けん理事長の役職を引き継つぎ、専横を振るうなど、許されることではないわ。背徳者を学園に呼ぶなんて……あの聖女のような子なら絶対にしなかった。姿だけは似ているから余計に苛いら立だたしい！」

「私は、私が必要と思ったことをしているだけです。……聖女の考えなんて知りません」

「エーディンがもしも生きていたら、絶対に貴女のことを止めていたはず。だから貴女は私が止めるわ。妹のように可愛かわいがっていた、あの子の代わりにこの私が。一週間後……全力で叩たたきのめすから覚かく悟ごしていなさい」

　クレールは萎しおれるように俯うつむき、その横をエミリアが颯さつ爽そうと通り過ぎていく。

「覚悟していろよ！　バッタ女!!」

　ユーグリッドがそう言い捨てて、ノーブルナイツ一同は通り過ぎていく。

　そういえば、向こうも四人組だが一言も声を発しなかったやつが一人いる。

「おい、アップル。おまえは因いん縁ねんのある相手とかいないのか？」

　ライルがアップルの肩かたをつっついてたずねた。

「いないよ？　興味ないから名前も覚えてない」

　通り過ぎて行こうとした最後の一人が立ち止まり、慌あわてて振り返った。

「アップルさん!?　私クラスメイト！　しかもあなたのすぐ後ろの席なんだけど!?　出席番号三番！　アンナ・カレージナ!!」

　アップルは目を丸くして硬こう直ちよくし、「ふふふ」と笑った。

「…………冗じよう談だんだよ？　ちゃんと覚えてるよ？」

「本当に!?　じゃあ今言ったばかりの私の名前フルネームで言ってみて!!」

「ア、アンナ……アンナ……あー……」

　アップルは「ふふふ」と愛らしく微笑ほほえんで、

「ギブアップ」

「うわぁあああああああんっ！　アップルさんのバカーっ!!」

　アンナは涙なみだ目めになってクエストルームの奥へと駆かけ込んでいった。

「…………まぁいいや。行こ、お兄ちゃん先生」
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　街かい道どうには馬車が走っている。

　荷物や伝書が馬車で運ばれるのはもちろん、人を運んでもらえる『乗り合い馬車』も少ない本数ながら存在する。ライルたちはそれに乗って、コルネ山へと向かった。

「……本当に山に行くんですね」

　ガタガタ、ガタガタと揺ゆられながらクレールが言った。

　どこか現実感が乏とぼしいのは、荷物があまりにも軽装で、ぶらっと館やかたから散歩に出かけたかのような気分になるためだろう。ライルが所持を許したのは水すい筒とうひとつとナイフ一本、そしてみんなで就しゆう寝しんするテントのみだった。

「このナイフで戦うの……？」

　シャンドールがナイフを弄もてあそびながら言った。

「こいつを錬れん金きん術じゆつで強化していく。制御コントロール下においた本質アニマの力を現象エフエクトとして発動させずに、武器に重ね合わせて融ゆう合ごうさせることを【武器錬金】という」

「そんなの昨日教わってない……」

「やってみりゃわかるよ。……おまえも不安そうだな」

　ライルはシャンドールの頭にポンと手を置いた。

「……頭撫なでないで。別に不安なんかじゃ……」

「おまえの能力評価ステータスだと、礼剣術で頑がん張ばるのなんてアホらしかっただろ。そもそも神に不信感しかもってないんだから神機でハナからまともに戦えるわけがない。へそを曲げるのは当然だ。今までよく我が慢まんしてきたな」

「え……」シャンドールの目が見開かれる。

「……ライル様っ！」

　シャンドールと会話していると、クレールが隣となりの座席に擦すり寄ってきた。

　トントンと肩をぶつけてくる。

　相変わらずの人ひと懐なつっこいスキンシップ──しかしこれは純じゆん粋すいに人懐っこさからくるものではない。……昨晩の『発情エツチ発ほつ作さ』のような心理が根底にある。そのはずだ。

　ライルはトントン肩をぶつけ返してから、問いかけた。

「さて、クレール。魔ま獣じゆうと普ふ通つうの動物の違ちがいはなにかわかるか？」

「え、違いですか……？　……ええとええと、強くて凶きよう暴ぼうなところ？」

「まったく信しん仰こう者の学校は……物事を定義して整理するってことをてんでしない。正解は『霊気エーテルを使いこなし、自らの生態に組み込んでいるかどうか』、だ。霊気自体はあらゆる生物が持っている。しかしその霊気のコントロール術を心得たサルと心得なかったサルは、まったく違う進化の道筋をたどり始めたわけだ」

　決定的な進化の分ぶん岐き点。

「まあ人に懐く……つまり家か畜ちく化できる魔獣はこれまで見つかっていないから、強くて凶暴ってのも間違いじゃないけどな」

「霊気を生態に組み込む……」

「烙らく印いんと神機によって霊れい覚かくを鈍どん麻まさせ、封ふう印いんさせてしまってる人類とは真逆だな」

　ライルは何気なくそう言ってから「……ふむ」と考え込んだ。

　あるいは信仰とは、人間の進化を抑よく制せいするためのブレーキではないか……？

　人間にだけ『進化の分岐点』が存在しないなどということがあり得るだろうか。

　あるいは、人間がすでに進化した姿が神だとしたらどうだろう。

　そして進化しそびれた人間たちを神が管理している……だとか。

　……いや、分解したエピメテウスの死し骸がい。あれは『被ひ造ぞう物ぶつ』っぽくはなかったか。

「急に黙だまり込んだ」

　シャンドールがライルの肩をつっつき、ライルは我われに返った。

「魔獣たちの戦い方は参考になるし、工夫してそれを打ち倒たおすことはいい経験になる。倒した魔獣の肉体も錬金術の良いい媒介アイテムになる。良いことずくめってわけだ」

　ライルは馬車の外の景色に視線を移した。

　二級国民が営む畑と牧草地が広がっている。城じよう壁へき内に住めず魔獣に怯おびえながらの生活。

　やがてそれすらも遠ざかり、次し第だいに手つかずの野山が広がっていく。

　青々とした美しい湖が視界に入った。

「海みてーにでけー湖だな」

「マクリル湖ですね。……かつて地域神ゼウスが怒り、拳こぶしを振ふり下ろして出来たクレーターが湖となったのだそうです」

　……ライルがかつて殺したのは、下級神に過ぎない。

　愚ぐ神しんエピメテウスは『どこまで登り詰つめられるか、命の限り挑いどんでみるがいい！　我が単眼モノアイで見ているぞ！』と笑いながら死んでいった。

　挑んでやるさ。おまえを殺したところで、まだまだスタート地点だ。

　そう強がりはしたものの……。

　──いったいどれだけの破は壊かい力があればこれだけ巨きよ大だいなクレーターを生み出せる？

「そういえば長老ちゃんは来ないんですか？」

「あいつがいると俺が目立たなくなるから留守番だ」




　　　　◇




「まさかいきなりクエストを引き受けて、今日この日のうちに出発しようとは！」

　騎き士し学園──校長室。サヴィルは狼ろう狽ばいし、声に焦あせりを露あらわにした。

「貴女に依い頼らいした件……もう準備できているのでしょうな!?」

　大理石のテーブルを挟はさんで、一人の女がサヴィルに向かい合っていた。

「大だい丈じよう夫ぶですよお」

　女は間延びした声で返事をした。

「……ここ数日、経過を観察してましたけど順調でしたよお。放った魔獣は逃にげたりせずしっかり山に定着していました。むしろ前まえ倒だおしになってくれて良かったかもしれませんねえ、時間が経過すればするほど環かん境きようがどう変化するか予想がつかないですから」

　年ねん齢れいは二十歳はたちほどだろうか──シャープな顔立ちの麗れい人じんである。

　神の国に姫ひめとして捧ささげられていないのが不思議なほどの美貌の持ち主だが……、首から左ひだり頰ほおにかけて紫陽花あじさいが咲さき誇ほこるかのような大きな火傷やけど痕あとがあった。

「貴女あなたが頼たよりですぞ……フーシエ殿どの」

「ライバル国の貴族である貴方あなたに頼られるなんて愉ゆ快かいですねえ……」

　エリーンの隣りん国ごくガリアの宰さい相しよう──シャルル・フーシエという女である。

「ええ、ええ……本当に愉快です。情報収集がてら闇商人まがいのことをしてライバル国を彷徨うろついていると、あっさり貴方みたいな腐ふ敗はい貴族が釣つられてくれる。いえいえバカにしているわけじゃありませんよお。ちゃんと商人として依頼された仕事はしますからあ。恩を売るのが私の目的ですからねえ」

　……私がこの女を利用しているのだ、サヴィルはそう自分に言い聞かせた。

「それにしても奇き妙みような依頼ですよねえ。神機を密売してくれとかって依頼はよくあるけど……山ひとつの生態系を塗ぬり替かえろだなんて依頼は前ぜん代だい未み聞もんです。何かに使えるかもと思って捕つかまえてる魔獣は一いつ杯ぱいいたから、こっそり本国から運び込むだけでしたけどね。でも教会にバレないように運び込むのがホント大変……で、何をするつもりなんです？」

「それを貴女に言うわけがなかろう」

「くふふ、それを言うほどバカではないですよねえ。まあでも、だいたいの想像はつきますけどね。学園の邪じや魔ま者もの、自分の政敵の娘むすめか息子むすこをクエストに追いやって事故と見せかけて殺したいわけでしょ？　きっと成功しますよお……今やコルネ山に生息している魔獣はＡランクどころじゃありませんから。特に一いつ匹ぴき、ＳＳランクというぐらいの目玉がいます。まだケツの青い騎士見習いでは到とう底てい歯が立ちますまい」

　この雄ゆう弁べんな女と向き合っていると、自分の腹の底が丸まる裸はだかにされているような気分がしてくる……。サヴィルは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔つきでそれに抗あらがった。

「……政敵の娘などでは、ない」

「へえ……そうなの？」フーシエは酷こく薄はくな笑みを浮うかべてサヴィルを見つめる。

　──校長室の隅すみに、毛足の長い絨じゆう毯たんに埋うもれるようにして、丸い石が転がっていた。




「やべー、あれフーシエじゃん。なんでこんなところにおるんじゃ」

　校長室の扉とびら一枚を隔へだてた廊ろう下かに、長老は気配を消して潜ひそんでいた。

　扉に耳を当てて聞き耳を立てていたわけではない──彼らはそこまで大きな声で密談していなかったし、長老もそれほど地じ獄ごく耳みみではない。

　しかしその手の平のうちには拳ひとつ分ほどの水すい晶しよう玉だまがあった。

　水晶玉には室内の風景が映し出されている。さらに微び細さいな振しん動どうを帯びて、室内の会話を間近で聞いているかのように音声を再生させている。

　霊覚の鋭するどい人間が注意深く見ていれば、校長室の室内に転がる丸石と長老の手にする水晶玉が、霊気の糸で繫つながり合っているのに気づいただろう。

　霊気で結びつけることで、丸石の見ているもの、聞いているものを、水晶玉のうちに再生させているのである。

『相似』するものを結びつける──それこそが長老の得意とする【占せん星せい術じゆつ】の基本原理。

　初日のうちに、長老は密ひそかに校長室に石を転がしていた。

「あの子らが向かったコルネ山は、強力な魔獣の巣そう窟くつになっておるわけか……。とはいえ、ライルとあの子らならこれぐらい乗り越こえてもらわないと困るな。むしろそれぐらいでこそ面おも白しろい。儂わしはもうしばらくこっちで様子見かのう」
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　ライルたちは乗り合い馬車を途と中ちゆう下車し、街道から逸それて草原を歩いて行った。

　平原を歩いていくうちはピクニック気分だったが、次第に木々が密集しはじめ、茂しげみが鬱うつ蒼そうとし、足元の勾こう配ばいが急になっていく。

　気がつけばライルたちはすでに山の中にいた。

「まずは水場とテントを設営する場所を探すぞ。錬金術を試ためすにしてもまずは拠きよ点てんを確保してからだ。それに奥の方が自然相が濃こくていろんなものを発見できる」

　細い獣けもの道みちが茂みを割るようにして続いている。

　獣たちが作る道を人間も利用できるのはありがたいことだ。

　しかしそれは魔獣たちの生活圏けん内ないに足を踏ふみ入れているということに他ほかならない。

　クレールを先頭に、ライルが殿しんがりについて茂みをかき分けていく。

　行く手でガサっと物音がした。

「今の音って……」クレールが声を潜める。

　きらりと木々の向こうで、何者かの両眼が輝かがやいた。対ついの両目の光がその周囲に次々に増えていく──群れだ。生徒たちにいっそうの緊きん張ちよう感かんが走る。

　無数の両眼はじりじりとこちらに近づき、やがてその正体を晒さらした。

　──姿を現したのは赤、黄、青……色とりどりの体毛のカラフルな猿さるの群れだった。

「わ、わぁあああああああああ！」シャンドールが悲鳴をあげた。

「声をあげちゃダメですわよ！　刺し激げきしてしまいますわ!!」

「声をあげようとあげまいと同じだ！　あいつらは相手が人間と見なしたらすぐに来るぞ！　今は俺がケツを守ってやるから、とりあえず全力で逃げろ!!」

　クレールたちは泡あわを食って来た道を引き返していく。

「あれはメイジモンキーだ。距きよ離りが遠くても油断はならない。魔獣は霊気を操あやつると言ったが……つまり魔術じみたことをやってくるやつらもいる！」

　猿の群れは両手両足の指で器用に枝を摑つかみ、凄すさまじい勢いで木々の間を跳ちよう躍やくして迫せまってくる。先頭の赤い猿が、「ギーッ!!」と金切り声を発した。

　赤い猿の口からぼっと炎ほのおの玉が吐はき出された。

「噓うそ!?　本当に魔術そのものじゃない！」シャンドールが叫さけんだ。

　ライルはポーチから乾かん燥そうさせた【ミズクラゲ】を取り出した。

「水の祝福にたゆたう者よ、その恵めぐみを分け与あたえたまえ……アクアボール！」

　ライルの手の平から、襲おそい来る火の玉と同等に調節された水すい塊かいが飛び出す。

　炎と水がぶつかり合い、水蒸気が噴ふき上がる。

　さらに続いて、黄色い猿の口がバチッと火花を散らし、今度は放電現象を起こした。

　高電圧で発せられた電流が、空気中をジグザグに切り裂さいて飛ぶ。

　ライルは即そく座ざにポーチの中から今度は蝶ちようの翅はねを取り出した。

「空の欠片かけらよ、風の精せい霊れいの息い吹ぶきを呼び起こせ！　ウインドブラスト！」

　いまだ空気中に漂ただよっている水蒸気を風で操り、集合。再利用。

　水蒸気は再び水の形を取り戻もどし、ライルの目前に薄うすい水の膜まくが生じた。

　電流が水の膜にぶつかると、水の膜から地面へと電流が発散されていく。

「バチバチってそうやって防げるんだ。でも、どうしてそんなに的確に……」

　そう不思議がったのは、アップルだ。観察を怠おこたらないいい子である。

「霊気の流れを読んでいるのもあるが……まぁ、もっとよく観察してみろ」

「こんなことしてこいつら山火事を起こしませんの!?」

「メヌエットもいい着眼点だ。よく観察しろ」

「よく観察しろって言われてもーっ！」クレールが大おお慌あわてで叫ぶ。

「よく観察しろ」

「ギーッ!!」と青い猿さるが口から粘ねん液えきを吐き出す。ライルはさっと身をかわした。

　空を切った粘液が地面に打ち込まれ、その周りの土や草がピシッと凍とう結けつした。

　冷気を帯びた粘液──アップルが「……役割分担？」とつぶやく。

「キャーッ！　キャイー!!」猿たちが口々に叫ぶ。

「あれは仲間に合図を送っているな。さらに増えるぞ」

　逃げる正面に、無数の両眼が輝く──すでに回り込まれている！

「右側に逃げろー。急がないと包囲されるぞー」

　ライルは猿の群れたちの霊気を広く感じ取り、包囲の抜ぬけ道を助言した。

　獣道ですらない茂みや木々を、強ごう引いんにかき分けて全力疾しつ走そうしていく。




　ようやくメイジモンキーの影かげが遠ざかっていく。

　しかし走り続ける一同の正面に、ふわりとつむじ風が巻き起こった。

　……さらに別の魔ま獣じゆうの姿が現れた。

「こ、今度はなんですの、あれ!?」

「あれはハリケーンアントラーだな」メヌエットが叫び、ライルが解説する。

　異常なまでに首の筋肉を発達させた不格好な鹿しかである。しかもその角は凄まじく巨大。

　草食動物にもかかわらず……こちらに向ける眼光は鋭い。

「ふふっ……名前だけで嫌いやな予感しちゃった」

　アップルが息を弾はずませながら笑った。その予感は間ま違ちがいなく正しい。

　ハリケーンアントラーが首をぐるぐると回転させた。尋じん常じようならざる速さの回転。巨大な角によって空気が攪かく拌はんされ、風が舞まい起こり、たちまちその首先に竜たつ巻まきが立ち上った。

　頭部を竜巻と化したアントラーが、そのままこちらに勢いよく駆かけてきた。

　行く手を遮さえぎる木々は、真っ白い風の螺ら旋せんによってへし折れ、空に舞い上がっていく。

　それほどの風圧！

「あれに体当たりされたらひとたまりもないぞ！」

　ライルが面白がりながら生徒たちを追い立てる。「きゃー!!」だの「ひゃー!!」だの叫びながら逃にげ回る。ライルは右、左、と方向を指示していった。

「おい、逃げながらもちゃんと相手を観察しろよー」




　　　　◇




「よ、ようやく撒まけたようですわね……」

「ぜえぜえ……撒けたというより、後ろでお兄ちゃん先生が追い払はらってくれてたよね」

「ライル様、どこから来たのかわからなくなってきてしまいましたけど……」

「だいたいの方角は星でわかるから問題はない」

「星でわかるんですか!?」

「わかるさ。……今度そういうことも落ち着いたら教えてやる。それよりも、すぐ近くに水場がありそうだ。ここいらにテントを設営しよう」

「水っ!?」生徒たちは跳はね起きるような勢いで周囲を探さぐり始めた。湧わき水はすぐに見つかった。すでに水すい筒とうを空にしていた生徒たちは、我われ先さきにと喉のどを潤うるおしていく。

「生水をずいぶん大だい胆たんにガブガブいってるが……。まぁ沢さわや川の水よりも湧き水の方が安全だ。良かったな」

「闇やみ雲くもに逃げ回って明るいうちに水場にたどり着けるなんて、幸運ですわね……」

「闇雲じゃないぞ。俺は地下水脈の気配を感じながらやってたんだぞ」

「水の気配……？」

「そうだ。そろそろ良いいだろう、制服を脱ぬいでみろ」

　いまだに恥はじらいの色を滲にじませながら、少女たちは制服を脱ぎ、下に着込んでいた霊れい覚かく術衣の姿となる。霊気の循じゆん環かんに即そく応おうして、各部の装そう飾しよくが励れい起きしていく。

　すると一同は「あっ！」と声を揃そろえた。

「目を閉じて深呼吸してみろよ」ライルは促うながす。

　風が吹ふき、葉々がいっせいにさざなみのような音を鳴らした。

「霊気が感じ取れる！　風……大気の流れ、木や葉々、土に石、虫や蜥蜴とかげ……全部が全部違う色に輝いて、まわりにぎゅっと押し込められてる!!」

　アップルが彼女らしくもない大声をあげた。

「昨晩からずっと神機を一いつ切さい使わず霊覚術衣を身につけ続けたところに、この大自然の中に投げ込まれて強きよう烈れつな刺激を受けたんだ。それによっておまえらの霊覚細さい胞ぼうが一気に開花した。……仕込みはすでに終わってると言っただろう？」

　あえて自然の濃いところにたどり着くまで、制服のままでいさせたのだ。

「……烙らく印いんが薄くなってる！」

　シャンドールが胸の辺りに刻まれた信しん仰こう者の印が薄れていることに気がついた。

「もともと英えい雄ゆう魂だましいの宿主は耐たい性せいがあるからな。術衣を着て神機を使わずにいれば自然と薄れてくんだよ。これで気き兼がねなく魔術の実じつ践せんもできるな」

「外の霊気が感じ取れるだけじゃなくて……それと自分自身の霊気の違いもはっきりとわかりますわ！　自分の霊気を意識して動かせる!!」

　メヌエットは、自分の動作と霊気の感覚を確かめるように手足を動かしていた。

「それが霊覚細胞のある部分の肌はだを思いっきり露ろ出しゆつしていることの効果だ。自分自身の霊気は霊覚術衣と結びついて循環しているから、違いがくっきりと出る」

　アップルはすぐそばの木の幹にそっと手を押し当てていた。

「木の霊気……幹の中を上下に巡めぐってる……その奥底に色の濃い部分がある……これが本質？」

　他の少女たちも、周りの木に手を当てたり、足元に転がる石を持ち上げる。

「その本質がどんなものなのか対話しながら……そこに霊気を注ぎ、混じり合わせるようなイメージを持つんだ。……ん？」

　ライルは微かすかな気配を感じてハッとしたが、少女たちは気づいていない。

「きゃぁあああああああああっ！」

　──鋭するどく沈ちん黙もくを破って、クレールが悲鳴をあげて飛び上がった。

「な、何かにお尻しりを嚙かみつかれました!!　ガブって!!」

　クレールのお尻は薄い術衣で無防備に見えるが、自身の霊気によって守られている。

　しかし霊気が深くえぐられると、精神に響ひびき渡わたるような痛覚があるのだ。

「でも振ふり向いたら、何もいなくて……きゃああああっ!!」

　話しながらも、またお尻を押さえて飛び上がった。

「見えない何かが私のお尻を狙ねらっています！　なぜ私のお尻を!?」

「……良いお尻をしてるからじゃないか？」

「私わたくし、見ましたわ！　クレールの影から何か小さな黒い影が飛び上がってクレールのかわいいお尻に嚙みつきましたのよ！　そしてまた影の中に戻った……！」

「シャドウマーモットだな。影から影へと獲え物ものに近づき、発達した前歯で手痛い一いち撃げきを食くらわしてくる」

「影から影って……！　そんなのどうすれば……！」

　おいおい、とライルは苦笑いした。

　そんなに両目を皿にしてキョロキョロしても無む駄だだろう。

「逃げても影から影へ移っていくそいつの方が速いから無駄だ。この場で倒たおせ」

　ライルは様子を見守りながら、そう突つき放す。

「……まだそこにいるよ！」

　アップルが叫んだ。……彼女だけは両目を閉じていた。

　目を閉じて霊覚に集中し……霊気の動きで相手を捉とらえていた。

「影の中にいる！」

　クレールがハッと何かを直感して、足元から枯かれ木の枝を無造作に拾い上げた。

「途と絶だえし生命よ、その残ざん滓しを燃やせ……！」

　クレールは握にぎり締しめた枯れ木に自らの霊気をぐっと注そそぎ込んだ。

　それによって呪じゆ文もんが彼女のうちに浮うかび上がり、詠えい唱しようされる。

「フレイムトーチ！」

　クレールの手の平に、ごくごく小さな火種が生じた。

　誰だれよりも不安に怯おびえていたクレールが、錬れん金きん術じゆつを使って見せたのだ！

　彼女はそれを自らの背後に投げ込んだ。

　正解──小さな炎ほのおだったが、それは光だ。影が光に照らされて、消えた。

　影に溶とけ込んでいた魔獣が、地上に取り残された。

「キュイっ!?」それが鳴き声をあげる。

　小さな黒い齧歯類マーモツトであった。前歯だけを異常に大きく発達させた殺し屋。しかし今はぴくぴくと痙けい攣れんし、動きを止めてしまっている。

　すかさずメヌエットが動いた。「よくも私のクレールのお尻をっ！」

　ナイフを引き抜き、一いつ閃せん。ナイフの刃は先さきに、拙つたないながらも霊気を集中させている。

　見事──魔獣シャドウマーモットが血ち煙けむりをあげて絶命した。

「シャドウマーモット。影から影へと駆け回り、目ではけっして視し認にんできない。しかし視力が退化していて光をもろに浴びるとショックで動けなくなる性質がある。……あんなに不安がってたのに、ぶっつけ本番でやれたじゃないか。クレール」

　クレールの頭をぽんと叩たたく。クレールは「……ふふふっ！」と笑えみを溢こぼれさせた。

「えへへへっ！　私、何でもやってみればやれるタイプなんですよ!!　理り屈くつじゃなくて直感タイプっていうか、考えなくても見み抜ぬけちゃうっていうかっ!!」

「おまえ……滅め茶ちや苦く茶ちやお調子者だな。まあいいや、魔獣の死体は錬金術の良い素材になる。それじゃあ魔獣の死体から本質的な部分を感じ取って、そこを抽ちゆう出しゆつしてみろ」

　余分なものを削そぎ落とし、象しよう徴ちよう的な部分のみを切り取ることで【媒介】となる。

　すぐに使わない場合は、乾かん燥そうさせたり鞣なめしたりといった加工が必要になることもある。

「ええと……本質的な部分……」

　先ほど見事に錬金術を披ひ露ろうしたクレールは、死体を前にちょっと戸と惑まどった。

　……？　さっきはあんなに瞬しゆん時じに判断できたのに？

　横からアップルが魔獣の死し骸がいを感じ取り、「……前歯」と呟つぶやいた。

「前歯に宿ってる力を、ナイフに付与エンチヤントできる気がする」

「よし、やってみろ、アップル」

　アップルはマーモットの死体の口に手を突っ込んで歯をへし折ろうとし、

「とうてい無理」と、すぐに挫ざ折せつした。弱い……。

「じゃあ私が」と、シャンドールが代わって「えいっ！」と一息にへし折る。

「……ん、じゃあやってみる。メーちゃん、ナイフ借りるよ」

　まだ生々しく血ち塗ぬられたままのメヌエットのナイフを、アップルがそっと奪うばい取った。

「私のナイフを？」

「トドメを刺さしたのメーちゃんだし。強い武器を持つなら私よりも役立てるはず」

　アップルは右手に齧歯類の前歯を、左手にメヌエットのナイフを手にして二つを重ね当てた。そうして慎しん重ちように前歯に宿る力を感じ取り、自らの霊気エーテルを注ぎ込んでいく。

　パン！と前歯の形質エイドスが破は裂れつして、光が溢れ出た。その光が、アップルの霊気と溶け合いながらナイフに吸い込まれていく。知識宇宙から、呪文がアップルの脳のう裏りに閃ひらめいた。

「……影かげ法ぼう師しの必殺の極意をここに！　アサシンダガー!!」

　光を吸い取ったナイフはその形質を膨ぼう張ちようさせ、その姿形を一変させた。

　刀身が長く伸のび……切ることが精せい一いつ杯ぱいのナイフから、刺し突とつまでの用よう途とを見み据すえた短剣ダガーに変化。その刀身も柄つかも、漆うるしのように黒く染まった。

「メーちゃんに似合うな。邪じや悪あくそうで」ライルがからかった。

「邪悪ってどういうことですの!!」

　プンスカしつつもメヌエットは嬉うれしげにダガーを手に握る。

「アサシンダガー。……霊気の流れの隙すき間まに滑すべり込みやすい性質があるみたい」

　致命クリテイカルの一撃を狙いやすくなるといったところか。

「さらに素材を足してどんどん強くしていくことも出来るから、大事にしろよ」

「へえ……良かったね」シャンドールが羨うらやましげに見つめる。

「あなたは日ひ頃ごろの鍛たん錬れんが足りないからああいうとき咄とつ嗟さに動けないんですのよ」

「……！　むぅ……」

「ふふ～ん♪　あなたはサボり癖ぐせさえなければ、私のライバルに相応ふさわしい才能の持ち主なのですから。もうちょっと頑がん張ばりなさいな♪」

「……やだよ、メーちゃんのライバルなんて」シャンドールがそっぽを向いてしまう。

「どうしてですのよっ」

「よーし、それじゃあ各おの々おので散らばって効率よく周りを探たん索さくしろ。どういう力が欲しいか、そのイメージを持ちながら感覚を研とぎ澄すませばそういうものが見つかるからな」

「ふふふっ！　私、なんだか楽しくなってきましたわ♪」

「俺は出来るだけ広い範はん囲いに霊覚を広げてるから、何かあったら大声で叫さけべよ」

　メヌエットはぴょんぴょん弾はずむような足取りで探索に向かって行った。

「クレールは身体能力に不安があるアップルについてやってくれ」

「わかりました！」「クレール、よろしくね」

　アップルがぎゅっとクレールと手を繫つなぎ、二人も森の中に消えていった。

　……クレールもどこか一人にさせるのは不安なところがあるからな。

「で、おい、シャル」

　最後に森の中に消えていこうとするシャンドールの肩かたを摑つかんで引き寄せた。

「ひゃっ!?　何！」

「豆とう腐ふメンタルのシャルには、特別に先生が方針を定めてやろう。喜べ」

「と、豆腐メンタルなんかじゃないっ！」

　振り払はらおうとするシャンドールの肩を逃にがさないまま、ライルは囁ささやいた。

「どういう力が欲しいかイメージしろ……とは言ったが、おまえ、スピードを人並みに上げたいなーとか、そんなしけたこと考えてないだろうな」

「っ!?　それは……弱点をカバーしようって考えるのは間ま違ちがってないでしょ」

「バカチン！　間違ってる！　そんなのはちっとも楽しくない!!」

「楽しいか楽しくないかじゃないでしょ……」

「いいか、チームで戦うんだぞ。欠点は仲間にカバーしてもらって、長所でバッチリ活かつ躍やくした方が楽しいし強いに決まってるだろ。何事も楽しく自信を持ってやった方が身につくんだ。自分の能力評価を思い出せ。おまえの長所はパワーだ！」

「……長所を伸ばせなんて、アルにはスピード極きわめるのなんて無駄って言ってたじゃん。その場その場で都合の良いいこと言わないでよ」

「それはあいつが使うのは神機だからだ。あいつらの強さは神機の性能をどれだけ引き出せるかにかかってる。アクティブローダーの性能を全部引き出しきった上でさらにスピードを追求しても伸びしろがないんだよ。逆におまえらには、成長に上限がない」

　シャンドールはまともな答えが返ってきたことに驚おどろいたような顔をした。

　そういう教師は、これまで身の回りにいなかったのだろう。

　……ライルの返答に納なつ得とくし、彼女は心を開いた。

「でも、礼れい剣けん術じゆつでパワーなんて何の役にも立たないでしょ。別に礼剣術でどう評価されても構わないけど、次の決けつ闘とうは負けたら先生やクレールに迷めい惑わくをかけちゃう……」

　彼女の素す顔がおは……プライドが高く臆おく病びよう者だ。

　本当は自分がこんな低評価に甘んじるべき人間ではないと自覚している。

　しかし不利なルールを理り不ふ尽じんに押しつけられて、無様を晒さらして傷つくのを恐おそれている。

「パワーが役に立つか立たないかはやり方次し第だいだ。今回はルールこそ礼剣術だが、自由な武器や魔ま術じゆつで戦える。……たとえばこんなふうに戦ったらどうだ？」

　ライルはシャンドールにそっと耳打ちした。

「……ええっ!?　そ、そんなこと……できるの!?」

「できるさ。魔術に絶対不可能ということはない。おまえは決闘まで、ひたすら攻こう撃げき力だけを極めろ。そしてそのパワーで『左手斬ぎり』とかいう固定観念をぶっ壊こわせ」

「……ぶっ壊す……」

　シャンドールの瞳ひとみに、彼女が見せたことのなかったような真っ直すぐな情熱が灯ともった。

「も、もしも出来なかったら……私じゃなくて先生のせいだから！」

「それでいいぞ。とりあえずとにかく本気で頑張ってみろ。楽しいから。今まで何かを全力で頑張ることなんてなかったんだろ？　俺はちゃんと見ててやる」

　ライルはぽんぽんとシャンドールの頭を叩いた。

　シャンドールはそれを振ふり払わなかった。




　　　　◇




　ライルはぶらりと様子を見て歩くことにした。

　すぐにメヌエットの姿が目に入り、メヌエットもライルに気づいた。

「せ、先生！　あそこに怪あやしげで非常識な生き物が……二本足でスタイリッシュに直立している牛……？　牛がいますわ！」

　指さす方を見て、ライルは「ふむ」と頷うなずいた。

「フォレストミノタウロス。密度の高い森の中を機き敏びんに駆かけ抜ぬけられるように体を細長くスマートに進化させ、二足走行までできるようになったイケメンな牛だ」

「もっともらしい理屈を展開されても困りますわ！　小顔で八頭身の牛なんて！」

「見た目は紳しん士し的だが、気をつけろ。人間に対しては凶きよう暴ぼうだ。小回りの利きく巧たくみなフットワークで迫せまってくる。……おっと、こっちに気づいたぞ！」

　ミノタウロスが耳をぴくぴくさせ、こちらに振り向いた。

　両目が、見る見るうちに血走っていく。

「ブモォオオオオオオオオオオオオオオオオ！」

「ほげえっ!?　来ましたわ！」

　猛もう然ぜんとメヌエットに向かって突とつ進しんしてきた。両者を阻はばむ無数の木々を、ミノタウロスは普ふ通つうの猛もう牛ぎゆうでは絶対にあり得ない小刻みなステップですり抜けていく。

　それでいて同じ二足歩行の人間とは比ひ較かくにならぬ恐るべきスピード。

「ぎょええええっ！　あんなの逃げられっこないですわよ!?」

「面おも白しろい声をあげてないで、だったら迎むかえ撃うったらどうだ？」

　メヌエットは観念して、出来たてほやほやのアサシンダガーを抜き構える。

「ブンモォオオオオオオオオオン!!」

　凄すさまじい唸うなり声を発しながら、ミノタウロスは頭をぐっと下げた姿勢で間合いに飛び込んできた。そのまま頭部の角をカチ上げるように振り回す。

　メヌエットはひらりと回かい避ひして短剣で斬きりつけた。

　相手が人間ならば、確実に命中していたタイミングであろう。

　しかしスマートな体たい軀くをもつミノタウロスは、瞬時にバックステップ！

　斬ざん撃げきは紙かみ一ひと重えで空を斬った。

　退いたミノタウロスは、バネ仕じ掛かけのオモチャのようにすぐさま再び突進。

　ほとんど助走のない体当たり──にもかかわらず凄まじい威い力りよく。

「きゃぁあああああっ!!」悲鳴をあげてメヌエットの小さな体が吹ふっ飛んだ。

「おっと危ない」

　危あやうく木に叩たたきつけられそうになったところをライルが受け止める。

　正面からのダメージによって霊気が前方に集中したところで逆側の背中を打ったら、体当たりよりもむしろ大きなダメージを受けかねないところだった。

「動きの速さも反応の鋭するどさも向こうが上だぞ。さあどうする？」

「……くっ！」負けん気の強いメヌエットはすぐさま構えを取り直した。

「ブモンモォオオオオオオオウッ!!」と、ミノタウロスが再び襲おそいかかる。

「それにしてもほれぼれするような動きだよな」

「何を暢のん気きなことをっ………いや、確かに……」

　ライルに言われて、メヌエットまでも迫り来るミノタウロスの身のこなし、躍やく動どう感に目を奪うばわれた。後ろにライルがいるからという安心感もあっただろう。

「おまえならわかるだろ？」

　さきほどシャドウマーモットを殺したとき、メヌエットは自らの霊気をナイフの刃やいばに集中させていた。攻こう防ぼうにおける霊気操作の重要性を彼女はすでに理解できている。

　霊気はあらゆるエネルギーへと変へん換かんされ、攻撃力や防ぼう御ぎよ力、スピードや身のこなしを強化させる。

　フォレストミノタウロスの素早さは、ただ単に人間よりも肉体が強きよう[image: 靭]じんというだけのものではない。腰こしをひねる瞬しゆん間かんは腰に霊気を集中させ、地を踏ふみ込む瞬間は膝ひざに霊気を集中させ、地を蹴けり出す瞬間は足裏に霊気を集中させる……。

　重心の移動と霊気の集中が、完かん璧ぺきに連動しているのだ。

　今のメヌエットなら速く走ろうと思ったら両りよう脚あしに霊気を集中させるぐらいのことは出来るだろう。だがフォレストミノタウロスの霊気操作は緻ち密みつさの次元が違う。

「……す、すごい……。私わたくしも、あんなふうに機敏に動けたなら……」

「メヌエット！　憧あこがれるのもいいけど、自分の長所も忘れるな!!」

　どん、とライルが背中を押す。メヌエットはハッと我われに返った。

　目を奪われていたのは一瞬、だがミノタウロスはすでに目の前で、体当たりを仕掛けてきている。メヌエットはギリギリでそれを回避した。

「私の長所……！　そうですわ！　こちらの動きに鋭えい敏びんに反応するのならっ!!」

　メヌエットは反はん撃げきの刃を振りかざした。ミノタウロスが敏びん感かんに反応し、野性の電でん撃げき的な反射で身を横にかわす。しかしすぐさま振り下ろされるかと思われたメヌエットの刃はピタリと急停止し、ヌルリと軌き道どうが変わった。

　フェイント──短剣ダガーは振られるかと思えば翻ひるがえり、縦じゆう横おう無む尽じんに踊おどり舞まう。

「ブモォオオ!?　ブモッ!?」

　ミノタウロスは鳴き声をあげながら、その一挙一動に反応した。せずにはいられなかった。それは本能であり、自動的だった。知性ではなかった。

　鋭く身をかわそうと足を踏み込んでは慌あわてて引っ込め……ぐらりと安定を失う。

　ついには、どしん！と地面にずっこけた。

「ほーっほっほ！　これが人間の知ち恵えと技わざですわ！」

　メヌエットが倒たおれ込んだミノタウロスに飛び込み、その首を鋭く一いつ閃せんする。

　闇やみ雲くもに斬るのではなく霊気の流れにそって、薄うすい隙すき間まをすり抜けるように。

　その動きに応じて、アサシンダガーがぼうと輝かがやく。

「ブ、ブモォオオ……」と、ミノタウロスが最後に一声鳴いて、絶命した。

「……よくやったな、これで二匹ひき目だ！」

　ライルは拍はく手しゆしながら歩み寄った。……しかしメヌエットは俯うつむいてミノタウロスを見下ろしながら、なにやらぶつぶつとつぶやいている。

「あの動き……動きにあわせて霊気も細かく移動させるイメージ……」

「ふっ、魔ま獣じゆうは錬れん金きん術じゆつの素材というだけじゃない。おまえらの教師でもある」

「……ふふふ！　私、もっともっと強くなれそうな気がしてきましたわ!!」




　　　　◇




　ライルが再び森を彷徨うろつくと、クレールとアップルが木の根元をナイフでガシガシ削けずっているのが目に入った。

「なかなか興味深いことをやってるな」

「あ、ライル様……」

「水属性の魔術が使える媒介が欲しくて。クレールがこの木が怪しいって言うから」

　アップルが言う。ライルは二人が根元を削っている木を見上げた。

【エリーンブナ】──ブナは保水力に富んだ樹木として森の自然を支えている存在だ。

　エリーン原産のこの品種はとりわけ保水力が凄まじく、地面から水を吸い上げる音が耳に聴きこえると言われているほどである。

　……この森でお手て頃ごろに得られる水の媒介としては、もっとも強力だろう。

　ライルは驚いてたずねた。「どうしてこの木と思ったんだ？」

「わかりません。……理り屈くつで説明できないのですが、なんとなく！」

　クレールは明るい声で答える。

　……本当に、『やってみればやれるタイプ』であるらしい。

　ライルは昨晩に見た幻まぼろしを思い出した。

『道理で説明できないのであれば……私に神の御ご意志が宿ったということでしょう』

　今度はアップルにたずねた。「水の魔術を何に使うつもりなんだ？」

「リベンジ」アップルがぷくーっと頰ほおを膨ふくらませる。

「あのお猿さるにいっぱい走らされた。あのままじゃ済ませない。水の魔術の媒介がいっぱいあれば何とかなると思う」

「観察をもとに対策を練ったわけだ」

「……あのお猿の行動パターンは、だいたい理解できた」




　──メイジモンキーの戦い方には明確な法則がある。それに気づけているなら何の心配もいらないだろうが、一応ライルは様子を見守ることにした。

　二人はすぐにメイジモンキーを見つけ出した。

　メイジモンキーは「キーッ！」と叫さけんですぐさま仲間を呼び、群れで襲いかかる。

　──一見して多種多様な魔術を自在に操り、群れで襲いかかるメイジモンキーは恐おそろしい強敵に思える。

　しかし観察して見ていればわかるが、一匹一匹の霊気はそれほど強くない。

　実は一定数の群れで霊気を連結リンクさせ、力を合わせて魔術現象を引き起こしているのである。だからたとえ群れで襲いかかったとしても、魔術が雨あられのように降り注ぐ心配はまったくない。

　そして使う魔術の順番に法則がある。

　まず赤い猿が炎ほのおの弾だん丸がんを口から吐はき出す。これ自体にも威力はあるが、その主たる目的は『威い嚇かく』である。

　次に黄色い猿が口から発する稲いな妻ずまがむしろ本命で、炎で身を竦すくませたところに飛んで相手をビリビリと痺しびれさせ、動きを止める。

　そうしたら群れで取り囲み物理攻撃で仕留めるのである。猿の魔術など、しょせん補ほ佐さ的なものなのだ。

　最後におまけのように青い猿が口から冷れい却きやく液を発する。これは炎や稲妻によって山火事が発生することを防ぐためのものである。魔獣は獲え物ものを仕留めるために自分の生息地を台無しにするような本ほん末まつ転てん倒とうな真似まねはしない。

　そして最初に戻もどってまた赤い猿が炎を吐き出す。

　炎、稲妻、冷却液……このサイクルは絶対に乱れない。……それは群れで霊気を連結させて魔術を放つために、あらかじめ順番を決めておく必要があるためだ。

　もう一つのポイントは水の魔術で炎と稲妻の両方をさばくことができることだ。ライルは稲妻の防ぎ方をすでに示している。

　アップルという少女はそれらすべてを、ちゃんと観察していた。

「恵めぐみを吸い出す力強き脈動よ、我が手より撃ち放て……ウォーターカノン！」

　飛んでくる炎の弾たまに、アップルはエリーンブナから本質の力を発動させた。

　右手から強きよう烈れつな水みず鉄でつ砲ぽうを撃ち放ち、炎の弾を払はらい落とす。

　続いてくる電流に向けて、クレールもエリーンブナから魔術を引き起こした。

「恵みを吸い出す力強き脈動よ、噴ふき上がる壁かべとなれ……ウォーターウォール！」

　クレールの足元から水が壁のごとく噴き上がり、飛んでくる稲妻を遮しや断だんした。

　壁から地面へ、電流は散さん逸いつさせられてしまう。

　おや、とライルは首を傾かしげた。

　エリーンブナという同じ媒介から、アップルとクレールとで微び妙みように異なる魔術を発動させた。これは珍めずらしいことである。

　本質の力は見る角度によって様々な姿を見せる。その差が魔術に反映されることも当然あり得るが……。

　クレールは、次に飛んでくる青い猿の冷却液は身のこなしだけで回かい避ひし、メイジモンキーに疾しつ風ぷうのごとく馳はせ寄っていく。

　クレールの霊脈にノイズが走った。再びエリーンブナから魔術を発動させる。

「恵みを吸い出す力強き脈動よ、我が身に宿れ……ウォーターバンプ！」

　今度はブナの木が水を吸い上げるパワーを、自らの身に宿すという強化魔術が発動した。クレールは力強く跳ちよう躍やくして樹上のメイジモンキーの一匹をナイフでなで切りにする。

「ギーッ!!」と断末魔の悲鳴を上げて猿は地面に落ちた。

　あれえ!?　あいつ、またちょっと違ちがう魔術を使った!?

「ウォーターカノン！」

　混乱するライルを余所よそに、クレールは今度は水鉄砲を放って炎の弾を撃うち落とす。

　三種類の魔術をひとつの媒介から引き出し、適所で使い分けている……。

　アップルは『ウォーターカノン』だけしか使えず、それだけで炎と稲妻を防いでいる。……それが普ふ通つうであるはずなのだ。

　クレールは獅し子し奮ふん迅じんの活かつ躍やくでメイジモンキーの死体の山を積み上げていく。

　ライルは首を傾げた。ひとつの本質を多角的に捉とらえるような繊せん細さいな感性──それはクレールという個性からもっとも遠いもののような気がするのだが。




「やりました、ライル様っ！　私、すっごく強くなれてる実感がありますっ!!」

　戦いを終えて、クレールがむぎゅっと抱だきついてきた。

「は、離はなれろよ!?」ライルは思わず引き剝はがそうとする。

「これも全部ライル様のおかげです……！」

　両目をキラキラと輝かせて見上げてくる。

「おまえ……一つの媒介から微妙に違う魔術を使い分けてたな」

「私も気になってた。こういうのって良くあることなの？」

　アップルも不思議そうにしている。

「俺もお目にかかったのは初めてだな。おまえ、どうやったんだ」

「……よくわからないけど、がつんと霊気を入れて、ドーンって！」

　やはり意識的に使い分けていたわけじゃないのか。

　こいつ、天才なのか？　確かに【無む垢くなる天てん賦ぷ】というスキルが存在していたが。

　……しかし手放しに認める気になれないのは……彼女の霊脈に奇き妙みようなノイズが走っていたことだ。もしかしたら……ただ不安定なだけなのではないか？

「まぁ、ともかく新しい媒介が一気に増えたな。アップル、この猿どもを何に使う？」

「ん？　えーっと……」

「まだリベンジしなきゃならん相手がいるだろう。この黄色い猿からは電撃の力を抽ちゆう出しゆつできるはずだぞ。ビリビリ痺れるぞ」

　アップルは「あっ！」と声をあげ、みるみるうちにほっぺたを紅潮させる。

「……素材を見つけて、出来ることを増やして、攻こう略りやくの道筋をたてるのって楽しい！」

「そうだろうそうだろう、それが錬金術師の醍だい醐ご味みだ」

　アップルが『楽しい』と言葉を口にした瞬しゆん間かん──クレールの表情が微かすかに翳かげった。

「ハリケーンアントラーやっつけてくる！　クレール、行こ！」

　首から上の動きで竜たつ巻まきを起こすハリケーンアントラーは、電撃で痺れさせればただの案山子かかしだ。アップルはほっぺたを林りん檎ごのように赤くさせて、クレールの手を引いた。




　　　　◇




　──生徒の誰だれかが必死に逃にげ回っている霊気の気配がする。

　ライルがそちらへ駆かけていくと、悲鳴が聞こえてきた。

「きゃああああああああああっ!!　何ですの、あの魔術！　あんな巨きよ大だいなゴリラを呼び出すなんて卑ひ怯きようですわ!!」

「わぁあああああああああっ!!　真っ黒いドラゴン！　あ、あんなの歯が立つわけない!!　せ、先生ぇえええええっ!!」

　嚙かみ合わない悲鳴は、メヌエットとシャンドールのものだった。

　どこで合流したのか知らないが、二人は仲良く逃げている。

　その後を蝶ちよう々ちようの群れが追いかけているのが目に入った。……蝶々である。

「何を言っておりますの？　ゴリラだったでしょう。首が三つあって腕が八本ある」

「それ、どれだけ気持ち悪いゴリラ？　ドラゴンでしょ。真っ黒くて角が生えてて……」

「ドラゴンなんて魔獣、こんなあたりにいるわけありませんわよ」

　二人ははたと顔を見合わせる。そこに、ライルが声をかけた。

「……目だけに頼たよるな！　感覚を研とぎ澄すませ!!」

　二人は足を止めて振ふり返り、両目を閉じて、意識を霊れい覚かくに集中させた。

　雲うん霞かのごとく追いかけ回していた蝶々の群れが、ぴたりと止まった。

　それはまるで『やべっ』と声を発したかのようだった。

　二人は……巨大な怪かい物ぶつの霊気などどこにも存在しないことを見み抜ぬき、叫んだ。

「おんどりゃあああああ！　よくも驚おどろかせましたわね!!」

「インチキじゃないかーっ！　待てええええええっ!!」

　ライルは胸を撫なで下ろして、獲物を追う側に回った二人の背中を見送った。

　……それまで二人が逃げていた方向に首を向けると、茂しげみに隠かくれていてわかりづらいが、その先には断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきがある。危ないところだったのだ。

　悪夢蝶。巨大で強力な魔ま獣じゆうを呼び寄せる召しよう喚かん魔術を使う……と見せかけて、実はそれは幻げん覚かく。幻覚作用のある[image: 鱗]りん粉ぷんを撒まき散らして、その人の恐きよう怖ふのイメージを具現化させるのだ。そうして追い立てて断崖絶壁へと誘おびき寄せ……死体をついばむという肉食虫。

　初見殺しの厄やつ介かいな魔獣が多いな……、とライルは訝いぶかしんだ。

　Ａランクとはいうが……頭の硬かたい信しん仰こう騎き士しどもだったらとっくに死んでいるはずだ。




　　　　◇




　ライルは水場に戻り、テントを組み立てはじめた。骨組みをペグで固定し、綿の布をかぶせて結び、黄色い三角形のテントが出来上がっていく。

　テントはひとつだけである。……最初は男女で分かれるべく二つ持って行こうとしたが、生徒たちが心底から不思議そうに首を傾げたのだ。

「二つに分ける意味、なくありませんか？　荷物が増えて非合理的ですわ」

「テント、先生が持つつもりなんでしょ？　悪いよ。狭せまくていいから荷物を軽くしよう」

「お兄ちゃん先生、一いつ緒しよに寝ねるの嫌いやなの？」

　……貴族の箱はこ入いり娘むすめたちの価値観には、恋れん愛あいという概がい念ねんがない。




　とっぷりと日が暮れて、シャンドールが両手に大きな荷物を抱かかえて戻ってきた。

　パワーを追求した媒介集めの成果である。

「……こんな感じでどうかな？　なんとなくの勘かんだけど……」

　シャンドールはおどおどと不安そうな上うわ目め遣づかいでライルを窺うかがった。

「どれどれ……いろいろ集めてきたな」

　彼女自身の手で錬れん成せいされた細かな生物片──媒介が山のように積まれた。

「ふむ。自重の五十倍のパワーを発揮する甲こう虫ちゆう【タイタンカブトムシ】……。めっちゃ凶きよう暴ぼうな川魚【リバーシャーク】。……迂う闊かつに触さわると指を切る葉っぱ【ノコギリソウ】……ものすごく硬い木【オニガワラ】の樹皮。……なかなかの識別眼だな。いくつか見当違いなものも交じってるが……む？」

「あ、それすごそうでしょ？　どうかな？」

　とあるものに目を留めたライルに、シャンドールが微かに声を高くする。

「これは……【剣結晶オブシダン】じゃないか！　どこで見つけたんだ、こんなもん！　ていうかエリーンで採れるのかよ!?　……うわー、すげえ。マジか」

　ライルは感動をダダ漏もれにしながら、黒い鉱石を手の平の上で転がした。

「へぇー、おまえがこれを一発で探し当てるとはねえー。……すげえな。俺も欲しいわ」

「……あの後、メーちゃんについてきてもらって二人であっちこっちまわったから。これからは真しん剣けんに頑がん張ばるって伝えたら、メーちゃんのやつ急に付き合いが良くなって……」

　シャンドールは表情をほころばせる。イケメンではなく、かわいらしい。

「で、すごいの？　これ？」

「割るとメチャクチャ鋭するどく破断することから、古来から天然のナイフとして有り難がたがられてきた鉱石だ。そこに宿る力は、『頑がん強きようなる切断』。たとえ使い手が達人じゃなくてもとにかく力強く振るえばそれに応こたえてくれる、いい意味で大おお雑ざつ把ぱな性質だ。武器錬金の媒介としては俺の知る中でも最高クラス。この山に鉱こう床しようがあるなら、今すぐ本格的な採さい掘くつ事業を開始した方がいいぐらいだぜ。ま、今のこの国じゃ宝の持ち腐ぐされだが」

「そ、そんなにすごいの!?　じゃあアップルに錬金してもらった方がいいな……」

　シャンドールは声を怖おじ気づかせるが、ライルは首を振って、彼女の肩かたを叩たたいた。

「確かに錬金術の才能はおまえよりもアップルの方が上だ。でも錬金術にもいろいろジャンルがあって、向き不向きがある。おまえはたぶん、武器錬金に向いてる。この剣結晶を探さぐり当てた自分の霊感を信じろ」

「私に向いてること……」

　これまで自分に不利なことでしか、評価をされたことがなかった少女は、息を吞のんだ。

「他ほかのやつもまとめて錬金しちまえ」

「え、ひとつひとつ追加していく感じじゃないの？」

「ナイフなんかじゃ剣結晶の力を受けきれないからツナギが必要だ。ナイフとその他いろいろに剣結晶の力を注ぎ込んで一本の武器にまとめあげるって感じ。剣結晶はこの場にあるもの全部を吞み込んで主役を張れる、それだけの素材だ」

「で、出来るかな……」

　シャンドールは剣結晶以外のすべての媒介を山にして、その上にナイフを置いた。

　剣結晶を握にぎり締しめて、そこにかざす。

「刃やいばを秘ひめてこの世に生まれし貴石よ……」

　剣結晶の漆しつ黒こくのうちに宿る力を探り当て、解放する。硬い鉱石はガシャン！と形質が砕くだかれ、その内側から光を溢あふれさせた。光が、媒介の山すべてを覆おおっていく。

「騎き士しの誇ほこりある一ひと振ふりへと形成せ……オブシダンソード！」

　ナイフと大量の媒介が、光のうちに一つになっていく。ナイフのシルエットが長く長く伸のびていき、固形化していった。産み落とされたのは、漆黒の長ちよう剣けんである。

「……ナイフじゃなくて、剣になった！」

「この長さだと鞘さやを作ってやらんと不便だな。どれ、祝いに俺が作ってやろう」

「これなら先生が言ってたこと、出来るかな!?」

　出会った当初はクールで気け怠だるげなイメージだった彼女が、声を弾はずませてはしゃぐ。

「それは使い手のおまえの努力次第だ」

　シャンドールの瞳ひとみが熱く輝かがやいた。コンプレックスの影かげはそこにはもうない。
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　森が闇やみに沈しずみ込み、生徒たちがみんなテントに集まってくる。

　誰もが表情に充じゆう実じつ感かんを満ち溢れさせていた。そして誰もが空腹だった。

「そこでこの……大量のお肉ですよ」

　クレールとアップルが倒たおしたメイジモンキーの死体の山がそこにあった。

　メイジモンキーの喉のどのあたりには【魔ま術じゆつ袋ぶくろ】という器官がある。その袋の中で体液と霊気を混ぜ合わせて炎ほのおであったり電でん撃げきであったりを飛ばすのだが、クレールとアップルはほくほく顔でその魔術袋を抱えている。彼女たちは今や炎、雷かみなり、氷の三属性を自在に操あやつる立派な魔術師である。しかもクレールはそれらをさらに多面的に使える。

　魔術袋を切除してしまえば、残りはただのお肉である。

　メヌエットがライルの肩を摑つかんだ。「……食べるならハリケーンアントラーやフォレストミノタウロスにしておきません？　こっちの方がだいぶ穏おん当とうだと思うのですけど……」

「あ、そういやそっちもあったか。そりゃ鹿しかや牛の方が美味うまいわ」

「というか人間に形が近いから気持ち悪いんですのよ。苦く悶もんの表情を浮うかべてるし」




　疲つかれているだろう四人は泉に水浴びに行かせ、その間にライルが料理を用意しておいてやる段取りとなった。

　作ろうとしている料理は、【ナマステ】である。

「……ふっ、かわいい生徒たちに俺が本物のナマステを食わせてやるぜ」

　ナマステとはスパイスたっぷりの煮に込こみ料理である。古文書ラノベにも『カレー』という名めい称しようで頻ひん繁ぱんに登場するため、恐おそろしく歴史の古い料理であることがわかる。

「俺がスパイスから作る本格ナマステというものを教えてやるぜ」

　まずハリケーンアントラーとフォレストミノタウロスを手早く完かん璧ぺきに解体していく。

　……信しん仰こう社会では死を遠ざける風習があり、家か畜ちくの処理は卑いやしい仕事と軽かろんじられている。それゆえ彼らの肉は、下処理が不十分で臭くさくて硬いのだ。

　ナマステ作りのポイントはスパイス使いだ。香かおりは混ざれば混ざるほど曖あい昧まいになる。闇やみ雲くもに使うのではなく、使う肉の風味に合わせて種類を絞しぼって使わねばならない。

　丸ごとホールスパイスは調理の最初から鍋なべに入れて、じっくりと腰こしのある香りを引き出す。逆にパウダーのスパイスは仕上げに加えて鮮せん烈れつな香りを立たせる。こうした適切なスパイスの使い分けが、重層的な奥行きを生み出すのである。

　ナマステは臭い肉を誤ご魔ま化かす手て抜ぬき料理なんかじゃない、香りの芸術なんだ……!!

　さらにライルこだわりの隠し味があるが……これは苦手なやつもいるから後に回そう。

　──マニアックな調理を孤こ独どくにやっていると、不意に、風に乗って少女たちの笑い声が聞こえてきた。月明かりの下もとで水浴びをするかわいい教え子たち……。

　……急にナマステとか死ぬほどどうでも良くなってきた。覗のぞきに行きてえ。

　水浴びをしている少女がいたら覗きに行ってこそラブコメである。孤独にナマステ作りに励はげむ主人公などあってはならない。古文書なら確実にカラーページになる場面だ。

　だがようやく生徒たちが心を開き始めたというのに……そんなことをしては……。

　古文書だと一発ぶん殴なぐられるだけで許されて、むしろお互たがいを意識するキッカケになったりするが……シャンドールあたりから本気で幻げん滅めつされそうな気がする……。

　俺は主人公になりたい……。しかし古文書と違ちがって今の世界では、覗きなどしては社会的に死んでしまう……。この違いは何故なぜ生じる!?　くそ、神が憎にくい!!

「「「きゃあああああああああああっ!!」」」

　そのとき、笑い声が絹を裂さくような悲鳴に変わった。アップル以外の三人の悲鳴。

「いやっほぉおおおおう、やったぜ!!　そうでなくっちゃ!!」

　ライルは鍋の火を止め、泉の方角へと駆かけた。

「うおおおおおっ!!　みんな大だい丈じよう夫ぶかッ！　みんなが全ぜん裸らなのは重々承知だが武器を持たず全裸でいるところを魔獣に襲おそわれたら危険だから決して覗きをしたいわけではないが出来るだけみんなの全裸を見ないように目を背そむけつつ助けにきたぞッ!!」

「先生っ!!」──少女たちの裸体が月光で濡ぬれ光る幻げん想そう的な光景がそこにあった。

　しかしそれは一いつ瞬しゆんのこと、少女たちはキラキラと雫しずくを振ふり散らしながらライルに飛びつき、隠れるように背中に回った。よく見えなかった……。

「ふにゃっ」一人だけ、ライルにドンとぶつかって尻しり餅もちをついたやつがいた。

　声からしてクレールだろう。そちらに視線を落としかけたが、

「先生、あそこに……！」と、背に隠かくれたシャンドールが茂しげみの方を指さす。

　泉を挟はさんで逆側に小山のように巨きよ大だいな影がある。両眼だけがギラギラと輝いていた。

　暗闇で正体が定さだかではないが──霊気の密度が濃こい。

　いや、あの霊気の密度は……けっこうな大物が潜ひそんでやがったな。人間の匂においと霊気をかぎつけてわざわざこんなに木々が深いところまで様子を見に来たか。

　ライルは「ナマステェ!!」と叫さけびながら、手に持っていた小こ瓶びんを投げつけた。小瓶は魔ま獣じゆうの顔面にぶつかって割れ、真っ赤な液体を辺り一面に飛び散らせる。

「グォオオオオオオオオオオオオオオオッ!!」

　魔獣は悲鳴をあげてジタバタと暴れ、一目散に逃にげ去っていった。

　周囲にツンとした刺し激げき臭しゆうが漂ただよう。

　ライルの背中にぺったり貼はり付いたアップルが「今のは……？」とたずねる。

「ふっ。【ジョロネロ】という死ぬほど辛からい果実から精製したオイルだ。量によっては本当に死ぬ。魔獣は鋭い嗅きゆう覚かくを持ってるから揮発した成分を吸うだけでも相当な苦痛らしく、ドラゴンさえも驚おどろいて逃げ出すシロモノだ。料理に使おうとしていたんだが……」

「絶対やめてね」

「ライル様……」

　か細い声がして、視線を下に向けると……月明かりに照らされて、クレールはいまだ尻餅をついたままだった。裸体を隠すように、両りよう腕うでで身を抱だいている。

　目の前にライルがいるものだから立ち上がるタイミングを逸いつしたのだろう。

　目を逸そらさなければならない。そう思うのに視線が吸い寄せられて動かなくなる。

　大事なところを隠しながらも、綺き麗れいな肌はだ、官能的な肉付きがそこにあった。

　ライルが視線を釘くぎ付づけにしていると……クレールの頰ほおがぽーっと染まり、瞳にうっとりとした陶とう酔すいの色が差した。霊脈にノイズが走る。

「……ライル様が喜んでくれるんだったら……恥はずかしいけど、私……」

　クレールはおもむろに胸を隠す手をずらし、ぴったりと閉じていた両りよう膝ひざを、ゆっくりと開いていった。こ、こいつ……また『例の発ほつ作さ』でエッチになってるのか!?

　み、見えちゃう！　こいつ見せちゃうつもりなのか!?

「み、見てください……」

　こいつ、どれだけ『自分を捧ささげるのが大好きっ子』なんだよ!?

　しかしこれはきっとクレール自身の本心ではない。目を背けなければ……。

「よ、よくわからないけどダメーッ！」

「裸はだかを見るなんてハレンチですわーッ！」

　ライルの背中に回っていたシャンドールとメヌエットがぴょんこと跳はね上がってライルの両目を手で塞ふさいだ。ライルは他の子たちの視線を思い出し、我われに返った。

「お兄ちゃん先生、流石さすがに恥ずかしいから早くテントに戻もどって？」

　アップルが冷静な声で言う。その冷静さが、ライルの後ろめたい気持ちを刺激する。

「……お、俺は助けに来たのであって覗きに来たわけじゃないからな！　さらば!!」

　ライルは二人の手を振り払はらい、何も見ないように駆け去っていった。




　焚たき火の炎をみんなで囲み、夕食の時間となった。
















「……さっきはありがとうございます、ライル様」

　クレールがライルのすぐ隣となりに座ってくる。その頰はいまだにほんのり赤い。

「せ、生徒を助けるなんて当たり前のことだっ！　そんなことよりとっとと俺のナマステを食え！」

　ライルは錬金術で作った陶とう器きに料理をよそい、それぞれに渡わたしてやった。

　一口食べるなり──妙みような空気は振り払われた。

「……す、すごい美味おいしい！　私の知ってるナマステと違う!!」

「味も香りも複雑すぎて未知の料理みたいですわ!!」

「使ってる材料も、調理方法も全然想像がつかない……」

　シャンドール、メヌエット、アップルが口々に感激の声をあげる。

「……食べ物でこれだけ感動したのは、初めてです！　まるで口の中に無数の花や果実が咲さき乱れるような……口の中が楽園に誘さそわれるような……まさに悪魔的な味です!!　流石ライル様、おかわり!!」

「だから悪魔じゃねーっての」

　ライルがおかわりをよそってやると、クレールは満面に笑えみを浮かべた。

　そして隣のライルに肩かたをくっつけるように「えへへ」と擦すり寄ってくる。

「……なんでそんなにくっつくんだ」と、ライルは身を引かせた。

「えへへ……なんで離はなれるんですか♪」

　クレールは追いかけるように肩をぶつけてくる。

「さっきライル様が私にじっと釘付けになってるのを見て、本当に私のこと嫌きらってないんだってわかって……恥ずかしかったけど嬉うれしかったです♪」

　クレールはぐいぐいと肩をこすりつけながら無む邪じや気きに笑った。

「そう思ったら……くっついたら身を強こわばらせたり逃げようとしたりするライル様が急にかわいく思えてきました♪」

「な、なにい!?」

　ライルは衝しよう撃げきに打ち震ふるえた。お、俺は弄もてあそばれているというのか!?

　恋れん愛あい感情でそうしているわけじゃなく、抑よく圧あつからの発作でそうしているくせに。

　……いや、もしかしたらすべてがそうというわけではないのか？
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　ライルは寝ねる前に魔獣除よけとしてテントの周囲にジョロネロのオイルを撒まいた。

　星明かりだけが頼たよりの夜よ闇やみだが、その中でも熱心に素す振ぶりを続ける影かげがある。

「メーちゃん、もういい加減それぐらいにして休めよ」

　メヌエットは細かな動作ひとつひとつを確かめるように、ダガーの素振りを繰くり返していた。ミノタウロスの動きから刺激を受けたのだろう。

「あの敏びん捷しよう性が、私わたくしも欲しいのです……！」

　息を切らせながら、メヌエットは目をギラギラさせてそう言った。

「機動戦術、攪かく乱らん戦術……私はそういうものが性しように合っているみたいです……。あの動きが欲しい！　欲しいものは必ず手に入れるっ!!」

　彼女は勝利のために手段を選ばぬところがあるが、それ以上に地道な努力家である。

「それに私は、夜には強い方ですから……！」

　そういうスキルが彼女にはあった。恐おそらく彼女の英えい雄ゆう魂だましい……ナポレオン・ボナパルトとかいうやつもこういう人間だったのだろう。ついでに匂いフェチでもあったのだろう。

　強きよう烈れつな野心、そしてそれを果たすための強固な精神力。

　常人の数倍もの密度の人生を送ることが運命づけられたような人物。

　シャンドールが『やだよ、メーちゃんのライバルなんて』と言っていたが、確かにメヌエットにライバル視されるのはおっかなそうだ。

「でも睡すい眠みん時間の問題じゃなくて……今夜のおまえは自分で自覚してるよりもずっと疲ひ労ろうしてるはずだ。おまえはまだ霊気の疲労には不慣れなんだから」

「何を！　まだまだ呵か々か大たい笑しような私は意い気き軒けん昂こうにして気き炎えん万ばん丈じよう！　……あら？」

　威い勢せい良よく声を発したそばから、メヌエットの膝ひざから力が抜ぬけてその場にくずおれた。

　ライルが咄とつ嗟さに駆け寄り、その肩を抱き支えてやる。

「そら、言わんこっちゃない。あんまり心配させるな」

「……わ、私に心配なんて不要ですわ！」

「生徒を心配するのが教師の仕事だろうが。それともおまえまだ俺を先生として認めてないとでも言うつもりか？」

　ライルはひょいとメヌエットの脱だつ力りよくしきった体をお姫ひめ様だっこした。

「そ、そういう変に優やさしいのやめてくださいまし！　気持ち悪いですわ!!」

「別に俺は当たり前のことしかしてねーだろ、めんどくさい奴やつだな。そぉい！」

「ぎゃあっ！」

　ライルはメヌエットをテントの中へと投げ込んだ。

「クレール！　メーちゃんがもう外に出ようとしないように抱きついとけ！」

「メーちゃん、ぎゅーっ♪」

「あ、クレール!?　ちょっと、お放しなさい！　あ……♡　もう……しょうがないですわね……♡　はぁはぁ♡」

　しょうがないのはおまえの頭だ。




　大自然の中においては早寝早起きが原則である。

　テントは枯かれ草を集めて底に敷しき詰つめているため、さほど底冷えせず柔やわらかい。

　ライルは一番端はしっこに逃げるように身を横たえた。そのすぐ隣にクレールが擦り寄ってきた。そのクレールにメヌエットが擦り寄り、アップル、シャンドールと並ぶ。

　テント内に、頭を夢うつつにするような甘い匂いがこもった。

　ライルは落ち着きのなさを覚えていたが、少女たちはあっという間に眠ねむりに落ちたようだ。テントの外の風の音、虫の鳴き声、獣けものの遠とお吠ぼえに、穏おだやかな寝息が交じる。

　少しだけ幸せかもしれないとライルは思った。

「…………ライル様」クレールが小声で囁ささやいてきた。

　彼女はまだ寝ついていなかったらしく、ライルの腕うでにぎゅっとしがみついてくる。

「もう不安はないだろ。おまえは何もかも上手うまくいってたじゃないか」

「……はい。今日一日でライル様のおかげでずいぶん強くなれたと思います」

「俺がどうとかじゃなくて、おまえが勝手に強くなっただけだぞ」

「……いきなり『もう十分強くなった』なんて言って、いなくなったりしませんよね？」

「しねーよ。仲間だと思ってるって言ってるじゃねーか」

「……いなくなっちゃ嫌いやです。だって、まだこれぐらいじゃ全然足りないですから……。もっと強くならないと…………」

　クレールの声がトーンダウンしていく。やはり疲つかれていたのだろう。まだ何かしゃべろうとしているが、口から出る言葉は端からごにょごにょとした寝言に変わっていく。

　しかし曖あい昧まいな声を聞き分けたライルは、ぞくりと眠気が飛んでしまった。




「…………あいつらを地じ獄ごくの炎ほのおで燃やし尽つくせるぐらい……もっと強くならないと……」




　こいつの目的は──復ふく讐しゆうか。

　クレールの心を構成する様々な要素がライルの頭の中で分解され、理解されていった。

　異常なまでの力への執しゆう着ちやく。目的のためにすべてを捧げるという覚かく悟ご。

　悪あく魔まがいて欲しいという歪ゆがんだ願望。彼女を本当に抑圧し、歪めているもの。

　そして──彼女の正体。

『私……ライル様の言うことが全然わからないです……。楽しむだとか、本質だとか、ラブコメだとか……』

　ドン！と頭を強く叩たたかれるような衝撃がした。

　ライルの脳のう裏りにまたも『奇き妙みような風景』が送り込まれた──。




　──浮うかび上がった風景は炎と煙けむりの地獄だった。いかに苦痛を与あたえるか、そのために想像力のあらん限りを尽くした火か刑けい台に、少女は磔はりつけにされている。

　空は地上の風景に知らん顔するように恐ろしいほど青く澄すみわたっている。

　少女の懇こん願がんを受け入れ、修道士の一人が十じゆう字じ架かを高く掲かかげた。少女は青空に浮かぶその十字架だけをじっと見つめ続けている。

　処しよ刑けい人が号令する──「『異い端たん者』に慈じ悲ひ無き炎の苦く罰ばつを！」

　少女を囲んで積み上げた薪たきぎに火が点つけられ、たちまち炎が全身を覆おおい隠かくした。

「イエズス様、イエズス様……！」炎の中から、悲痛な叫さけび声が聞こえてくる。

　その声に応じるように、「炎を遠ざけよ！」と処刑人が号令した。

　燃える薪が少女から遠ざけられた。しかしそれは救いではなく責め苦である。

　じわじわとした遠火と、窒ちつ息そくを許さぬ程度の煙。死にたくてもすぐには死ねないように、わざとそうするのだ。しかも焼け爛ただれた裸ら体たいが、観衆の目に晒さらされることにもなる。

「見よ！　この娘むすめのために奇き跡せきは起こらぬ！　逃にげもなくなりもせぬ！」

　十分、二十分、三十分……。誰だれも救いの手を差し伸のべはしなかった。

「イエズス様……！」地獄の苦痛の中、煙に燻いぶされた喉のどが掠かすれ声を漏もらす。

　十字架を見つめ続けていた少女の首が、ついにがっくりと項うな垂だれた。

　そのとき少女の心に生まれて初めて抱いだくような感情が生まれ、それは猛もう烈れつな勢いで心のすべてを埋うめ尽くしていった。最さい期ごの声が、誰にも聞こえることなく漏れた。

「……………………お恨うらみします…………私を裏切ったすべてを………」




　──炎と煙の地獄が飛び去っていき、ライルの意識は夜のテントに帰き還かんした。

　今の風景は……現実にあったことなのか。

　そしてあの地獄の中で生まれ落ちたあの激情が、クレールの胸にも同じく渦うず巻まいているというのか？

　──いや、クレールは今も生きている。ライルはふとそれに気がついた。

「それがおまえのすべてってことはないだろ？」

　彼女を抑圧から解放するとはどういうことなのか、ライルは『理解』できた気がした。




　　　　◇




　翌朝、ライルはみんなに呼びかけた。

「よーし、おまえらー。昨日一日でこの山の主要な魔ま獣じゆうは一通り倒たおしたっぽいし、生態レポートは十分書けるだろう。最後にこの山の『ヌシ』を捜さがしに行くぞー！　どこにいるかの見当はついてる！」

「ヌシってさ、もしかして」シャンドールがライルの袖そでを引っ張った。

「おう。昨夜、おまえらの水浴びを覗のぞきに来てたやつだ。なかなかの大物だぞ」




　山の頂上付近まで登ると、木々の密度が薄うすれ、ゴツゴツとした岩いわ肌はだが覗く面積が増えていった。殺風景になっていく風景の中に、その魔獣は悠ゆう々ゆうと君臨していた。

　深しん紅くに艶つや光びかりする[image: 鱗]うろこが、陽光を弾はじいて燃えるように輝かがやく。

　レッドドラゴン──猛竜ドレツドドラゴンとも呼ばれるほど、ドラゴンの中でも極きわめて攻こう撃げき的な性格をしている。

　高温に耐たえるように進化した外皮は岩肌のようにゴツゴツとし、その重量から空を飛ぶことは不得手。代わりに両手両りよう脚あしを力強く進化させて岩肌を駆かけ巡めぐる、大地の王。

　発達した両手両脚を持つことから、主な武器は、牙きばよりも爪つめである。そのため頭部はやや小こ振ぶりだ。ずんぐりとした体たい軀くに似合わぬ、猛もう禽きんのように鋭するどい顔つきをしている。

　本来なら火山に生息する魔獣である。誰かがこの山に運び込んだということだ。

　ライルの見たところ、まだ幼生だった。サイズおおよそ３メートル。本格的に巨きよ大だいな成体になってしまったら、もはやこの山では活動困難になっていたはずである。

　さて、少女たちはどう戦うだろう？

　──レッドドラゴンは少女たちと対たい峙じした瞬しゆん間かん、獰どう猛もうに飛びかかった。

「こっちですわ！　デカブツ!!」

　咄嗟の判断を見せたのはメヌエットである。

　彼女は相手の姿を認にん識しきした瞬間に、自分の役目を理解していた。

　相手は獰猛で、強力な四し肢しを武器とする。自分がこいつを攪乱する！

　猛然と襲おそいかかるドラゴンの爪から、メヌエットはフォレストミノタウロスのごとき鋭いフットワークで身をかわし、アサシンダガーを振ふるう。しかしメヌエットの一いち撃げきはぶあつい霊気と頑がん丈じような[image: 鱗]で弾かれた。歯が立たない……いや、刃はが立たない。

「霊気の隙すき間まを狙ねらえそうでもない限り、私は逃げに徹てつした方が良さそうですわね……！」

「だったら私が!!」

　メヌエットを追いかけ回すドラゴンの死角からシャンドールが飛び込み、オブシダンソードを一いつ閃せん。血こそ噴ふき出さなかったが、霊気を砕くだけ散らせながらドラゴンの巨体がよろめいた。ドラゴンが苦痛の叫びをあげる。

「ゴガァアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!」

「効いてる！　すごいじゃないですの!!」

　シャンドールの攻撃力を目まの当たりにしたメヌエットが称しよう賛さんの声をあげる。だが、

「一撃をブチ込んだからって油断するな！　相手は『猛竜』だぞ!!」

　……獰猛ということは、いかにダメージを受けても怯ひるまないということだ。

　巨大な棍こん棒ぼうのようなものが旋せん回かいして、二人の体が弾け飛んだ。

「きゃああああああああああっ！」「うわぁああああああああっ！」

　二人を横から弾き飛ばしたのは、長く太い尻尾しつぽだった。

　倒れ込んだメヌエットにドラゴンが追撃にかかる。

　地じ響ひびきをたてながら迫せまり、鋭い爪を備えた前脚を振りかざした。

　やや距きよ離りをとって見守るライルは、助け船の魔術を使うべきか迷った。

　しかしすぐにその必要がないとわかった。

「疾しつ走そうせし紫し電でんよ、彼の肉体を内より灼やき尽くせ……」

　すでにアップルが黄色のメイジモンキーの魔ま術じゆつ袋ぶくろを手に握にぎり締しめている。

「ライトニングボルト!!」

　アップルの手から稲いな妻ずまの矢が飛来する。ドラゴンの巨体が痺しびれ上がった。

「動きが止まった……!?」

　メヌエットは危機がチャンスに変わったとみるや、驚おどろくべき冷静さで目の前で動きを止めたドラゴンの前脚にアサシンダガーを振り抜ぬいた。霊気の流れを感じ取り、そこに刃を滑すべり込ませる──ダガーが妖あやしく輝き、ドラゴンの前脚の腱けんを切り裂さいた。

「ギアアアアアアアアアアアアアアアッ!!」耳を聾ろうするような苦痛の叫び。

　火事場泥どろ棒ぼう的にダメージを与えながら、メヌエットが逃げ去る。

　ドラゴンの両眼が怒いかりで輝いた。

　レッドドラゴンが牙での攻撃を得意としない理由は、もうひとつある──牙よりも強力な武器を頭部に別に備えているからだ。

「グガアアアアアアアアアアアッッ!!」

　怒ど号ごうとともにレッドドラゴンの口が開かれ、真っ赤な超ちよう高熱ガスが噴き出された。

　ヒートブレス──近接攻撃の間合いから離はなれたと安心しているメヌエットとシャンドールにそれが襲いかかる！

　咄とつ嗟さにそれに対処したのは、クレールだった。

「恵めぐみを吸い出す力強き脈動よ、噴き上がる壁かべとなれ……ウォーターウォール！」

　エリーンブナを媒介アイテムとした魔術──メヌエットとシャンドールの足元から大量の水が噴き出して、周囲に広く飛び散った。

　水のフィルターによって高熱ブレスの威い力りよくが減退し、ノーダメージとはいかないながらもメヌエットとシャンドールは難を逃のがれた。

　的確な対処だったが……あれは相手の霊脈から次の行動を読んだなどではなくただの直感だろう。

「ぜえぜえ……強い！　けど戦えてますわ!!」

　メヌエットがそう手て応ごたえを口にする。……とはいえ尻尾と今のブレスだけで、最前線で格かく闘とうしているメヌエットはかなり霊気を削けずられている。

「メーちゃん！　森の方に誘おびき寄せよう!!」

　アップルが叫ぶと、メヌエットは仲間を一いつ切さい疑わずにそうした。

　レッドドラゴンは愚ぐ直ちよくにメヌエットを追いかけていく。

　ドラゴンは高い知性を有しているが、このレッドドラゴンは、とにかく獰猛なのだ。

　戦場が、頂上付近の岩肌ではなく、森の中に変わる。

「森だとさっきのブレスが来たら山火事になっちゃうんじゃないの!?」

　シャンドールが当然の疑問を投げかけるが……アップルは観察していたのだろう。

「あのブレスは高温だけど、ものを焼かないみたい。さっきのブレスを見てたけど、地面の雑草から燃焼は生じなかった」

　恐おそらくあのブレスには、空気を破は壊かいする性質があるのだ。

　外敵への強力な攻撃手段であっても、自らの生息環かん境きようを破壊しては意味がない。そのため進化の過程でレッドドラゴンのヒートブレスはそのような特性を獲かく得とくしたのだろう。

　アップルの観察眼とメヌエットの巧たくみな誘ゆう導どうにより、レッドドラゴンは森の中での窮きゆう屈くつな戦いを強しいられるようになった。

　手脚を振るい、尻尾をぶん回すたびに、木々がへし折れ倒とう壊かいする音が響ひびく。

　逆に活いき活きとしはじめるのは機き敏びんなメヌエットだ。木々の間を縫ぬうように駆け巡り、レッドドラゴンの近接攻撃を何も脅きよう威いと感じさせない。

　危険なタイミングにはアップルが稲妻の矢で動きを止めてくれる。

「やああああああああああっ!!」

　シャンドールの重たい一撃も、ドラゴンに着実にダメージを蓄ちく積せきさせていった。

「あとはあのブレスがまた来たら、クレール、さっきのをまたお願い！」

　アップルはクレールを信しん頼らいしてそう呼びかける。アップルがブナの木の力を解放しても『ウォーターカノン』が発動してしまう。この状じよう況きようで必要なのは、水を一点集中させて飛ばす水みず鉄でつ砲ぽうよりも、広こう範はん囲いをカバーできる水の防ぼう壁へきである。

　クレールも自信ありげに「うん！」と応じる。

　それはちょっとだけ危なっかしいな──ライルは最悪の場合どうなるかを予感して、クレールの方へと駆け寄った。今から動けば間に合うはずだ。

　レッドドラゴンが再び両目を輝かせた。エネルギーを腹部に溜ため込み終え、メヌエットがちょこまかと駆け回る方へと口を開く……！

　メヌエットといえども逃げ切ることが困難な、広範囲への高熱ブレス！

「クレール、来る！」タイミングを読み切ったアップルが合図する。

「任せて！　恵みを吸い出す力強き脈動よ、我が手より撃ち放て……あれっ!?」

　呪じゆ文もんを詠えい唱しようしながら、クレールが顔面から血の気を引かせた。

　今、使うべき魔術とは違ちがう魔術が発動しようとしている違い和わ感かんだった。

　しかしもう魔術は止められない。

　クレールの霊脈に、今までで一番というぐらいのノイズが乱れ走った。

「ウ、ウォーターカノン！」

「どうして水鉄砲!?」アップルが叫さけぶ。

　違う、そんなつもりじゃなかったのだ。クレールはそう言いたかったことだろう。

　……しかしクレールはもともとどう魔術を使い分けているのか、自分自身でもわかっていなかった。今までは、やってみたら上手うまくやれたに過ぎない。

　こいつの強さは理り屈くつではない。すなわち再現可能な確実性が……ない。

「グガアアアアアアアアアアアアアアッ!!」

　ドラゴンがメヌエットに向けてブレスを吹ふきかけた。

　クレールが叫んだ。「う、うああああああああああああっ！」

　叫びながら、全身の霊気を魔術に集中させる。

　水鉄砲では狭せまい範囲にしか作用しない。ならばエネルギーの絶対量を増やして、超大規模な水鉄砲を放てばいい。咄嗟にそう考えたのだ。

　ありったけの霊気をヤケクソ気味にブナの本質に注ぎ込む。

　……いや、恐らくあいつは本質など感じ取れていない。あいつの曇くもった目にはそんなものは映っていない。あいつは、結果しか求めていないのだから。

　……しかしあいつ、なんていう霊気の量!!　ライルはクレールへと駆け寄りながら、これから引き起こされるだろう魔術の規模に戦せん慄りつした。

　クレールの手から、水鉄砲とは到とう底てい呼べない水の奔ほん流りゆうが溢あふれ出た。

　それはほとんど津つ波なみが押し寄せたようなものだった。遮さえぎる木々を薙なぎ倒たおしながら、ドラゴンのブレスを丸ごと吞のみ込み──ドラゴンの巨体すらも吞み込んだ。

　ドラゴンは地面に四肢をふんばらせ、押し流されないよう耐えるので精せい一いつ杯ぱいとなった。

　そしてこのままだとメヌエットまでも──、

「メーちゃん！！！」クレールがその未来をはっきりと予感して絶ぜつ叫きようした。

「や、やだ！　やだやだやだ、止まって!!」

　すでに大量の霊気をブナの根に注ぎ込んでしまい、媒介は魔術現象を引き起こし続けている。霊気の供給を止めるのではなく、制せい御ぎよをしなければ止まらない。

　しかしクレールは、それが出来ないのだ。

　今まで適当に霊気を注いだら、なんとなく上手くいっていただけだから。

　何かの弾はずみで、容易たやすく破は滅めつする──それが恐らくあいつとジャンヌなのだ。

　暴力的な水流が、逃にげることも許さずメヌエットに襲いかかる。

「ふっ…………よくわからないけどクレールにやられるなら本ほん望もうですわ」

　何ニヒルに笑ってやがる、あいつ！　筋金入りかよ!?

「全力ウインドブラストぉおおおおっ!!」

　ライルはクレールに駆かけ寄りながら、蝶ちようの翅はねを握り締めて風の魔術を発動させた。

　水流の勢いにも負けぬほどの暴風がライルの手から撃うち放たれ、しかしそれは完かん璧ぺきに制御をされてメヌエットの周囲に渦うずを巻く。

　風が水流を押し返し、ねじ曲げ、かろうじてメヌエットから外れていった。

「先生!?」

「とっととそこから離れろ!!　シャルは隙すきをついてドラゴンを殺せ!!」

　メヌエットはその場から離れていって難を逃れた。

　ライルは風の魔術を打ち切り、ようやく水流を放ち続けている『水源』のクレールのそばにたどり着く。そうしながら、その手に解放者の大いなる鍵かぎ剣けん【アゾット】を発現させる。ライルに宿る魂たましいが具現化した切り札──その力は『霊気の開閉』。

「ラ、ライル様！　助け……」

　ああ、もちろん助けるさ。俺はおまえの先生だからな。

「閉ざせ──アゾット!!」

　助けを求める声を最後まで言わせぬうちに、アゾットを振るった。

　クレールの手ごとブナの樹皮に赤い刃やいばが刺ささる──それは物理的に刺さるというより、透とう明めいになったように内側にすり抜け、本質だけを貫つらぬいた。

　そのまま短たん剣けんを捻ひねる──ブナの内部を駆け巡めぐる霊気が、ガチャリ！と遮しや断だんされる。

　たったそれだけだ。

　ばちん！と、ブナから光と魔術現象が、一いつ瞬しゆんで途と絶だえた。

　同時にドラゴンの断末魔の悲鳴が響き渡わたる。ドラゴンが水流から自由になった瞬間の隙を狙ねらい澄すまし、シャンドールがとどめをさしたのだろう。

　クレールはへなへなとその場に尻しり餅もちをついた。

「どうして……私……使えていた魔術を…………」

　魔術の暴走。思えば彼女は神機も暴走させていた。

　神機を暴走させてしまっていたのは、彼女の信しん仰こう心が歪ゆがんでいたからだ。

　神に不信を抱いだきながらも、何かにすがりたい、頼たよりたいという依い存ぞん心が溢れ出て神機をメチャクチャに動作させていた。

　魔術を暴走させてしまっていた原因は……。

「強くなれた……どんどん強くなっていけるはずだったのに…………」

　クレールの瞳ひとみに涙なみだが膨ふくれあがり、ぽろりと頰ほおを伝ってこぼれ落ちた。

「おまえはさ……エリーンブナに対して『水の魔術の媒介になりそうかも』とは思っても、『どうしてエリーンブナがそういう性質を持っているのか』には好こう奇き心しんをまったく欠片かけらも抱かなかったんだな。自分の復ふく讐しゆうの助けになる、そういう結果だけしか見なかった」

　本質を感じ取れないというのはそういうことだ。

「エリーンブナがいったいどんな仕組みで他ほかの植物には真似まねできない勢いで地面から水を吸い上げるのか……おまえは心底興味を持たなかった。エリーンブナという存在を楽しもうとしなかった。……このエリーンブナがコルネ山に水を溜め込み、大地を潤うるおし、ロンデリウムに水源をもたらしておまえの命を支えてくれている張本人なのに……」

　クレールは何も言わない。表情から感情の色が失うせて真っ白になっていた。

「……強いとか強くない以前に、それって悲しいことだよな」




　　　　◇




　館やかたに帰ると、長老はみんなの山での特訓の成果を目に見える形で示してくれた。





クレール（英えい雄ゆう魂だましい……ジャンヌ・ダルク）　覚かく醒せい値……39




力……26　速さ……50　体力……45　霊気値……78　背徳値……90




スキル……【無む垢くなる天てん賦ぷＢ】【審眼（自らの天運の宿る人物・空間を見み抜ぬく）Ｂ】

　　　　　【猪ちよ突とつ盲もう信しん（自分に都合よく認にん識しきをねじ曲げる・魔ま術じゆつ暴走）Ｓ】

　　　　　【依存ブースト（依存心によって霊気の出力量が増減する）Ｓ】







メヌエット（英雄魂……ナポレオン）　覚醒値……35




力……19　速さ……55　体力……39　霊気値……40　背徳値……79




スキル……【不ふ屈くつＢ】【狡こう猾かつＡ】【機動戦術Ｂ】【不ふ眠みんの鍛たん錬れんＡ】【匂においフェチＳ】







シャンドール（英雄魂……アレキサンダー）　覚醒値……15




力……64　速さ……13　体力……42　霊気値……30　背徳値……43




スキル……【大器Ｂ】【武器錬金Ｄ】【豆とう腐ふメンタルＣ】【教え子精神（？？？）Ｂ】







アップル（英雄魂……ニュートン）　覚醒値……29




力……１　速さ……25　体力……30　霊気値……85　背徳値……29




スキル……【観察眼Ａ】【錬れん金きん術じゆつＣ】【破天考（？？？）Ａ】【博覧狂きよう気き（？？？）Ｄ】






　──ライルはクレールという生徒と『面談』をした。

「…………私に黒魔術を使う資格はないんでしょうか」

　初めて通されたクレールの私室は、殺風景で飾かざり気のない部屋だった。

　ライルは椅い子すに座り、クレールはベッドに腰こし掛かけている。

「今のままだとないと言わざるを得ないな。一いつ緒しよに戦う仲間が危なくて仕方がない」

「やっぱり私には……黒魔術の才能がない……」

　枯かれかけて萎しおれた花のように、クレールは項うな垂だれた。

　ライルは『突つき放している』と感じては欲しくなかった。

「俺はおまえに幸せになって欲しい」

「何ですか、それ……」クレールは暗い表情で俯うつむく。

「おまえの本名はエーディン・エリーン。かつて俺が殺そうとした標的だ」

　クレールの肩かたがぴくりと揺ゆれた。

「おまえはあのとき船に乗ってたんだな。エピ野や郎ろうに邪じや魔まされたせいで、生まれて初めて標的の死を確認できなかった仕事だ。考えてみりゃ当然だな。神を殺したなんて突とつ拍ぴよう子しもないことを信じるのは──その様子を実際に見ていた人間だけだ」

　一年前のガリアからの依い頼らい。それはとある日時にとある海路を通ってサクラカエルムへと向かう供く物もつ船を襲しゆう撃げきしろというものだった。

　供物船──その船にはとある国の未来を左右する姫ひめと供物が載のせられているという。

　姫の素す性じようなどは何も知らされていなかった。ライルも興味がなかった。

「……どうやってあの船から脱だつ出しゆつしたんだ？」

「あの船には私のために用意された脱出ボートがありました。ライル様たちが戦っていた甲かん板ぱんのちょうど真下にあったんです。エピメテウスが万が一もないように、と」

「あいつはそれを守りながら戦ってやがったんだな」

　あの神は自らの足元を魔術で保護しながら戦っていた。それは我が身を守るためではなかったのだ。

　しかし何だ、その念の入れようは……？　普ふ通つうの姫に対するあつかいではない。

「ライル様こそ、どうして気づいたのです？」

「ノーブルナイツのあのエミリアとかいうやつの言葉を聞いてピンときた」

　しかし奇き妙みようなのは、『クレール・フラムクラージュ』という偽ぎ名めいだ。

　ガリア風の名付けである。もしかしたら、それは偽名ではなく……。

「……おまえ、ガリア出身なのか？」

「はい。私はガリアの弱小貴族の出身です。しかし私はたまたま強い霊気と神好みの容姿を持って生まれました。そのせいでガリアの有力貴族は私を巡って争った」

　貴族の序列は、自らの一族からいかに評価の高い姫を神に捧ささげられるかで決まる。

　クレールは姫に求められるすべての才能を完璧に備えた逸いつ材ざいだったわけだ。

　殺し合ってでも奪うばい取る価値のあるものだ。

「あいつらは私を養子に迎むかえるために、妹以外の家族を皆みな殺ごろしにした！　パパとママの血で塗まみれた手を差し出しながら、『新しい家族になろう』なんてぬけぬけとほざいた!!」

　復讐の対象は──神ではなくガリアか。

「それで逃げました。貿易船に紛まぎれて密航し、エリーンに亡命した……」

「まだ幼かった頃ころだろう？　国外脱出なんてよく成功したな……」

「失敗して死んだって良かった！　でも、私はエリーンにたどり着いた。……エリーンは私の奪い合いが政争を招かないようにと、私を王家に迎え入れてくれた」

　エリーンには貴族同士で足を引っ張るような余よ裕ゆうがない。

　それにしても亡命者を王族として遇ぐうするとは、太っ腹とか懐ふところが大きいとかを通り越こして、プライドをかなぐり捨てたなりふり構わなさである。恥はじ知しらずとすら言えるだろう。

「そして十五歳の誕生日を迎えて、私は姫となり、供物船に乗せられ……」

「おまえの誕生日に出港する船を狙って、ガリアは殺し屋おれを差し向けた。……すまなかったな。エリーンが危機に陥おちいったのは俺があの船を沈しずめたせいだ」

「ライル様は依頼を受けただけです。依頼を出したのは……ガリアです」

「いや、俺はおまえを殺し、間接的にこの国を滅ほろぼそうとした実行犯だ」

　もしもあのとき自分が彼女を殺していたら……。そう思うと背筋がぞっとした。

「それに……船上で神──エピメテウスから聞きました。私ぐらいが捧げられたところで、エリーンの窮きゆう地ちは挽ばん回かいされない。黙示刻アポカリプスはすでにエリーンに決していると。しかもそれはガリアにも密ひそかに伝えられていたそうです」

　つまり殺し屋が傭やとわれたのは──ただの腹いせだ。

「エピメテウスはこうも言いました……私は『鍵かぎ』だと。自分のような下級神がゼウス様たちより先んじて鍵を手に入れられるとは何という幸運、と」

「鍵だと？　普通の姫ではないということか？」

「わかりません。ただ……あいつは私をモノとして見ていた……。あいつらにとっても私には、鍵とかいう、手前勝手な意味のわからない価値しかなかった……」

　クレールという美しい少女は、涙をぼろぼろこぼしながらぎりっと歯を鳴らした。

「許せませんでした……ガリアも、神も。どいつもこいつも、私という人格を顧かえりみず、私のことを好き勝手に弄もてあそび続けた……！」

　普通の信仰者ならば、いかに理り不ふ尽じんな運命でも『神の思おぼし召めし』としか思わないだろう。しかし英雄魂の宿主である彼女は、理不尽に気づいてしまった。

　──そのとき、彼女は『激しい抑よく圧あつ』を感じた。

「そんなときに、『神を殺す悪魔』に遭そう遇ぐうしたんです……！　私もその力が欲しいと思って当然じゃないですか！　魂を悪魔に売って、悪魔のような人間になって、ガリアを地じ獄ごくの炎ほのおで焼き尽つくしてやりたかった！　私を滅め茶ちや苦く茶ちやにしたやつらを、滅茶苦茶にし返してやりたかった……!!　私をバカにするなって後こう悔かいさせてやりたかった……!!」

　エリーンを救いたいというのは、ついでに過ぎない。その実態は──復讐計画。

「おまえの計画を知って賛同してくれているやつはどれだけいるんだ？」

「生き延びた私は義父のもとに身を寄せ、すべてを伝えました。義父は私に賛同し、『エーディンの双ふた子ごの妹も遅おくれてガリアから密航してきた』というシナリオを仕立て上げてくれました。双子の妹がガリアに残されているのは事実ですから……」

「味方は義父だけ、か。肝かん心じんの女王は何も知らないってわけだ」

「義父はサヴィルを説得し、学園で計画を進める私を補ほ佐さするように命じました」

　……しかしサヴィル・ロウは裏切っている。そうでなければあの山にいるはずのない魔ま獣じゆうがいたことの説明がつかない。

　なるほど、事態はすべて理解できた。

「……ライル様が邪じや悪あくな悪魔であって欲しかった。どうしてそんなに強いのに、そんなに優やさしいんですか。どうして……私に楽しめなどと言うのです……」

　この少女は、復讐以外のすべてから目を背そむけ、耳を塞ふさぐと心に決めてしまったのだ。

「黒魔術は復讐のための力じゃない。魔術は……世界を愛し、理解し、工夫を凝こらして、人生を明るいものに変える力なんだ」

　悪魔に魂を売って得られる力──それこそ神の奇き跡せきと同じぐらい都合の良いい幻げん想そうだ。

　しかしすべてに裏切られた少女は、何かを信しん仰こうせずにいられなかったのだろう。

「おまえがどんなに俺に身も心も捧げようとしたところで、俺はおまえの望むような力は与あたえられないよ。今のおまえは、根底的に間ま違ちがっている。おまえに黒魔術の才能がないとかそういう話じゃない、気持ちの深いところの問題なんだ」

「……私が間違っているかどうかなんて、あなたが決めることじゃありません」

『復讐のために生きる自分』という強固な自己定義に拘こう泥でいするように、クレールは抗あらがう。

「俺はおまえの教師だ」

「でも…………私を殺そうとした人じゃないですか」

　言葉は刃やいばのようにライルの心を深く抉えぐった。

「それでも生き延びたおまえに、ちゃんと幸せになって欲しいんだ。復讐はしたって構わない。だけど自分の人生を復讐の奴ど隷れいにしちゃいけない！　人を教師に任命しておいて、『私が間違っているかどうかなんて、あなたが決めることじゃありません』なんて勝手なこと言うなよ！　生徒と教師ってのはそんなにおまえに都合のいいものじゃない！」

　ライルは立ち上がって語気を強めた。クレールも、勢いよく立ち上がった。

「私は間違ってません！　……だって、私の中に宿っている彼女もそう言ってる!!　理不尽な運命に翻ほん弄ろうされたまま終わるなと！　許すなって!!」

　二人は復ふく讐しゆう心で結びついてしまい、お互たがいの負の感情を増ぞう幅ふくさせ合っている……。

　ライルもパラケルススとともに、噓うそや欺ぎ瞞まんを憎にくみ、真実への探究心を燃やしている。

　英えい雄ゆう魂だましいの宿主は、どうしたって英雄魂の影えい響きようを受けてしまう。

　それは呪のろいのようなものなのかもしれない。長老に至っては──未来を見届けなければならないという衝しよう動どうによって不老にさえされているのだ。

「だとしたら、おまえもジャンヌもまとめて間違っている!!　俺は、間違いや歪ゆがみというものを絶対に放ほうっておきはしない!!」

　ライルはジャンヌの言葉を思い出す。

『私は人としてのあらゆる楽しみを捨てます。女性であることも、愛も恋こいも捨て、男装をし……戦場の処女ラ・ピユセルとなって戦いましょう。私はこの国を守るためならば、我が身の何を捧げても惜おしくはありません──』

　それは気高い決意だが、彼女もやはり決定的に間違っている。

「悪魔じゃないなら放っておいてください！　私たちはすべてに裏切られて復讐しかないカラッポな人間なんです！　私にはどうせ、黒魔術の才能なんてない!!」

「違う!!　だっておまえは……復讐を忘れた瞬しゆん間かんは、いつだって楽しそうにしていたじゃないか。俺たちと一緒にいて楽しかった瞬間がなかったなんて絶対に言わせない！」

「!!」

「おまえは心を閉とざしているだけだ！　何も知らないうちから裏切りばかりを経験させられて、この世のすべてから目を閉ざそうと決意した。ジャンヌ・ダルクとやらだって大差はないだろう。知らないからそう簡単にすべてを捧げるなんて言えるんだ。おまえらには揃そろって目を背けているものがある！　知れば変わらずにいられないものがある!!」

「何だって言うんですか、それはっ!!」

「ラブコメだ!!」

　夕暮れの部屋に沈ちん黙もくが訪おとずれた。

「おまえが本当の意味で強くなるために必要なのは……デートだ!!　明日あしたは学園をサボるぞ。……俺がおまえらの本質を教えてやる！」




　　　　◇




　窓の外──摩ま天てん楼ろうより見下ろす夜景は宝石を散りばめたかのよう。

　窓の内には──宝石そのもの、この世の宝が溢あふれている。それらは人類に供く物もつとして、集めさせたものだ。そして生きた宝石……何人もの姫たちが傅かしずいている。

　神は美しいものを尊ぶ。

　ゆえに神の国サクラカエルムの首都──【トウキョウ】はこの世のものならぬ美に満ち満ちている。建物も中も、外も、美しさが突つき詰つめられている。

　神という実体が生きるためには、ただ二つのものがあればいい。

『美しさ』と『自らを褒ほめ称たたえる祈いのりの声』。

　その二つこそ、すなわち至上の『情報』。

　知識宇宙との接続を果たした知性にとって情報とはエネルギーだ。美しきものに囲まれ、賛美の声に包まれ……その陶とう酔すいをエネルギーに変へん換かんして、神は生きている。




　ゼウスという名を持つ神は、３、４メートルに及およぶ巨きよ体たいをとてつもなく巨大なソファに沈めながら闘とう技ぎ場を見下ろしていた。全身は白銀に輝かがやき、宇宙を思わせる漆しつ黒こくのマントをまとい、黄金の冠かんむりが輝いている。まさに神の中の王というべき威い厳げんが漂ただよっている。

　大理石のサイドテーブルには美しく盛られた果実と酒しゆ杯はいが置かれ、古代にメイド服と呼ばれた衣い装しように身を包む姫ひめたちが上等の葡ぶ萄どう酒をサーブしている。

　ゼウスはグラスを持ち上げ、ルビーを液体に溶とかしたような深しん紅くの水面が揺ゆれる様を、目で味わった──それだけで良い。

　闘技場では二人の姫が神機で武装し、【御ご前ぜん決けつ闘とう】を行っていた。

「あなたの自じ慢まんの姫も素す晴ばらしく美しい」

　ゼウスは隣となりのソファに座る神に、うっとりと語りかけた。

「あなたの姫も連戦連勝というだけあって……実に気高い戦いぶりだ」

　その神──オーディンという名を持つ神が答えた。

　ゼウスに比べて無骨な雰ふん囲い気きのある艶つやのないグレーの金属体。緑色の鍔つば広びろ帽ぼうを被かぶっている。四し肢しが細く、老人のような印象があるが、右手に凄すさまじい大おお槍やりを手にしている。

　ゲルマニア周辺地域を統治する地域神である。

「「だが勝つのは私の姫だろう」」──二柱の神は同時に声を揃えた。

　すべてに満たされているように見えるのに、飢うえたような声だった。

　そのとき眼下の決闘は大きな局面を迎えた。

　一人の姫が、相手の姫の左ひだり腕うでに刃をぶつける──左手斬ぎりに成功した。

　長い互ご角かくの戦いによって摩ま耗もうした霊気はその斬ざん撃げきを防げず、葡萄酒のごとき血ち飛沫しぶきをあげて左腕が宙を舞まった。戦いくさ乙おと女めがたまぎるような悲鳴をあげた。

　互角だった形勢がそこから一気に傾かたむいた。そのまま二の太刀たちで左ひだり脚あしが斬りとばされ、その姫は泣き叫さけびながら、這はうような姿勢で戦うことを強しいられる。

　そうなればもはや戦いではない。一方的な処しよ刑けいだ。次は右脚、右手……。

「おおっ……おお！」

　立て続けの血ち煙けむりと泣き声に、ゼウスとオーディンは興奮に腰こしを浮うかせる。

「「なんと美しい……」」両者ともに満ち足りたような声。

　美しさが破は壊かいされる瞬間──陰いん惨さん美。それこそが究極の美。

　彼女を知り、愛してきた神にとって、生々しき物語の終わり。

『情報』の極きわみであった。

　手足を失って転がりながら命いのち乞ごいの声を泣き叫ぶ美少女の、苦く悶もんの首が飛んだ。




「くくく、あの姫……エーディンが我われらの手に渡わたっていれば、オーディンなどの姫にひけをとることなどなかったものを、無念だ。この憤いきどおり、どうしてくれようか」

　無念、憤りと口にしつつ、ゼウスは不自然な笑えみを浮かべていた。

　この神は、怒いかりを楽しんでいた。怒りが生まれればそれを晴らすという目的が生まれる。目的を得ることで、彼の悠ゆう久きゆうの時間が輝き出すのである。

「蘇そ生せいに失敗したようです」傍かたわらに控ひかえるアポロンという名を持つ神が、そう報告した。

　……五体を分解された姫が、在りし日の美しさをそのままに蘇生に成功する確率は五分もない。しかし美しさをそのままに蘇生できないのなら、ゴミだ。

　居城に戻もどったゼウスは、彼の配下たるオリンポス神族と寵ちよう姫きたちを集めて宴うたげを催もよおしていた。

　寵姫たちは会話には参加せず、十二神の周囲で踊おどっている。彼女らは常に自らの美しさを示す動きとポーズを続け、価値ある情報を発し続けねばならない。

「エーディン・エリーンに生存の可能性はないのか？」ゼウスは他の神に問うた。

「乗船は沈ちん没ぼつしていますが、死体は確かく認にんできていません」

「海は穏おだやかでした。脱だつ出しゆつに成功している可能性はないとは言えません」

　総合的に考えれば、生存の可能性は少ない──が、ゼロではない。

「エーディンが死んだとして、宿っていた英雄魂が新たな肉体に転生し、美しき年とし頃ごろに育つまで十五年……待てぬ。さらにもしも十五年を待ったとして、万が一エーディンが生存していたらそのときエーディンは三十一歳……認められぬ」

　ゼウスは呻うめいた。それは美しさを無二の価値とする彼らにとって致ち命めい的てきなことだった。

「やはり生きているものと考えて、捜さがすしかあるまい」と、ゼウスは断じた。

「しかし我らは不必要に人間たちの前に姿を現すわけにはいかぬ身」

「あらゆる情報の中で最上位概がい念ねんと位置づけられている英雄魂は、知識宇宙において独立性を認められており、アニマスクリプトにおいても検けん索さくが不可能です。英雄魂にまつわる記述データはすべて隠いん蔽ぺいされてしまう……。教会では見つけ出せないでしょう」

「教会が見つけ出せないならば、エリーン当国に要求しても無む駄だかと思われます」

「エリーンの隣りん国ごくのガリアに、エリーンの調査を命じてはいかがでしょう。かの国の宰さい相しようフーシエはその能力に信用がおけます」

「フーシエ……女か？　どのような女だったか？」ゼウスが問いを挟はさんだ。

「有能ですが顔に火傷やけどを負った女です」

　ゼウスは即そく座ざに興味を失った。

「捜させろ。ただの英雄魂の宿主ではない。【母なるエロヒム】の再起動の鍵かぎとなる【聖女】の魂を宿した娘むすめだ。再起動のために必要な膨ぼう大だいなエネルギーは人間どもを使し役えきしていればいずれは事足りる。だが鍵は待っているだけでは手中に転がり込みはせぬ」

「我らの手によるエロヒムの再起動……それこそ我らが悲願……」

「最終戦争ハルマゲドンによって妨さまたげられた夢の続きを……」

「知識宇宙と一体となったエロヒムによって完全にシステム化された世界で……」

「我らはこの義体も捨て、永遠の甘い虚きよ無むに魂を委ゆだねる……」

「ゼウス様……」神の一柱が、玉座ににじり寄った。

「私に人間どもの国家に降臨しフーシエと接せつ触しよくするご許可を」

「何故なぜだ？　我らはみだりに人の前に姿を現してはならん。降臨するときは、確かな理由と根こん拠きよのあるときのみだ」

「確かな理由も根拠もあります。……エーディンを船で連れて帰ろうとし……帰き還かんせずにいるエピメテウスは我が愚ぐ弟ていです。やつが事切れる寸前に発した信号を、私は受け取っております。あの船に何が起こり沈没したか……私はすべて知っております」

　神々に驚おどろきと動どう揺ようがさざ波のごとく走った。

「エピメテウスはやはり死んだというのか！　プロメテウス、何故その興味の惹ひかれる、美味なる情報を皆みなに共有せずにおった！　そして一柱で単独で動こうとは!?」

「聖女を見つけ出した者が、聖女を寵姫に迎むかえる……そういうことになっているのだから情報を共有するわけにはいきますまい。私が見つけて連れ帰り、聖女を私のものといたします。愚弟の雪せつ辱じよくを果たすのは兄の務め、愚弟の遺産を継つぐのも兄の権利……」

　──ゼウスもまたエーディンを自らの寵姫としたいと望んでいるのは明らかであった。

　しかしプロメテウスの言葉にはゼウスも文句を言えぬだけの理が通っていた。

「何よりも優先されるべきは他ほかの神族ではなく我らオリンポス神族が聖女を手中に収めること。どうか寛かん大だいなる裁可を賜たまわりください」

　駄だ目め押おしのごとくプロメテウスは理を重ねた。一分の隙すきもない論理を示されれば、そこにも美しさを見み出いださずにはいられぬのが神であった。

　ゼウスは聖女を我が物にできぬ悔くやしさと怒りに巌いわおのような巨体を震ふるえさせながらも、

「くっ……くくくっ！」と恍こう惚こつに染まった笑いを漏もらした。

　もしもこの光景を見る人間があったなら、これほど意味不明な笑みもなかっただろう。

「いいだろうプロメテウス！　貴様の図ずう々ずうしい申し出を認めてやろう！　人の野に降臨するがよい!!　だが万が一にも失敗は許さぬ！　……弟神のごとき失態を晒さらすことなく三聖女の一人を必ず我らのもとに連れ帰ってくるのだ!!」








六章　英雄ジヤンヌの陰いん影えい









　デートとは古代社会において、人生でもっとも楽しいとされていたイベントである。

　彼らの最大の関心事である恋れん愛あいは、いつだってデートをキッカケに大きく揺れ動いていた。まさに人生のターニングポイントであった。

　そしてもちろん疑いの余地なく、とてつもなく楽しいものだったに違ちがいない。

　不幸にして今のこの世の人類はそれを誰だれも知らない。




「つまりこういうことだ。デートをする。未いまだかつてない人生の楽しみを知る。心がフルオープンのウッキウキ状態になる。世界のすべてがキラキラと輝き出す。本質がちゃんと見えるようになる。黒くろ魔ま術じゆつを暴走させなくなる。英えい雄ゆう魂だましいも覚かく醒せいする。強い」

「……遊びで強くなれるなんてあるわけないじゃないですか」

「おまえは信しん仰こう者として育ったせいで全力で馬ば鹿かみたいに遊ぶということを知らない。そのくせ人生に絶望しやがって。……だいたい何だ、その服は」

　学園をサボってデートに行くのだから制服というわけにはいかない。私服を着てくれとライルは要求したのだが……。

「そんなこと言われても、私、これしかもっていません」

　一いつ切さいの染色がされていない生き成なりの長なが袖そで、長ズボン。まさに無個性の極地。

【修練服】──教会が信仰者たちに推すい奨しようしている衣服である。

「パンツはクマさんだったくせに」

「こ、子供のころ好きだっただけですっ！　だから……パンツにこっそりと……」

「別にクマさん好きでも堂々としてりゃいいじゃないか」

「良くないです。この年にもなってみっともないです」

　人生を楽しむことが罪悪であるかのように、クレールはつまらぬことを言う。

「よし、まずはかわいい格好に変身しに行くぞ！」
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　闇やみギルドというものがある。長い時間をかけて烙らく印いんの痛みを克こく服ふくし、処刑されるギリギリまで背徳行こう為いをしまくるという向こう見ずな貧びん乏ぼう人たちの集まりである。

　大きな商業ギルドほど、実はかつては……というパターンが多い。

　長老は世界中の闇ギルドにコネクションがあり、ライルはロンデリウムの闇ギルドについて事細かに教えてもらっていた。

　……というわけで、ライルとクレールは朝っぱらからロンデリウムのギルド街にぶらぶらとやってきた。裏路地へと入っていき、目当ての服ふく飾しよく工こう房ぼうを見つけ出す。

　通常、服飾工房といえば主な売り物は修練服など信仰者向けの地味～な服だが……ここはそうではないやや背徳的な服も密ひそかに扱あつかっている闇ギルドだ。

　店内に入ってすぐに、ライルは店主のオヤジに仕事人の渋しぶい声色で名乗った。

「ブラッディリーグの『神殺しのライル』だ」

「……あなたが!?」

　後ろ暗い商売をしている人間ならばライルの名を知らぬものはない。

「金はある。一番刺し激げき的なやつを頼たのむ」

「どうぞこちらの売り場へ！　試着室はあちらですので、どうぞご自由に!!」

　オヤジはカーテンで仕切りが作られた工房の奥に、せかせかと案内した。

　そこは、婚こん前ぜんの信仰者が着るはずもない華はなやかな色しき彩さいに溢あふれていた。

「よし制服を脱ぬぐと途と端たんに地味っ子なクレールをかわいく着せ替かえのコーナー!!」

「じ、地味っ子!?　……だいたい私は異性を誘ゆう惑わくするような格好をして喜ぶようなはしたない女ではないです！　地味ではなく貞てい淑しゆくなのです!!」

「さんざん俺を誘惑して困らせていた女の言うことか」

「えっ!?　私、ライル様を誘惑なんてしてませんよ！　何言ってるんですか！」

「……誘惑だと認識すらしてないのかよ……タチが悪すぎる……。まあいいや。よし、まずはこれを試着してみよう！」

　ライルは売り場から適当に服を手に取って彼女に押しつけた。

　たまさか手に取ったそれは、一着ではなくいくつかのアイテムで構成されたセット商品だった。頭にウサギの耳バンド、愛らしい首もとのリボン、きゅっと腰こしをしめつけるようなレオタード、編み目状のストッキング。

「バニーガールセットでございます」と、隅すみっこでオヤジが言った。

　何がなんだかよくわからんがとても良さそうであった。

　思考停止状態になっているクレールを、試着室へとぐいぐいと押し込む。

「ふにゃあああああああ!?」カーテンが閉まると、中から悲鳴があがった。

「着るまで出ちゃだめだぞ！」

「そ、そんな……こ、こんな格好おかしいですよ、ライル様!?」

　やがてカーテンが恐おそる恐ると開き、縮こまったクレールが姿を現した。

「…………イイ！」ライルは快かい哉さいの声をあげた。

　長い耳がふりふりと揺ゆれる様が愛らしい。身体からだのラインを露あらわにしつつきゅっと引き締しめるハイレグレオタード。そこから伸のびるすらっとした網あみタイツの脚あしが美しい。

　ライルが「ちょっと後ろを向いてくれ」とリクエストすると、クレールはくるっと回ってくれた。ぷりっとしたお尻しりにまるいウサギの尻尾しつぽがついているのもまた愛らしい。

「異性を誘惑する意図しか感じられないデザインがひどく恥はずかしいです……」

「クレールのむちむちした下半身に良く似合う」

「な、なんてことをっ！」

「よし、もっとかわいくなるような服を探すぞ！　次はこれなんかどうだ!?」

　ライルはその場で適当なセットを再び手に取り、クレールに押しつけた。

「ボンテージクイーンセットでございます」と、オヤジが如じよ才さいなく教えてくれる。

　クレールは再び試着室に押し込まれ、「ふにゃああああああ!?」と悲鳴をあげた。

　ボンテージクイーンは女の子の肌はだの魅み力りよく的なプニプニ感を黒い革かわの帯でむにゅっと圧あつ迫ぱくした、エロスのド直球のようなコスチュームだった。

「清せい楚そなクレールとのギャップが、背徳に堕おちた聖女って感じでいい」

「い、いい加減にしてください！　ライル様は私にこんな格好で外を出歩かせて哀あわれとは感じないのですかっ！」

　──実のところ、これらの商品は夫ふう婦ふの営みに刺激をもたらすためのいわゆる『プレイ衣い装しよう』であった。闇の服ふく飾しよくギルドにおける密かな主力商品であるという。

「もっと普ふ通つうの服を要求します！　とりあえずセットものはやめてください!!」

　──それから、ライルとクレールは二人で真しん剣けんにアイテムを吟ぎん味みしていった。

「完成！　できたぞ、俺の究極の改造クレール一号が!!」

　クレールは満まん更ざらでもなさそうに、鏡の前でくるっと回った。ふんわりとしたドレープの可愛かわいらしい柄がら入りワンピース。そこに一枚上着を羽織ってアクセントをつけ、足あし下もとはちょっとゴツめのブーツで締めている。ちょんと頭に載のせた帽ぼう子しも新しん鮮せんだ。

「こういう格好は嫌いやか？」

「…………嫌では……ないです」

　そのとき、クレールの霊脈にノイズが走った。あの感覚がくる、そう予感する。

　……ジャンヌ・ダルクのありし日の風景が、ライルの脳のう裏りを駆かけ巡めぐった。




　──圧あつ迫ぱく感かんに満ちた異い端たん審しん問もんの風景だった。

「我われらが主の仰おおせられた言葉に、以下の一節がある。『女は男の着物を身に着けてはならない。男は女の着物を着てはならない』……貴女あなたはこうした教えがあることを知っていながら、女性に相応ふさわしい貞てい潔けつを忘れ、下げ卑びた男装で戦場を駆けた。申し開きはあるかね？」

　司教が厳しい口調で問い詰つめるが、少女は怯ひるむことなく応じた。

「些さ細さいなことです。男たちがやるべき役割を、私が果たさねばならなくなった。より優先されるべき使命が天よりくだされたため、剣けんをとり女を捨てただけのことです」

「貴女は永遠の乙女おとめを名乗った。女を捨てたなら、詐さ称しようの罪となるのではないか」

「女を捨てて男装をしたからこそ、永遠に乙女に留とどまることができたのです。男装していなければ乙女でいられぬ事情が、戦場においてもこの牢ろう獄ごくにおいてもありました。……なぜ私の監かん視しに、修道女ではなくイングランド兵の男たちがついているのです？」

「……今の発言は記録を取るな」

　司教コーションは傍かたわらの書記官に囁ささやいてから、続けた。

「些細なことかどうかは貴女が決めることではない。貴女は傲ごう慢まんにも天の使命を受けたと自じ称しようし、神の教えの唯ゆい一いつの指導者たる地上の教会を侮ぶ辱じよくしている」

「ポワティエでの審理の調書をご参照ください。私の行いは異端ではないとかつてすでに判決が下っています。教会の下す判決が時と場所でコロコロと変わって、どうして神の教えの指導者を名乗れるでしょう。あらゆる光があなたにだけに注がれるわけではない。あなたの背後にあるものは神ではなく政治です」

　司教コーションは言葉に詰まった。書記官の手は止まっている。

　ルーアン城の貴き賓ひん室がどよめく。この場に立ち会っている人々はみな知っていた──弁護士さえあてがわれなかったこの少女が、読み書きすら出来ぬ田舎いなか娘むすめであることを。

　にもかかわらず当とう意い即そく妙みようの弁明には、真の知性が宿っている。

　別の聖職者が、打って変わって穏おだやかな声で問いを挟はさんだ。

「ならばジャンヌ……もしもきみに果たすべき役割がなかったなら、ありのままの貴女は、神の教えに逆らうことなく女性として、女性らしい身格好を選んでいたかね」

「…………はい。ありのままの私は……女性らしさを拒こばむものではありません」

　そのとき少女の凜りん然ぜんとした表情に、微かすかな喪そう失しつ感かんが覗のぞいた──。




　──幻げん視ししたジャンヌの風景は瞬またたく間に飛び去っていった。

　……ライルの目の前にクレールが立っている。その表情は法ほう廷ていに立つジャンヌとは真逆だった。見慣れぬ自分の姿に、頰ほおをうっすらと朱しゆに染めて陶とう然ぜんとしている。

「この世に神など必要ない。ここに至高の天使がいる……というぐらいかわいい」

　ライルが心からそう賛辞を送ると、クレールは思わずというふうに笑えみをこぼした。

「ラ、ライル様がそんなにかわいいって言ってくれるなんて……えへへっ♪」

「かわいい！　おまえはかわいいぞ!!　完かん璧ぺきにかわいい!!」

「……えへへへへっ♪　そ、そんなことバカみたいに連呼しないでくださいよう♪」

　クレールは見事に調子に乗って、鏡の前でニマニマくねくねした。

「オヤジ！　この至高の天使を生み出した衣ころもの値段はいくらだ！」

　ライルは言い値を叩たたきつけて、クレールの手を引いて店を出た。




「だがデートはまだまだこれからが本番だ！」

　ライルはそう言いつつ……クレールの腕うでに自らの腕を絡からませ、傍そばに引き寄せた。

「あっ、……ライル様の方からスキンシップ……」

「デ、デートってのはこうするものなんだ」

「ふふふっ、ライル様、顔が赤いですよ」

「今のおまえは……いつもよりさらにかわいいからな」

「……えへへっ」と、クレールは嬉うれしそうにライルの腕に密着した。
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　ライルは昼食に肉屋組合の工房へとクレールを連れてきた。

「ここのオヤジは密かに『乾かん燥そう熟成』という凄すさまじい技術を編み出したらしい」

「カンソージュクセイ？」

「肉は放置すると柔やわらかく味わいが深くなる。だが放置し続けていると次し第だいに腐ふ敗はいしていく。そこで腐敗しづらい環かん境きようを整え、腐敗しないギリギリまで味わいを熟成させるという綱つな渡わたりの芸当をここのオヤジは編み出したのだ!!　その熟成期間なんと六十日!!」

「お、お腹なかを壊こわして死なないでしょうか、それは……」

　信しん仰こう者たちは、動物の死体を自らの身近に置いたままにするのを嫌きらう。

　彼らからすれば、熟成とはアブノーマルな変態行こう為いだった。

「……たまたま売れ残りの肉がもったいなくて食べたら美味うまくなってただけですよ」

　二人の声が聞こえたのか、工房の扉とびらが開いてそのオヤジが顔を出した。

「どんなに美味おいしくたって貴族様にお出しするわけにはいかないから、闇やみギルドの仲間うちでこっそり楽しんでるんでさ。長老さんから話は伺うかがってます。どうぞ中へ」

　ライルたちは商店の中に入った。店内の片かた隅すみにテーブルが置かれている。

　テーブルの上に、炭が満まん載さいされたツボがドンと載せられた。炭は真っ赤に熱されており、ツボの上口部に網がかけられている。この網の上で焼くスタイルらしい。

　真っ黒く変色した塊かたまり肉にくが運ばれてくると、クレールは怯おびえた。

「ラ、ライル様！　ここここ、これはやはり危険では!?　死にますよ!!」

「大だい丈じよう夫ぶだ！　見ろ、変色しているのは外側だけだ!!」

　オヤジが塊肉を目の前で切り分けると、濃のう縮しゆくされたような赤さが現れた。それを手早く網の上に載せていく。肉の脂あぶらが炭に滴したたり落ち、えもいわれぬ芳ほう香こうが立ち上った。

「ラ、ライル様、人を堕だ落らくさせる匂においが!!　死ぬのでは!?」

「うるせえ、食え!!」ライルはクレールの口に頃ころ合あいに焼けた肉をぶち込んだ。

「あ、あわわわわ……」クレールは恐きよう慌こうに陥おちいって震ふるえた。

　もしかしたら本当にショック死するのではないかとライルは不安になった。

　しかしすぐに、彼女は肉を自ら取って猛もう然ぜんと貪むさぼり始めた。

「こ、こんな背徳的な味……美味しいです！　おかわり!!」

「むう……脂が甘い！　赤身も柔らかく口の中でおのずとほぐれ……そこから凝ぎよう縮しゆくされた旨うまみがぐわっと広がる!!　シンプルな塩味でこそ、それが引き立つ!!」

「よくわからないけど美味しい！　美味しいです!!　おかわり!!　おかわり!!」

　ライルは美味しいものを余計な御ご託たくを並べながら食べるタイプだった。

　クレールは『おかわり』としかしゃべれない知性と化した。

　そのときクレールの霊気の流れにノイズが走り、ライルはまたも異なる風景を幻視した。




「はぐはぐむしゃむしゃっ！　もぐっ!!」

　──食しよく卓たくの風景だった。パンの大皿トランシヨワールに載せられた巨きよ大だいな肉につ塊かいに、兵士たちがナイフを片手に殺さつ到とうし、奪うばい合うように削けずって手づかみで食べる。荒あら々あらしい無む秩ちつ序じよに、男装した少女も交じっていた。彼女は一歩たりとも退ひくことがない。

「どいてくださいおどきなさい!!　それは私の肉です!!　うおおおおっ!!」

「聖女様も良くお食べになりますな!!」

　戦友に対する気安さで、大男の兵士が少女に声をかける。

　神の天てん啓けいを得たとされる聖女は、自らの軍が略りやく奪だつをすることを一いつ切さい許さなかった。

　公正な手段で得られた食料は、他ほかの兵たちとともに争い合うようにして貪り食べた。

　彼女には気高さと親しみやすさが同居しており、その微笑ほほえましい存在感が寄せ集めの荒あらくれ者たちに奇き妙みような調和をもたらしていた。それが『フランス』を救ったのである。

「いつ飢き饉きんがあるかわかりませんから、食べられるときに食べるのです！」

　もとは農家の娘だった聖女は、目を輝かがやかせて応じる。

「そして次の戦いに備えておかなければなりません！　むしゃむしゃもぐもぐっ！」

　そして兵ひよう糧ろうが不足するようなことがあると、彼女は誰だれよりも小食になるのである──。




「ライル様、ぼーっとしてどうしたんですか。もう満腹なら私がいただきます！」

　網あみのライル側に置かれていた肉に、クレールがひょいとフォークを伸のばし、返事も待たずにかっさらった。ライルは「ああっ」と悲鳴をあげた。

「その肉は俺が育ててたんだぞ！　完璧な焼き加減になるように!!」

「はぐはぐもぐもぐっ。何言ってるんですか、ぼーっとしてるから焦こげてましたよ」

「ちくしょうジャンヌの野や郎ろう!!」




「……おまえ、とんでもない量を食べたな。俺より食ってただろ」

「……あのお肉は人の知能レベルを下げると思います」

「よし、次は遊びに行くぞ!!　背徳者の遊びだ！」

「遊ぶ……!?　もう子供ではない年頃の二人が一体何をして遊ぶというのですか。非生産的な……。ライル様は子供ですか？」

　二人は再び腕を組んで歩き出す。

　その拍ひよう子しに、クレールは「ウッ！」とあまりかわいくない声を発した。

「くっついたらお腹が圧あつ迫ぱくされました!!」

「食べ過ぎだ！」




　　　　◇




　ライルたちは闇ギルドの人々が集まって遊ぶという【運動場】に足を運んだ。

　信仰者たるもの、体力の続く限り労働生産に励はげまねばならない。

　しかし闇ギルドの人間は、こうした運動場で生産性ゼロの運動に興じたり、その勝敗を巡めぐって賭と博ばくをしたりしているのである。

「二人で遊べる競技といえば最近の流行はやりは【テニス】だな。このラケットを使ってボールを相手に向けて打ち合う遊びだ。こんなふうに……」

　ライルはネットを挟んで所在なげにしているクレールへと軽くボールを打ち込んだ。クレールは「あわわっ」と慌あわてながらもそれをラケットで打ち返してくる。

「お、なかなか上手うまいじゃないか。いきなりちゃんと返せるなんて筋がいいぞ」

　最初のうちはラリーが続くだけで楽しいものだ。経験者のライルは初心者のクレールに気を遣つかった打球を送り込む。クレールは「よっ」「はっ」とリズムの良いい動きを見せた。

「でもこれって勝負ってことは、相手が打ち返せないように、ここぞってところで強く球を打つ必要がありますよね。……こんな感じですかっ！」

　ビュッ!!と凄まじい風切り音がして、完全に油断しきったライルの足元にエグい角度で打球が襲おそいかかった。ライルは打ち返すことが出来ず、ボールがバウンドする。

「は……？」ライルは思わず啞あ然ぜんとした。

「今の私の得点ですよねっ！」クレールが表情を輝かせて拳こぶしを握にぎり締しめる。

「お、おまえ……メチャクチャ飲み込み早いな!?」

「ふふふ……私は何でもやってみればやれるのですっ!!」

　そういえば忘れていた──こいつにはそういう胡う散さん臭くさい才能があったのだ。

「……このやろー。前々からおまえのその理り不ふ尽じんな天才っぷり気に食わなかったんだ！　努力と論理とで生意気なその鼻をへし折ってやる!!」

　ライルは手加減をかなぐり捨ててサーブを放った。

　軽かろやかに打ち返すクレールの姿に、ライルはまたも異なる風景を幻視した──。




「槍やりも、馬術も、これまで学んだことなどありません。当然ではないですか」

　──少女の返答に、青年貴族はおののいた。

「そんなことがあり得るものか！　猛将ラ・イールと先せん陣じんを争うほどの馬術など短期間に身につくものではない！　戦場で指示したカルバリン砲ほうの設置も完璧なものだった!!」

「それが出来なければ私は役目を果たせなかった。だから学んだことなどなかったけれどやってみた、そうしたらやれた。ただそれだけのことです、アランソン公」

「馬ば鹿かな……そのようなこと、道理ではない……」

「道理で説明できないのであれば……これは神の御ご意志なのでしょう」

　少女は常にそう答える──それが周囲の人々を結束させている。

　だけど次第にそんな自分に不安と違い和わ感かんを抱いだくようになっていた。

　自身に向けられる際限なき名声、結束の域を超こえて熱ねつ狂きようする人々、あらゆるすべてが、もはや自分で制せい御ぎよできぬほどに膨ふくれあがっていっている。

　そのうち取り返しのつかない事態に陥るかもしれない……そんな漠ばくたる不安。

　一度、どこかで転ぶべきだったのだろう。しかし不幸にも少女を負かす存在はしばらく現れなかった。本当に取り返しがつかなくなるそのときまで──。




「いいぞいいぞー！　頑がん張ばれクレールちゃん!!　ブヒー！」

「ブヒー！　俺はクレールちゃんに全財産賭かけるぞー!!」

　クレールは瞬またたく間に運動場に集つどう人々の人気者になった。ライルが経験者としての意地と根こん性じようでクレールからポイントを奪うと、人々の悲鳴と怒ど号ごうが響ひびき渡わたる。

「ま、また負けた！　うぬぬ……ライル様、もうひと勝負です!!」

　全身を汗あせだくにしてクレールがラケットを構える。

「も、もういいだろう、これぐらいにしておこうぜ」

　ライルも汗だくである。まさかこんなガチ勝負になるとは思わなかった。

　だが……ジャンヌという稀き代たいの天才に挫ざ折せつを味わわせてやった！

「そんな……勝ち逃にげなんて許しませんよ!!」

「おまえやる前は『そんな非生産的なことをするなんて子供ですか』とか馬鹿にしてたじゃねーか!!」




　　　　◇




　運動場を出る頃には夕日が沈しずみかけていた。

　帰り道を歩きながらライルは問いかけた。

「今日は楽しかっただろ？　素す直なおに答えろよ。俺に噓うそは通じないからな」

　噓を憎にくみ、本質を見通す──それがライルと、ライルに宿るパラケルススのパーソナリティーである。しかしそれを抜ぬきにしても、今日一日のクレールの表情を見ていれば一いち目もく瞭りよう然ぜんだっただろう。彼女はあまりにも無む邪じや気きだった。

　自分は復ふく讐しゆうのためにすべてを捨てた──なんて自己規定はすべて忘れていたはずだ。

「……何もかもに裏切られ、見放されたと思っていました」

　クレールがぽつりと声を漏もらした。「何もかもに裏切られ、見放されたような人間でも……こんなに楽しく過ごすことが出来るなんて」

「おまえは思い込みが激しすぎるんだよ」

「……ライル様は、私を裏切らないんですよね？」

　クレールはぴたりと足を止めて、すがるような目をライルに向けた。

「だったら私は……これからはライル様を信じて生きていけば……」

「裏切るよ」ライルはぴしゃりと答えた。

「俺だっておまえを裏切ることはきっとあるよ。俺には俺の意思と価値観があるんだ。何から何までおまえにとって都合のいいことばかりするわけじゃない。俺が楽しいと思ってやらせたことをおまえがつまらないって期待外れに感じることだってきっとあるさ。それはひどいことじゃない、当たり前のことだ」

　クレールの表情が行き場を失ったように、真っ白になった。

　その表情に魂たましいを吹ふき込もうとするように、力強く声を吐はき出した。

「自分以外の何かに依い存ぞんしてるやつは利用されたって裏切られたって文句は言えねーんだよ!!」

　クレールはしばらく言葉を咀そ嚼しやくしてから、ライルをキッと睨にらんだ。

「……私に怒おこる権利はないとでも言うんですか！」

「無む垢くで素直なおまえをそんな風に育て上げたおまえの周辺環かん境きようはクソだ。おまえは怒いかりと復讐に身を任せて依存するより前に、やるべきことがある」

「怒りや復讐に依存……それよりも前にやるべきこと……？」

　メヌエットやアップルやシャンドールに出来ていて、彼女に出来ていないこと。

「自己を確立させるんだ、クレール。信しん仰こうに従うわけでもない。復讐に染まるわけでもない。俺の言う通りに生きれば楽しいなんてお花畑なことを考えるべきでもない」

　再びクレールの霊脈にノイズが走った。ライルの言葉に、クレールに宿る英えい雄ゆうが反応する。そして彼女の人生が、ライルに幻げん視しされる──。




　──捕とらえられた少女は、獄ごく中ちゆうで自らの戦いを振ふり返っていた。

　歯車が狂くるい始めたのはいつからだっただろう。オルレアンの包囲を破り、敵てき陣じんを突とつ破ぱしてシャルル王太子をランスで戴たい冠かんさせるまではすべてが上手くいっていた。

　不協和音が響き始めたのは、それからだ。

　カツンカツンと、獄中に足音が響く。

　現れたのはジャンヌを捕ほ縛ばくした領主ジャン・ド・リュクサンブールであった。

「シャルル七世はおまえの身みの代しろ金きんを払はらわないそうだ。おまえを見捨てるということだよ」

　不協和音の理由がまったくわからなかった。

「何故なぜと思うか？　フランスの王は制御不可能なほどに膨れあがったおまえの名声が邪じや魔まになったのだ！　おまえが救いたいと願ったフランスは、おまえが考えるほど単純な国家ではない。シャルル七世も各地を任せている諸しよ侯こうの上に立っているに過ぎないのだ」

「私が諸侯と手を組んで王を陥おとしいれようなど、あるはずが……！」

「おまえはイングランドに身代金で買い取られ、異い端たん審しん問もんにかけられることとなる」

「神の教えに背そむくことは何一つしていません」

「関係ないさ。異端審問に立つ聖職者は、全員が親イングランドの人間だ。公平な裁判など望むべくもない。司教コーションはくそったれな政治家だよ」

　不協和音の理由がまったくわからなかった。

「何故と思うか？　教会にとってもおまえは邪魔なのだ！　おまえはすべてに裏切られたんだよ。誰だれよりも強く、優やさしく、野心のない人間など、誰にとっても不都合だ。そんな『異常者』は、人の世におまえ一人しかいないのだからな」

　一方的にそれだけ告げて、ジャンは背中を向けた。「……バカで哀あわれな娘むすめだ」そう吐き捨てて、硬かたい足音とともにその背中が闇やみに消えていく。

【知識宇宙】は記き憶おくしている──騎き士しジャン・ド・リュクサンブールはジャンヌの身み柄がらが敵方であるフランスの下もとに還かえるよう力を尽つくし、そのことごとくを妨ぼう害がいされたことを。

「もしも私が神の御意志とともにないのなら……」

　少女は悄しよう然ぜんと呟つぶやいた。「私は……一体何者なのでしょう……」




　ライルの目の前で、クレールとジャンヌ・ダルクの幻げん像ぞうが重なりあった。

　クレールの中に眠ねむり、怒りと復讐の念ばかりを増ぞう幅ふくさせていた偉い大だいなるもの。

　だけどそいつが本当にそんなろくでもないものであるはずがない。

「私は……私がわかりません」──二人が声を重ね合わせたかのようだった。

「おまえは……何も知らない無垢な女の子のくせにやたらと有能で、そのくせ自分自身の凄すごさに無自覚だからいいように利用される……お調子者の馬鹿な天才だよ」

　そう、自分の能力を自分自身の言葉で説明できないだけの、ただの天才だった。

　ライルは知った。ジャンヌ・ダルクにはフランスという国を救うだけの能力があったが、フランスを救いたいという願いは、神の声によって果たされるべきことではなかった。

　フランスを自らの手で導くという『意志』によって果たされるべきことだった。

　純じゆん粋すい無垢な優しさと強さは、利用し尽くされて最後には捨てられる。

　人の世にあってそれは当然の結末だろう。

　だけど同時に人々は少女の善性を愛さずにいられない。

　この少女を称たたえる声にはいつだって……胸を引き裂さくような罪悪感が伴ともなっている。

「おまえらは天の意思でも復讐でもない、自分の戦いを自分で見つけ出すべきなんだ」

「そんなの……どうすればいいのかわからないですよ……」

「だから教師おれがいるんだろ。俺がおまえだけの戦いを見つけ出す手伝いをしてやる。色々未知な体験を味わわせて、おまえの心の霞かすみを晴らしてやる」

「一いつ緒しよに……そばにいてくれるんですか？」

「当たり前だろ。依存するなって言ってるだけだ。俺はおまえが好きだ。おまえが何を経験して、何を好きになって何を嫌きらうのか……俺はおまえの魂の形が知りたい」

　すんなりとそう口にしてから、ライルは慌あわてて言いつくろった。

「す、好きって言っても変な意味じゃねーぞ！　勘かん違ちがいするなよ！」

「魂の形……。この人もきっとそれを知らないまま英雄としての人生を終えた……。彼女も、今日一日、楽しかったって感じてる……」

　彼女の霊気が、何か強い存在感と一体化して膨れあがった。

　ジャンヌ・ダルクの魂が、活性化している。

　彼女は今、泣いている。その気配がライルに伝わってくる。

　自分を捨ててひたむきに奔ほん走そうした一いつ瞬しゆんの烈れつ火か──おまえはそれで満足だったのか？

　何の因果かクレールに宿ったのなら、もっと他ほかの生き方を見てみたくはないか？

「顕けん現げんせよ──解放者の大いなる鍵かぎ剣けん【アゾット】!!」

　ライルの右手に深しん紅くの短たん剣けんが生み出され、その刀身が燃えるように輝かがやく。

　ライルは赤い刃やいばをクレールの左胸に突つき立てた。

　それは刺ささるというより、吸い込まれるように、物理ではなく魂まで届いた。

　ライルは鍵剣をひねった──まさしく鍵を開くがごとく。

「本質を解放しろ──アゾット!!」

　炎ほのおがクレールの胸から溢あふれ出て、二人の視界のすべてを眩まばゆく埋うめ尽くした。

　眩い一瞬──ライルは、世界すべてに感謝と呪のろいの言葉を同時に叫さけびながら燃えていく女性の姿を再び幻視した。

　その執しゆう念ねんが解放されて、クレールの胸から溢れ出た。それはあたり一面に広がっていき、視界をくらます閃せん光こうとなった。

　光の粒りゆう子しが明け方の雨のように、ライルとクレールに降り注いだ。

　すーっとライルの手からアゾットが消えた。入れ違いに、クレールの手に霊気が集合し、それが細長く伸のびていって実体化した。

　それは清せい楚そなまでに白く輝く一ひと振ふりの槍やりだった。

「……英えい雄ゆう魂こん装そう。俺のアゾットと同じ、俺たちに宿る英雄の魂が具現化したものだ」

「なんとなくわかります……この槍は復讐のための槍じゃない。ジャンヌの、そんな表層的なものではなく、もっと本質的な魂の在り方が具現化したもの……」

　クレールはその手から白銀の槍を消し去った。

「怒りも復讐も否定しない。……だけどそんなものはついででいいだろ。俺たちはもっといろんなものを好きになって、それを力に変えられる」
















「でも、私も間違ってませんでした」

「間違ってただろ。何をムキになってんだ」

「ライル様は初めて出会ったときに思った通り……私の救い主でした」

　そのときライルの心に呪じゆ縛ばくのようにまとわりついていたものも解き放たれた気がした。

　救えたのだ。今まで殺し屋としてやってきたことがすべて帳消しになるわけではない。

　だけど俺のこの手は、人を殺すだけじゃなく、人を救うことも出来る……。

「私、きっといろんなものを好きになります。世界をもっとキラキラしたものだと感じられるようになる。でもまずは……ライル様を好きになっていいですか？」

　クレールがすっとライルに踏ふみ込んだ。

　躊躇ためらいなくクレールの顔が迫せまる。そしてちゅっと、頰ほおに温かなものが触ふれた。

　ライルは身を硬こう直ちよくさせてから、叫んだ。

「な……何言って、何やってるんだおまえ────っ[image: ]」




　　　　◇





クレール（英雄魂……ジャンヌ・ダルク）　覚かく醒せい値……62




力……28　速さ……53　体力……45　霊気値……94　背徳値……ＥＸ




スキル……【無垢なる天てん賦ぷＳ】【多相魔ま術じゆつＣ】【恋れん愛あい脳（乙女おとめ）Ｓ】

　　　　　【審眼（自らの天運の宿る人物・空間・時間を見み抜ぬく）Ａ】

　　　　　【一いち途ずブースト（感情の振り幅はばによって霊気の出力量が増減する）Ｓ】




英雄魂装……【フラムプリエール】






　長老が示したクレールの能力評価ステータスは、劇的な変化を遂とげていた。

「クレールに烙らく印いんがなくなってる！　それに背徳値がＥＸになってますわ！」

「スキルも変わってる！　……恋愛脳って、何だかよくわからないけど」

　メヌエットとシャンドールがおおっとのけぞった。

「そしてライル様のことが大好きになりましたっ!!」

　クレールはテンポ良く言い放ち、ライルに抱だきついてくる。

「は、離はなれろっ！」

「顔を赤くして逃にげちゃうライル様かわいい……♪」

　振りほどかれても瞳ひとみを輝かせる。無敵かよ。

「先生を大好きって……あの古文書ラノベに書かれてたみたいな感情なの？」

　恋愛という概がい念ねんを知らぬシャンドールが胡う乱ろんげな目つきで言う。

「はい！　この気持ちは古文書に書いてあったアレに相そう違いありません!!」

　ふんすと鼻を鳴らしてクレールは力強く言い切る。

　──そうだろうか、とライルは内心で思う。ちょっと展開が急すぎないか？

「そ、そんな……私わたくしのクレールがっ!!」

「えへへ、メーちゃんも大好きだよ♪」

　クレールはぱっとライルから離れ、今度はメヌエットを抱き締しめた。

「え、そうですの？　ふひひ、だったら構わないですわ♡」

　ライルは余よ裕ゆうを取り戻もどし、こほんと咳せき払ばらいをする。

「……様ってつけるのやめたらどうだ？　依い頼らい人と請うけ負おい人の関係でもないし」

「えっとじゃあ……ライルさん！　ライルさんライルさんっ♪」

　クレールはぽいっとメヌエットを放ほうって、再びライルにひっつく。

「いちいちむちむちとひっつくな！　頭が回らなくなるっ！」

　……これまでクレールは英雄魂の抑よく圧あつからライルに過か剰じようなふれあいを求めていた。

　それは催さい眠みん術にかけられていたようなもので、純じゆん粋すいなるラブコメではない。

　今のクレールは抑圧から解放され、いわば正気に戻ったはずだ。

　……だったらこの怒ど濤とうのスキンシップは何事だ？

　ライルは疑い深い視線を思い込みの激しい娘に向ける。クレールは、ライルに見つめられると、「ライルさん……♡」と、可か憐れんな唇くちびるを迫らせた。

「やーめーろーっ!!」と悲鳴をあげて、可憐な顔面にアイアンクローをかます。

　……ともあれ目覚めたクレールならば、ノーブルナイツとの決けつ闘とうなど楽勝だろう。




　　　　◇




　サヴィル・ロウは落らく胆たんし、憤ふん慨がいしていた。

　騎士学園の校長として財をなした、彼の邸てい宅たくでのことである。高い地位に就くことで、強ごう欲よくさが烙らく印いんの支配からわずかにはみ出る者もいる。

「貴女あなたから買った魔ま獣じゆうは、とんだ役立たずでしたぞ！　フーシエ殿どの!!」

「……いきなり呼び出されてそんなこと言われても困りますよお」

　大理石のテーブルを挟はさんで向かい合ったフーシエは苦笑いを浮うかべた。

「役立たずなんて言われましても、誰だれを相手にするかなんて聞いていませんでしたし」

「上級騎士でも到とう底てい歯が立たないような魔獣を寄よ越こせとオーダーしたのだぞ！　それが学園でも落ちこぼれの連中にあっさり駆く除じよされるなど……！」

「ただの落ちこぼれではないでしょ。ライル・ライプニッツが育てた落ちこぼれ……」

　ぎくりとサヴィルは硬直した。そんなことまで話していないはずだ。

「事前に『神殺しのライル』絡がらみの案件だって教えて頂けてましたら、この程度の小細工では無理無理カタツムリってカスタマーサービスしましたのに」

「ど、どうしてそれを……」

「ライルは逃げも隠かくれもしていませんでしたから、少し滞たい在ざいして聞き取り調査したらすぐにわかりましたとも。……そして落ちこぼれの正体は、エーディン・エリーン」

　サヴィルは再びぎくりとした。

「クレール・フラムクラージュ……懐なつかしい名前だ。もう誰も自分の本名など覚えていないだろうと思ったんでしょうねえ。好き勝手に養子縁えん組ぐみをさせられて、名前もコロコロ変えさせられていたから。エーディン・エリーンも言わば自分を通り過ぎていった名前のひとつにすぎない。……いや、涙なみだぐましい自己主張なのかな？」

「そ、そこまでわかっているなら話は早い！」

「ライルを殺せ……って依頼したいんでしょう？　死んだはずの姫ひめと最強の背徳者が手を組んで、何かを企たくらんでいる。貴方あなたは表向きはその協力者だけど、密ひそかにそれを妨ぼう害がいしたいわけだ。でもそれ難しいですよお。流石さすがにガリアの騎き士し団は動かせませんし。裏社会から人を集めようとしてもライルの名前を聞いたら誰もが尻しり込ごみするだろうし……」

「…………私がライルを殺やろうか？」

　フーシエの座るソファのすぐ横、カーペットの敷しかれた床ゆかに直じかに座り込んでいる少女が口を挟んだ。部屋には、もう一人客がいた。

　肌はだつやは十代ほどの少女に見える。しかし巌いわおのごとき重量感のある声。裏社会で生きてきた人間の声だった。この地域では珍めずらしい黒くろ髪かみを、さほど手入れもしていないかのように長く伸ばし、東方の古代服を着流している。

「こちらの方は？」サヴィルが今いま更さらたずねた。

「彼女はジェダイト・ノス。私の用心棒のようなものです。……ダメですよお。貴女は相手がライルなら、勝っても負けても本ほん望もうかもしれませんがね」

「……くくく。神殺しのライル……。まさか本当に神を殺したなどと信じていないが……その名は私たち裏の人間にとって伝説だ。是ぜ非ひ手合わせしたい」

「いやいや、ライルを避さけてクレールを殺しても計画は止まるんです。殺すのはクレールです。……それならやれるでしょ？」

「ちょっと待て、狙ねらうのはライルの方だ！　クレールではない!!　あの娘むすめは……」

　サヴィルが慌あわてて口を挟んだ。

「……悪いですがもはや我われ々われはこの件を貴方からの依頼だと捉とらえていません。私は私の判断で、ガリアの脅きよう威いとなりかねない計画を止めないといけない。……貴方が依頼という形で迂う闊かつに話を漏もらしてくれて助かった。貴方はもう用無しです」

「……おまえはもうただ居合わせただけのオヤジということだ。くくっ……」

「だっ、だとしたら！　報ほう酬しゆうは払はらわんぞ!!」

「けっこうけっこうコケコッコウ」

「む、むしろ……貴様らが私に情報提供料を払うべきじゃないか!?」

「はあ!?　自分の迂闊さを棚たなにあげてすごいこと言い出しますねえ、図ずう々ずうしい大人ですねえ。じゃあ一応聞いておきますけど、何がお望み？」

「こ、国外脱だつ出しゆつの手引きと戸こ籍せきの偽ぎ造ぞうだ！　私をガリア国民として迎むかえ入れろ!!」

「……クレールとやらを裏切るばかりか、国家も裏切りますか。ううん、手引きも偽造もどちらも重大な戒かい律りつ違い反はんなのですよねえ。気が進みませんねえ。別に出来るけどさあ」




「そんなことをする必要はない」




　声が割り込んできた──それは壁かべの向こう、外からの声だった。

　にもかかわらず壁を突つき抜ぬけて部屋の中に響ひびき渡わたった。

　次の瞬しゆん間かん、じゅっと音をたてて壁に穴が開いた。壁を貫つらぬいて飛んできたものが、まっすぐソファの背もたれも貫いて、サヴィル・ロウの胸を穿うがった。

「あ……え……？」サヴィルは穴の開いた自分の左胸を見下ろした。

「そうですね。おっしゃるとおりです。戒律違反ですから、やっぱりやめましょう」

　フーシエはソファから立ち上がり、その場に跪ひざまずいた。

「サヴィルさんも頭を下げた方が良いいですよ。ノスも。この世でもっとも尊い方々のおひとりが、壁の向こうにいらっしゃるようだ」

　サヴィルは頭を下げた。大理石のテーブルに頭を打ち付け、そのまま動かなくなった。

　ノスも、流石に驚おどろきを露あらわにし、壁に開いた穴を振ふり仰あおぐ。

　小さな穴から放射状にひびが走り、壁が崩ほう落らくした。

　サヴィルの邸宅の、三階の部屋である。外は、夜空だ。その夜空に、巨きよ大だいな質量が浮かんでいた。鳥のように羽ばたくのではなく、神こう々ごうしく輝かがやきながら空中に静止している。

　神がそこに降臨していた。二体の天使も付き従っている。

「……神がいらっしゃるとはびっくりです。驚いています。我らが主よ、此こ度たびの件にいったいどのような秘密が……？」

「我はオリンポス神族プロメテウス。詮せん索さくは不要。エーディン・エリーンをサクラカエルムに連れ帰る。暗殺はまかり成らぬ。エーディンはいずこにいる？」

　フーシエは頭を下げながら、思考を巡めぐらせる──この言い方は、重要なのはクレールの立てている計画ではなく彼女そのものだということか？

「彼女はクレール・フラムクラージュと名前を変えて騎士学園に在ざい籍せきしております」

「ならば学園へ正面から【異い端たん審しん問もん】へと赴おもむく」

「でしたらよいタイミングがございます。クレールは背徳を学習した成果を公衆の面前で披ひ露ろうしようとしております。そのときこそ神の威いをお示しになられるのに絶好のときかと」

「……面おも白しろい趣しゆ向こうだ。そなたの提案を聞き入れるとしよう」

「それと……こちらの者、ノスをお連れください。もしもサクラカエルム総出でのことでしたら助力など不要かと思いますが……」

「否いな、此度は私だけのこと」

　単独行動……この神にクレールにこだわる特別な感情か思い入れがあるのだろうか。

　それともこのプロメテウスという神が他ほかの神を出し抜いてこの場に現れたのか。

　だとしたら、クレールには何か特別な秘密があるということだ。

「でしたらぜひこのノスをお使いください。なかなかの手て練だれです。クレールの傍そばには『神殺しのライル』を名乗る背徳者が控ひかえております。まさか本当に神を殺したはずはありませんが……凄すご腕うでの魔術師と聞き及およんでおります」

「否、それは事実。ライル・ライプニッツが殺したのは私の弟だ」

　饒じよう舌ぜつなフーシエも、これには両目と口をまん丸に開いて、言葉を失った。

　──一方でノスは目前の『強者』へと瞳を燃やしていた。

　ここで自分も神殺しの称しよう号ごうを得てみてはどうか？　そんな反抗心を密かに抱いだく。

　しかしプロメテウスが首を巡らし、ノスと視線を交えさせると──その炎ほのおは唐とう突とつに鎮ちん火かした。ノスはその場に跪き、頭こうべを垂れた。

「私もお連れください」ノスの口は自然とそう言葉を紡つむぎ出していた。

　これまでの人生……強者と戦い、力を証明することだけを生きがいとしてきた。

　しかし、自分の本質は反乱者ではない──権力に従う者。唐突にそう直感したのだ。

「ノス。貴様……宿っているな」

「宿っている？　なにが……」

「英えい雄ゆう魂だましい。……その魂を負マイナスに活性化させよ。そうしたなら……私がおまえをこの世界の『異物』として目覚めさせてやろう」








七章　魂の証明









　放課後の校庭に、大勢の生徒たちがつめかけてきた。

　学園最強を誇ほこる小隊ノーブルナイツと、背徳教師ライルの特別授業を受けた落ちこぼれたちが戦う──注目を集めるのは当然といえよう。

　小隊同士が戦うのに十分なスペースをあけ、観客たちは円の外輪を描えがいて広がっている。人ひと垣がきの闘とう技ぎ場といったところか。その内側に、両者は向かい合っていた。

「いよいよ……なんて言うほどご大層なものでもないな。とっとと始めようぜ」

「そうなさってください。こちらは準備ができています」

　ライルが言うと、エミリアが冷たい声を返す。

　エミリアたちはいつも通りの四つ揃ぞろいの神機を装備している。

　変わっているのは、こちらだ。霊れい覚かく術衣を身にまとうクレールたちの『背徳的な姿』に、見物人たちから蔑さげすむような視線や非難の声が向けられている。

「よーし、それじゃあルールは生徒同士の模も擬ぎ決けつ闘とうのルールに準じて行うぞ」

　ライルが言わずもがなのことをお互たがいに確かく認にんさせ合う。

　……距きよ離りをとって対たい峙じし、礼れい剣けん術じゆつの順序で相手を攻こう撃げき、一撃が命中した時点でその部位は『死に体』と見なすというお遊びルールである。

　これなら霊気エーテルの肉体保護や神機ギアのバリアのおかげで怪け我がを負う心配はない。

「それでは俺が合図を出させていただきやしょう。なあに、ただ合図するだけだからどちらに有利になるようにもいたしやせん。さあさあ観客のみなさんお立ち会い」

「なんでわざわざ怪あやしいしゃべり方をするの」

　ライルの無意味な胡う散さん臭くささに、シャンドールが律りち儀ぎに突っ込む。

「それでは──はじめっ!!」

　ライルは声を張り上げながら右手を振り上げた。

　それと同時にノーブルナイツが両りよう脚あしから火を噴ふかせて一いつ斉せいに駆かけた。




　シャンドールは右手でオブシダンソードを振りかざし、左手にタイタンカブトムシの角を握にぎり締しめていた。山で採取した、自重の五十倍のパワーを発揮する甲こう虫ちゆう。

　始まると同時に錬れん金きん術じゆつを使う──一発分の猶ゆう予よはあるはずだ。

　開始の合図を待っているときから、アリオスがこちらを見ていた。

　スピードスターと誉ほまれ高い相手が、開始と同時に自分を狙ってくる。

　たとえ自分がノロマだったとしても関係ない。必要なのは錬金術の速度なのだから。

「ノロマの落ちこぼれのくせにいつも他人を見下すようなツラしてやがって……一度おまえを徹てつ底てい的にいたぶって泣き顔を拝んでやりたかったんだ!!　ひゃははははっ!!」

　アリオスの霊気が昂たかぶり──アクティブローダーによって爆ばく発はつ的な加速で迫せまった。

「森の闘とう士しの血潮を我が身に……！　ライノバースト!!」

　山から帰ってからずっと、たったひとつだけの魔ま術じゆつを特訓してきた。この魔術の早打ちだけはクレールにもアップルにも負けない。

　シャンドールが光に包まれ、全身がどくんと脈打った。少女の細い筋肉が、一時的にカブトムシの体のように硬かたく、密度を高める。

　眼筋の強化は、動体視力の強化ももたらす。

　その程度のことで、『ノロマのシャンドール』が左手斬ぎりを成功させるのは難しい。

　しかしタイミングに合わせて相手の武器にこちらの武器をぶつけるだけなら……？

　攻撃力を極きわめ尽つくした上で、それができればどうなる……？

　それがあのとき、山でライルがシャンドールに囁ささやいたことだった。

　超ちよう高こう速そくで肉にく薄はくするアリオスが、スピードをそのまま乗せてブレードをシャンドールの左ひだり腕うでに向けて振るう。霊気の感かん触しよくから、それはフェイントではないとわかる。

　その軌き道どう上に……オブシダンソードをあらん限りの力を込めて割り込ませる!!

「よくも……っ」シャンドールの喉のどから声が漏れ……獅し子しのごとく咆ほう吼こうした。

「よくも今までバカにしてくれたなぁああああああああああああああっ!!」

　その叫さけびは目の前のアリオスだけに向けたものではなかった。

　武器錬金の粋すいたるオブシダンソードが、剛ごう力りきによって振り下ろされる。

　神からの授さずかり物たる神機のブレードと、真っ向から刃やいばが重なった。

　──戛かつ！という音が耳を聾ろうした。

　漆しつ黒こくの刃は些いささかも揺ゆらぐことなく、銀色の破片が周囲に飛び散る。

　人々は戦せん慄りつすべき風景を目にした。

「ひゃははははっ……えっ」

　必中を確信して嗤わらっていたアリオスが、間ま抜ぬけな声をあげて飛び退のいた。

　礼剣術はまず左腕から斬り、左足、右足、右腕、首の順に斬らねばならない。

　……だがそれより先に武器を破は壊かいしてはならぬという法はない。

　信しん仰こう者にとってそれは盲もう点てんであった。神機とは神からの授かり物なのだ。人の手で破壊することなど出来ようはずがない。不可能であり、バチあたりである。

　そのときシャンドールは礼剣術というものを根底からひっくり返した。

　アリオスの右手のヴィブロブレードは……刃の半ばで粉々に砕くだけていた。

　シャンドールは再びオブシダンソードを振り上げ、宣言する。

「次は左手のアームをぶち壊こわす。ちまちま面めん倒どうくさい左手斬りは、それからだ……！」

　メインウェポンを破壊されたアリオスは顔を青ざめさせた。

　ここからは左手のアームで戦わざるを得ないが、同じやり方でアームも砕かれたら丸まる腰ごしになる。しかもシャンドールは武器破壊を警けい戒かいさせながら左手斬りを狙ねらってもいい。左手のアームで戦おうとすれば、必然、左腕の隙すきが大きくなる……。

　右手を無力化されることは、礼剣術において『詰つみ』だった。

　この二人の勝負は、その一撃でついてしまった。シャンドールはこれまでバカにされてきた剛力によって、礼剣術の歴史そのものを一刀両断したのである。




　戦いが始まるやいなや、アップルはメヌエットの後方に逃にげた。

　二人は連れん携けいを組んだ──メヌエットが前衛に立ち、アップルが後衛に引く。

　それは礼剣術の決闘ではこれまで見られなかった陣形フオーメーシヨンだった。

「メヌエットぉおおおおおおおっ！」

　ユーグリッドが雪せつ辱じよくを果たさんとしてメヌエットに迫る。さらにアップルに名前を忘れられていたアンナもそれに続く。

　メヌエットはほくそ笑えんだ。二対一……しかし二人とも一本しかない自分の左腕を狙って殺さつ到とうしてきているのだから、一人で来るのとなにも違ちがわない。

　二人同時の初撃を、メヌエットはひらりとかわした。

　するとユーグリッドとアンナは二手に展開し、メヌエットを挟はさみ撃うちにする。

　しかし目だけではなく霊気で周囲を知覚できる今のメヌエットに、死角はなかった。

　ミノタウロスから学んだ瞬しゆん発ぱつ力りよくで、挟み撃ちから瞬しゆん時じに脱だつ出しゆつする。

「……消えた!?」ユーグリッドが叫んできょろきょろする。

　いつかライルが戦術教師の背後にまわったときと同じだ。

　アクティブローダーは、徐じよ々じよに、累るい進しん的に加速する。いきなりトップスピードに到とう達たつするような加速は見慣れぬものだったのである。

　メヌエットは死神のようにユーグリッドの背後に忍しのび寄った。

「ユーグリッド、後ろ!!」アンナが血相を変えて叫ぶ。

　メヌエットは攻撃を取りやめ、今度はアンナの背後に逃げ込む。今度はユーグリッドが叫ぶ。するとあっちにぴょこぴょこ、こっちにぴょこぴょこ……。

「ええい、攻撃もせずに……！　バッタ女、何のつもりだ!!」

　メヌエットの狙いは、時間稼かせぎだった。それに気づけぬほど、ユーグリッドとアンナは予測不可能な動きをするメヌエットに釘くぎ付づけにされていた。

　アップルは腰こしにライルに作ってもらった林りん檎ご色いろのポーチを提さげている。そのかわいらしいポーチから、メイジモンキーの魔ま術じゆつ袋ぶくろを取り出して握り締めた。

「疾しつ走そうせし紫し電でんよ、彼の肉体を内より灼やき尽くせ！　ライトニングボルト!!」

　呪じゆ文もんを唱え、その手から電撃を放った。

　まったく気づいていないユーグリッドに、それはあっさり直撃した。

「あぎゃぎゃぎゃっ!?」

　霊気が身を守っているが、驚おどろきと電流とで身が強こわばる。

　その一瞬のうちに、メヌエットがユーグリッドの左腕を斬り抜いた。

「くそっ……メヌエットは[image: 囮]おとりか!?」

　ユーグリッドとアンナの意識がアップルに向くが、メヌエットがそちらには行かせじと立ち塞ふさがる。ユーグリッドたちは咄とつ嗟さに足あし踏ぶみした。どちらがメヌエットを抑おさえ、どちらがアップルを狙いに行くか、役割分担が定まっていない。

　こんな状じよう況きようは二人にとって初めてのことだった。

「ライトニングボルト!!」再びアップルから電撃が飛ぶ。

「あぎゃぎゃぎゃぎゃっ!?」

　再び悲鳴をあげて硬こう直ちよくするユーグリッドに、メヌエットが身を低くして左ひだり脚あしを刈かり取る。左手だけでなく左脚も『斬り飛ばされた』として扱あつかう。

　右手と右足だけでは自分から敵に向かっていくことはできない──つまりチーム戦ではもう『存在しないのと同じ』である。

　メヌエットは憎にくたらしい笑顔でユーグリッドを一いち瞥べつし、背中を向けた。

「あ、ああ……」ユーグリッドは失意の声を漏もらし、それを見送った。

　アンナは一人で二人の相手をすることになり、絶望的な表情で狼狽うろたえた。




　クレールは武器錬金すら施ほどこしていない、まっさらなナイフを手にエミリアに向かい合った。英雄魂装という武器を手に入れたが……エミリアにそれを振ふるう気にはなれなかった。

　かつて──エーディン・エリーンと名乗っていた頃ころの親友。

　自分がどのような人間に変わったのか──それをこの戦いで伝えたい。

「ハァアアッ！」

　エミリアが神機の性能を完全に引き出したスピードで迫り、ブレードを振るってくる。

　クレールの【審眼】は、その攻撃に対する安全圏けんを瞬時に見抜いた。

　単純な速度は向こうの方が上。しかしクレールはいつ、どう動けば、自分に有利な位置取りが出来るかがわかる。

　エミリアのブレードからアームの連続攻撃に対し、クレールは最低限の動きで『嫌いやな位置』に身を飛び込ませる。

　エミリアはゾクリと身を凍こごえさせて、無理に追撃せずに退ひいた。

　その間かん隙げきに、クレールはエリーンブナの根を握り締めた。

「恵めぐみを吸い出す力強き脈動よ、噴き上がる壁かべとなれ……ウォーターウォール！」

　今のクレールにはエリーンブナの本質をきちんと感じ取ることが出来た。

　エリーンブナの本質の力を多角的に捉とらえ、意識して選び取る……。

　地面に割れ目が走り、クレールとエミリアの間に勢い良く水の壁が立ち上がった。

　目め眩くらまし──凄すさまじい水量の壁に視界が阻はばまれ、エミリアがクレールを見失った。

　本来、水の壁ぐらいでそこまで完かん璧ぺきに身を隠かくすことなど出来るはずがない。

　しかしクレールはエミリアがどちらに意識を向けているか──『注視点』を直感的に嗅かぎ取り、死角から死角へと身を潜ひそめていた。

　歴戦の戦士は考えるより先に体を動かしても最良の判断を選び取ることが出来る。

　それは経験に裏打ちされた判断だが──それとほぼ同じ事を直感でこなせるというのが【審眼】というスキルだった。

　ジャンヌ・ダルクは経験も訓練も必要としなかった。

　彼女の戦いを支えていたのは──洞どう察さつ力、発想力、応用力。

　それらの即そく時じ的な認にん識しき──すなわち直感というより『直観』。

　その道理は言葉で説明しがたい。ゆえに『神の意志』と説明するしかなかった能力。

　クレールは水みず飛沫しぶきの中、ナイフを片手にベテランの暗殺者のように忍び寄った。

「……くっ!?」

　得体の知れぬ殺気を感じ、エミリアは当てずっぽうにブレードとアームを振り回した。それはノーブルナイツのリーダーとしての歴戦の判断に違いない。

　あえて『洗練』をかなぐり捨てたガムシャラな動きゆえに、審眼で見抜きづらい動きでもあった。クレールの鼻先をブレードが危あやうくかすめる。

　……流石さすがエミリア、とクレールは間合いを取り直した。

「エーディンと同じ顔をして背徳者の卑ひ怯きような戦い方をするなんて！」

　水の魔術を使い、死角に紛まぎれて忍び寄る……確かにそれは信仰者の戦い方ではない。

「あなたの知る、ただ利用され、流されてばかりだったエーディン・エリーンは死にました。もういません」

　エミリアがクレールの姿をようやく見つけ出し、連続攻こう撃げきで攻せめ立てる。

　クレールは赤い瞳ひとみで見切りながら、相手を『特定の場所』に誘おびき寄せる。

「……だけど私はエーディン・エリーンです。私は今の自分を卑怯とは思わない！　自ら目的を考え、最善のやり方を自分で考えて、この手で戦っていくと心に決めた！」

　エミリアが、ばしゃんと水飛沫を跳はねさせた。先ほど『ウォーターウォール』によって出来た水たまりに足を踏ふみ込んだのだ。

　間かん髪はつ容いれずにクレールは左手で青いメイジモンキーの魔術袋を握にぎり締しめる。

「沈ちん黙もくの雫しずくよ、生きとし生けるものを静せい寂じやくへ閉ざせ！　フリーズジェル！」

　クレールの左手から、真っ青のジェルが飛ぶ──エミリアが足を浸ひたしている水たまりへと。瞬またたく間に、エミリアの両足ごと水たまりが凍とう結けつした。

　動きを封ふうじ込め、リスクを最小限に抑えてからクレールが踏み込む。悪あがきのように振られるブレードをくぐり抜け──エミリアの左腕に一撃を浴びせた。

「双ふた子ごというのは噓うそで……あなたはエーディン本人だと言うの……？」

「黙だまっていて、ごめんなさい。私は生まれ変わらなきゃいけなかったから」

「どうしてそんなことを……」

　復ふく讐しゆう？　いいや──「世界を変えるために」

　完璧な合理性で、クレールはエミリアの残りの手足にナイフを打ち込んだ。




　──完勝と言ってもまったく大おお袈げ裟さではないだろう。

「や、やった！　勝ったよ、先生!!」

　シャンドールが興奮冷めやらぬという表情でぱたぱたとライルに駆かけ寄ってくる。

　やはり不安はあったのだろう。かつての冷めた雰ふん囲い気きは今の姿からは見受けられない。

　ライルは「おう、良くやったな」と言って頭でも撫なでようとしたが、

「やりました、ライルさーんっ!!　ぶいっ!!」

　横合いからものすごい勢いでクレールが突とつ進しんし、抱だきついてきた。

「ほ、他ほかの生徒が見ている前でこんなにくっつくなっ!!」

「えへへ、二人きりでも逃げるじゃないですか～っ」

　シャンドールの頭に向かおうとしたライルの右手がくいっと方向転てん換かんし、ひっつくクレールを押し返す。シャンドールが、むすっとした顔でライルの足を軽く蹴けった。

「ん？　なんだよ、シャルも感激して俺に抱きついても構わないんだぞ？」

「べ、別にそんなつもりじゃないし……。キモ」

「お兄ちゃん先生、頑がん張ばったから褒ほめて」

　アップルとメヌエットも傍そばに駆け寄ってくる。

「おまえは隅すみっこで魔術連打してただけだろ……でもみんな、よく頑張ったな」

　ライルはアップル、メヌエット、シャンドールの順に頭を撫でてやる。

「私わたくしはあなたに利用価値を認めてるだけで、馴なれ合いなんて求めてないですわっ」

「ライルさん!?　私は!?　私には撫で撫でしてくれないんですかっ!?」

「バカなことしてないで……周りを見回してみろ」

　──放課後の決闘が終わり、いつしか夕日が沈しずみかけて校庭を橙だいだい色いろに染め上げている。観客の生徒や教師たちは信じがたいものを目にし、心を整理できぬまま凍こおり付いている。まるで時間が止まっているかのようだった。

「説明を求められてるぞ、学園の理事長様」

　クレールの背中を、ライルはぐいっと押しやった。

　クレールの宿命は、旗印。人々をまとめあげる求心力。

　クレールは黒い影かげを長く引かせて、校庭の中心に立ち、朗々と声を張り上げた。

「みなさん……私たちは神機に頼たよることをやめました。そして大自然の中で感覚を鋭えい敏びんに磨みがき上げ、森しん羅ら万ばん象しようの霊気を感じ取り……知ち恵えと工夫で世界の理ことわりを利用する術すべを身につけました。黒魔術とはそういう力だったのです」

　人々がざわつき出す。神機に頼った生活をしていては理解しがたい話だろう。

「今回の決けつ闘とうの結果をもって黒魔術の有効性を示すことができたと思います。しかも多種多様な戦い方ができることは、何が起こるかわからない実戦でこそよりいっそう力を発揮できるはずのものです」

　英えい雄ゆう魂だましいの宿主でなくとも、ある程度の黒魔術は使いこなせる。何よりも今回の結果は、お仕着せの信しん仰こうに疑問を覚え、自分の頭で考えるキッカケになるはずだ。

「私はこうも考えるようになりました。黒魔術……『背徳の魔術』という名でレッテルを貼はられていますが、大自然の持つ力に目を向け、感じ取り、利用することは、果たして罪なのでしょうか？　畑に種をまき、作物を収しゆう穫かくして糧かてとするのと本質的に何も違ちがいがない。何ら理り屈くつの伴ともなわない奇き妙みような線引きが、私たちの可能性を狭せばめてはいないか……」




「──そこまでだ、エーディン・エリーン」




　昼と夜の境目から、人ならざる声がした。

　それは人の言語でありながら、明白に人間の声とは違う響ひびきがあった。

　クレールも、それまでクレールに釘くぎ付づけになっていた人々も、声の方を振り向いた。

　校門の方角から、地平に沈もうとする夕日よりも何倍も強い光がカッと照り返った。

　その光の中に、黒い影が三つある。その姿は遠目に定さだかではなかったが、見る者の胸をざわつかせるような影だった。本能的な恐きよう怖ふ、畏い怖ふをかき立てるような……。

　巨きよ大だいな三つの影がゆっくりと近づいてくる。人ひと垣がきが道を開くように割れていった。

「何なに故ゆえ、姫ひめたるべきそなたが人心を惑まどわすようなことを口にする？」

　凪ないだ海のように穏おだやかな声。

「ライルよ……儂わしはまだこの目で見たことがなかったが……」

　まるでこの世のすべてを知り尽つくしたかのような長老が、そんなことを言う。

　ライルとクレールだけは、この声について知っている。

「ああ……あれは神だ。もしかしたら近いうちに姿を現すかもしれないと思っていたが、早さつ速そく出てきやがった」

　三つの影──二体の天使を引き連れた神は校庭の輪からわずかに離はなれ、対たい峙じする人々の心の準備を待つように立ち止まった。




　　　　◇




「ライルさん!!　どっ、どういうことですか!?」

　先ほどまであれほど堂々と演説していたクレールが、たちまち取り乱した。

「落ち着け。……ずっと腑ふに落ちなかったことがある。おまえがサクラカエルムに捧ささげられるとき、何故わざわざ神はおまえを迎むかえに来て、供く物もつ船に乗り合わせていた？」

　たかだかサクラカエルムに捧げられる姫ひとりのために、神が護衛のごとく同乗していた。船には万が一の脱だつ出しゆつボートまで備え付けられていた。

「恐おそらくおまえは神にとって特別なんだ。理由はわからん。だから神はおまえの生存を知り次し第だい、おまえを取り戻もどしにやってくる。そう思っていた」

「どうして私が名前を変えて生きていると……」

「サヴィル・ロウは俺たちを裏切っている。コルネ山にレッドドラゴンなんぞ生息しているはずがない。誰だれかが持ち込んだ外来種だ」

　横から長老が口を挟はさんだ。「サヴィルじゃが、たぶんもう死んでる。なんか三日前に、やつの邸てい宅たくに建築組合と清せい掃そう組合の人間が出入りしておった」

「ババアにはずっと情報収集にあたってもらっていた」

「ど、どうして私に知らせてくれなかったんですか!?」

「とりあえずおまえらは自分のことに集中して欲しかった。怖おじ気づいて逃にげるとか言われたらかなわんからな」

「に、逃げるべきだったのでは!?」

「逃げる必要はねーよ。どうせ神は単独で来ると思ってた。おまえは神にとって価値ある存在なんだ。そして神ってのは宝だの姫だのをこぞって集める、欲よく深ふかな俗ぞく物ぶつだ。来るなら、独り占じめするために一柱ずつ来るに決まってる。そしたら順番に返り討うちだ……」

　ライルは獰どう猛もうな笑えみを浮うかべた。

「衆しゆう人じん環かん視しの中でおまえたちはノーブルナイツを倒たおしてみせた。今度は……俺が神を殺す。俺たちの計画にとってこんなに手っ取り早いことがあるか？」

　今度は公衆の目の前で神を殺す。その瞬しゆん間かんをずっと待ちわびてきたのだ。

「当たり前に殺せる神なんて、神じゃねえだろ。ただの詐さ欺ぎ師しだ。それを目まの当たりにして……死後に楽園が待っているなんてまやかしだと知って……それでも滅ほろびの運命に対して一丸にまとまれないほどこの学園やこの国はヘタレ揃ぞろいか？」

「それは……」クレールの表情から怯おびえが消えていく。

「……旗印は学園の理事長でこの国の姫のおまえの役目だ。道は俺が切り拓ひらく」

「姫よ、話は済んだか」

　人垣の外で待つ神が、そう呼びかけてくる。あたりは奇妙に静まりかえっていた。

　周囲の生徒たちは一言も声を漏もらさず──表情が虚うつろになっていた。瞳と口元を半開きにし、立つのがやっとという脱だつ力りよく具合で俯うつむいている。

　胸むな元もとの烙らく印いんばかりが、制服越ごしにもわかるほど煌こう々こうと輝かがやいていた。

「……ちっ。烙印の支配が強まってる。みんなは無事か？」

　メヌエットが頷うなずく。「へ、平気ですけど、これは一体……？」

「霊気の感じから言って、神の背後から放射されている光──あの『後光』が原因だ」

　神が校庭へと入ってくる。

　人の背せ丈たけの数倍はあろうかという巨きよ体たい。地面を歩くのではなく宙を滑すべるように浮いている。そのシルエットはぬめるように黒光りする曲線的な金属で構築されていた。金属の隙すき間まから、真っ赤な舌のような炎ほのおが噴ふき出ている。

　四し肢しがあり、顔がある。シルエットは人間と同じだが、その全身の至るところに丸い球体が埋うめ込まれており、ぎょろぎょろと蠢うごめいていた。それは眼球であった。

　……エピメテウスは眼めが一つしかなかったが、本当に同じ種族なのか？

「我われは神機の神、『先見の焰ほのお』プロメテウス。オリンポス神域に住まう人の国々に、神の恵めぐみたる神機を授ける任を負う、もっとも人を愛する神なり。エーディン・エリーンよ、なにゆえその神機を拒きよ絶ぜつし、人心を惑わそうという罪を犯おかす？　ここに我が名において、信徒たちの傍ぼう聴ちようのもと……貴女あなたの罪を問う【異い端たん審しん問もん】を行う」

　異端審問──奇き縁えんを感じる言葉であった。

「教会が背徳値にかかわらず問答無用に罪人を裁くときのやつじゃな。しかし神が自ら降臨し、人々の眼前でそれをやろうとは、まさしく前ぜん代だい未み聞もんじゃ」

「何をとろくせーこと言ってんだ、この真っ黒目玉野や郎ろうは。とっとと殺し合おうぜ」

　胸に宿る魂がうずく──それはライル自身の衝しよう動どうでもある。

　偽いつわりの神を殺して人々に真実を知らしめる！　ついにこのときが来た!!

「待ってください、ライルさん」

　血の気に逸はやるライルを、クレールが制した。

「……この神が、私を罪人だというのなら、私はみんなの前で無実を証明します」

「意味ねーだろ。有罪だろうと無罪だろうとぶっ殺すんだ」

「意味はあります。……生徒のみんなは、まったく完全に意識を失っているわけではないと思います。私たちのやりとりをきっと聞いてくれている。神の理り不ふ尽じんを論破し、私たちの正当性を証明した上で神を打だ倒とうするべきです」

「…………やれる自信があるのか？」

　教え子の真しん剣けんな顔と向かい合い、ライルは教師としての冷静さを取り戻した。

「わかりません……でも、私はこの状じよう況きようが初めてと思えません。かつてジャンヌは、誰からの助けも得られず、噓うそと偽りの罪をなすりつけられた。私は……この状況をジャンヌとともに乗り越こえることで、かつて孤こ独どくだったジャンヌに手を差し伸のべたい……」

　クレールはライルの返事も待たずに神の方へと歩み寄った。

　神もクレールへと歩み寄り、校庭の真ん中で向かい合う。

　そのときライルの目前に何者かがさっと割り込んできた。

　校庭の人ひと混ごみに紛まぎれながら、気配を殺しつつ忍しのび寄ったかのように。

「……ライル、おまえは大人しく裁判を見守っていてもらうぞ……」

「おまえは……ノス!?　なぜ神と行動をともに……？」

　見覚えのある声と姿。同業者──ブラッディリーグに属さぬフリーの背徳者だ。

「黙だまっていろ、ライル。……今はプロメテウス様の邪じや魔まはゆるさん」

　背徳者のくせに、神を様付けだと？

「……プロメテウスよ！　私に申し開きの機会を授さずけてくれたこと感謝いたします！」

　プロメテウスと向かい合ったクレールが、声を張り上げた。

「存分に語るが良いい。いかなる心の荒あら波なみの末に、信仰に逆らおうと考えた？」

「これまで私は……自分ではどうにもならないものに翻ほん弄ろうされながら、生きてきました」

　クレールは切実な面おも持もちで語り始めた。

「そんな生き方はもうウンザリなのです！　それゆえこの国と仲間の滅びを甘んじて受け入れることなど出来ません！　自分の力で何か出来ることはないか、たとえ背徳とされている手段であっても、あらゆる方法を模も索さくして立ち向かいたかったのです！」

　プロメテウスの無数の眼球が、ギョロリとクレールの矮わい軀くを睨にらんだ。

「滅びは恐れるべきことではない。すべての魂は知識宇宙に保存され、エネルギーは輪りん廻ねを繰くり返す。何も消えはしない。貴女の闘とう争そうは、世界に不要な苦しみを広めるだけだ」

「魂の保存は自我の連続性を意味するのでしょうか？」

　それはシャンドールもかつて指し摘てきしたことだ。

「信仰が神のお作りになった絶対の法則であるとしたら、罪を犯しても背徳値が計上されない人間がいるのはどうしてでしょう!?　ルールを超ちよう越えつした人間がいる。だから私は神が絶対の存在だと信じることができなくなったのです！」

　絶対者という概がい念ねんは、たった一つの欠落だけでも崩ほう壊かいする。

「神々はこの世界の仕組みシステムを支配できていない。つまり神々は、もともと世界に存在していただけの……あるいは別の誰かが作った仕組みを……都合よく利用して、私たちを騙だましているだけではありませんか？」

　神と教会は知識宇宙に保存された全人類の情報を、支配のために役立てている。

　しかしこの仕組みを全能たる神が作ったのなら、このような不都合が残るはずがない。

「だから私はあなたたちの言葉を信じ、死を甘んじて受け入れることができなくなったのです。生存の手段を模索することが果たして罪でしょうか！」

　プロメテウスは黙っている。周囲の泥どろ人形と化したうつろな生徒たちがかすかに身を揺らがした。クレールの言葉が届いて、心の底で動どう揺ようを示したようだった。

「……私には英えい雄ゆうの魂たましいが宿っています。この魂は、あなた方が作り上げたルールを逸いつ脱だつしています。あなたたちは英雄魂を支配できていない。それでは……神々を名乗るあなた方は、英雄よりも偉い大だいな存在と言えるのですか？」

　プロメテウスは沈ちん黙もくしていた。無数の瞳ひとみもクレールを捉とらえたまま、動かない。

「私はこの魂……ジャンヌ・ダルクを尊敬しています。彼女はかつてこの世界で偉大なことを成し遂とげ、その偉い業ぎようが世界に記録された英雄なのだろうと考えています」

　──ライルならば、根こん拠きよの薄うすいことはけっして口にしない。

　ライルはパラケルススが過去の実在の偉い人じんとは断言できなかった。まったくの異世界、異次元、異星の存在である可能性を捨てきれなかった。

　しかしクレールは、ジャンヌ・ダルクが自分と同じ世界を生きた、同じ人間であることを信じた。ジャンヌへの思し慕ぼ、共感を信じた。

　それゆえに、恐るべき、背筋が凍こおるような仮説を導き出した。

「……あなたたちは神を名乗って、ジャンヌたちが築き上げた世界と歴史を、自分たちに都合のよい偽りで塗ぬりつぶそうとしているのではないですか」

　神々は病やみ衰おとろえつつある世界が滅び、新たな豊かな理想郷が生まれると吹ふい聴ちようしている。本当にそうなのか？　人々が家か畜ちくのように管理されている国が、ひとつひとつ順番に消えていき、そして最後には……。

「あなたたちはいったい何者なのです？」

　──ライルは息をつめてその様子を見守っていた。

　クレールがここまで言うとは思わなかった。

「もしも私に罪があるというならば、どうか私の問いにお答えください」

「エロヒム」プロメテウスは涼すずやかな声で、突とつ然ぜんそう言った。

「……エロ、ヒム……？」

「貴女の求める答え、すべての原点、絶対の真理、他次元接続体、知識宇宙の合一者」

　エロヒム──初めて耳にする言葉ではない。

　教会の教えによれば世界と神々を生み出し、眠ねむりについた創世の女め神がみだとされている。

「世界をこのような形に変えたのが、エロヒムと呼ばれる実在する何かだと……？」

「貴女の申し開きを聞き、問いに答えた。判決を下そう」

　プロメテウスはもう問いには答えなかった。

「有罪」

　……ああ、この一方的な、理不尽さ。ライルとクレールは、この理不尽を知っている。

「ならば私たちは戦います！　もう二度と無力に磔たつ刑けいに架かけられはしない！」

　クレールの手に白銀の霊気が集合し、実体化した！

「遍あまねく人の祈いのりをここに！　道を照らせ……フラムプリエール!!」

　それはクレールの手の内で、身の丈たけを超こえるほどの長い槍やりとなった。クレールはそれを天にかざす。先せん端たんから炎が噴き上がり、まるで旗のごとく翻ひるがえった。

　プロメテウスが後光を放ち続けている一方で、クレールの炎の槍から生じる温かな光がそれを押し返すように広がっていく。

　すると校庭に集まった生徒たちの表情に感情の色が取り戻もどされていった。

「あれは……もしかして神!?」「なにが起こってるの!?」

　生徒たちの胸から、烙印の光が薄れていく！

　長老が驚おどろきの声を漏らした。「クレールの英雄魂装が、烙印の力を打ち消しておる！　あれは神に裏切られた英雄の、信しん仰こうを拒絶する勇気の炎じゃ!!」

「……みなさん見ていてください！　私はここに神に反旗を翻す!!」

　茶番は終わりだ、戦いになる！

「……どけ、ノス!!」ライルはアゾットをその手に生じさせた。

　対たい峙じするノスは腰こしに提さげた二本の剣けんを引き抜ぬいた。

　両手で一本ずつ。着流しと呼ばれる東方の衣服が風にたなびいた。

「ふ、ふふふ……！　どくものか!!　ついにこのときが来た！　おまえと殺し合う瞬しゆん間かん……待ち望んでいたぞ!!　ふふふ、血が湧わき肉が躍おどる!!」

　ノスは不気味な笑えみを浮うかべて叫さけんだ。そのときノスの霊気のうちに、どくん！と何かが強く脈打っているのを感じた。

　こいつ……英雄魂を宿している！　しかも活性化している!?

「……いいぞ、負マイナスの活性化を遂げたな。……世界の異物として目覚めよ、英雄！」

　プロメテウスからノスへと、稲いな妻ずまのごとき光が閃ひらめいた。

　ノスの霊気が膨ふくれあがり……英雄魂の力が解放されていく！

　……あの神も英雄魂を覚かく醒せいさせられるっていうのか!?

「……私に傅かしずき、存分に血ち塗ぬられし技わざを振ふるうがいい！　汝なんじの名は……宮みや本もと武蔵むさし!!」

　長老の予言書が激しい風に煽あおられたように捲めくれていき、とあるページが開かれた。





ノス（英雄魂……宮本武蔵）　覚醒値……65




力……90　速さ……60　体力……90　霊気値……20　背徳値……ＥＸ




スキル……【猟官しゆつせの妄もう執しゆうＡ】【力の求ぐ道どう者しやＳ】【二刀流Ｓ】

　　　　　【自己顕けん示じ欲よくＢ】【芸術素養Ｇ】




英雄魂装……【五ご輪りん剣けん・二に天てん剣けん】






　──こいつは『異物』だ。ライルはすぐにそう直感した。

　ノスを覚醒させたプロメテウスは、すぐにクレールに向き直った。

「私の判決に不満を唱えるとは許しがたい。……罰ばつとして四肢を焼き尽つくし、胸から上だけを持ち帰るとしようか」

　不味まずい！　ライルは内心で叫んだ。クレール一人で神の相手をさせることになる!!

　プロメテウスからおぞましいほどの霊気が膨れあがった。

「虚きよ無むを打うち払はらう起源の焰ほのおをここに呼び起こす……天の焰ビツグバーン」

　……奇跡魔術ゲネシス。前兆を感じ取って、ライルは寒気を覚えた。この自然界ではまず見ることのない膨ぼう大だいな霊気、あり得べからざる超ちよう高温・高密度のエネルギーの塊かたまりがクレールに撃うち放たれようとしている！

　クレールの目前の空間一点で、それは炸さく裂れつした！

「……お願い、フラムプリエール!!」

　クレールは槍の穂ほ先さきをその現象エフエクトに向けた。その先端から広がる炎ほのおがカーテンのごとくふわりと広がり、クレールと現象の間を遮さえぎった。

　光が炸裂する。ライルは目を眩くらまされながらもその様を見守った。

　クレールがその一いち撃げきで灰も残さず蒸発してしまったのではないか……。

　だが、クレールは立っていた！　フラムプリエールから広がる炎の壁かべは火の粉を散らせながらも、莫ばく大だいなエネルギーの閃せん光こうすべてを受け止め切っていた！

　……あの英雄魂装の防ぼう御ぎよ性能なら、しばらくは大だい丈じよう夫ぶかもしれない。

　一秒でも早くノスを仕留め、彼女の元に駆かけつけなくては……。

「あいつら、神と戦うつもりなの？」「神が間ま違ちがってるとか言ってるけど……！」「あり得ないよ、そんなの」「クレール、あの先生に騙されてるんだよ！」

　洗脳から目覚めた生徒たちから戸と惑まどいの声がさざ波のように広がっていった。

「でも……あの先生……本当に落ちこぼれたちを一週間で別人みたいにした……」

「さっきの異い端たん審しん問もんだって……クレールはちゃんと理り屈くつを通してたよ。それにまともに答えもせずに有罪なんて、ちょっとおかしい気がする……！」

「でも神や信仰が噓うそだったらこの国はどうなっちゃうのよ!!」

　感情の色を取り戻した生徒たちが口々に、それぞれ様々な反応を見せた。

「ババア！　俺がノスを始末する！　他ほかの三人と一いつ緒しよにクレールを助けに行ってくれ！」

「そうはいかんみたいじゃぞ。……天使もおる」

　そうだった！

「──邪じや魔まをさせるな」短くプロメテウスが命じる。

　プロメテウスに付き従って校庭に現れた二体の影かげが飛ひ翔しようし、舞まい降おりてきた。

　天使──背中に羽を持った、神を一回り小さくしたような俊しゆん敏びんな金属生命体。

「メーちゃん、シャル、アップル！　ババアと協力してそいつらを始末してくれ！」

　ライルは三人の教え子にそう指示した。

「ええええっ!?　レッドドラゴンよりもずっと強そうだけど!?」

「……でもやるしかないですわよ！　じゃないとクレールがっ!!」

「ふふふ、でもちょっと面おも白しろそう」

　たじろぐシャンドール、腹をくくるメヌエット、マイペースなアップル。

「ババア！　生徒たちを頼たのむ!!」

「ふむ。任された。それでは孫まご弟で子しのみなの衆、儂わしのことを全力で守ってくれ」

　──三人娘むすめは揃そろって「「「え？」」」という反応をした。

「ライルに代わって儂がみんなを守る！　……と言いたいところじゃが儂はそういうタイプじゃないのでな。守られる側じゃ。お姫ひめ様キャラじゃよ」

「じゃあいったい何が出来るんですのよ！　何を任されたんですのよ!!」

　長老は夜の帳とばりが下りつつある紫むらさき色いろの空を見上げた。

「守るとは言わぬ。しかし時間さえ稼かせいでくれれば、何とかする。天使二体を相手にするのはまだ厳しいじゃろうが、そこはなんとか頼むぞい」




　　　　◇




　……分断されたのは、最悪だ。ライルは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をした。

　自分一人ですべての敵を相手にした方がマシだ。……少なくとも精神的には。

　ライルは不安と焦しよう燥そう感かんに駆られながら、目前の敵を睨にらんだ。

　ジェダイト・ノス。フリーランスで仕事をしている同業者──殺し屋。

　フリーで生なり業わいが成り立つというだけでも凄すご腕うでなのは間違いない。

「は……はははははっ！　力が溢あふれ出てくるぞ！　これは私に眠っていた力なのか、プロメテウス様から与あたえられた力なのか、どっちだ!?」

　ノスはけたたましく笑い……その右手に握にぎる剣が輝かがやきだした。

「地水火風、すべて連ねて空の円えん明めいを貫つらぬく……これなるは、五輪剣！」

　ノスの右手の剣が五色の光に包まれ──光とともに形状が変化する。

　見たこともないような、異様なほど鋭するどく反り返った片かた刃ば剣けんであった。

　これまで見てきたあらゆる武器より、斬きることに特化したフォルムとわかる。

「日月陰おん陽みようの調和を正して命脈を絶つ……これなるは、二天剣！」

　ノスの左手の剣が、今度は黄色い光と黒い靄もやで包まれた──二色が絡からみ合い、やはり形が変化する。こちらも同じく見慣れぬ片刃剣となる。ただしわずかに短い。

「……英えい雄ゆう魂こん装そうまで使いこなすのかよ!?」

「これは英雄魂装と呼ぶのか？　くくくっ……知っているぞ、こいつの使い方を！　こいつは【刀】！　これは二刀流だ!!　しっくりとくるぞ!!」

　ノスの方からライルに踏ふみ込んだ──速い。右で振り下ろし、左で横よこ薙なぎという二刀十字斬。後方にしか逃にげ場がなく、ライルは退いた。

　ただ切れ味の鋭い剣というだけであるはずがない。

　自分のアゾット、長老の予言書、クレールの槍のような、特とく殊しゆな力があるはず。

　相手が接近戦に特化しているのはまず間違いない。

　焦あせらず冷静に、黒魔術の効果を積み重ねて優位に立たねば……。

「空の欠片かけらよ、風の精せい霊れいの息い吹ぶきを呼び起こせ……ウインドブラスト!!」

　ライルはポーチから蝶ちようの翅はねを取り出し、そこから暴風の力を呼び起こした。

　ノスを弾はじき飛ばそうと、暴風をぶつける。

　しかしノスは右手の五輪剣を振り下ろした。ブォン！と凄すさまじい音がする。

　……よほど切れ味が鋭くなければそうはなるまい──人一人を優に吹ふき飛ばす威い力りよくの風が、真っ二つに両断された！

「ちっ！」ライルは舌打ちしつつ……真っ二つに分断された風を操あやつり、我が元へと巻き戻していく。左手でポーチをまさぐり、【被甲獣アルマジロ】の外皮を握り締めた。

「地を這はう騎き士しよ、汝の鎧よろいを我われに……」

　呪じゆ文もんと共に、硬かたい外皮の形質エイドスが砕くだかれてその本質アニマの力が溢れ出る。

「アームドフェノメノン！」

　それは万ばん象しようを『鎧よろい化か』する付与魔術エンチヤント──組み合わされることで効果を発揮する。炎に使えば炎の鎧を生み出し、風に使えば風の鎧を生み出す。

　風がライルの体の表面を渦うず巻まき、吹き去ることなく固定化された。

　風の鎧はライルの動きには追い風を生み出して加速させ、対峙する敵には向かい風を起こして動きを妨ぼう害がいし、常に戦せん闘とうを有利に運んでくれるというものである。

　魔術を発動させた一瞬の隙すきを狙ねらってノスが踏み込み、五輪剣を振るった。

　風で動きを加速させたライルはアゾットを振るってその一撃を弾く。

　間断なくノスの二天剣が振り下ろされるが、左手に霊気を一点集中させ、手の平でそれを弾き返す。

　そして風の力を得たバックステップでいったん大きく間合いをとった。

　──そこで異変に気づく。

　風の鎧が、早くもごっそりと失われている。

　手の平に集中させた霊気が、ごっそりと削けずれている。

　逆に、対峙するノスの五輪剣に風の力がまとわりつき、二天剣の霊気が増ぞう幅ふくしている。

　ライルは理解し、げんなりした。……なるほど、そういう武器か。

「貴様の強さ、頂いたぞ……」ノスが嗤わらった。

「五輪は斬ったものから『五大元素』の力を奪うばう。二天は霊気を奪う……ってところか」

　ノスは二刀の英雄魂装を上下に構えた。

　それは、おおよそあらゆる『強さ』に対応できる構えであった。

　どうする……ライルが迷う暇ひまも許さず、ノスの方から再び踏み込んできた。

　多た彩さいにして苛か烈れつな二刀流、その刀身に触ふれなば力が奪われる！

　ライルは回かい避ひに徹てつした。……しかしかすめるだけでも力が奪われるのを感じる！

「くっそ……よりにもよって面めん倒どうくせえ！　ババアに押しつけりゃ良かった!!」

　自然を巧たくみに操る錬れん金きん術じゆつ師し、ライル──五輪剣けんとの相あい性しようは最悪といえた。

「はははははっ！　初手が裏目に出ただけでもう手て詰づまりか……!?　殺し屋ライル……私はずっと貴様に憧あこがれてきたのだ……！　もっと楽しませろ……！」

「……憧れだと!?」

　一撃ごとに速さと重みを増していく二刀流を、ライルはかわし続け、ときおりアゾットを振るって反撃する。しかしどうしても踏み込みが浅くなる。

　アゾットの刃やいばはほんのわずかにノスをかすめるのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「そうだ、憧れだ！　貴様は貧しい人間の希望の星だ！　何も持たずに生まれてきた弱者でも……身ひとつを鍛きたえ抜ぬいて人を殺し、奪い、生きていけることを示した!!」

　……ライルはこれまでの生き方を自己嫌けん悪おしながら生きてきた。だがそれを模も範はんと感じる人間もいたのだ。ライルは呪のろわしい影を目まの当たりにした気持ちがした。

「……ゴミ同然に生まれ育った私が……貴族どもを殺してその尊厳を奪う！　ただ生きる糧かてを奪うというだけではない！　名めい誉よまでも奪い取るのだ!!」

　ノスの両目がギラギラと輝いた。その魂も呼応して脈打っている。

「出世だ！　殺して殺して殺し抜いて最強の殺し屋として名声を高めるのだ！　おまえもそうして生きてきたのだろう!?」

「一緒にするな！　俺は自分が偉えらくなろうと思って他人を犠ぎ牲せいにしたことなどない！　それに……今はもう教師に転職した!!」

「何故なぜ殺し屋をやめる必要があった!?　他人を殺して糧にする……それこそあらゆる生物にとってもっとも本質的な生き方だろう……！」

「殺しが生きることの本質だと!?　……この逸いつ脱だつ者しやめ!!」

　ライルは必死に二刀流をかわしながら、合間合間にアゾットを振ふるい、刃をノスにかすらせる。触れるのがやっと……。

　しかし、それでいい。ダメージなど狙っていない。

　……ライルのスキル【全血の知識】は、『分解』を通じて対象の本質を『理解』する。

　アゾットを使えば、分解の対象は抽ちゆう象しよう的な概がい念ねんにまで拡大される。

『会話』によってクレールの心を『理解』したように──今度は『攻こう防ぼう』によって、ノスという相手を『理解』する。

　ノスという人間がどんな個性を有しているか、どんな霊れい脈みやくを有しているか。

　人間の霊脈は血管に似ている。もっとも根元に【大霊脈】という太い霊気の流れがあり、そこから細かく分ぶん岐きして四し肢しの末まつ端たんにまで霊気を行き渡わたらせている。

　この構造には個人差がある。ゆえにこの流れを『開閉』するためには『理解』をする必要がある。だからライルは、ノスの霊脈の全ぜん貌ぼうを掌しよう握あくすることに徹していた。

　……こいつのことはだいたいわかった……。

「くくく、神殺しのライルの力を奪い取り……上回ろうとしている……!!　この五輪と二天で貴様の尊厳をじわじわ喰くらい尽つくしてやるぞ……!!」

「その能力が、おまえの哀あわれな本質を示している」

　知りたくもなかったが、ライルはついでに彼女自身の心を理解してしまった。

「……じわじわと追い詰つめて戦いを楽しむようじゃ、殺し屋として三流だ。おまえは暴力でしか自分を表現することを知らない哀れな子供に過ぎない。力を追求したいだと？　出世したいだと？」

　ライルは蔑さげすみの視線を向けて吐はき捨てた。

「力を得て何をするか、出世をして世の中をどう変えるか……何のために人を殺さざるを得ないのか、だろうが！　自己を確立させろ……！　おまえはプロの殺し屋なんかじゃない。力を誇こ示じすることでしか他人に構ってもらえないガキだ！」

「私が三流だと……!?　ならば殺し屋の一流というものを教えてみろ……！」

「俺は教師だ。だから教えろと言うなら……教えてやる」

　嵐あらしのような連続斬ざん撃げきの間かん隙げきに、ライルは初めてノスの懐ふところ深くに踏み込んだ。

　斬られることを恐おそれず肉にく薄はくし……ノスの大霊脈にアゾットを差し込む。

「閉とざせ、アゾット」

　ガキン！という独特の手て応ごたえ──施せ錠じようの感かん触しよく。

　アゾットの力──『霊気の開閉』。ライルはノスの大霊脈を閉ざした。

「……何っ!?」

　ノスの両手の五輪剣と二天剣が、ただの剣になった。霊気も風の加護も消え失うせ、力なく攻こう撃げきが空から振ぶりした。一方でライルは素す早ばやく地を蹴けり、ノスの視界から消える。

「貴様、何をした……!?　どこに……」

　霊気を失ったノスは、ライルのスピードについていけなくなった。

　──敵の霊脈をどれだけ長く閉ざすことが出来るかは、相手の霊脈をどれだけ正確に捉とらえられるかによる。今のノスに対する『理解』なら、三秒ほど……。

　ライルはノスの背後に回った。一秒。両りよう腕うでを相手の脇わきの下に通し、左腕でノスを抱だきながら右手はアゾットを逆手に握り直す。二秒。横向きに寝ねかせたアゾットの刃を肋ろつ骨こつの隙すき間まに滑すべり込ませる。万が一にも心臓の位置を間ま違ちがうことはない。三秒。

　理解必殺。

「殺すときは一瞬……それが一流だ。戦いなんざ楽しむもんじゃねえんだよ」

　耳元で囁ささやいてからアゾットを引き抜き、両腕を解いた。

「う、ぐ……」左胸から血を噴ふき出させながらノスは力なく地面に倒たおれ伏ふす。

　哀れみの視線でそれを見下ろす。愉ゆ悦えつなどない。

　こんなことより、クレールたちに色々教えることの方がずっと楽しかった。

「これが……本当の殺し屋……」

「……悪いな、おまえにはこんなことしか教えてやれなくて」

　もっと違う機会で出会えていたなら、違うことを教えてやれただろう。

　しかし生まれて初めて与えられた憐れん憫びんが、ノスの死に尊厳を添そえた。

「ありが……とう……」──最後にそう声を漏もらしてノスは死んだ。

　宿主が死せども、そこに宿る魂たましいはいまだ微かすかに脈打っている。

「……手段を目的にするような浪ろう人にんは本質にはたどり着けない。彷徨さまようばかりで永遠に何も手に入れず終わる。そういうことだろうよ、ミヤモトなんとか」

　その屍し体たいに赤い光がふわりと落ちてきた。クレールの英えい雄ゆう魂こん装そうが散らした火の粉だった。ライルは顔を持ち上げ、クレールの元へと急いだ。

　──火の粉がノスに溶とけ込み、ノスの体がどくんと脈打ったのをライルは見落とした。
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「長老さん！　私たちも必死なんだから呪文に集中してよ!!」

　シャンドールが泣き言を漏らした。

　長老はひたすらぼーっと夜になりかけの空を見上げているように見える。その姿は暇な幼女そのものである。シャンドールにはその姿が不安でたまらない。

　この幼女のおばあさんは付き合いが浅いシャンドールにはいつもふざけているように見えて頼たよりない。加勢にきてもらっておいて文句を言う筋合いはないのだけれど……。

　しかしこの天使というやつが、とんでもなく強いのだ。

　翼つばさをはためかせ俊しゆん敏びんに飛び回り、両手両足で攻撃を仕し掛かけてくる。地を這う必要のない両足は、鋭するどいブレードとなっていた。両手には指がなく、代わりに銃じゆう口こうが開いている。そこから熱を帯びたレーザー光線を連射してくる。

　恐ろしいほどに戦闘に特化した肉体……。

　シャンドールを速度で翻ほん弄ろうし、メヌエットのフェイントに惑まどわされることもない。

「ライトニングボルト!!」

　シャンドールとメヌエットが危あやうく追い詰められるというところで、アップルが電撃を撃うち込んだ。電撃が命中すると天使たちも痺しびれるように動作を止めた。

　アップルの適切な一撃のおかげで、三人は耐たえ凌しのいでいた。

　──それだけではない。それにくわえて……戦場に赤い光が散り舞まっている。

　それはクレールがフラムプリエールから舞い散らせる火の粉だった。

　その火の粉が三人に触れると、溶け込むようにエネルギーに変わった。

　それがなかったら、シャンドールもメヌエットもすでに力ちから尽つきていたかもしれない。アップルの魔ま術じゆつは命中していなかったかもしれない。

　──凌ぐので精一杯ということは、頼たのみの綱つなは長老なのだ。

　長老は不意に「見えた！」と叫さけんだ。

「……我われらすべて大宇宙の相似体なり！　ここに万ばん物ぶつを照応せん！」

　同時に長老は枯かれ木の切れ端はしを媒介アイテムにし、小さな火種を生み出した。

「途と絶だえし生命よ、その残ざん滓しを燃やせ……フレイムトーチ」

　長老はぽいっと、天使の一体にその小さな火種を投げ込んだ。

　三人娘むすめが「散々待たせて一体何を……」という目を向ける。

　しかし長老の魔術は続いていた。

「大宇宙マクロコスモスの天動爆ばく破はをここミクロコスモスに！」

　長老が投げた火種から大空に向かって、光の線が一直線に走った。

　──占せん星せい術じゆつは二つの物質や概念から相似を見み出いだし、それを『照応』させることで力や情報を引き出す……。

　この光の線は、二つの相似した何かを結びつけている──大宇宙のすべては小宇宙のすべてと繫つながり合っているという占星術の基き礎そ概がい念ねんを示す光の線である。

　相似によって結びついたのは、地上の『火種』と天空の『太陽』。

「プロミネンスフレア!!」

　長老は光の糸をたぐり寄せ、天空の現象を地上へと引き寄せた。

　その瞬しゆん間かん、小さな火種は見たことのないような紅ぐ蓮れんの爆発に変化した。

「「「きゃあああああああああああああっ!!」」」

　暴力的な光と熱の波動、轟ごう音おんに、三人は思わず目を閉じ、悲鳴をあげた。

　太陽の表面上で発生している大爆発がこの一瞬、この地上に生じたのである。

　目を開くと、そこには神の使いとしての威い厳げんをすべて焼き溶かされた、どろどろの残ざん骸がいが地に崩くずれ落ちていた。生徒たちは啞あ然ぜんとし、長老は疲ひ労ろうの色いろ濃こいため息をつく。

「それじゃああともう一体……時間稼かせぎ頼むぞい」
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　クレールはただただ防いでいた。

　戦うと宣言したのに、けっきょく助けに来てくれるのを待つしかないのか。

　異い端たん審しん問もんでは対たい抗こうできていた実感があるだけに、惨みじめな気持ちが湧わいてくる。

　しかしフラムプリエールはプロメテウスの奇跡魔術をすべて防ぎきっていた。

「流石さすがは聖女だ」猛もう攻こうの合間に、プロメテウスが感かん嘆たんの声を漏らした。

「聖女……？」

「貴女あなたはただ身を守る一方の自分を不ふ甲が斐いなく思っていることだろう。だがその英雄魂装は貴女が思っている以上の力を──奇き跡せきを、この戦場全体に拡散している」

「いったい何を言ってるの……？」

「やはり貴女は美しい。胸から上だけを持ち帰ればと思ったが、気が変わった。貴女は私の自じ慢まんの寵ちよう姫きとなるのだ。やはり無傷で持ち帰ることとしよう。この調子で防戦を続けていれば、貴女の霊気が底をつくのは時間の問題だからな」

　フラムプリエールの防ぼう壁へきを突とつ破ぱできない魔術を飽あきもせず撃ち続けていたのは、それが狙ねらいだったのだ。

　しかし寵姫という言葉を聞いて、クレールは吐き気を覚えた。

　かつては神に捧ささげられる覚かく悟ごを持っていたが、今となっては……。

「……今、私に嫌けん悪おを抱いたな。ふふふ、面おも白しろい。許されないことだ。また気が変わった。やはり四肢をもぎ取るぐらいの『罰ばつ』を与あたえることとしよう……！」

　──些さ細さいな気まぐれでクレールの命運を手の平で転がそうという傲ごう慢まんさ。

　プロメテウスはゆったりと左腕を持ち上げて見せた。

　その黒い左腕が、火花を散らして変形した。肘ひじから下に当たる前ぜん腕わんが割れるように開く。そこからギチギチと太い槍やりが伸のびていく。

　槍──いやこの太さとなると、杭くいだ。

「我々の身を構成する【神鉄】……その中でも緊きん密みつな格子状の結けつ晶しよう構造を配することでもっとも強固な特性を得た……」

「？」

「……と言っても貴女には理解はできまい。【オリハルコン】という素材で出来ている。それを我が【天の焰】の出力でもって撃ち出す……。奇跡魔術というよりは、奇跡魔術を応用させた私の『必殺技わざ』といったところだ」

　それまで遠くから戯たわむれるように魔術を撃ち込むだけだったプロメテウスが、巨きよ大だいな山が迫せまるような威い圧あつ感かんでのしのしと距きよ離りを縮めてきた。

「奈な落らくの底まで砕くだき抜ぬいて見せよう……奈落破天衝アビスバンカー!!」

　プロメテウスの全身から炎が噴き出た。突つき出された左腕の内部で炎が爆発し、オリハルコンの巨大な杭がクレールに向けて発射されようとする。

　これは防げない──はっきりとそう予感がした。

「……ライルさん!!」

　クレールは我が身を炎で守りながら、ライルの名を叫んだ。




　──ライルが駆かけつけたのは、まさにそのときだった。

　風の鎧よろいを身にまとい直した素す早ばやい動きで、両者の間に割って入る。

　手にした媒介に霊気を注ぎ込んだ。

「世界一いつ切さいを蝕むしばみ尽つくせ、眠ねむれる壺ピトスの悪夢……」

　握にぎり締しめた媒介は──一年前に殺した神の体組織。真っ赤な宝石に似ていた。

　核コア──人間でいうところの心臓か脳といったところだろう。

「この世すべての災いの苦痛を……疫病火パンドーラ!!」

「何っ!?　それは！！！」

　ライルの手の平から、真っ黒い炎が溢あふれ出し、禍まが々まがしく渦うずを巻きながら、クレールに杭を撃ち込もうとするプロメテウスの左ひだり肩かたを吞のみ込んだ。

　ライルはプロメテウスの胸を消し飛ばそうと狙ったが、プロメテウスは寸前でその身を右にずらして直ちよく撃げきを避さけていた。

　ゴトン！と重たい音をたてて、プロメテウスの左腕が地面に落下した。

　黒い炎は──プロメテウスの左肩を吞み込んで塵ちりも残さず消し去っている。

　ライルの手の内から、神の媒介が消え失うせる。一個きりの貴重品だった。

「おかしいな、苦痛の声はあげないのか？　なんかそういう魔術だったはずだが」

　──あの船上での背徳者仲間たちの断末魔の悲鳴が自おのずとライルの頭の中に蘇よみがえった。

「我々に痛覚などという余分な感覚は存在しない。……今のは私の愚ぐ弟ていの力、エピメテウスのピトス！　ならばおまえが神殺しのライルか！」

　それまで平へい淡たんだったプロメテウスの声が波立つように歪ゆがんだ。

　それは笑っているのだと、気がつくのに時間がかかった。

「……なぜ、笑っているのです？」クレールが慄りつ然ぜんとしてたずねた。

「美しいからだ。弟の仇かたきを討うつことが出来る。それは愉ゆ快かいなことだろう」

「……そんなのおかしい。怒いかりや悲しみはないのですか!?」

「我々オリンピア神族でも上位の神々は、不要な感情は切り捨てている。悲しみのようなネガティブな感情はない。死を忌き避ひする恐きよう怖ふ心も持たない。許せないと思えば罰を与える喜びだけが胸に湧き、愚弟の死を知れば悼いたみはなく仇をとれる喜びだけがある……」

「……気持ちが悪い」クレールは吐はき捨てた。

「ライルさん、こんなのが世界を支配していちゃ、絶対にダメです……！」

「クレール、遅おそくなって悪かったな。後は俺に任せて下がってろ」

　──ライルの脳のう裏りには一年前の戦いの記き憶おくが貼はり付いていた。

　あのときライルは同行していた背徳者仲間を皆みな殺ごろしにされている。

　今度は……仲間を守り抜いた上で倒たおさねばならない。

　一方でクレールは、ライルの言葉に突き放されたような、悔くやしげな表情で俯うつむいた。

「神殺しのライル……先ほどの戦い、見ていたぞ」

　プロメテウスの無数の眼球がライルを捉とらえる。

「パラケルスス……黒魔術の先達者。神秘を恐おそれず現実を直視し、知の性質に表と裏を与えた人類史のマイルストーン。しかし聖女を背徳に染めた罪は重いぞ。……天の焰」

「フラムプリエール！」

　空間のごく一点に膨ぼう大だいな熱が生み出されるが、それが膨ぼう張ちようするより先に、クレールの槍が生み出す炎がふわりと包み込んだ。

「ライルさん、あの魔術は私が抑おさえます！」

　余計なことを……などと撥はねつけるにはあまりに強大で未知な敵だ。

「前には出てくるなよ！」

　ライルはそう言ってアゾットを手にプロメテウスへと踏ふみ込んだ。

「我は創造の神……兵器の記憶デバイスクリエイト」

　プロメテウスの傍かたわらに黒い炎が浮うかび上がったかと思うと、それはうねうねと粘ねん土どをこねるかのように形を変えながら実体化し──鋼はがねの筒つつを束ねたようなものが完成した。

「──連結螺旋砲ガトリングガン」

　神機を創造する奇跡魔術！

　ライルはまったく同じ戦せん闘とう用神機を見たことがあった。

　……背徳者の仲間たちがあれに惨ざん殺さつされる風景を見たことがあった。

　あれは『螺ら旋せん』の弾だん丸がんを無数にバラ撒まき、遥はるか遠方の人間を容易たやすく殺傷する。

　ライルの記憶通り、連結螺旋砲の砲ほう門もんは回転しながら無む尽じん蔵ぞうの弾丸を連射した。

　しかしライルは、恐れることなく弾丸の雨の中に飛び込んだ。

　──ライルは初めてこの『螺旋の弾丸』と出会ったときの感動を忘れたことがない。

　回転による目覚ましい貫かん通つう力の向上──仲間を殺された怒りや恐怖と同時に、力学的な感動も覚えていた。

　この螺旋を、自分の錬れん金きん術じゆつに取り入れたい。ライルは螺旋という性質を秘めた自然物を山で、森で、川で、至るところで探し求めた。

　ライルはポーチから蝶ちようの翅はね、そして【風露花エロジウム】の種子を取り出し、まとめて握り締めた。

「空の欠片かけらよ、螺旋の原理により天の怒りを呼び起こせ……！」

　風露花の種子は地に蒔まかれると、細長い形状をキュルキュルと自ら回転させて地に潜せん行こうしていく。ライルは『神ならぬ奇跡』を見る目でそれを観察した。

　その力を風に付与エンチヤントさせる……！

「ハリケーンブラスト!!」

　ライルの手から溢れ出た暴風は、螺旋の回転を得て竜たつ巻まきと化した。

　螺旋の弾丸に真っ正面から真っ直すぐに風をぶつけても、弾丸は螺旋の力で風を突き抜けて飛んでくるだろう。だが同じ螺旋の回転を持った竜巻で巻き込めば……。

　ライルに降り注いだ無数の弾丸は、すべてあらぬ方向に弾はじき返されていった。

　左ひだり腕うでを失ったプロメテウスの左半身側に飛び込み、アゾットでその装そう甲こうに一撃を浴びせる──霊気をまとった神鉄の、恐ろしく硬かたい手て応ごたえ。

　だが重要なのは相手の霊れい脈みやくを探さぐることだ。霊脈を把は握あくし、アゾットで閉とざす。

　それさえ出来れば、神でさえも弱体化デバフできる！

　しかしその一撃でライルはかえって戦せん慄りつを覚えた。

　一撃でも斬きりつければ、その手応えで相手を『理解』するためにどれだけ攻こう撃げきを加えればいいのか見当がつく。プロメテウスの霊脈は、ノスはもちろん──同じ神であるエピメテウスと比べてすら、恐ろしく複雑だった。

「どうした？　恐怖を覚えたか？　下級神のエピメテウスと一いつ緒しよにされては困る。愚弟愚弟と言っているが……おまえが殺したのは、本当に取るに足らない奴やつだったのだ」

「……時間がかかるってだけのことだ！」

　風をさらに荒あらぶらせて連結螺旋砲の砲門をねじ曲げる。

　連結螺旋砲が、内部爆ばく発はつを起こして粉ふん砕さいされた。

「ふふ……、兵器の記憶」

　炎ほのおが閃ひらめき、さらに神機が生み出される。

「──自律殺戮盤フライングバグ」

　創造の炎の中から、無数の小さな空飛ぶ円えん盤ばんが弾けるように飛び出した。

　回転ノコギリ──円盤の外周には無数のブレードが回転し、一つ一つが自律して異なる動きでライルに襲おそいかかる。すでに目の前、回かい避ひは不可能。

「オモチャ箱の神様かよ、おまえは！」

　ライルもすでに次の手を準備している。水結晶ミヨウバンと焰硝石マグマストーンを組み合わせて錬成した水蒸気爆ばく弾だん──焰硝石の高熱により水結晶に宿る水分を一気に気化させ、体積の数千倍以上の水蒸気を瞬しゆん間かん発生させるというもの。

　くわえて【アーチャーフィッシュ】の顎あご──そこに宿る本質の力は『集圧』。

　それらをまとめて握り締め、出せる限りの霊気を注ぎ込む。

「大自然の射手よ、死の線を描えがけ……アブレシブカッター！」

　爆弾がズドン！と轟ごう音おんを響ひびかせて水蒸気を発生させ、アーチャーフィッシュの力がそれを一点に集中させて飛ばす──水蒸気爆発のカッター。

　限りなく遠い間合いまで届き、金こん剛ごう石せきすら切断する一いつ閃せんである。

　ライルが左手を振ふり回すと死の線が駆け巡めぐり、飛来してきた円盤のすべてが真っ二つとなり地に落下した。

　ギィン！と鈍にぶい音が響き、プロメテウスの装甲の表面に、うっすらと傷が浮いた。

「……ふふふ、そういうおまえもオモチャ箱の魔ま術じゆつ師しのようだな。おまえが人間でなかったら趣しゆ味みが合いそうだ」

「面おも白しろいこと言うんじゃねえよ。……ちっ、こいつでエピメテウスの片腕を落としたんだけどな」

　しかしそれが出来たのは、アゾットで霊脈を一時停止させた瞬間だった。

　霊脈を閉ざした瞬間でなければまともに攻撃が通じない……。

「兵器の記憶──斬艦剣バトルシツプ・クリーバー」

　今度はプロメテウスの右腕に炎がまとわりつき、自らの巨きよ体たいよりもさらに長大な幅はば広びろの剣けんを生み出した。

　巨体のプロメテウスがそれを振り上げると、まるで天にそびえる塔とうのようだ。

　刀身が振しん動どうしている──仕組み自体はヴィブロブレードと大差なさそうだが、純じゆん粋すいに重量が違ちがう。刀身を覆おおう霊気が違う。

「進化の知ち恵えをここに、柔じゆうよく剛ごうを受け流せ！　ヘクサゴナルシールド！」

　ライルは【万年亀かめ】の甲こう羅らを握り締め、その力を解放させた。

　生み出されたのは、滑なめらかな曲面を持った盾たて。

　プロメテウスの巨大剣を真っ向から受け止めようとすれば、一撃で盾ごと真っ二つにされてしまうだろう。だが……こういう攻撃は、斜ななめに滑すべらせる！

　天の裁きとばかりに上空から振り下ろされる巨大な一撃を、ライルは甲羅の盾の曲面を活いかして受け流した。圧あつ倒とう的な神のパワーが横滑りし、大地に巨大な割れ目を穿うがつ。

　盾による防ぼう御ぎよを選せん択たくしたのは、間合いから離はなれず、すぐ反撃に移りたかったためだ。

　空から振ぶりの隙すきを晒さらすプロメテウスに飛び込み、アゾットで一重、二重と斬りつける。

「なかなかやる……ふふふ」

　感じ入ったようにプロメテウスが言う。

「実に面白い。だが人には過ぎたこざかしい創意工夫だ。罰ばつを与あたえてやらねばな。見えざる力よ、奈な落らくへ引きずり込め……鉄に愛されしものマグネテイツクフオース！」

　神機を生み出すのとはまた別の奇跡魔術！

　ライルが咄とつ嗟さに霊気の雰ふん囲い気きから、どんな攻撃が発生するか予測できなかったのは、日ひ頃ごろ生きていてほとんど意識することのない現象だからだった。

　磁力──存在自体は知っている。

　それが一体何を引き起こすか……地に転がっていたプロメテウスの左腕が強きよう烈れつな磁気を帯びて、ライルの身につけている衣服の金具部分を引き寄せた！

「……うおおおおっ!?」

　ライルの体勢が崩くずれた。そこにプロメテウスが巨大剣を振るってくる。

　ライルは亀の盾を構えるが、こんな状態では曲面で滑らせるような緻ち密みつな操作は不可能だった。一撃で盾が粉砕され、ライルの体がゴミクズのように吹ふっ飛んだ。

　体だけでなく意識まで吹っ飛びそうになる。

　吹っ飛ぶライルの体が……プロメテウスの左腕に真っ直ぐ引きつけられる。

　磁力を帯びたプロメテウスの左腕は、その凶きよう悪あくな杭くいをライルに向けている！

「やっべえ！」

「フラムプリエール!!」

　そのときクレールの槍やりから炎がたなびくように長く伸のび、磁力を帯びたプロメテウスの左腕を弾き飛ばした。

　その一瞬の猶ゆう予よの間に、ライルはトレードマークの黒コートを脱ぬぎ捨てた。

　金属部品を引っ張られたコートが、バス！と小気味良い音を立てて杭に貫つらぬかれた。

「兵器の記憶……悪魔の心臓デーモンコア」

　一方でさらにプロメテウスが小さな球体を生み出している。

　まずい。冷静に対処する猶予がない。今度は何だ？

「先ほどの水蒸気爆弾の礼に見せてやる……私が生み出せる最強の爆弾だ。聖女まで巻き添ぞえにしないよう、範はん囲いを貴様に集中させてやるから安心して消えるがいい」

　不気味な銀色の球体がふわふわと浮き上がりながら、青い光を放った。

　引き起こされる現象が、まったく予想がつかない。理解ができない。

　球体の内部で、経験したことのない霊気の動きが起こっている。

　小さな霊気の粒つぶが、次々と連れん鎖さ的に分ぶん裂れつしていくような……。

「核かく分裂という」

　青い光が爆ばく裂れつした。衝しよう撃げき波はとともに青い光がシャワーのようにライル一人に向かって降り注いで行く。全身に目に見えない穴が無数に開いていくような感覚がした。

　ライルはポーチから……まだ手に入れて間もない媒介を取り出した。

　レッドドラゴンの本質が凝ぎよう縮しゆくした一枚[image: 鱗]うろこ……。

「猛たけき竜りゆうを討うちしものに、竜りゆう[image: 鱗]りんの守護を……ドラゴンズグローリー！」

　ライルの全身に、ビキビキと音を立てて真っ赤な[image: 鱗]が浮かび上がった。

　ライルは我が身を抱だくような体勢で衝撃波と青い光のシャワーに耐たえた。

　全身がびりびりと震ふるえた。毛穴のひとつひとつが沸わき立つように熱い。周囲の地面がえぐれていく。奇き妙みような感かん触しよくが続く──肉体の、細さい胞ぼうよりもさらに小さな根源的なもの同士の繫つながりがブチブチとちぎれるような。

　ドラゴンの[image: 鱗]が衝撃波に耐えきれずすべて吹き飛んだ。しかし一瞬遅おくれて、

「ライルさん！」クレールのフラムプリエールの炎もライルを包み込んで守った。

「くっ！」ライル自身も両りよう脚あしを踏ふん張り……ようやく現象が収まった。

「聖女の力も借りて耐え抜ぬいたか」

「私だって……ライルさんを守ります!!」

　援えん護ごに徹てつしていたクレールが白銀の槍を握にぎり締しめてライルの前に出てこようとする。

　ライルは自らの窮きゆう地ちを自覚しながらも、血の気が引いた。

「クレール！　危ないから下がってろ!!」

　クレールが悲しげな顔でライルを振り向いた。何故なぜ、と責めているようでもあった。

　クレールを失うのが怖こわい。その恐きよう怖ふ心がライルを支配していた。

　しかし同時に思い知ってもいた。こいつは強い……エピメテウスよりも遥はるかに。

「パラケルスス。あらゆる状じよう況きように応じて無数の魔術を使いこなす……対応力の天才と言ったところか。おまえと同等の仲間がおまえの周りにいたなら……そう思うと恐おそろしいものがある」

　恐ろしいという言葉とは裏腹に、プロメテウスは愉ゆ快かいそうに笑った。

「だがおまえには、攻せめ手がないな」

　アゾットで斬らねばならない。自分の攻め手はそれだけだ。

「……先ほどの戦いは見ていた。相手の霊脈を読み取り、もっとも大本の流れを施せ錠じようして閉ざす力。しかしそんな悠ゆう長ちようなことを、万ばん能のうたる神が許すと思うか？」

　脚あしを踏み込もうとして、ライルは膝ひざに力がこもらないのを感じた。

　疲ひ労ろうでもないし、霊気の枯こ渇かつであるはずもない。

「毒だ。霊気を感じ取るのが得意なおまえでも気づかないような毒を、悪魔の心臓はおまえの肉体に埋うめ込んだ。戦いながらでなければ聖女の力で癒いやすことも出来ようが……このまま戦えば長くはもたない」

　プロメテウスは手を前にかざして、指を三本立ててみた。

「審しん判ぱんを下そう。三分かな？　……いいや、一分も持つまい……」

　絶望がライルにのしかかった。作業量に対する時間制限という、わかりやすい絶望。

　──詰つまされたか。冷静に考えを切り替かえる必要がある。勝てる道理がない。

　クレールたちを逃にがすための道を探さぐらねばならない。まだそれぐらいはできる。

「ライルさん！」──背中にクレールの声がかけられる。その声がやけに遠く感じるのは……いかに冷静を繕つくろおうとも絶望と敗北感に胸が打ちのめされているせいだ。

（……何を臆おく病びよう風かぜに吹かれている？）

　そのときライルの胸の内から、声がした。……パラケルスス!?

（手の内がバレていようと、おまえのやることは変わらんさ。学んでこじ開ける。おまえという人間は、それだけに特化した存在だ）

　だが自分の体は長くは戦えない……。

（今までの戦いから得た情報だけで思考するな。世界のすべてを愛するように、手持ちの材料すべてを吟ぎん味みしろ。……あいつはエピメテウスの兄だぞ）

　……やつらには共通点がある？　やつの身体からだの構造──エピメテウスを『分解』し、その仕組みを漠然とは理解できている。しかし……。

（理ことわりが足りないとでも思うか？　想像力で情報の隙すき間まを埋めろ。確証がなければ勝負に出られないのでは、それこそ甘えだ）

　不確実な想像力を駆く使しして……今の自分がアゾットの力を使ったとして、やつを弱体化させられる時間は……一秒……いや、コンマ一秒もないかもしれない。

　そんな短時間でやつの神鉄を貫く攻こう撃げき手段は、やつの言う通り自分にはない……。

（……バカか、おまえは？　なぜ一人で戦っているつもりでいる？　あの聖人の中の聖人、ジャンヌ・ダルクが味方にいるのだぞ。あれを足手まといに思うほど俺たちは強くはない。呼吸を合わせろ。何のために彼女を目覚めさせた？）

　思わぬ言葉にハッとする。しかしそれでも、不安が鎌かま首くびをもたげた。

（彼女が万が一でも死ぬのが怖いか。戦わせたくないか。臆病者め。そんなにあの女が好きか？　……俺はすべてを理解しようとし、愚ぐ鈍どんな権力機構を破は壊かいすることに全ぜん生しよう涯がいをかけ、人との繫がりをすべて放ほう棄きして生きてきた。酒と水銀に溺おぼれながら、晩年にはそんな人生を悔くいた。俺には大事な人など誰だれ一人いなかった）

　ずっとそばにいたのに、ライルは初めてその人物のことを知った。

（……アホなやつだったんだな）

（そうさ。こんな俺が宿ったせいで……俺の後こう悔かいに影えい響きようされて、おまえは他人を大事に思いすぎるようになったようだな。だが甘やかしすぎても共とも倒だおれするし……何より彼女はおまえと並び立って戦いたがっているぞ？）

　そのときライルは、自分の背後でクレールの霊気が爆ばく発はつ的に膨ふくれあがるのを感じた。

　クレールが何かをしようとしている！

（おまえはずっと仲間を待ち望んでいたんじゃないか。泣きたいほどに、わめきたいほどに、独りで戦いたくないと叫さけび続けてきたじゃないか）

「……どうした？　ふふふ、戦意を喪そう失しつしたか？」

　内なるものと会話するライルの様子を、プロメテウスが不思議がった。

　自分がフルに動けるのはもうそう長くない。想像で情報を補完し、それが正しかったとしてアゾットで止められるのは十分の一秒程度。

　エピメテウスの胸には、やつの生存機能を支える【核】があった。

　同様のものがあいつにもある──その仮定にすべてを賭かける。

　ライルは対等の仲間に叫んだ。「クレール、俺とタイミングを合わせろ!!」




　私には戦う力がないと言うの……。

　ライルに下がっていろと言われて、クレールは無力感にうちひしがれていた。

　ジャンヌ……。胸の内の友に語りかける。何も語り合わずとも友人と感じていた。

（クレール……私の愛いとしい友達。私たちは他人に敵意をぶつけることに本質的に向いていません……戦いに向いていないと言われれば、その通りと言わざるを得ないでしょう）

　ジャンヌ!?　初めて聞くジャンヌの返事に、クレールは戸と惑まどった。

（ですが……フラムプリエールは強い想おもいを、霊気出力に転化する力があります。私たちは一つの感情すべてを、破壊力に変へん換かんすることができます）

【一いち途ずブースト】──確かにそういうスキルがあった。

　ジャンヌという人は、情深い人だ。クレールはそう感じる。この人がすべての気持ちを破壊力に変えて戦ったのなら、英えい雄ゆうと呼ぶに相応ふさわしい力を発揮したに違ちがいない。

（私はかつて心すべてを信しん仰こう心に染めて、この槍に注ぎ込んで戦いました。……最さい期ごのときには、心すべてを復ふく讐しゆう心に染めてこの槍を振ふり回したいとも願いました）

　私もジャンヌも同じだ、とクレールは思った。

（今の私たちはもっと違った想いで心を染めることが出来るはず）

　悲しい最期を遂とげたジャンヌと違って……私はライルさんに救ってもらえた。

　いろいろな楽しいことを教えてくれた。楽しんでいる自分自身のことを教えてくれた。

　あの人のことが、好きだ。今の自分の心はそれだけで埋め尽つくされている。

　彼のことを好きという気持ちを、そのまま攻撃力に変えられるなら……何も怖くなんてない。神なんて……恐るるに足りない！

（そう、人が尊ぶべきものは、人の心のうちに生まれるものだけです）

　そのとき、ライルが叫んだ。「クレール、俺とタイミングを合わせろ!!」

　クレールの胸に歓かん喜きが満ちた。ライルに必要とされた喜びが、植物が地面から水を吸い上げるように、フラムプリエールという白銀の槍やりに吸い上げられていく。

　どれだけ吸い上げらるれども、なお想いは胸から溢あふれつづける。この力は無限だ。

　槍の穂ほ先さきから愛の炎ほのおが噴ふき上がった。




　クレールの手にするフラムプリエールに、爆発的な力が生じるのをライルは感じた。

　それはこれまでのような防ぼう御ぎよのための勢いではない。明らかに、暴力。

　守るための暴力。それこそが聖女ジャンヌ・ダルクの本質だった。

「何？」と、プロメテウスが驚おどろきの声を漏もらす。

　ネガティブな念のこもっていない、純じゆん粋すいに驚いたというだけの乾かわいた声。

　クレールがフラムプリエールを構えて突とつ進しんした。

　何も狙ねらっていない。後先のことも考えていない。ただ真っ直すぐにひたむきな突進。

　俺が導いてやらなければならない。ライルは最後の力を振り絞しぼって駆かけた。

　想像力で補完したプロメテウスの霊れい脈みやく図に、この鍵かぎ剣けんを突つき込む！

　プロメテウスはライルを無視し、クレールの方に『天の焰』を撃うち込んだ。

　しかしフラムプリエールの先せん端たんから噴き出る炎が傘かさのように広がってクレールの身を守った。それは攻こう防ぼう一体の突とつ撃げきだった。

「私はライルさんと生きていく！　胸を張って、肩かたを並べてっ!!」

　クレールは愛する者に飛び込むように猪ちよ突とつ猛もう進しんする。

「クレール！　ここだ!!　……閉とざせ、アゾット!!」

　取るに足らないものと無視されたライルが、プロメテウスの懐ふところに飛び込んで胸の中心にアゾットを突き立てた。

　ひねる。十分の一秒──いや、実際にはそれすらもなかったかもしれない。

　プロメテウスのあらゆる生物を超ちよう越えつする莫ばく大だいな霊気が、途と絶だえた。その刹せつ那な──。

　ドガゴォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオン！！！と、ライルがアゾットで示した位置にクレールがフラムプリエールを突き立てた。

　クレールの重たい愛情すべてが衝しよう撃げきとなった一撃──人の愛が神を穿うがった。

　プロメテウスの胸前面の装そう甲こうが弾はじけ飛び、ルビーのごとき真っ赤な核が露ろ出しゆつした。その位置も、姿も、寸すん分ぶん違たがわずエピメテウスの核とまったく同じだった。
















　アゾットによる霊気遮しや断だんの効果が途絶え、再び霊気を渦うず巻まかせて核が輝かがやく。

　ライルはその輝きをはっきりと目に捉とらえ、執しゆう念ねんの力でそこに飛びついた。

「うおあああああああああああっ!!」

　プロメテウスの大霊脈の発生源である核には、クレールの一撃で亀き裂れつが走っている。そこから溢れ出る霊気の奔ほん流りゆうは著いちじるしく乱れていた。それをライルは目で見るようにはっきりと感じ取れた。己に残るすべての霊気と力をアゾットに集中させ──打ち付ける!!

「!?　私の核が狙いか！　面おも白しろい真似まねを……やめ──!!」

　死への恐きよう怖ふではなく、笑いながらプロメテウスが叫ぶ。

　もしもプロメテウスに生存本能というものがあれば、毒に身体を蝕むしばまれたライルを反射的に振り払はらうぐらいは出来たはずだった。

　プロメテウスは奇き妙みような冷静さで、その瞬しゆん間かんを迎むかえた。

　赤い刃やいばが乱れきった霊気の奔流の隙間をすり抜ぬけ、神鉄の守護も失われた核を貫つらぬく。

　赤い結けつ晶しようがプロメテウスの体内から弾け飛ぶようにいくつかの小片に砕くだけ散った。

　プロメテウスのすべての瞳ひとみが閉じた。








エピローグ　旗印ジヤンヌ・ダルク









「神は絶対者などではなかった!!　神は私たちを騙だましていたのだ!!」

　全校生徒の前で、クレールは叫ぶ。

　多くの生徒が目撃した──神がライルとクレールの手で滅ほろびた瞬間を。

　炎えん上じようした船とは違い──消えぬ証しよう拠こも残されている。

「この世に絶対者などいない!!　あらゆるものは死ぬ！　これを見よ!!　絶対者と嘯うそぶいた神、プロメテウスの首である!!　その瞳はもはや何も映すことはない!!」

　心がどこに向かえばいいのか、生徒たちは混乱状態に陥おちいっていた。

　そこに闇やみを照らすかのような、凜りん然ぜんたるクレールの声が響ひびき渡わたる。

「かような詐さ称しよう者に、我われ々われは国家ごと皆みな殺ごろしになる運命を課されていたのだ！」

　この国は黙示刻アポカリプスの運命にある。死の先に救いが存在すると信じてその運命を受け入れてきた人々にとって、明らかとされた現実はどれほど残ざん酷こくだろう。

　しかしクレールが振るう槍の炎は、生徒たちの胸に勇気の炎を灯ともした。

「我々は、我々を騙していた者どもに自らの運命を託たくしてはならない！　今こそ立ち上がるときだ！　心を何かに依い存ぞんする人間に、理り不ふ尽じんを嘆なげく資格などないのだから!!」

　喝かつ采さいが彼女を包んだ。エリーンは、ここから動き始めるのだ。

　──ライルはその気高い光景を見守り、心から孤こ独どくが氷解していくのを感じた。

　今のクレールは自分には出来ない、他ほかの誰にも出来ないことを為なすことが出来る。

　彼女は仲間だ。肩を並べて戦い、共に生きていく。




　　　　◇




　ガリア──フーシエ邸てい宅たく。

　突とつ然ぜんの来訪者を居間に通して、フーシエは目をまるまると見開いた。

「貴女あなた……よく生きて帰ってきましたね」

「死んでいて欲しかったか……？」

「いえ、そんなことはありませんが……状じよう況きようを伝え聞いた限りじゃ絶対に生きて帰ってこないと思っていたので……本当に、ゾンビとかゴーストとかじゃないですよね？」

「……いつも通りよく回る舌でひどい言いぐさじゃないか、我が雇やとい主……」

　ソファに腰こしを下ろし、フーシエと向き合っているのは……ノスである。

「まさか戦いを放棄して逃にげたんですか？」

「まさか……。きっちりライルに殺されたさ。心臓を一ひと突つきだった。雇い主に言うことではないが殺し屋としての格が違った……。なぜ生きているのか自分自身にもわからん」

「やはりゾンビゴースト。アーメンダブツ」

　フーシエはノスに向けて両手を合わせた。

「だが何か温かい感かん触しよくがした……温かい光が胸に溶とけ込んできて……気がつくと私は意識を取り戻もどしていた。身を起こすとすでに戦いが終わったらしく、プロメテウスの死し骸がいらしきものに人々がよってたかって騒さわいでいた。私も近づいて確かく認にんしたかったが……私が起き上がったことに誰だれも気づいていないうちにとっとと逃げ出したというわけだ……」

「すげえ機転。で……命を拾った貴女がいっときの雇い主にすぎない私のところにわざわざ来たのはなぜです？　そんなに私のこと好き？」

「……おまえは私の話を聞きたがると思ってな。そのために私を送り込んだのだろ？」

「あ、聞きたいですねえ。クレールとライルの印象について」

「あと……おまえがライルとクレールをこれからどうするか気になってな……」

「……さあて、どうしますかね。気になるのはプロメテウスが単独行動でこの事件に首を突っ込んだことです。サクラカエルム全体の統一意思としてここに来たわけではない。神々はクレールの背徳的な計画のことをまだ知らない」

「神が全能の存在じゃないなら、そういうことになるな……」

「全能な存在なんてこの世にいるもんですか。だいたい私より有能なやつすら見たことないのに。……私がクレールの悪だくみを教会にチクればエリーンは滅びますね」

「そうするのか……？　まぁライルたちは逃げ延びるだろうが……」

「まさか……私に何の得もない。もう一つ気になるのは、プロメテウスが気にしていたのはクレールの計画ではなくクレール自身だったことです」

「クレールのことを聖女とか呼んでいたな……プロメテウスが……」

「聖女？　ふうん……よくわからないですが、きっとろくでもない事情ですね、かわいそうに。つまりクレールは神々がこぞって奪うばい合いをするような存在で、プロメテウスは他の神々を出し抜いてやってきた。プロメテウス以外の神々は、クレールがその聖女ってやつだって知らないってことです。ならこの情報は売り物になる。見返りが期待できる」

　一息にそう喋しやべってから、フーシエは紅茶をあおるように飲み干した。

「なかなか面白くなりそうでしょ？」

「……おまえから話を聞いた神はまた単独でクレールを奪いにエリーンへと向かうことになるだろうな。そしてライルならまた返り討うちにするかもしれん……」

「そうしたらまた別の神に情報を売りつける。また神がエリーンへ向かい、ライルと戦う……次から次へと挑ちよう戦せん者を迎えて『神殺し』の本領を見せてもらいたいですね」

　それは確かに愉ゆ快かいな構図であった。二人はしばし声を重ねて笑った。

「ところで私とライル、貴女の中でどちらが上です？」

「……ライルの方が強い」

「えー、納なつ得とくいきませんねえ」




　　　　◇




「ライルさんライルさん～♪　演説、見ててくれましたか？　褒ほめてください～♪」

　蔦の館アイビーハウスに帰ってくると、生徒たちの好反応を喜んだクレールがふんふん鼻を鳴らしながら抱だきついてきた。そのままソファにまで押し倒たおされ、全身を擦こすりつけて甘えてくる。

　あんなにカッコ良く演説していたのに、二人きりになると途と端たんにこの有様だった。

「ライルさん～♪　むちゅ～♪」

「やーめーろーっ!!　理性が溶けるっ!!」

　ライルはぺちぺちぺちとクレールの顔を張り手した。

「ふにゃにゃにゃにゃにゃっ!?」

「待て！　落ち着け!!　ステイ!!　お手！」

　突き出されたライルの手に、クレールはひょいと自分の手を重ねてにぎにぎする。

「……おまえはいったい何なんだ。一回デートしただけで見境がなくなりやがって。俺はもっと自分を大事にしろって言ったんだぞ」

「ライルさんったら照れ屋さん♡　かわいいっ♡」

「人の話を聞けねーのは変わってねーのかよ!?」

　嚙かみ合わぬ返答にライルは愕がく然ぜんとした。

「いいか、ラブコメってのはもっと焦じれったいものなんだ。イベントとフラグを重ねて、お互たがいの気持ちを確かめ合ってようやく歩み寄るものなんだ」

「超ちよう間ま怠だるっこしいです、ライルさん」

「だいたいおまえは自分の感情が純じゆん粋すいな本物だと自信をもって言えるのか？　俺に対する感謝や恩義を、れ、恋れん愛あい感情と勘かん違ちがいしているだけだとは思わないのかっ！」

「これは間違いなく愛です！　私、そういうのなんとなくわかりますからっ!!」

　クレールは何も考えていないような顔で即そく答とうした。ライルは頭を抱かかえた。

「だいたい私、自覚がなかっただけで、かなり早い段階でライルさんのこと好きになってましたし……」

「早い段階で？　最初はおまえ、抑よく圧あつの解消を俺に求めただけだろ」

「すぐにそれだけじゃなくなったんですよ」

　……ライルの頭の中に、パラケルススの声が響いた。

（ラブコメか……甘あま酸ずっぱいな。俺も人との繫つながりを放ほう棄きした人生を送り、童どう貞ていのままこの世を去ったことを密ひそかに未練にしている……。つらい……）

　やはりおまえも童貞であったかとライルは思った。呪のろわれたような気持ちになった。

（……だが気をつけろ、我が宿主。これまで何も知らずに生きてきた真っ白な少女の口にする愛になど何の説得力も無い。愛ではなく依存だとしたら、彼女は再び同じ過あやまちを繰くり返すことになる。冷静に、慎しん重ちように、この愛情が真実かどうか検証せねばならない）

　噓うそ偽いつわり、誤ご魔ま化かしを憎にくむ真実の追究者、それがパラケルススなのだ。

　当然彼が求める愛も、真実にして純粋な愛である。

　ライルにも共感するところは大きい、

　しかし、同時にこうも思う。……そんなだから死ぬまで童貞だったんじゃね。

　──一方で、クレールの脳のう裏りにもジャンヌの声が響いていた。

（クレール。私はいもしない神にすべてを捧ささげ、男性との愛を知らぬまま死んでいった処女です。つらい……。しかしだからこそ、親愛なる貴女が人生の楽しみを取り戻し、全力で恋愛をしようとしている姿に他人のものではない喜びとときめきを覚えずにいられません。私から見ても、ライルさんは素す敵てきな人ですし）

　ありがとうございます、ジャンヌ！　クレールは素直にそう思う。

（恋愛というのは、何がキッカケであってもいいし、何か別の感情が交じっていてもむしろ自然だと思います。ですから……どんどん攻せめましょう！）

　はい、攻めます!!　クレールはふんすと鼻息荒あらく、そう思う。

「ライルさんむちゅ[image: ～][image: ～]!!」

「むちゅーは過激すぎるからやーめーろーっ!!」

　そのときぐいっとライルの腕うでが引っ張られた。

　振ふり向くと、シャンドールがぷいっとそっぽを向きながら言った。

「……先生はみんなの先生なんだから、贔屓ひいきとかはダメだと思う」

「俺だってそのつもりだけどこいつが勝手にひっついてくるんだよ！」

　さらにぐいっとライルの腕が引っ張られる。

　振り向くと、アップルが林りん檎ごのようなほっぺたをしてニコニコと笑っている。

「私にもちゃんともっといろいろ教えてね？」

「おう。……おまえも俺を認める気になったか。おまえって笑え顔がおの裏にどこか俺を試ためすような態度が透すけてたもんな」

「ふふふ……こんなに他人に対して興味を持って『もっと知りたい』って思ったの、お兄ちゃん先生が初めてかも」

　ライルはアップルの撫なで心地ごこちの良いい頭をぐりぐりと撫でた。

「ところで先生の名前って、ライル・なんだっけ？」

「……マジかよおまえ」

「ふふふ、冗じよう談だん」

　またもや腕がぐいっと引かれた。

　振り向くと、ふんぞり返ったメヌエットの不敵な笑顔。

「……私わたくしもビッグな私に相応ふさわしいビッグな宿命というものを理解しましたわ！　神と戦う！　そのために、あなたからもっと多くのことを学ばねばっ！」

「そうだ、俺たちは世界を変えるために戦う仲間だからな……！」

「ふふふ、神を倒して世界を変える……神聖メヌエット帝てい国こくへと！　ワクワクしてきましたわ！　私のビッグな覇は道どうの手助けが出来ること、ありがたく思いなさいましっ！」

「……ちょっと待て、メーちゃん。俺たちの未来を勝手に変な覇道に向けるな」

「ふふふ……先生なんてしょせん引き立て役の黒子ですわ～♪」

　やれやれ……、とライルは教え子たちを眺ながめる。

　他人を不幸にするのではなく、こいつらを幸せにする仕事。

　それがこれからも続くことに……安あん堵ど感かんと幸福感が胸に湧わく。

「ライルさんっ！」

　クレールが少しだけ真ま面じ目めな顔に戻ってライルに向き合った。

「私たち、力が必要です。……自分の足で立ち上がり、未来に向かって歩むための力が」

　ライルは頷うなずいた。




　……たとえこの世界が醜みにくい欺ぎ瞞まんに覆おおわれて、自分の両手が血に汚よごれていたとしても。

　真実を諦あきらめさえしなければ……続いて後をついてくるこいつらの両足はこんなにも輝かがやいている。──誰かを教え導くというのは、そういうことなのだ。

　自分の生きる世界げんじつが、古文書ラノベの世界ラブコメに負けぬほど輝き出す、そんな予感がようやく胸に湧き上がった。──そのために戦うのだ。








あとがき









　ファンタジア文庫では初めまして！　三原みつきと申します。

　本作は壮そう大だいなバトルファンタジーでありながら、現実の歴史上の英えい雄ゆうたちが重要な要素として登場します。もちろんあくまで『ライルやクレールたちの物語』なので詳くわしい知識がなくても楽しめる内容にしてありますが、せっかくなのでこの場を借りて彼らについて作者なりのゆるふわ紹しよう介かいを試みてみましょう。ゆるふわなので読み飛ばしても大だい丈じよう夫ぶです。




☆ジャンヌちゃん……歴史上もっとも創作のオモチャにされている美少女。

　兵士にやる気とまとまりが欠けていて連敗続きだったところに『神の声を聞いた愛されガール』として登場、瞬またたく間まに戦せん況きようをひっくり返し、フランスを窮きゆう地ちから救いました。

　何も考えずに突とつ撃げきを繰くり返していただけのようにも見えますが、当時まとまりの欠けたフランスをまず信しん仰こうと奇き跡せきによってまとめ上げ、次に強引にでも王太子を戴たい冠かんさせて正当性を獲かく得とくさせた彼女の戦略方針はロジックの面でも的確です。

　もしも『神の声』が彼女自身の内なる言葉だとしたら、彼女の洞どう察さつ力と発想力はタダモノではないということになるでしょう。ドンレミ村にも戦況は伝わってきていたそうなので、彼女自身がそういう発想を心に宿したとしてもまったく不思議ではありません。

『変装したシャルル王太子を初対面で見破る』『風向きを操る』など噂うわさに尾おひれがついたような逸いつ話わも多いですが、やはりどこか天才的な美少女だったに違ちがいありません。

　異い端たん審しん問もん中に意地悪な質問を完全論破して大喜びし、「もしまた間ま違ちがったら貴方あなたの耳を引っ張りますよ」と妙みようにかわいい発言を残している場面が個人的な最萌もえシーン。




★パラケルススくん……大昔からオカルトの世界でオモチャにされている童どう貞てい。

　科学とオカルトの境界線がまだ無かった時代に何でもありのバーリトゥードなスタンスで真実を探求した結果、医師、化学者、錬れん金きん術じゆつ師し、天文学者、神秘思想家、悪あく魔ま使い、放ほう浪ろう家、飲んだくれというわけのわからない肩かた書がきが並ぶ怪あやしいおっさんとなりました。

　伝統的・宗教的な風習を否定し、自然のありのままを観察・分ぶん析せきする手法をとったことから、当時の偉えらい人たちとどったんばったん大ゲンカ、その凶きよう暴ぼう性から表の歴史から姿を消し、逆に噂に尾ひれがついてオカルト界のカリスマとして後世に名を残しました。

　薬草の成分をアルコールで抽ちゆう出しゆつしたり、アヘンを鎮ちん痛つう剤ざいに用いて患かん者じやを治ち療りようする彼の姿が、当時の人々には背徳的な魔ま術じゆつ師しに見えたのだそうです。現代に至っても賢けん者じやの石やホムンクルスを作った人物として怪しさがいっそうエスカレートしたままなのが面おも白しろい。

　彼の科学的な手法や考え方は『知の種』となってバラ撒まかれ、後の学問やルネサンスに大きな影えい響きようを与あたえました。あのニュートンもパラケルススオタクだったそうです。




　まったく正反対なようでけっこう似た者同士のような気もするこの二人、その宿命を引き継ついだライルとクレールの物語にぜひご期待ください！

　そして謝辞という名のエンドロール。ややこしい作品に辛しん抱ぼう強づよく七稿こうまでも付き合ってくれた担当編集Ｓりんさん、Ｓりんさんとのキューピッドになってくださった作家の仲間Ｔさん、ありがとうございました！　イラストの池いけ咲ざきミサさん、デザインへの要求の多いシリーズですが、想定を遥はるかに超こえた素晴らしいイラストの数々どうもありがとうございます！　みつき露ろ出しゆつ度どの高い衣い装しよう大好き！　表紙も超ちようかっこいい……！　営業さん、流通さん、書店さん……この本にかかわってくださる多くの方々、そして何よりも今こうしてこの本をご愛読いただいた読者の皆みな様さま！　本当にどうもありがとうございました!!
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●みはらみつき



第５回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞審査員特別賞を受賞してデビュー。代表作は『魔技科の剣士と召喚魔王』。ファンタジア文庫では初の著作となります。

ペンネームのせいで美少女作家と勘違いされがちですが、残念ながらヒゲ面のおっさんです。『３』という数字に思い入れがあっただけなんです。どっしりとしたヒゲ面のおっさんですがわりと尽くす方です。可愛がってくださいね。


















カバーイラスト・口絵・本文イラスト／池咲ミサ

カバーデザイン／アフターグロウ










再さい演えん世せ界かいの英雄大戦ネクストエンドロール




神かみ殺ごろしの錬れん金きん術じゆつ師しと背はい徳とくの聖せい処しよ女じよ
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